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今
年
、
富
士
フ
イ
ル
ム
・
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ン
ド
（
Ｆ

Ｇ
Ｆ
）
は
設
立
か
ら
40
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

「
自
然
の
消
失
や
悪
化
を
止
め
て
、
さ
ら
に
流
れ
を
逆

転
さ
せ
、
自
然
を
回
復
の
軌
道
に
乗
せ
て
い
く
、
い
わ

ゆ
る
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
の
実
現
の
た
め
に
私
た

ち
が
で
き
る
こ
と
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
に
、
今
回

の
40
周
年
記
念
誌
を
制
作
し
ま
し
た
。

　

富
士
フ
イ
ル
ム
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
後
藤
社
長
と

Ｆ
Ｇ
Ｆ
の
小
林
運
営
委
員
長
の
対
談
を
は
じ
め
、
５
期

に
わ
た
る
『
未
来
の
た
め
の
森
づ
く
り
』
や
こ
の
10
年

間
の
Ｆ
Ｇ
Ｆ
助
成
事
業
地
か
ら
の
報
告
、
さ
ら
に
40
回

目
と
な
る
『
わ
た
し
の
自
然
観
察
路
コ
ン
ク
ー
ル
』
受

賞
作
品
の
紹
介
な
ど
、
Ｆ
Ｇ
Ｆ
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に

関
す
る
記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
グ

リ
ー
ン
レ
タ
ー
に
登
場
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
か
ら
一
言

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
写
真
は
、
ち
ょ
う
ど
10
年
前
、
私
が
本
誌
編
集

長
を
お
引
き
受
け
し
た
最
初
の
年
に
、
鞍
馬
の
火
祭
り

を
取
材
し
た
時
の
も
の
で
す
。
街
道
を
大
小
さ
ま
ざ

ま
な
松
明
が
行
き
交
う
な
か
、
火
祭
保
存
会
の
三
宅
会

長
の
お
宅
を
訪
ね
ま
し
た
。
親
戚
や
知
り
合
い
の
方
な

ど
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
り
、
女
性
陣
が
準
備
し
た
里

山
の
恵
み
も
感
じ
ら
れ
る
ご
馳
走
を
味
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
「
家
の
外
も
祭
り
だ
け
ど
家
の
中
も
お
祭
り
。
男

た
ち
も
祭
り
に
誇
り
を
も
っ
て
い
る
け
ど
、
女
の
人
も

そ
う
。」
と
い
う
奥
さ
ま
の
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。
次

の
瞬
間
、
外
で
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
さ
っ

き
ま
で
部
屋
に
お
ら
れ
た
と
て
も
小
柄
で
高
齢
の
お
母

さ
ま
が
、
神
輿
の
太
鼓
を
た
た
い
て
い
る
の
で
す
。
力

強
い
太
鼓
の
音
に
驚
き
ま
し
た
。
地
域
の
人
た
ち
が
ま

さ
に
総
力
を
あ
げ
て
祭
り
を
動
か
し
て
い
る
、
そ
し
て

祭
り
の
松
明
や
ご
馳
走
が
里
山
の
多
様
な
資
源
に
支
え

ら
れ
て
い
る
、
そ
の
こ
と
に
心
が
動
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
年
後
の
今
秋
、
『
未
来
の
た
め
の
森
づ
く
り
』
の

取
材
で
ふ
た
た
び
鞍
馬
を
訪
ね
ま
し
た
。
「
火
祭
り
や

暮
ら
し
の
資
源
を
自
分
た
ち
の
里
山
で
」
を
め
ざ
し

て
、
地
元
保
存
会
の
皆
さ
ん
と
京
都
大
学
の
先
生
や
学

生
た
ち
が
森
づ
く
り
の
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
世
代

や
地
域
を
こ
え
た
新
た
な
協
働
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
、

そ
う
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

地
域
の
自
然
が
回
復
し
た
時
に
、
自
然
と
の
関
わ
り

の
な
か
で
地
域
の
暮
ら
し
や
歴
史
、
文
化
も
輝
き
を
増

し
て
い
く
、
そ
ん
な
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
を
実
現

さ
せ
て
い
き
た
い
。
全
国
各
地
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
現

場
か
ら
、
地
域
の
特
徴
を
活
か
し
た
新
た
な
動
き
が
生

み
出
さ
れ
て
い
く
よ
う
、
ぜ
ひ
と
も
願
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
Ｆ
Ｇ
Ｆ
が
こ
れ
か
ら
も
そ
う

し
た
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
息
長
く
応
援
し
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
（
Ｗ
）

 富士フイルム・グリーンファンド（FGF）とは
公益信託富士フイルム・グリーンファンド（ＦＧＦ）は
富士フイルムホールディングス（旧 富士写真フイルム）株式会社が創立 50 周年を機に新しい分野での社会還元を志し、
自然環境の保全・育成のための基金拠出を決意し、1983 年に設立されたものです。
民間企業による、自然保護をテーマとした公益信託としては日本で最初に設立されたもので、
この 40 年間に、自然環境の保全・育成に関する活動や研究に対して
数多くの助成や支援を行い、成果を上げてきました。

Fujifilm Green Fund is the very first charitable trust in Japan which was estabilished by a 
private enterprise for the purpose of nature conservation. For the last 40 years since its 
establishment, the Fund has been applied toward a number of successful programs for 
support of various activities and research works concerning nature conservation.
● OUTLINE
Date of establishment ：	October 12, 1983
Trustor	：	FUJIFILM Holdings Corporation
Trustee	：	The Sumitomo Mitsui Trust & Banking Co., Ltd.
Fund 	 ：	Japanese Yen 1,000,000,000
● ACTIVITIES
1.	 Creating opportunities for exchange between people and green environment 
2. 	Promoting communication between concerned people in support of green  environment 
3. 	Supporting activities for conservation of green environment
4. 	Supporting research works for conserving and fostering green environment
＊ Currently. the fund is applied to domestic activities only.

●概要
設立年月日　1983 年10月12日
委託者　　　富士フイルムホールディングス株式会社
受託者　　　三井住友信託銀行株式会社
受託財産　　1,000百万円
●事業内容
ＦＧＦは４つの事業を進めています。
①未来のための森づくり
②緑のための支援事業
③緑とふれあいの活動助成
④緑の保全と活用の研究助成
＊現在、本公益信託の事業は、日本国内を対象に行っています。

鞍馬の火祭　大小さまざまな松明が街道を行き交う

編集後記

ネイチャーポジティブ
実現のために

私たちができること

富士フイルム・グリーンファンド40周年を迎えて

40FGF
thANNIVERSARY
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富 士 フ イ ル ム ・ グ リ ー ン フ ァ ン ド 4 0 周 年 を 迎 え て

ネイチャーポジティブ
実現のために
私たちができること
：a world  of  l iv ing  in  harmony with  nature
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4 FGF40 周年記念対談
社会全体のアプローチで
ネイチャーポジティブの実現を
後藤禎一×小林光
司会 渡辺綱男

FGF 助成一覧

公益信託とは何か
三井住友信託銀行株式会社

FGF 通信

表紙写真：橋本幸則撮影
FGF 事業「未来のための森づくり」第 5 期助成を受けて活動する「鞍馬火祭保存会」と由岐神社
の氏子の皆さん、京都大学の深町加津枝先生と学生さんたち。活動地である由岐神社の森にて、
取材協力いただいた際の集合写真（2023 年 11月 5 日）。

Green Letter
Green Letter

45 号に登場してくださった方々

特集 富士フイルム・グリーンファンド40 周年を迎えて
―ネイチャーポジティブ実現のために私たちができること―

10

小林光（こばやし ひかる）
1949 年東京生まれ。東大先端科学技術研究センター研究顧問。
1973 年に環境庁に入庁。2011 年に事務次官を最後に退官。京
都議定書の作成や実施に関する内外の交渉を長年担ったほか、
一貫して、環境まちづくり、環境と共生する経済づくりを担当し、
退官後も大学教員の立場から、各地で、自治体の環境政策や企
業の環境取り組みへの助言・協力を行っている。

伊藤育子（いとう いくこ）
エゾリスの会にて里山をつくろうプロジェクト企画・運営担当、モ
ニタリングサイト1000 里地調査コアサイト『帯広の森』のコーディ
ネーター。1965 年東京生まれ埼玉育ち。帯広畜産大学へ進学し『帯
広の森』と出会い、かれこれ 40 年。1 級ビオトープ施工管理士、
自然観察指導員、環境カウンセラー（市民部門）。

後藤禎一（ごとう ていいち）
富士フイルムホールディングス（旧 富士写真フイルム）株式会社、
及び富士フイルム株式会社の代表取締役社長・CEO。1983 年、
関西学院大学卒業後、富士写真フイルム入社。 1995 年から
2010 年までベトナム、シンガポール、中国駐在。2013 年、メディ
カルシステム事業部長就任。2018 年同社取締役、2020 年に事
業会社である富士フイルム株式会社の取締役専務執行役員を経
て、2021 年より現職。

14 「ネイチャーポジティブ」実現の
ために私たちは何ができるか
過去 10 年間にグリーンレターにご登場
いただいた 26 名からのメッセージ

75

下鶴倫人（しもづる みちと）
1979 年神奈川県生まれ。東京大学大学院農学生命科学研究科
獣医学専攻を修了。博士（獣医学）。2008 年より北海道大学大
学院獣医学研究科（現・研究院）に助教として着任、現在准教授。
専門は野生動物学。主としてヒグマをはじめとしたクマ類の生理
生態に関する研究に取り組んでいる。

12 助成申請を審査する立場から見た
富士フイルム・グリーンファンド
小林光　

FGFの４つの事業11

佐々木梨江（ささき りえ）
中学 1 年生の息子と小学 4 年生の娘とともにエゾリスの会の活動
に参加している。1980 年生まれ、東京育ち。帯広畜産大学へ進
学後、知床でネイチャーガイドとして働き、帯広に戻る。子供も
一緒に森の中で過ごす時間が欲しい！まだまだ自然の事を知りた
い！と思いエゾリスの会へ入会。

特
集

鞍馬火祭保存会（くらまひまつりほぞんかい）　
京都府京都市左京区鞍馬本町において 1963 年から活動する団体。
本会は、1 千有余年の歴史を誇る鞍馬火祭を保存し、その比類なき火
祭行事を振興することを目的とする。火祭行事に必要な諸陣道具の維
持保存のための補助事業・火祭儀式及び行事の資料等の保存・その
他目的達成に必要なる様々な活動を継続的に行っている。毎年 10 月
22 日の「鞍馬の火祭り」を実施し、2021 年からは FGF の助成を受
けて由岐神社の森で、森林資源の管理・利用等を中心に活動を行う。

18 未来のための森づくり
〈第１期〉まいおか水と緑の会
〈第２期〉冬雷塾
〈第３期〉金沢大学 角間里山本部

20 未来のための森づくり
〈第４期〉エゾリスの会
伊藤育子・佐々木梨江

22 未来のための森づくり
〈第５期〉鞍馬火祭保存会
取材記事

「火祭りや暮らしの資源を自分たちの里山で」

28

緑とふれあいの活動助成・
緑の保全と活用の研究助成

・2013 年から 2022 年までの
　活動・研究助成 72 件の紹介

〈2017 年度研究助成〉世界自然遺産知床の
　ヒグマと人（下鶴倫人）

〈2018 年度活動助成〉皆で育む道
　～みちのく潮風トレイルを未来へ（相澤久美）

〈2021 年度活動助成〉女性パワーで
　ガイアの森植樹会を開催‼（徳永由佳）

33

緑のための支援事業
通算実施 40 回を迎えた

「わたしの自然観察路コンクール」
・2023 年度の受賞作品紹介
・過去の受賞者への取材で伝えるコンクールの魅力
  稲垣貴厚・稲垣慶宥・稲垣典寛

78

渡辺綱男（わたなべ つなお）
1956 年東京生まれ。1978 年に環境庁に入庁、全国の国立公園
や野生生物の保護管理にあたる。釧路湿原の自然再生や知床の
世界遺産登録、生物多様性条約 COP10 の開催、三陸復興国立
公園づくりなどに携わり、2012 年環境省を退官。現在は自然環
境研究センターや国連大学に勤務。著書に『日本の自然環境政
策』（東京大学出版会）など。

相澤久美（あいざわ くみ）
認定 NPO 法人みちのくトレイルクラブ常務理事 兼 事務局長。
建築設計、雑誌・書籍編集、映画プロデュース、震災支援等を
経て、現在みちのく潮風トレイルの管理運営を行う。また、各地
のロングトレイルの敷設や運営計画策定支援も行う。青森大学客
員教授、中環審専門委員、他各種団体の理事も兼務。

德永由佳（とくなが ゆか）
大阪府生まれ。現在、宮崎県都城市在住。1996 年 7 月仲間と
ともに「どんぐり1000 年の森をつくる会」を発足。2008 年 4 月
に NPO 法人に。当初から事務局として活動し、今年で 27 年目。
職業は市職員。ライフワークとして NPO 活動に取り組む。

FGF機関誌「グリーンレター45号」では、FGF設立40周年を機会に、
事業内容を振り返るとともに、次のステージとして「ネイチャーポジティ
ブ（自然を守って回復させる）」のために、我々に何ができるかを考え
ました。
巻頭の富士フイルムホールディングスの後藤社長と小林 FGF 運営
委員長の対談をはじめ、過去にグリーンレターに登場された 26 名、
FGF 活動・研究助成先の方々からも具体的な今後の目標など、未来
へ向けた大事なメッセージをいただきました。

ネイチャーポジティブ実現のため、40周年以降も FGFは自然環境の
保全に役立つ事業を続けてまいります。

発行　　	 公益信託　富士フイルム・グリーンファンド
受託者　	 三井住友信託銀行株式会社
編集制作	 一般財団法人　自然環境研究センター
編集人	 渡辺綱男 （（一財）自然環境研究センター上級研究員）
編集協力	 小島麻理  星野俊彦 （富士フイルムホールディングス株式会社）
デザイン	 株式会社アートポスト
印刷	 株式会社高陽堂印刷

©橋本幸則
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×

社
会
全
体
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で

渡
辺　

本
年
、
2
0
2
3
年
に
富
士
フ
イ
ル
ム
・

グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ン
ド
（
以
下
F
G
F
）
は
40
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
F
G
F
運
営
委

員
長
の
小
林
光
さ
ん
と
富
士
フ
イ
ル
ム
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
社
長
の
後
藤
禎 

一 

さ
ん
の
対
談
を
行
い
、

F
G
F
、
そ
し
て
富
士
フ
イ
ル
ム
の
来
た
道
を
振

り
返
っ
て
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

F
G
F
は
、
富
士
フ
イ
ル
ム
が
創
立
50
周
年
に

あ
た
って
自
然
環
境
の
保
全
・
育
成
の
た
め
に
拠
出

し
た
10
億
円
の
資
金
を
活
用
し
て
1
9
8
3
年
に

誕
生
し
ま
し
た
。
民
間
企
業
に
よ
る
自
然
保
護
を

テ
ー
マ
と
し
た
公
益
信
託
と
し
て
は
、
日
本
で
初
め

て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

後
藤　
実
は
F
G
F
が
設
立
さ
れ
た
1
9
8
3

年
は
、
私
が
富
士
フ
イ
ル
ム
に
入
社
し
た
年
で
す
。

Ｆ
Ｇ
Ｆ
40
周
年
記
念
対
談

富
士
フ
イ
ル
ム
・
グ
リ
ー
ン

フ
ァ
ン
ド
（
Ｆ
Ｇ
Ｆ
）
40
周
年

を
記
念
し
て
、
富
士
フ
イ
ル
ム

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
社
長
、
Ｃ

Ｅ
Ｏ
の
後
藤
氏
、
Ｆ
Ｇ
Ｆ
運
営

委
員
長
小
林
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
来
た
道
を
振
り
返
り
、
今
後

の
Ｆ
Ｇ
Ｆ
、
富
士
フ
イ
ル
ム
、

そ
し
て
社
会
と
環
境
の
未
来
を

と
も
に
見
つ
め
ま
し
た
。

ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
ティ
ブ
の

　
　
　
実
現
を

後
藤
禎
一
さ
ん

富
士
フ
イ
ル
ム
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
代
表
取
締
役
社
長

・
Ｃ
Ｅ
Ｏ 

小
林 

光
さ
ん

富
士
フ
イ
ル
ム
・
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ン
ド
運
営
委
員
長

東
大
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
顧
問 

司
会
　
渡
辺
綱
男
　

Ｆ
Ｇ
Ｆ
機
関
誌
「
グ
リ
ー
ン
レ
タ
ー
」
編
集
長

Na t u re  Posit i ve

そ
し
て
富
士
フ
イ
ル
ム
が
自
然
を
彷
彿
と
さ
せ
る

「
グ
リ
ー
ン
」
を
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ラ
ー
に
使
い
始

め
た
の
は
1
9
5
8
年
（
昭
和
33
年
）
で
、
私

は
そ
の
翌
年
、1
9
5
9
年（
昭
和
34
年
）の
1

月
生
ま
れ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、F
G
F
と
、

F
G
F
が
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
「
自
然
環
境
」
に

対
し
て
は
、
個
人
的
に
特
別
な
思
い
を
も
っ
て
い

ま
す
。

　

今
か
ら
考
え
て
も
、
40
年
前
に
F
G
F
を
設

立
し
た
当
時
の
経
営
陣
に
は
先
見
の
明
が
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。「
会
社
創
立
50
周
年
」
と
い
え
ば
、

パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
い
た
り
記
念
館
を
建
て
た
り
と
い

う
話
に
な
り
が
ち
だ
っ
た
時
代
に
、
公
益
信
託
と
い

う
構
想
を
持
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
単
な
る
寄
付
や一

過
性
の
ア
ク
シ
ョン
で
は
な
く
、
継
続
的
な
環
境
保

全
の
た
め
に
、
地
域
に
根
付
い
た
自
然
保
護
活
動
に

助
成
す
る
基
金
を
設
立
し
た
こ
と
は
、
自
社
の
行

動
な
が
ら
大
変
に
価
値
あ
る
判
断
だ
っ
た
と
今
回

改
め
て
思
い
ま
し
た
。「
こ

れ
か
ら
の
会
社
経
営
は
、
人

と
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
地
球
が
大

切
。
緑
を
大
切
に
し
な
い

経
営
で
は
生
き
残
れ
な
い
」

と
い
う
の
は
当
時
の
大
西
實

社
長
の
言
葉
で
す
が
、
40

年
前
に
地
球
環
境
に
言
及

す
る
経
営
者
は
ま
だ
少
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

富
士
フ
イ
ル
ム
は
、
も
と

も
と
大
阪
に
本
社
を
置
く
企
業
か
ら
写
真
フ
ィ
ル

ム
部
門
を
分
離
独
立
さ
せ
た
会
社
で
、社
名
の「
富

士
フ
イ
ル
ム
」の「
富
士
」は
富
士
山
が
由
来
で
す
。

当
時
の
幹
部
が
大
阪
か
ら
東
京
へ
向
か
う
東
海
道

線
の
車
内
か
ら
美
し
い
富
士
山
を
眺
め
、
そ
の
名

を
社
名
に
冠
し
た
い
と
名
付
け
た
も
の
で
す
。
そ

の
裾
野
に
あ
っ
て
、
豊
富
な
湧
水
と
き
れ
い
な
空

気
に
恵
ま
れ
た
南
足
柄
村
（
現
南
足
柄
市
）
に

写
真
フ
ィ
ル
ム
製
造
の
た
め
の
当
社
の
最
初
の
工
場

が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
き
れ
い
な
水
と
空
気
は
、

写
真
フ
ィ
ル
ム
の
製
造
に
は
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

南
足
柄
市
の
工
場
の
近
く
に
は
、
今
で
も
多
く
の

湧
水
群
が
広
が
って
い
ま
す
。

小
林　
ぜ
ひ
そ
の
創
業
の
地
で
あ
る
、
そ
の
土
地

を
拝
見
し
た
い
も
の
で
す
。
と
こ
ろ
で
、
今
日
は

富
士
フ
イ
ル
ム
本
社
の
応
接
室
で
対
談
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、
応
接
室
の
入
口
に
大
き
な
素
晴

ら
し
い
富
士
山
の
写
真
が
あ
り
ま
す
ね
。

後
藤　
山
岳
写
真
家
の
白
簱
史
朗
さ
ん
の
作
品
で

す
。
あ
の
写
真
は
決
し
て
偶
然
に
撮
影
さ
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
気
象
学
か
ら
雲
の
動
き
を
読
ん
で
、

こ
の
時
間
の
こ
の
角
度
を
狙
っ
て
と
、
綿
密
な
計
算

の
上
で
撮
影
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
風
景
写
真
家
の

方
々
は
皆
さ
ん
、
素
晴
ら
し
い
作
品
を
撮
影
さ
れ

る
た
め
に
、
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
そ
う
し
た
努
力
を

さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

小
林　

後
藤
社
長
は
も
と
も
と
写
真
が
お
好
き

で
、
富
士
フ
イ
ル
ム
に
入
社
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

後
藤　
わ
た
し
に
は
「
写
真
は
人
を
幸
せ
に
す
る
」

と
い
う
信
念
の
よ

う
な
も
の
が
あ

り
ま
し
て
、
人
々

の
幸
せ
を
増
や

す
た
め
に
、
写

真
が
自
社
製
品

な
ら
ば
自
信
を

も
っ
て
売
り
込
め

る
、
と
い
う
の
が

入
社
の
動
機
で

し
た
。

　

東
日
本
大
震

災
の
時
、
わ
れ
わ
れ
は
被
災
地
で
、
津
波
に
よ
っ
て

泥
だ
ら
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
写
真
の
救
済
を
行
い

ま
し
た
。
当
時
、
被
害
を
被
っ
た
家
に
被
災
者
の

方
々
が
戻
ら
れ
た
時
、
真
っ
先
に
探
し
た
の
は
写
真

だ
と
伺
い
ま
し
た
。
ま
た
救
助
活
動
の
過
程
で
も

ア
ル
バ
ム
な
ど
思
い
出
の
品
が
多
数
発
見
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
当
社
に
は
、
皆
様
の
大
切
な
思
い
出
の

品
を
一 

つ
で
も
多
く
救
い
出
し
た
い
と
の
思
い
が
あ

り
ま
し
た
。
写
真
プ
リ
ン
ト
の
洗
浄
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提

供
や
、
現
地
で
の
洗
浄
作
業
も
行
い
ま
し
た
が
、
一 

部
、
現
地
か
ら
写
真
や
ア
ル
バ
ム
を
お
預
か
り
し
て

の
洗
浄
作
業
も
実
施
し
ま
し
た
。
神
奈
川
工
場
足

柄
サ
イ
ト
の
体
育
館
を
作
業
場
と
し
た
の
で
す
が
、

現
役
社
員
や
そ
の
家
族
に
加
え
、
多
く
の
O
B
も

み
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
集
ま
り
、
作
業
を
し
ま
し
た
。

　

写
真
は
、
結
婚
式
や
入
学
式
、
卒
業
式
な
ど
、

皆
さ
ん
の
大
事
な
一
瞬
一
瞬
を
記
録
す
る
も
の
で
す

が
、
写
真
フ
ィ
ル
ム
は
撮
影
し
た
あ
と
現
像
・
プ
リ

ン
ト
し
て
は
じ
め
て
、
本
当
の
価
値
を
提
供
で
き

る
製
品
で
、
使
う
前
に
試
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

お
客
様
は
そ
れ
ぞ
れ
の
大
事
な
瞬
間
を
記
録
す
る

た
め
、
当
社
の
製
品
を
信
頼
し
て
フ
ィ
ル
ム
を
購
入

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
す
。
従
業
員
は
み
な
、 撮影 / 橋本幸則

創業の地である南足柄市の水源地
（写真提供 / 富士フイルムホールディングス）

右から小林氏、後藤氏、渡辺氏泥だらけになってしまった写真プリントを被災地で洗
浄する様子（写真提供 / 富士フイルムホールディングス）
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そ
う
し
た
お
客
様
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
写
真
を
大

事
に
し
た
い
、
お
客
様
が
当
社
を
信
頼
し
て
く
だ

さ
る
気
持
ち
に
応
え
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
も
って

お
り
、
そ
れ
は
い
わ
ば
当
社
の
D
N
A
と
し
て
従

業
員
の
心
に
深
く
刻
ま
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
の
写

真
救
済
活
動
に
は
本
当
に
多
く
の
従
業
員
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

手
元
に
あ
る
写
真
と
い
う
の
は
何
年
も
経
っ
た
後

に
、
さ
ら
に
価
値
が
高
ま
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

最
近
で
は
デ
ジ
タ
ル
の
普
及
で
、
写
真
を
プ
リ
ン
ト

す
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
ぜ
ひ
プ
リ
ン

ト
し
て
手
元
に
残
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

小
林　
確
か
に
写
真
は
さ
ま
ざ
ま
な
瞬
間
を
記
録

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
ね
。
戦
前
の
写
真
な

ど
を
見
る
と
、
当
時
は
こ
う
い
う
暮
ら
し
を
し
て
い

た
の
か
な
ど
と
興
味
深
く
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
現
在
の
富
士
フ
イ
ル
ム
グ
ル
ー
プ
は
、
写

真
フ
ィ
ル
ム
だ
け
で
な
く
色
々
と
新
し
い
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
印
象
で
す
。

後
藤　
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
台
頭
で
、
2
0
0
0
年

を
境
に
世
界
の
写
真
フ
ィ
ル
ム
需
要
は
激
減
し
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
わ
れ
わ
れ
は
写
真
事
業
で
培
わ

れ
た
自
分
た
ち
の
技
術
を
徹
底
的
に
深
掘
り
し
て
、

そ
れ
が
応
用
で
き
る
新
た
な
事
業
を
探
索
し
ま
し

た
。
そ
れ
が
現
在
の
ヘル
ス
ケ
ア
事
業
と
電
子
材
料

事
業
の
伸
長
に
つ
な
が
って
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
は
間
違
い
な
く
、
今
後
益
々
大
き
く
な
っ
て

い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
富
士
フ
イ
ル
ム
グ
ル
ー
プ
に
は
多
く
の

事
業
が
あ
り
ま
す
が
、
２
０
１
７
年
に
発
表
し

た
２
０
３
０
年
度
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
計
画

「Sustainable V
alue Plan 

（
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・

バ
リ
ュ
ー
・
プ
ラ
ン
）2030

」（
Ｓ
Ｖ
Ｐ 

２
０
３
０
）

に
沿
っ
て
、
革
新
的
技
術
・
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
な
ど
、
事
業
活
動
を
通
じ
た
社
会
課
題
の
解
決

に
よ
り
一
層
取
り
組
み
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
社
会
の
実

現
に
貢
献
す
る
企
業
を
目
指
し
て
事
業
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

渡
辺　
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
ま
し

た
が
、
こ
こ
10
年
を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
い
て
環
境

分
野
で
は
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
き
た

の
で
し
ょ
う
か
。

後
藤　
当
社
は
グ
ル
ー
プ
経
営
を
進
化
さ
せ
る
た

め
、
2
0
0
6
年
に
持
ち
株
会
社
で
あ
る
富
士
フ

イ
ル
ム
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
を
設
立
し
ま
し
た
が
、
そ

の
翌
年
、
2
0
0
7
年
に
当
社
の
「
C
S
R
の

考
え
方
」
を
定
め
た
時
か
ら
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

や
、
持
続
可
能
性
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
ま
す
。

2
0
1
7
年
に
発
表
し
た
（
前
述
の
）
S
V
P 

2
0
3
0
で
は
、
13
年
後
の
2
0
3
0
年
に
、

わ
れ
わ
れ
の
会
社
を
ど
ん
な
会
社
に
す
る
の
か
、
ど

う
い
う
形
で
社
会
課
題
解
決
に
貢
献
し
て
い
く
の

か
、
そ
の
目
指
す
姿
を
C
S
R
計
画
と
し
て
宣

言
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
環
境
、
健
康
、
生
活
、

働
き
方
と
い
う
４
つ
の
重
点
分
野
を
掲
げ
、
そ

れ
に
関
わ
る
社
会
的
課
題
を
解
決
し
て
い
こ
う

と
い
う
も
の
で
す
。
そ
の
な
か
で
も
環
境
は
、
世

界
的
に
み
て
大
き
な
課
題
で
す
の
で
、
脱
炭
素

に
向
け
た
計
画
を
し
っ
か
り
と
練
り
ま
し
た
。

　

特
に
気
候
変
動
対
応
と
し
て
、
2
0
4
0
年

度
ま
で
に
自
社
が
使
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
因
の

C
O
2
排
出
を
実
質
的
に
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目

指
す
と
と
も
に
、
原
材
料
調
達
か
ら
製
造
、
輸

送
、
使
用
、
廃
棄
に
至
る
ま
で
の
自
社
製
品
の
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
に
お
い
て
、
2
0
3
0
年
度
ま

で
に
C
O
2
排
出
量
を
50
％
削
減
（
2
0
1
9

年
度
比
）
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
当
初
、

2
0
5
0
年
度
ま
で
と
し
て
い
た
実
質
排
出
ゼ
ロ

の
従
来
目
標
を
、
10
年
前
倒
し
に
し
て
2
0
4
0

年
度
に
達
成
す
る
計
画
に
し
ま
し
た
。

小
林　
世
界
の
多
く
の 

一 

流
企
業
は
、
2
0
5
0

年
目
標
で
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
し
て
い

ま
す
が
、
富
士
フ
イ
ル
ム
グ
ル
ー
プ
は
10
年
前
倒

し
に
し
た
の
で
す
ね
。

後
藤　

気
候
変
動
は
差
し
迫
っ
た
課
題
に
な
っ
て

き
ま
し
た
か
ら
ね
。
数
十
年
前
ま
で
は
、
こ
こ
ま

で
激
し
い
気
候
変
動
が
来
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
温
室
効
果
ガ
ス
が
気
候
変
動
の
要
因
で

あ
る
こ
と
は
、
科
学
的
に
も
い
ま
や
疑
い
よ
う
が
な

い
と
い
う
の
が
国
際
的
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
な
わ
け
で

す
か
ら
、
重
点
課
題
と
し
て
優
先
的
に
取
り
組
む

こ
と
は
大
切
で
す
。

小
林　
富
士
フ
イ
ル
ム
は
脱
炭
素
の
取
り
組
み
が

早
か
っ
た
の
で
す
ね
。
1
9
9
7
年
、
初
め
て
温

室
効
果
ガ
ス
の
削
減
行
動
を
義
務
化
し
た
京
都

議
定
書
の
頃
は
、
環
境
の
専
門
家
の
中
で
も
、
10

年
で
C
O
2
を
5
％
、
1
0
0
年
で
よ
う
や
く

50
％
削
減
と
い
っ
た
相
場
観
で
し
た
。
当
時
は
、

温
暖
化
は
わ
れ
わ
れ
が
生
き
て
い
る
う
ち
に
は
大

し
て
進
ま
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
考
え
る
人
も
た

く
さ
ん
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
今
で
は
2
0
5
0

年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
で
は
遅
す
ぎ
で
、

2
0
4
0
年
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
全
体

と
し
て
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
な
って
き
ま
し
た
。

後
藤　
製
造
業
と
し
て
は
、
も
の
づ
く
り
に
お
け

る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
モ
デ
ル
の
確
立
が
、
気

候
変
動
対
策
と
し
て
急
務
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
は
天
然
ガ
ス
の
代
替
と
な
る
脱
炭
素
燃

料
と
し
て
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
「
メ
タ
ネ
ー
シ
ョ

ン
」、
つ
ま
り
C
O
2
を
水
素
と
合
成
し
て
メ
タ

ン
を
つ
く
る
技
術
の
実
証
実
験
を
、
神
奈
川
工
場

足
柄
サ
イ
ト
で
東
京
ガ
ス
、
南
足
柄
市
と
共
同
で

進
め
て
い
ま
す
。

小
林　
C
O
2
だ
け
で
な
く
、
K
P
I
（
重
要

業
績
評
価
指
標
）
に
水
の
項
目
を
入
れ
て
い
る
の
も

良
い
で
す
ね
。

後
藤　
映
画
や
写
真
の
フ
ィ
ル
ム
の
製
造
に
は
清
浄

な
水
を
多
く
使
用
し
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
、
創
業

地
で
あ
る
富
士
山
近
く
の
南
足
柄
市
で
、
豊
富
に

湧
く
き
れ
い
な
水
を
お
借
り
し
て
、
製
品
を
作
ら

せ
て
い
た
だ
い
て
き
た
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の
水
を

き
れ
い
な
状
態
に
し
て
河
川
に
戻
さ
な
く
て
は
い

け
な
い
。
そ
う
し
た
思
い
か
ら
、
早
く
か
ら
水
投

入
量
の
削
減
、
及
び
水
の
リ
サ
イ
ク
ル
利
用
に
も

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

た
と
え
ば
当
社
グ
ル
ー
プ
に
は
熊
本
県
の
菊
陽

町
に
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
材
料
・
半
導
体
材
料
の
工
場
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
工
場
の
場
所
を
含
め
た
阿
蘇
山

に
連
な
る
11
市
町
村
は
、
約
1
0
0
万
人
分
の

住
民
の
水
道
水
資
源
を
地
下
水
で
賄
う
、
世
界
で

も
珍
し
い
地
域
で
す
。
豊
か
な
地
下
水
が
保
持
で

き
た
理
由
の
ひ
と
つ
が
、
阿
蘇
山
麓
か
ら
菊
陽
町

に
広
が
る
白
川
中
流
域
の
水
田
に
あ
り
ま
す
。
最

近
は
宅
地
化
や
、
住
民
の
高
齢
化
で
、
こ
の
大
事

な
役
割
を
果
た
す
水
田
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
地
域
で
事
業
活
動
を
行

う
企
業
の
責
務
と
し
て
、
地
元
農
家
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
菊
陽
町
の
水
田
を
利
用
し
た
地
下
水
か

ん
養
を
実
施
し
、
地
下
水
の
保
全
に
努
め
て
い
ま

す
。
時
に
は
従
業
員
や
そ
の
家
族
が
水
田
で
の
作

業
に
参
加
し
て
、
地
下
水
か
ん
養
や
自
然
環
境
保

全
の
大
切
さ
を
身
を
も
っ
て
感
じ
て
お
り
、
従
業

員
の
環
境
意
識
の
維
持
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
今
年
は
私
自
身
も
稲
刈
り
に
参
加
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
水
田
で
作
っ
た
新
米
は
大
変
美
味
し
い

お
米
な
の
で
、
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

渡
辺　
ま
さ
に
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
を
進
め
る

活
動
で
す
ね
。
自
然
の
悪
化
を
止
め
る
だ
け
で
な

く
、
水
の
循
環
を
守
る
こ
と
を
通
じ
て
、
自
然
の

回
復
に
向
け
た
取
り
組
み
が
動
き
出
し
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。

　

2
0
1
0
年
に
名
古
屋
で
開
か
れ
た
生
物
多
様

性
の
保
護
に
関
す
る
国
連
の
会
議
「
C
O
P
10
」

で
は
、
ま
ず
は
自
然
環
境
の
悪
化
を
止
め
よ
う
と
、

絶
滅
危
惧
種
を
守
る
こ
と
な
ど
2
0
2
0
年
ま
で

に
取
り
組
む
20
の
目
標
が
合
意
さ
れ
ま
し
た
。
昨

年
（
2
0
2
2
年
）
12
月
に
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
「
C
O
P
15
」
で
は
、
悪
化
の
流
れ

を
逆
転
さ
せ
て
自
然
を
回
復
軌
道
に
乗
せ
る
、
い

わ
ゆ
る
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
を
進
め
る
た
め
、

12
年
ぶ
り
の
新
た
な
世
界
目
標
に
合
意
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
2
0
3
0
年
ま
で
に
世
界
全
体

で
陸
域
と
海
域
の
そ
れ
ぞ
れ
30
％
以
上
を
保
全
す
る

「
30
b
y 

30
」
目
標
な
ど
は
そ
の 
一 
つ
で
す
。

後
藤　
富
士
フ
イ
ル
ム
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
も
そ
の
考

え
に
賛
同
し
て
「
生
物
多
様
性
の
た
め
の
30
b
y 

30
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
＊
」
に
加
盟
し
ま
し
た
。

小
林　
F
G
F
も
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
に
加
盟
し
ま
し

た
。
自
然
は
守
る
に
し
て
も
、
回
復
さ
せ
る
に
し

て
も
、
時
間
が
か
か
る
も
の
で
す
。
長
期
の
取
り

組
み
に
よ
って
初
め
て
成
果
が
上
が
って
く
る
も
の
で

す
か
ら
、
実
際
に
は
た
いへ
ん
な
時
間
と
労
力
が
か

か
る
こ
と
で
す
ね
。

後
藤　
富
士
フ
イ
ル
ム
グ
ル
ー
プ
で
は
、
1
9
9
8

年
（
平
成
10
年
）
か
ら
中
国
の
砂
漠
地
帯
で
植
林

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し
て
き
て
い
ま
す
。
当

初
、
労
働
組
合
が
始
め
た
活
動
で
す
が
、
中
国
の

グ
ル
ー
プ
会
社
が
活
動
を
引
き
継
ぎ
、
こ
の
25
年

間
に
5
万
本
以
上
も
の
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。
わ

た
し
も
中
国
に
駐
在
し
て
い
た
頃
に
参
加
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
最
初
の
頃
に
植
樹
し
た
人
た
ち

が
こ
の
場
所
を
訪
れ
た
際
に
、
自
分
た
ち
が
植
え

た
樹
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
の
を
見
て
感
動
し
た
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。
何
に
お
い
て
も
継
続
は
力
な
り

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

渡
辺　
継
続
と
い
え
ば
、
F
G
F
は
「
緑
と
ふ
れ

あ
い
の
活
動
助
成
」「
緑
の
保
全
と
活
用
の
研
究

助
成
」
と
い
う
２
つ
の
事
業
を
通
じ
て
、
40
年
間
で

2
2
0
件
の
助
成
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
30
周
年

以
降
の
F
G
F
の
こ
の
10
年
の
活
動
を
振
り
返
っ

て
み
て
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

小
林　
2
0
1
4
年
か
ら
こ
の
10
年
間
で
助
成

し
た
先
は
86
件
で
す
。
F
G
F
は
、
地
域
の
自

然
を
守
る
草
の
根
の
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
学

術
振
興
会
の
科
学
研
究
費
な
ど
で
は
対
応
で
き
な

（右）オランダのバイオ医薬品用培地の生産
拠点にて、使用電力を風力発電由来に転換

（下）中国の複合機リサイクル拠点でカーボ
ンニュートラルを実現

（写真提供 / 富士フイルムホールディングス）

阿蘇山麓の菊陽町での稲刈りに参加する後藤社長。左下写真の社長のお隣は菊陽町の𠮷本孝寿町長
（写真提供 / 富士フイルムホールディングス）

＊ 30by30 アライアンスとは
2030 年までに陸と海の 30％以上の保全を目
指す国際約束「30by30 目標」の達成のため、
2022年4月に環境省などが発起人となり、企業、
自治体、NPO などが集まって発足したものです。
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企
業
経
営
で
は
、
事
業
活
動
を
進
め
な
が
ら

社
会
課
題
を
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
後
藤

「未来のための森づくり」第 4 期助
成先であるエゾリスの会を視察する。
左から２番目が小林運営委員長

い
、
独
特
の
ニッ
チ
な
研
究
に
も
助
成
し
て
い
る
た

め
、
応
募
さ
れ
る
方
が
多
い
で
す
。
そ
の
す
べ
て
の

方
に
助
成
で
き
な
い
の
は
残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
、

F
G
F
の
趣
旨
に
よ
り
合
致
し
た
助
成
先
を
選
ば

せ
て
も
ら
って
い
ま
す
。

　

都
市
近
郊
の
緑
地
を
活
動
対
象
と
し
て
選
び
、

自
然
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
の
で
き
る
森
づ
く
り
を
目
指

し
た
活
動
に
5
年
単
位
で
資
金
援
助
す
る
「
未

来
の
た
め
の
森
づ
く
り
」
と
い
う
自
主
的
な
事
業
が

あ
る
の
も
F
G
F
の
ユニ
ー
ク
な
と
こ
ろ
で
す
。
第

4
期（
2
0
1
6
年
～
2
0
2
0
年
）助
成
先
の
、

北
海
道
帯
広
市
で
活
動
し
て
い
る
「
エ
ゾ
リ
ス
の
会
」

を
視
察
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
市
民
と

N
P
O
が一緒
に
進
め
て
い
る
地
道
な
活
動
を
拝
見

し
て
、
自
然
は
知
恵
と
労
力
が
あ
れ
ば
良
質
な
も

の
と
し
て
再
生
で
き
る
の
だ
な
、
と
感
銘
を
受
け

ま
し
た
。「
未
来
の
た
め
の
森
づ
く
り
」
の
助
成
は
、

2
0
2
1
年
か
ら
第
5
期
に
入
って
お
り
、
京
都

の
「
鞍
馬
火
祭
保
存
会
」
に
よ
る
火
祭
り
行
事
の

松
明
の
天
然
素
材
を
供
給
す
る
里
山
と
、
そ
の
文

化
を
守
る
た
め
の
活
動
に
助
成
し
て
い
ま
す
。
こ
う

いっ
た
民
間
の
活
動
に
助
成
し
て
く
れ
る
団
体
は
少

な
い
の
で
、
F
G
F
が
お
役
に
立
て
て
い
る
か
な
と

思
って
い
ま
す
。

　

純
粋
な
研
究
だ
け
で
は
な
い
、
自
然
環
境
の

保
全
や
、
回
復
に
向
け
た
人
の
知
恵
と
労
力
を

駆
使
し
た
草
の
根
の
活
動
や
研
究
。
こ
れ
か
ら
も

F
G
F
の
趣
旨
に
適
っ
た
、
そ
う
し
た
人
の
手
間

が
か
か
る
と
こ
ろ
に
助
成
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

渡
辺　
F
G
F
創
立
当
初
か
ら
実
施
し
て
い
る
、

「
緑
の
た
め
の
支
援
事
業
」
で
あ
る
、「
わ
た
し
の

自
然
観
察
路
コ
ン
ク
ー
ル
」
も
同
じ
く
40
年
を
迎

え
ま
す
ね
。

小
林　
全
国
の
小
・
中
・
高
校
生
を
対
象
に
、
身

近
な
自
然
観
察
路
を
絵
地
図
と
解
説
文
で
紹
介
し

て
も
ら
う
こ
と
に
よ
って
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
自
然
に
関
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。
こ
ち
ら
も
毎
年
、

力
作
揃
い
で
応
募
数
も
多
く
、
昨
年
は
9
2
9

件
も
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

自
然
観
察
の
動
機
付
け
に
は
う
って
つ
け
の
課
題

で
、子
ど
も
た
ち
の
環
境
への
理
解
、関
心
も
深
ま
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
自
然
環
境
の
価
値
に

気
づ
け
ば
、
そ
れ
に
対
す
る
人
材
も
集
ま
り
、
お

金
も
集
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
環
境
の

価
値
に
気
づ
く
、
わ
か
る
と
い
う
こ
と
が
次
の
ス
テ
ッ

プ
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
う

意
味
で
も
よ
い
企
画
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

後
藤　

自
然
観
察
路
コ
ン
ク
ー
ル
は
や
り
方
次
第

で
、
も
っ
と
大
き
く
広
が
り
そ
う
で
す
ね
。
助
成

事
業
も
40
年
で
2
0
0
件
を
超
え
る
と
い
う
こ
と

で
、
F
G
F
の
活
動
が
着
実
に
実
って
い
る
と
感
じ

ま
す
。
こ
れ
も
継
続
は
力
な
り
で
す
ね
。
今
後
も

継
続
し
て
1
0
0
年
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

渡
辺　
最
後
に
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
、
富
士
フ
イ

ル
ム
グ
ル
ー
プ
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
か

と
い
う
お
考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

後
藤　
（
前
述
の
）
富
士
フ
イ
ル
ム
グ
ル
ー
プ

Sustainable V
alue Plan 2030

の
中
で
、
直

接
的
に
人
々
の
健
康
増
進
に
貢
献
し
て
い
く
ヘル
ス
ケ

ア
領
域
に
は
、
今
後
よ
り一層
注
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

例
え
ば
イ
ン
ド
や
モ
ン
ゴ
ル
で
は
、
A
Ｉ
技
術
を

活
用
し
て
、
が
ん
検
診
な
ど
を
行
う
健
診
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
ま
し
た
。
イ
ン
ド
に
は
健
康
診
断
の
制

度
が
な
く
、
調
子
が
悪
く
な
って
か
ら
病
院
に
行
く

人
が
ほ
と
ん
ど
の
た
め
、
特
に
が
ん
罹
患
者
の
5

年
生
存
率
は
、
日
本
で
約
7
割
な
の
に
対
し
、
イ

ン
ド
で
は
約
3
割
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で

の
人
間
ド
ッ
ク
に
相
当
す
る
健
康
診
断
が
2
0
0

ド
ル
で
、
そ
れ
も
2
時
間
で
全
部
終
了
し
ま
す
。

イ
ン
ド
の
方
々
は
合
理
性
を
重
ん
じ
る
の
で
、
医

療
A
I
の
受
け
入
れ
の
決
断
が
早
か
っ
た
で
す
ね
。

モ
ン
ゴ
ル
で
も
健
診
の
普
及
に
よ
っ
て
、
予
防
文
化

を
広
め
た
い
と
い
う
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
社
は
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
経
済
性
と
社
会
課
題

の
解
決
を
両
立
さ
せ
る
た
め
、
2
0
3
0
年
度

ま
で
に
医
療
A
I
を
活
用
し
た
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

を
世
界
1
9
6
の
す
べ
て
の
国
や
地
域
に
導
入
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
事
業

活
動
を
推
進
し
て
い
く
上
で
は
、
気
候
変
動
へ
の

対
応
、
資
源
循
環
の
促
進
、
化
学
物
質
の
安
全
確

保
、
地
域
の
環
境
保
全
、
生
物
多
様
性
の
保
全
な

ど
、
環
境
課
題
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

渡
辺　
企
業
が
今
後
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て

は
、
T
N
F
D
（
自
然
関
連
財
務
情
報
開
示
タ
ス

ク
フ
ォ
ー
ス
）
が
あ
り
ま
す
ね
。
T
N
F
D
は
今

年
の
秋
か
ら
動
き
だ
し

た
新
た
な
枠
組
み
で
す

が
、
企
業
活
動
が
自
然

環
境
や
生
態
系
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
与
え
て

い
る
か
を
評
価
し
、
開

示
す
る
こ
と
や
、
企
業

活
動
に
生
物
多
様
性

の
視
点
を
組
み
込
ん
で
い
く
こ
と
、
ひ
い
て
は
ネ
イ

チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

後
藤　
C
O
2
な
ら
世
界
各
地
に
お
け
る
活
動

の
通
算
で
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
と
い
う
考
え
方
も
あ
り

ま
す
が
、
T
N
F
D
が
求
め
て
い
る
生
物
多
様

性
の
評
価
は
各
地
で
の
活
動
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、

C
O
2
と
は
違
っ
た
工
夫
が
必
要
で
す
ね
。

小
林　
地
域
固
有
の
価
値
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す

し
ね
。
自
然
生
態
系
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

固
有
の
役
割
や
価
値
が
あ
る
の
で
、
C
O
2
の
よ

う
に
単
純
に
量
と
し
て
扱
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
が
、
他
で
は
果
た
せ
な
い

効
用
や
便
益
を
人
々
に
与
え
、
そ
し
て
企
業
の
経

営
に
も
大
い
に
役
立
って
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の

で
、
そ
の
土
地
の
自
然
や
生
物
ご
と
に
細
か
に
観
察

し
、
関
心
を
注
い
で
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
ね
。

後
藤　
企
業
経
営
で
は
、
事
業
活
動
を
進
め
な
が

ら
社
会
課
題
を
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
環
境
保
全
や
社
会
貢
献
に
は
原
資
が
必
要

と
な
る
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
経
営
者

は
そ
れ
を
単
な
る
コ
ス
ト
と
考
え
ず
に
、
事
業
成

長
の
た
め
の
投
資
と
し
て
、
様
々
な
バ
ラ
ン
ス
を
取

り
な
が
ら
、
経
営
に
あ
た
っ
て
い
く
べ
き
と
考
え
ま

す
。
得
ら
れ
た
利
益
を
社
会
貢
献
に
資
す
る
よ
う

活
用
し
な
い
会
社
は
、
市
場
か
ら
退
場
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

小
林　
利
益
と
い
う
の
は
金
融
資
本
に
対
す
る
リ

タ
ー
ン
で
す
け
ど
、
人
に
対
す
る
リ
タ
ー
ン
も
大
事

だ
し
、
自
然
資
本
に
も
や
っ
ぱ
り
リ
タ
ー
ン
が
必
要

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
「
お
返
し
す
る
」
と
い
う
の
が

大
事
な
の
で
し
ょ
う
ね
。

渡
辺　
実
際
に
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
を
進
め
る

の
は
容
易
で
は
な
く
、
社
会
の
い
ろ
い
ろ
な
仕
組
み

を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
、「
悪
化
を
止
め
て
回
復

に
向
か
う
」
と
い
う
の
は
実
現
し
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
、
私
は
３
つ
大
事
な

こ
と
が
あ
る
と
常
々
思
っ
て
い
ま
す
。

　
１
つ
目
は
個
別
か
ら
連
携
へ
。
こ
れ
は
自
然
の

問
題
だ
け
を
切
り
離
し
て
取
り
組
む
の
で
は
な

く
、
気
候
変
動
、
健
康
や
福
祉
、
教
育
、
地
域

振
興
な
ど
へ
の
対
応
と
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
が

欠
か
せ
な
い
と
い
う
こ
と
。
２
つ
目
は
、
広
域

の
自
然
や
人
の
つ
な
が
り
。
あ
る
森
や
湿
地
の

保
全
に
着
目
す
る
だ
け
で
な
く
、
よ
り
広
域
な

自
然
の
つ
な
が
り
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
。
３
つ

目
は
、
地
域
社
会
全
体
の
協
働
。「w

hole of 
society approach

（
社
会
全
体
で
の
ア
プ
ロ
ー

チ
）」。
こ
の
フ
レ
ー
ズ
は
生
物
多
様
性
条
約
第

15
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
）の
中
で
、
参
加

者
が
皆
、
何
度
も
口
に
し
た
言
葉
で
す
。
ネ
イ

チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
社
会

全
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ク
タ
ー
が
立
ち
上
が
り
、

協
働
の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
不
可
欠
だ

と
い
う
も
の
で
す
。

　

富
士
フ
イ
ル
ム
グ
ル
ー
プ
が
F
G
F
を
通
じ
た

助
成
を
含
め
、こ
れ
か
ら
も
こ
う
し
た
視
点
に
立
っ

た
先
駆
的
な
取
り
組
み
を
進
め
、
F
G
F
と
と

も
に
30
b
y 

30
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
な
ど
の
活
動
を
け

ん
引
し
て
い
く
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

本
日
は
貴
重
な
お
話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

利
益
と
い
う
の
は
金
融
資
本
に
対
す
る

リ
タ
ー
ン
で
す
け
ど
、人
に
対
す
る
リ
タ
ー
ン
も
大
事
だ
し
、

自
然
資
本
に
も
や
っ
ぱ
り
リ
タ
ー
ン
が
必
要
で
す
。
小
林

ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
を
進
め
る
の
は
容
易
で
は
な
く

社
会
の
い
ろ
ん
な
仕
組
み
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
。
渡
辺
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年
、
わ
が
国
で
は
民
間
の
公
益
活
動

に
対
す
る
期
待
が
高
ま
る
一
方
で
、

民
間
の
公
益
活
動
の
た
め
に
自
ら
の
財
産
を

提
供
し
よ
う
と
す
る
個
人
の
方
や
利
益
の一
部

を
社
会
に
還
元
し
よ
う
と
す
る
企
業
・
団
体

が
増
え
て
い
ま
す
。
公
益
信
託
は
、
こ
う
し

た
個
人
の
方
や
企
業
等
の
篤
志
家
（
委
託
者
）

が
自
ら
の
財
産
を
信
託
銀
行
に
信
託
し
、
委

託
者
の
ご
意
志
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
た
信
託

目
的
に
し
た
が
っ
て
信
託
銀
行
が
そ
の
財
産
を

管
理
・
運
用
し
公
益
事
業
を
行
う
と
い
う
制

度
で
、
わ
が
国
に
お
け
る
民
間
の
公
益
活
動

の
た
め
の
仕
組
み
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

公
益
信
託
は
、
１
９
７
７
年
（
昭
和
52 
年
）

に
第
１
号
が
誕
生
し
て
以
来
、
個
人
や
企
業

等
の
善
意
に
支
え
ら
れ
、
自
然
環
境
保
護
活

動
へ
の
助
成
、
奨
学
金
の
支
給
、
自
然
科
学
・

人
文
科
学
研
究
へ
の
助
成
、
さ
ら
に
は
、
国

際
協
力
・
国
際
交
流
促
進
活
動
へ
の
助
成
等
、

幅
広
い
分
野
で
活
用
さ
れ
て
お
り
、
２
０
２
３ 

年
（
令
和
５
年
）
３
月
末
現
在
、
受
託
件
数

は
３
８
５
件
、
信
託
財
産
残
高
は
5
5
4
億

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

公
益
信
託
の
特
長
と
仕
組
み

　

信
託
法
に
基
づ
く
公
益
信
託
と
、
公
益
法

人
認
定
法
に
基
づ
く
公
益
法
人
（
特
に
公
益

財
団
法
人
）
は
共
に
公
益
事
業
を
行
う
仕
組

み
と
し
て
ほ
ぼ
同
様
の
社
会
的
機
能
を
持
っ
て

い
ま
す
。
公
益
信
託
は
、
そ
の
設
定
に
あ
た
っ

て
は
主
務
官
庁
の
許
可
を
必
要
と
す
る
、
社

会
的
に
も
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
制
度
で
す
。

　

公
益
財
団
法
人
で
は
原
則
と
し
て
事
務
局

及
び
専
門
の
事
務
職
員

の
設
置
が
必
要
で
あ
る

の
に
対
し
、
公
益
信
託

で
は
信
託
銀
行
が
事
務

を
行
う
た
め
に
一
般
的

に
低
コ
ス
ト
な
運
営
が

可
能
で
す
。
ま
た
公
益

財
団
法
人
で
は
原
則
と

し
て
基
本
財
産
の
取
崩

し
が
認
め
ら
れ
な
い
の

に
対
し
、
公
益
信
託
で

は
信
託
財
産
の
取
崩
し

が
認
め
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
た
め
公
益
信
託
で

は
、
比
較
的
少
な
い
財

産
額
で
設
定
が
で
き
る

と
い
っ
た
特
長
が
あ
り

ま
す
。

　

公
益
信
託
は
、
主
務

官
庁
の
検
査
・
監
督
を

受
け
る
ほ
か
、
信
託
管

理
人
や
運
営
委
員
会

を
公
益
信
託
ご
と
に
設

置
し
、
財
産
管
理
・
事

業
運
営
を
監
視
す
る
仕
組
み
も
設
け
て
い
ま

す
の
で
、
厳
格
な
管
理
・
運
営
が
図
ら
れ
て

い
ま
す
。

公
益
信
託
富
士
フ
イ
ル
ム
・

グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ン
ド
と
は

　

公
益
信
託
富
士
フ
イ
ル
ム
・
グ
リ
ー
ン
フ
ァ

ン
ド
（
Ｆ
Ｇ
Ｆ
）
は
、
富
士
写
真
フ
イ
ル
ム
株

式
会
社
（
現
・
富
士
フ
イ
ル
ム
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
株
式
会
社
）
が
創
立

５０
周
年
を
機
に
新

し
い
分
野
で
の
社
会
還
元
を
志
し
、
自
然
環

境
の
保
全
・
育
成
の
た
め
10
億
円
の
基
金
拠

出
を
決
意
し
、
１
９
８
３
年（
昭
和
58
年
）
に

設
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

民
間
企
業
に
よ
る
自
然
保
護
を
テ
ー
マ
と

し
た
公
益
信
託
と
し
て
は
、
日
本
で
最
初
に

設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
40
年
間
に
自
然
環

境
の
保
全
・
育
成
に
関
す
る
活
動
や
研
究
に

対
し
て
数
多
く
の
助
成
や
支
援
を
行
い
、
成

果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。

公益信託とは何か
受託者　三井住友信託銀行株式会社

受託者
 三井住友
信託銀行

委託者
富士フイルム
ホールディングス（株）

財産の拠出 事業の実施

運営協力機関　
（公社）日本環境教育フォーラム
（一財）自然環境研究センター

運営委員会

信託管理人

・募集事務
・資料作成
・広報等

重要事項の
助言・勧告

重要事項の承諾等設立許可・監督

主務官庁
環境省

運営の仕組み

近

FGFでは4つの事業を進めています

事業

1
未来のための森づくり
　都市近郊の緑地を活動対象として選び、自然とふ
れあうことのできる森づくりを目指した活動に資金援
助するもので、長期的な見通しで助成することによっ
て、大きな成果をあげています。
　第1 期助成（1984 ～1992）：「まいおか水と緑の会」

（横浜市戸塚区の市民団体）、第 2 期助成（1988 
～ 2007）：「冬雷塾」（東京都檜原村の地元青年グ
ループ）、第 3 期助成（2011 ～ 2015）：「金沢大学 
角間里山本部」（金沢大学の学内組織）、第 4 期助
成（2016 ～ 2020）：「エゾリスの会」（北海道帯広
市の市民団体）」、第 5 期助成（2021 ～継続中）：「鞍
馬火祭保存会」（京都市鞍馬の市民団体）。

事業

2
緑のための支援事業
　ＦＧＦでは、より多くの人 に々理解を深めていただ
くため、写真展やシンポジウムなどさまざまな活動
をしてまいりました。1984 年に始まった「わたしの
自然観察路コンクール」は、身近な自然のおもしろ
さを発見し、自然を観察できる道を自分でつくって絵
地図と文章で表現するもので、身近な自然への理解
や愛着を深めています。

事業

3
緑とふれあいの活動助成
　緑を確保し、保全するとともに、私たちと生きもの
とのふれあいを積極的につくり出そうと活動している
個人や団体に対し、その一層の発展のための資金
を助成金として支給しています。

事業

4
緑の保全と活用の研究助成
　身近な自然環境の保全・活用に関する具体的な
研究や、緑地の質的向上を目指した実証研究など
を行っている個人や団体に対し、今後の一層の充
実のための資金を助成金として支給しています。

 エゾリスの会
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＊本事業の活動の様子は、本誌 18P～を参照ください。 ＊本事業の活動の様子は、本誌 28P～を参照ください。

＊2013 年～ 2022 年までの 10 年間の助成先の活動の様子は、
　本誌 33P～を参照ください。

＊2013 年～ 2022 年までの 10 年間の助成先の研究の様子は、
　本誌 33P～を参照ください。
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助成申請を審査する立場から見た
富士フイルム・グリーンファンド
小林光 FGF運営委員会委員長・東大先端科学技術研究センター研究顧問

　私ども７人の委員は、富士フイルム・グ
リーンファンドの自主事業の執行・監督
のほか、同ファンドからの助成案件を選
別する仕事も行っている。
　ファンドからの助成は、数年以上の長
期を掛けて取り組む森づくりに対するも
のと原則として単年度での活動・研究助
成とに大きく二つに分かれている。前者
は、したがって、数年に一度の公募であ
り、後者は毎年の公募になるが、後者で
見ると助成対象としての採択割合は、応
募件数比で活動助成が概ね11.4％、研
究助成が8.8％と比較的狭き門である（
下表1、2参照）。ファンドの資金量は限
られているので、仕方ないとはいえすべ
てのお気持ちに応えきれないのは残念
ではある。ただ、助成をお断りする理由
から考えると、このファンドの趣旨、すな

わちその果たしたいと思う役割を十分理
解して申請いただければ一層的確な申請
内容になっていたのに、と思うものも散
見される。そこで、本欄では、結果的に
助成対象となった案件に即して、当ファ
ンドが、どのようなものを助成したいと考
えているか、そして、その意思をよりよく
実現していくために本助成制度をどのよ
うに運営しているかなどを説明し、今後
の助成申請を考えている方々の参考に供
したい。
 
１．未来のための森づくり
　未来のための森づくりと題する助成
は、地域の身近な自然を地域の人々自ら
の活動で保全整備し、未来世代へ引き継
いでいくことを応援するものである。し
たがって、助成を得るポイントはいくつか

あるが、はっきりしている。一つ目は、対
象となる自然が身の回りの自然であるこ
とであり、二つ目は、その保全主体が地
元の人々、近在の民間の人々であること、
そして、三つ目には、将来世代にその自然
が受け継がれていくことである。
　貴重な自然などは、国や自治体などが
保全するのが相当であろうが、身近な自
然の保全や活用は公的な制度がないだ
けに難しいことも多い。そうした難点に
着目した助成であって、およそ5年間、総
額で1000万円といった力のある支援を
行っている。既に、5件の助成が行われ、
うち4件が助成を終了して自律的な保全
活動や利用活動が続けられている（それ
ぞれの森づくりにはこの冊子の中で頁が
割かれて報告されているので、是非、参
照いただきたい。）。
　このカテゴリーでは助成金額も大きい
ことから、運営委員会が委員や専門家を
派遣して候補になる活動の現地を訪問し
て、前述のようなポイントをチェックして
いる。特に、助成にあたって往々心配に
なる点は、助成を受ける団体の実行能力
である。志は高くとも、人員が乏しかった
り、専門性に欠けていたりすると、助成
を躊躇せざるを得ない。また、保全活動
の対象地が、そうした民間の団体が手入
れをしてよい土地なのか、また、未来に
向かって、活動した成果が維持され引き
続き活用されていくのか、といった点も
心配になる点である。
　このような審査を経て、例えば7年前
の2016年には、北海道帯広市の市民団
体「エゾリスの会」による帯広の森づくり
が助成対象に選ばれた。我々運営委員会
では、助成最終年度には、その成果を確
認しに現地調査をし、助成終了後の、一
層すそ野の広い活動の在り方に関して助
言を行っている。この帯広の森づくりで
は、刻々の森の様子や活動ぶりを、電子

情報化して地域に広く共有することなど
をお願いした。富士フイルム・グリーンフ
ァンドは、助成して終わり、というもので
はない。実際に、優れた自然が活用され
ていくことを強く願っているのである。

２．活動助成、研究助成
　このカテゴリーは、原則単年度（複数
年度にわたることを妨げない）を対象と
しており、１に掲げた森づくり活動に比
べ、一件一件への助成は小型・少額であ
る。対象は内容面で、保全や利用の活動
と研究調査とに分かたれている。例年合
計で10件を少し下回る案件が採択され
ている。
（１）活動助成
　活動助成の対象は大きく分けて２つ、
生物種などに着目した保全の活動と、身
近な優れた自然地に着目し、その保全と
ともにそれとのふれあいを増進する活動
である。
　助成のポイントは、１に掲げた森づくり
とそう変わるものでなく、保全や利用の
活動を行う団体などの実行能力と、その
活動の継続性や広がりである。ただし、
助成金額が少額であるので、その成果と
のバランスも助成側としては気にしてい
る。活動助成の案件の金額で見た最頻
規模（申請時）は、グラフのとおり、25万
円から50万円のクラスと75万円から100

万円のクラスになっている（図１参照）。
少額のクラスの助成ケースでは、専門家
の助言を得るとか、ポケットマネーでは
手が出にくい観察機器などの購入など備
品費などが多く、比較的高額のケースで
は、それらに加え、講演会や印刷物作成
などの横展開のための費用が乗っかって
くるケースが多い。円グラフは、少額タイ
プ、比較的高額タイプの、支出内訳を、
運営委員会側の判断で典型的と思われ
るケースについてみたものである（図２
参照）。
 （２）研究助成
　このカテゴリーも二つの対象があり、
生物種や自然環境の保全自体を研究す
るものと、それらとの触れ合いを促進す
る手法などを研究するものである。助成
採択のポイントは、１や２の（１）の場合
と大きくは変わらず、研究者・団体の能
力と、研究自体の意義である。ただし、世
の中には研究支援の仕組みは数多い。公
的なもので言えば、JSPS（日本学術振興
会）による科学研究費助成事業とか環境
省の環境研究総合推進費であり、公益財
団によるものも数多い。そのため、富士フ
イルム・グリーンファンドは、身近な自然
を対象とする実践的な性格の強いものを
採択する傾向がある。逆に言えば、募集
要項にも明記されているように公的な研
究費でその成果を広く学界で共有するこ

とを目的とした大規模な研究については、
応募をしないように呼び掛けている。
　助成を受けた案件の最頻規模（申請
時点）は、グラフのとおり100万円から
150万円と、（１）の活動助成より一回り
大きい（図３参照）。その支出費目を見
ると、基礎的な調査・研究助成では、研
究者の本拠地と研究対象地に距離があ
るため、物品費に加え、交通費が顕著に
膨らみ、ふれあい活動を促進する内容
の研究助成の場合は、身近な自然が対
象であるからか、交通費は少ない代わり
に、人件費的な支出が膨らんでいる（円
グラフは（１）の場合と同様にこれらの典
型例の場合の内訳）（図４参照）。
　年１回発行の当ファンド機関誌「グリ
ーンレター」では、毎号に活動・研究の
成果を発表するページを確保している
が、今号では40周年記念として過去10年
間にわたる助成先72件から活動・研究
報告をしていただいた。この報告を読ん
でいただければわかるように、助成の成
果は着実にあがっており、助成年度が終
わってからも有意義な活動・研究が続い
ている。
　これからも富士フイルム・グリーンファ
ンドの趣旨に適った、人の知恵と労力を
駆使した草の根の活動や研究、人の手間
がかかるところに助成していきたいと考
えている。

表１．2014～2023年におけるカテゴリーごとの活動助成の
         申請件数及び助成件数と採択比率

表２．2014～2023年におけるカテゴリーごとの研究助成の
　　  申請件数及び助成件数と採択比率

図１．採択された活動助成の申請額の分布

図３．研究助成の申請額の分布

0

2

4

6

8

10

12

～25 ～50 ～75 ～100 ～125 ～50 ～100 ～200～150 ～250 ～300～150 ～175 ～200
0

3

6

9

12

15
（件） （件）

金額（万円） 金額（万円）

人件費
旅費
消耗品費
備品費
謝金
通信費
その他

消耗品費
備品費
謝金
印刷費
通信費
貸借費
その他

金額（万円）
～25 ～50 ～75 ～100 ～125～150 ～175～200

0

2

4

6

8

10

12
（件）

（件）

金額（万円）

～50 ～100 ～150 ～200 ～250 ～300
0

2

4

6

8

10

12

14

16

「その他」カテゴリーの
１件、及び200万円を超
える案件3件は解析から
除外した

「そ の 他 」カテゴリー
の４件は解 析から除外
した0

2

4

6

8

10

12

～25 ～50 ～75 ～100 ～125 ～50 ～100 ～200～150 ～250 ～300～150 ～175 ～200
0

3

6

9

12

15
（件） （件）

金額（万円） 金額（万円）

人件費
旅費
消耗品費
備品費
謝金
通信費
その他

消耗品費
備品費
謝金
印刷費
通信費
貸借費
その他

金額（万円）
～25 ～50 ～75 ～100 ～125～150 ～175～200

0

2

4

6

8

10

12
（件）

（件）

金額（万円）

～50 ～100 ～150 ～200 ～250 ～300
0

2

4

6

8

10

12

14

16

図２.	採択された活動助成の申請額の最頻額区分における
	 代表的な使途の例
左：少額（25～50万円）のクラス、右：比較的高額（75～100万円）のクラス

図 4.	 採択された活動助成の申請額の最頻額区分における
	 代表的な使途の例
左：基礎的な調査・研究助成、右：ふれあい活動を促進する内容の研究助成

※その他には 広告費、資料作成費、保険料（ボランティア参加者用）等が含まれる
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過 去10 年 間 にグリーンレ ター にご 登 場 いた だ いた 26名 の 方 から
40 周 年 記 念 号 の テ ーマ であ る

「ネイチャーポジ ティブ（自然 を 守 って 回 復させる）」のた め に
私 たちは 何が で きるか に つ いて、ひとことメッセージをいた だきました 。

地
域
の
自
然
は
地
域
の「
宝
」で
す
。
し
か
し
、た
だ
そ
こ
に
自
然
が
あ
る
だ
け
で
は
本
当
の「
宝
」

に
は
な
り
得
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
を
含
め
た
地
域
の
方
々
が
、
そ
の
有
り
様
を
知
り
、
価
値

や
魅
力
に
つい
て
思
い
を
馳
せ
、
伝
え
合
い
、
共
有
し
て
初
め
て
地
域
の
「
宝
」
と
し
て
受
け
継

が
れ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
身
近
な
自
然
を
「
宝
」
と
し
て
認
識
し
、
伝
え
る
取
り
組
み

の
継
続
、
つ
ま
り
人
を
育
て
る
こ
と
が
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
実
現
の
鍵
と
考
え
て
い
ま
す
。

阿
部
拓
三 

南
三
陸
町
自
然
環
境
活
用
セ
ン
タ
ー 

研
究
員

の
こ
と
を
調
べ
て
、
守
る
た
め
、
回
復
さ
せ
る
た
め
に
は
何
が
必

要
か
を
理
解
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
社
会
の
中
で
維
持
さ
れ
る
仕

組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
保
全
を
効
果
的
に
実
践
す
る
に
は

社
会
に
適
切
に
伝
え
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
自
然
保
護
に
お
い
て
F
G
F
の
こ
れ
ま
で

の
貢
献
は
非
常
に
大
き
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
の
発
展
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
！

阿
部 
司 

ラ
ー
ゴ 

生
物
多
様
性
研
究
室

このたびは発行 40 周年記念を
心よりお祝い申し上げます。常
に先駆的かつ奥深い環境テーマ
はもちろん、特に当事者の思い
を丁寧に伝えていらっしゃること
に貴誌の誠実さが表れています。
貴誌 42 号に能登半島の里海研
究を共有する機会をいただけた
ことを光栄に思います。社会全
体が自然環境の保全への貢献が
求められるこの時代において、
貴誌が今後も多様な主体をつな
げる橋渡しとして環境課題のナ
レッジリーダーであり続けること
を願っています。

イヴォーン・ユー 
EY 新日本有限責任監査法人 
気候変動・サステナビリティ・サービス

（CCaSS）マネージャー

子
ど
も
と
楽
し
く

4

4

4

虫
と
り
魚
と
り
を

す
る
こ
と
。
実
体
験
を
通
じ
て
知
り
え
な
い
も
の
は
愛

せ
な
い
し
、
愛
せ
な
い
も
の
は
守
れ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
、
と
。
も
う
一つ
は
小
さ
な
自
然
再
生
。
生
き
も
の

が
に
ぎ
わ
う
証
拠
が
明
ら
か
な
技
術
と
行
動
の
組
合
せ

で
、
日
曜
大
工
感
覚
で
み
ん
な
で

4

4

4

4

で
き
ま
す
、
ご
検
索

を
。
前
者
は
未
来
、
後
者
は
今
の
た
め
に
。
そ
し
て
、

そ
ん
な
こ
と
し
な
が
ら
フ
ィ
ー
ル
ド
で
空
を
見
上
げ
た
ら

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
飛
ん
で
た
り
し
て
、
ね
。

伊
﨑
実
那 

兵
庫
県
立
大
学
大
学
院
地
域
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科

近年、世界自然遺産の登録によりツーリストの形態が変化してきた。
安易な情報発信が飛び交い、本来のエシカルな旅の有り方が軽視
されてはならない。そのため西表財団が設立された。今後の活動
拠点が整備される段階に来ている。ユネスコのきびしい条件があ
る中での先進地の取り組みなどを学んでいる。歴史と文化を残し
たまま廃村に追い込まれた処が今

いま

直
すぐ

開発を待っている。人との共
生なしには荒れ果てたままで、この肥沃な土地など見向きもしない
状況があるのも問題である。こうした難題をかかえていながら島に
魅かれた移住者たちも少なくない。都会からのボランティアグルー
プも数年に渡り活動を続けてくれる。とても有難い。こうして豊か
な緑を次世代へ繋いでいくための知恵の共有を望んでいる。

石垣昭子 染織家、紅露工房

は
、
明
る
く
美
し
い
言

葉
だ
。
し
か
し
こ
の
手

の
言
葉
を
、
つい
最
近
ど
こ
か
で
聞
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
いつ
の
間
に

か
忘
れ
去
ら
れ
た
言
葉
た
ち
。
心
地
良
さ
に
力
強
さ
を
付
与
す
る
こ
と
、

そ
れ
は
現
場
を
潜
ら
せ
る
こ
と
に
よ
って
の
み
実
現
す
る
。
言
葉
に
現
実

の
錘お
も
りを

付
け
、
そ
の
重
さ
を
支
え
て
、
か
つ
明
る
さ
を
失
わ
な
い
こ
と
。

都
会
の
饒
舌
さ
で
は
な
く
、
地
域
の
沈
黙
に
対
峙
し
そ
れ
を
受
け
止
め

る
こ
と
、
そ
れ
が
自
然
保
護
に
向
き
合
う
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。

小
野
寺
浩 

屋
久
島
環
境
文
化
財
団 

理
事
長
、
大
正
大
学 

客
員
教
授

に
出
掛
け
、
地
域
の
自
然
を
し
っ
か
り
見
直
し
て
お
く
こ
と
が
、

自
然
を
生
か
す
た
め
に
大
切
で
あ
る
。
時
間
の
積
み
重
ね
に
気

づ
き
、
風
景
の
見
え
方
が
変
わ
っ
て
く
る
。
奄
美
群
島
と
琉
球
諸
島
に
は
、
自

然
を
畏
れ
敬
い
な
が
ら
上
手
に
利
用
し
て
き
た
文
化
が
色
濃
く
残
る
。
文
化
を

通
し
て
自
然
を
感
じ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
。
身
近
な
自
然
を
活
用
し
、
寄

り
添
い
、
伝
統
的
な
暮
ら
し
に
学
び
な
が
ら
自
然
回
復
に
努
め
て
い
き
た
い
。

泉 

和
子 

島
料
理
研
究
家

人
々
が
自
然
を
守
ろ
う
と
す
る
の
は
、
そ
の
自
然
が
今
の
暮
ら
し
に
と
っ

て
不
可
欠
で
、
次
の
世
代
に
残
し
て
い
き
た
い
と
思
う
と
き
。
そ
こ
に

経
済
や
精
神
的
な
満
足
が
伴
わ
な
け
れ
ば
守
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

自
然
に
触
れ
、
利
用
し
、
そ
の
価
値
を
身
体
に
イ
ン
プ
ッ
ト
す
る
こ
と
。

そ
こ
か
ら
何
を
守
り
、
取
り
戻
し
た
い
か
が
多
く
の
人
に
見
え
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
そ
の
循
環
を
生
み
出
す
ひ
と
つ
の

き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
、
私
は
こ
の
テ
ー
マ
を
追
い
か
け
て
い
ま
す
。

海
津
ゆ
り
え 

文
教
大
学
国
際
学
部
国
際
観
光
学
科 

教
授

を占める海。世界は海でつながって
います。一人ひとりが身近な暮らしを
見直すことで、海が守られ、地球も
救われます。まずは自分ができること
を地道に続け、様々なステークホル
ダーと協力・連携していきたいです。

片山清宏 
NPO 法人 湘南ビジョン研究所 理事長

北
ア
ル
プ
ス
·
雲
ノ
平
の
登
山
道
周
辺
の
環
境
整
備
に
参
加
し
て
い
る
。
作
業

を
し
て
い
る
と
登
山
者
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
登
山

道
周
辺
の
植
生
復
元
や
地
形
の
回
復
作
業
自
体
が
楽
し
く
て
や
って
い
る
の
だ

か
ら
、
感
謝
さ
れ
る
と
き
ま
り
が
悪
い
。
僅
か
な
私
の
力
で
さ
え
自
然
の一助

に
な
る
と
い
う
実
感
は
、
優
し
い
言
葉
よ
り
も
強
烈
だ
。
植
生
回
復
を
手
助

け
し
、
地
形
を
直
す
こ
と
は
創
作
活
動
で
あ
り
、
自
身
の
た
め
の
発
露
な
の
だ
。

勝
俣 

隆 

雲
ノ
平
ト
レ
イ
ル
ク
ラ
ブ 

理
事

「ネイチャーポジティブ」実現のために私たちは何ができるか
26 Messages

自
然
環
境
は
私
た
ち
人
間
が
こ
の
地
球

で
生
活
し
て
い
く
上
で
も
、
人
間
と
し

て
の
文
化
を
育
む
た
め
に
も
欠
か
せ
な

い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
多
く
の
方
に
理

解
し
て
も
ら
う
こ
と
。
そ
し
て
自
然
と

人
間
が
共
存
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な

時
代
に
合
わ
せ
た
新
し
い
価
値
感
を
創

出
し
て
い
く
こ
と
。
そ
の
理
念
を
次
の

世
代
ま
た
次
の
世
代
へ
と
引
き
継
い
で
い

く
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
ま
す
。

河
野
円
樹 

綾
町
役
場
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
室

15

森
や
海

地球の表面積の７割

保
全
対
象

ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

一 

つ
は
田
ん
ぼ
や
川
で

© 徳永桂子
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26 Messages

161617 16

北
米
大
陸
の
最
高
峰
デ
ナ
リ
（
巨
大
な
高

山
）
は
1
8
9
6
年
か
ら
最
近
ま
で
マッ

キ
ン
リ
ー
で
あ
り
、
世
界
の
最
高
峰
サ
ガ

ル
マ
ー
タ
（
世
界
の
頂
上
）
も
1
8
6
5

年
か
ら
最
近
ま
で
エ
ベ
レ
ス
ト
で
あ
っ
た
。

前
者
は
ア
メ
リ
カ
大
統
領
、
後
者
は
イ
ギ

リ
ス
の
測
量
局
長
官
の
名
前
で
あ
る
が
、

先
住
民
族
の
要
請
に
よ
り
本
来
の
名
前
に

復
活
し
た
。
現
在
、
日
本
で
も
伝
統
の
地

名
の
消
滅
が
進
行
し
て
い
る
が
、
歴
史
あ

る
地
名
の
意
義
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

月
尾
嘉
男 

東
京
大
学 

名
誉
教
授

こ
れ
ま
で
も
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
毎

に
自
然
環
境
を
保
全
す
る
こ
と
が
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
地
域

毎
の
生
物
多
様
性
の
現
状
把
握
は
、

あ
ま
り
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
先
ず
は
、

地
域
毎
の
把
握
を
進
め
、
そ
れ
を

脱
炭
素
や
社
会
経
済
活
動
を
含
め
た

「
地
域
の
未
来
像
」
と
し
て
形
に
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

出
島
誠一 

公
益
財
団
法
人 

日
本
自
然
保
護
協
会

を意識した取
組 や 現 状 の

科学的評価・検証、環境教育の推進などが大切と思います。地方では人口減少が進む
ことによる担い手不足という課題もありますが、地域内外の多様な主体が積極的に協
働して幅広い視野で創意工夫や努力を重ねていく姿勢がカギになると思います。

野本和宏 釧路市立博物館 学芸員

里
山
な
ど
身
近
で
か
け
が
え
の
な
い
自
然
に
目
を
向
け
る
こ
と
。
移

り
ゆ
く
季
節
や
時
間
の
中
で
見
つ
け
る
、
一
瞬
で
心
に
深
く
刻
ま
れ

る
美
し
い
風
景
。そ
ん
な
風
景
を
つ
く
り
だ
す
自
然
を
五
感
で
感
じ
、

身
近
な
人
々
と
共
有
し
、
そ
し
て
行
動
す
る
こ
と
。
そ
ん
な
一日
を

大
事
に
し
て
い
け
る
と
い
い
な
、
と
思
い
ま
す
。

深
町
加
津
枝 

京
都
大
学 

准
教
授

が
大
事
だ
と

考
え
て
い
ま

す
。
太
古
か
ら
、
人
は
自
然
の
恵
み
に
生
か
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
文
明
を

手
に
入
れ
て
、
自
然
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
こ
と
で
、
大
切
に
思
う
心
が
失
わ

れ
て
いっ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
自
然
と
人
と
の
距
離
が
近
い
奄
美
で
は
、

自
然
を
敬
う
心
が
今
も
暮
ら
し
の
中
に
生
き
て
い
ま
す
。
世
界
自
然
遺

産
に
な
っ
た
こ
と
で
、
そ
う
い
う
心
が
未
来
に
受
け
継
が
れ
、
新
し
い
関
わ

り
方
も
育
ま
れ
て
い
け
ば
い
い
な
と
思
って
い
ま
す
。

山
崎
み
ど
り 

南
海
日
日
新
聞 

記
者

が
、
重
要
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
夏
の
酷
暑
に
も
め
げ
ず
湧
き
水
が
滔
々

と
流
れ
、涼
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
。

暮
ら
し
の
中
で
、
人
々
が
究
極
の
エ
コ
キ
ッ

チ
ン
シ
ス
テ
ム
「
カ
バ
タ
（
川
端
）」
を
利

用
し
、
自
然
資
源
を
活
か
し
・
守
る
こ
と

で
持
続
可
能
な
水
の
循
環
を
保
っ
て
い
ま

す
。
全
て
は
自
然
が
循
環
し
て
い
る
こ
と

を
忘
れ
ず
に
い
た
い
も
の
で
す
。

前
田
典
子 

針
江
生
水
の
郷
委
員
会

自
然
環
境
の
保
全
や
復
元
を
現
場
で
実
際
に
進
め
て
い
る
人
が
動
き

や
す
い
仕
組
み
が
充
実
す
る
と
い
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

変
化
が
大
き
く
予
測
困
難
な
時
代
に
対
応
す
る
に
は
、
特
定
の
専
門

知
で
は
足
り
な
い
と
聞
き
ま
す
。
地
域
を
舞
台
と
し
て
、
分
野
を
超

え
て
、
い
ろ
ん
な
立
場
か
ら
意
見
を
出
し
合
い
将
来
構
想
で
き
る
場

の
重
要
性
が
高
ま
り
そ
う
。

山
下
慎
吾 

魚
山
研
（
現
： 

環
境
省
）

た
め
に
は
、
ヒ
ト
も
そ
の一 

員

で
あ
る
生
態
系
を
つ
く
る
種

の
間
に
網
の
目
の
よ
う
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
関
係
の
う
ち
、
互
い
の
命
の
継

続
と
繁
栄
を
支
え
合
う
「
共
生
」
の
「
要
」
と
い
え
る
関
係
に
目
を
向
け
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
ず
は
対
象
を
つ
ぶ
さ
に
見
つ
め
、
鍵
と
な
る
種
や
種
間

の
つ
な
が
り
を
見
い
だ
す
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

鷲
谷
い
づ
み 

東
京
大
学 

名
誉
教
授

私は２つのことを問題提起したい。１つは獣害対策。
トチの巨木が群生する私の村では、とち餅で村お
こしをしていますが、シカによる被害で山は荒れ放
題。２つ目は、スギの扱い。間伐もままならない杉
林は保水能力がなく雨水が滝のように流れ、地面
がむき出しに。解決策としては、シカをこれ以上増
やさないために駆除をすること。山の実態も知らず
に動物愛護なんて言ってる時代はとっくに過ぎてい
ます。杉材は政府が買い上げ、その後には落葉樹
を植えて落葉で保水能力をつけていく。私の考え
は極端と思われるかも知れませんが、それほど私
たちの山は切羽詰まっているといえます。シカやサ
ル、イノシシなどの被害は、森を破壊するだけでな

く、人々の勤労意欲まで失わせていると思います。

渡邉和重「水源の里・古屋（こや）」代表

地
域
に
残
さ
れ
て
い
る
知
恵
や
技
術
に
は
、
持

続
的
に
自
然
を
活
用
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
資
産
が
失
わ
れ
て
し

ま
う
前
に
、
ま
ず
は
伝
え
る
し
く
み
を
つ
く

り
、
時
代
に
合
わ
せ
た
資
産
の
活
用
方
法
を

社
会
の
中
に
組
み
上
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
ま
す
。
過
去
に
戻
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
過
去
に
学
ぶ
こ
と
で
、
良
い
未
来
を

創
って
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

白
川
勝
信  

登
別
市
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ヌ
プ
ㇽ
」

副
セ
ン
タ
ー
長
／
学
芸
員

自
然
の 

一 

部
と
し
て
の
意
識
を
も
つ
こ
と
、

そ
し
て
、
良
く
も
悪
く
も

自
然
と
関
わ
って
き
た
歴
史
に
学
ぶ
こ
と
。

西
村 

明 

東
京
大
学 

准
教
授
（
宗
教
学
）

市民一人一人が自然に愛着を持つことが重要だ
と思います。一人一人が自身の行動を変え、さ
らにはより自然に配慮した商品やサービスを選
択するようなレベルの愛着をどのように持ち、
周りにも広げていけるかが、重要であり難しい
問題だと思います。
前田尚大 環境省 職員

技
術
原
理
主
義
か
ら
の
脱
皮
。
人
の
知
恵
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
だ
け
で
解
決

で
き
る
と
い
う
考
え
は
間
違
い
だ
と
認
め
る
事
。
即
効
性
の
あ
る
炭
素
隔

離
貯
蔵
方
法
は
葉
緑
素
の
光
合
成
利
用
以
外
に
な
い
。
そ
の
光
合
成
の

働
き
を
あ
ら
ゆ
る
生
態
系
で
促
進
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
気
の
過
剰

な
炭
素
を
も
う
一度
命
に
有
利
な
有
機
炭
素
に
戻
す
こ
と
！
自
然
摂
理
を

ふ
ま
え
自
然
と
共
に
働
い
て
初
め
て
成
功
に
む
け
ら
れ
る
！

ブ
ラ
イ
ア
ン 

・
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ 

風
景
画
家

自然に関わる地域の住民や企業、自
治体、学校、NGO などのステーク
ホルダーが、 その地域の自然の保
全と利活用の仕方や自然と共生する
社会経済の在り方について共通のビ
ジョンを描き、自分たちのネイチャー
ポジティブの「物語」を描くこと。

藤田 香 東北大学 教授、
日経 ESG シニアエディター

気
候
変
動

社会的単位に捉われることなく生態系のつながり

人
が
自
然
と
関
わ
り
続
け
て
い
く
こ
と

自
然
を
守
って
回
復
さ
せ
る

自然の恵みを心と身体で感じよう。観て、聴い
て、触れて、香って、味わって。自然と自分が
つながっていることを思い出そう。まちなかの
公園で、菜園や林で、庭やベランダで、学校
やオフィスで。日々の暮らしの中で、自然とつ
ながれる場、つないでくれる人があることが、
とっても大切なこと。
佐藤留美
NPO 法人 Green Connection TOKYO 代表理事

© 徳永桂子
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FGF では、都市近郊の緑地を活動対象として選び、
自然とふれあうことのできる森づくりを目指した活動に資金援助しており、

長期的な見通しで助成することによって、大きな成果をあげてもらう助成を行っています。
1984年から2023年までの

第１期から5期までの活動の概要と
現在の様子をお伝えします。

フ
ジ
の
森
の
誕
生

　

１
９
８
１
年
に
結
成
さ
れ
た
地
元
の
青
年
グ

ル
ー
プ
「
冬
雷
塾
」
を
中
心
と
し
て
、
檜
原
村
で

は
人
と
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
、
周
辺
都
市
の

人
々
と
村
の
人
々
の
交
流
の
場
を
作
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
活
動
が
行
わ
れ
て
き
た
。
第
２
期
の
助

成
を
受
け
て
１
９
９
０
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
自
然

体
験
型
活
動
拠
点
と
し
た
約
７
５
０
０
m
の
山
林

は「
フ
ジ
の
森
」と
命
名
さ
れ
、子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
自
然
と
ふ
れ
あ
う
場
、
交
流
の
場
を
広
げ
て
い

く
場
と
な
る
よ
う
、
１
年
を
通
し
て
檜
原
の
自
然

や
文
化
、
森
の
楽
し
み
を
実
感
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

を
行
っ
て
き
た
。

　

１
９
９
３
年
に
は
地
元
材
を
活
か
し
た
木
造
の

檜
原
野
外
音
楽
堂
を
建
設
し
、
Ｆ
Ｇ
Ｆ
10
周
年
記

冬
雷
塾
（
東
京
都
檜
原
村
の
地
元
青
年
グ
ル
ー
プ
）

第2期助成
（1988～2007）

1980年代

念
事
業
と
し
て
故
Ｃ
・
Ｗ
・
ニ
コ
ル
氏
の
講
演
や

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
な
ど
を
行
っ
た
。
音
楽
堂

の
竣
工
に
よ
り
、
落
語
会
や
舞
踊
、
日
本
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

文
化
活
動
の
幅
も
大
き
く
広
が
っ
た
。
音
楽
活
動

は
さ
ら
に
広
が
り
を
み
せ
、
現
在
で
は
村
内
各
地

の
民
家
や
お
寺
な
ど
も
舞
台
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
て
い
る
。

変
化
す
る
管
理
や
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

フ
ジ
の
森
は
、
整
備
さ
れ
た
当
初
か
ら
民
有

地
を
借
り
て
活
動
し
て
い
た
が
、
檜
原
村
が

２
０
０
４
年
に
策
定
し
た
教
育
の
森
条
例
で
定
め

る
教
育
の
森
事
業
の
一
環
と
し
て
、
フ
ジ
の
森
と

そ
の
周
辺
の
山
林
を
２
０
０
５
年
に
購
入
し
た
こ

と
を
機
に
、
冬
雷
塾
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ジ
の
森
と

名
称
を
変
え
、
２
０
０
８
年
か
ら
指
定
管
理
者
と

し
て
運
営
・
管
理
に
携
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

フ
ジ
の
森
が
で
き
て
か
ら
今
年
で
33
年
が
経
ち
、

自
然
体
験
や
文
化
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
周
辺
環
境

の
整
備
、
地
産
地
消
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
運
営
な
ど

の
活
動
を
続
け
て
き
た
が
、
２
０
２
３
年
か
ら
檜

原
村
の
意
向
で
運
営
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
教
育
の
森
条
例
の
廃
止
に
伴
い
、
こ
れ

ま
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
一
部
終
了
し
て
、
コ
ロ
ナ

禍
で
積
極
的

に
進
め
ら
れ

な
か
っ
た
、

子
ど
も
と
自

然
と
の
ふ
れ

あ
い
活
動
を

実
施
す
る
こ

と
を
企
画
し

て
い
る
。

里
山
が
キ
ャ
ン
パ
ス

　

金
沢
大
学
が
里
山
保
全
の
活
動
を
始
め
た
き
っ

か
け
と
な
っ
た
の
は
、
１
９
８
９
年
か
ら
開
始
さ

れ
た
、
金
沢
城
跡
か
ら
角
間
丘
陵
へ
の
総
合
移
転

だ
っ
た
。
金
沢
大
学
は
移
転
先
の
角
間
丘
陵
の
キ
ャ

ン
パ
ス
造
成
地
に
残
さ
れ
た
薪
炭
林
や
棚
田
を
自

学
特
有
の
環
境
資
産
と
と
ら
え
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の

３
分
の
１
を
「
里
山
ゾ
ー
ン
」
に
指
定
し
、
活
用

し
て
い
く
こ
と
を
決
定
。
１
９
９
９
年
に
は
、
角

間
キ
ャ
ン
パ
ス
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
大
学
の

教
育
研
究
に
活
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
広
く
市
民

の
学
習
の
場
と
し
て
開
放
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
然

学
習
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
・

実
施
す
る
た
め
に
「
角
間
の
里
山
自
然
学
校
」
を

発
足
さ
せ
、
教
育
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
の
整
備
、
市

民
に
開
放
し
た
生
涯
学
習
機
会
の
提
供
、
里
山
の

復
元
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

移
転
が
完
了
し
た
２
０
１
０
年
に
は
、
我
が
国

固
有
の
文
化
的
価
値
を
有
す
る
里
山
を
キ
ャ
ン
パ

ス
内
に
有
す
る
大
学
と
し
て
、
里
山
ゾ
ー
ン
を
活

か
し
た
「
21
世
紀
型
の
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
作

り
出
す
た
め
に
、
大
学
の
一
部
門
と
し
て
「
角
間

里
山
本
部
」
を
設
置
。
角
間
里
山
本
部
に
は
管
理
、

教
育
、
連
携
の
３
部
門
が
お
か
れ
、
里
山
ゾ
ー
ン

の
総
合
的
な
管
理
運
営
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

広
が
る
里
山
ゾ
ー
ン
の
活
用

　

２
０
１
１
年
か
ら
５
年
間
、
Ｆ
Ｇ
Ｆ
の
助
成
を

受
け
て
、
里
山
ゾ
ー
ン
の
保
全
・
活
用
の
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
づ
く
り
を
進
め
た
。
そ
の
中
で
、
管
理
部

門
は
里
山
に
入
り
や
す
い
環
境
づ
く
り
、
教
育
部

門
は
学
長
と
の
山
歩
き
イ
ベ
ン
ト
や
角
間
里
山
の

日
の
制
定
、
哺
乳
類
の
生
息
状
況
調
査
、
連
携
部

門
で
は
地
域
団
体
と
協
働
し
た
里
山
保
全
活
動
や

企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
と
の
連
携
を
支
援
す
る
団
体

の
設
立
支
援
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　

金
沢
大
学
で
は
里
山
ゾ
ー
ン
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
化
を
踏
ま
え
２
０
１
９
年
に
里
山
本
部
を
再

編
。
４
つ
の
部
会
（
教
育
企
画
、
研
究
利
用
、
連

携
保
全
、
野
生
生
物
）
か
ら
な
る
新
体
制
の
も
と
、

高
度
な
自
然
体

験
・
生
涯
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
の

研
究
開
発
と
人

材
育
成
、
金
沢

大
学
角
間
キ
ャ

ン
パ
ス
内
の
里

山
ゾ
ー
ン
の「
市

民
開
放
型
整

備
」、
里
山
の
生

態
学
調
査
研
究

な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

金
沢
大
学 

角
間
里
山
本
部
（
金
沢
大
学
の
学
内
組
織
）

第3期助成
（2011 ～2015）

復活した田んぼに苗を植える市民参加者（2012 年）

❸

ま
い
お
か
水
と
緑
の
会
（
横
浜
市
戸
塚
区
の
市
民
団
体
）

第1期助成
（1984～1992）

田んぼの草取り（2023 年）

子どもと生きものとのふれあい活動

誕生当初のフジの森

授業「角間の里山づくり」で竹林整備する学生（2023 年） 手もみ茶作り体験（2023 年）

１ 
未
来
の
た
め
の
森
づ
く
り
〈
第
１
〜
第
５
期
事
業
〉

18

地
元
市
民
の
手
で
谷
戸
の
再
生

　

横
浜
の
原
風
景
で
あ
る
谷
戸
。
高
度
経
済
成
長

期
に
は
、
都
市
域
の
拡
大
に
よ
っ
て
緑
地
が
急
速

に
失
わ
れ
、
谷
戸
は
宅
地
に
代
わ
っ
た
。
生
活

様
式
も
変
わ
り
、
地
域
の
自
然
に
根
差
し
た
文

化
が
失
わ
れ
る
危
機
に
、
横
浜
市
戸
塚
区
で
は
、

１
９
８
３
年
に
、
谷
戸
の
再
生
を
図
り
、
地
元
の

自
然
や
文
化
を
市
民
の
手
で
受
け
継
ぎ
育
て
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
市
民
団
体
「
ま
い
お
か
水
と
緑

の
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。

　
「
ま
い
お
か
水
と
緑
の
会
」
は
、
設
立
当
初
か
ら

Ｆ
Ｇ
Ｆ
の
第
１
期
助
成
を
受
け
て
活
発
に
活
動
し

て
お
り
、
横
浜
市
よ
り
舞
岡
公
園
予
定
地
の
使
用

許
可
を
得
て
、
休
耕
田
の
復
元
や
雑
木
林
の
手
入

れ
、
生
物
の
観
察
会
な
ど
の
自
然
体
験
や
農
文
化

体
験
を
実
施
。
助
成
の
成
果
と
し
て
、
自
然
体
験

等
の
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、
舞
岡
地
区
の
民
俗

調
査
・
記
録
、
記
録
映
画
制
作
も
行
っ
て
い
る
。

市
民
と
自
治
体
と
の
連
携

　

舞
岡
公
園
の
開
園
準
備
に
当
た
っ
て
は
、「
ま
い

お
か
水
と
緑
の
会
」
は
蓄
積
し
た
市
民
活
動
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
横
浜
市
に
提
供
す
る
と
と
も
に
、
公
園

計
画
の
施
設
整
備
や
管
理
運
営
に
つ
い
て
も
具
体

的
な
提
案
を
行
い
、
舞
岡
公
園
の
公
園
設
計
に
寄

与
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
市
民
と
自
治
体
が
連
携

し
て
計
画
・
管
理
・
運
営
を
行
っ
た
先
駆
事
例
と

な
っ
た
。

　

１
９
９
３
年
に
は
、「
舞
岡
公
園
」
が
開
園
。
開

園
後
は
「
ま
い
お
か
水
と
緑
の
会
」
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
受
け
継
い
だ
「
舞
岡
公
園
を
育
む
会
」
が
公
園

の
一
部
の
管
理
運
営
を
市
か
ら
委
託
さ
れ
、
さ
ま

ざ
ま
な
自
然
体
験
、
農
文
化
体
験
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
て
い
る
。

　
「
ま
い
お
か
水
と
緑
の
会
」
は
そ
の
後
、「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
舞
岡
・
や
と
ひ
と
未
来
」
と
名
称
を
変
え
、

指
定
管
理
者
と
し
て
舞
岡
公
園
の
管
理
・
運
営
に

携
わ
っ
て
い
る
。
現
在
で
は
、
年
間
延
べ
１
万
人

以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
を
受
け
て
、
２
千

を
超
え
る
自
然
体
験
や
農
文
化
体
験
の
イ
ベ
ン
ト

等
を
実
施
し
て
お
り
、
活
動
を
通
じ
て
里
山
の
保

全
や
生
物
多
様
性
の
創
出
、
人
材
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

2
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Ｆ
Ｇ
Ｆ
機
関
誌
『
G
R
E
E
N 

L
E
T
T
E
R 

43
号
（
２
０
２
１
年
発
行
）』
の
助
成
先
訪
問
記

に
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
エ
ゾ
リ
ス
の
会

と
申
し
ま
す
。
私
た
ち
は
、
エ
ゾ
リ
ス
を
は
じ
め

と
す
る
野
生
の
生
き
も
の
た
ち
と
と
も
に
暮
ら
し

続
け
て
い
く
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
帯
広
で

１
９
８
６
年
に
発
足
し
た
市
民
グ
ル
ー
プ
で
す
。

エ
ゾ
リ
ス
も
好
き
で
す
が
、
エ
ゾ
リ
ス
に
限
ら
ず

多
く
の
生
き
も
の
た
ち
と
と
も
に
暮
ら
し
て
ゆ
け

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
仲
間
の
集
ま
り
で
す
。

森
づ
く
り
活
動

　

私
た
ち
は
、
北
海
道
帯
広
市
の
ま
ち
づ
く
り
の

基
盤
と
な
っ
て
い
る
都
市
公
園
『
帯
広
の
森
』
で

継
続
的
な
育
林
・
自
然
復
元
作
業
を
行
い
な
が
ら
、

自
然
と
の
つ
き
あ
い
方
を
参
加
者
自
ら
が
考
え
て

い
く
こ
と
を
目
指
す
「
里
山
を
つ
く
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
１
９
８
９
年
に
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、

２
０
０
８
年
か
ら
は
環
境
省
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
サ

イ
ト
１
０
０
０
里
地
調
査
に
お
い
て
『
帯
広
の
森
』

を
コ
ア
サ
イ
ト
と
す
る
こ
と
を
お
引
き
受
け
し
て
、

植
物
相
、
鳥
類
な
ど
の
各
生
物
相
の
調
査
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

作
業
を
楽
し
み
、
調
査
に
よ
り
森
へ
の
理
解
も

深
ま
っ
た
つ
も
り
で
し
た
が
、
も
う
一
歩
踏
み
込

ん
で
、
こ
れ
ま
で
の
森
づ
く
り
に
つ
い
て
『
帯
広

の
森
』
の
１
０
０
年
の
計
に
お
け
る
現
在
位
置
を

確
認
し
た
い
と
思
い
始
め
た
頃
に
、「
未
来
の
た
め

の
森
づ
く
り
事
業
」
の
活
用
に
つ
い
て
お
声
か
け

い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
観
察
小
屋

を
移
築
し
て
活
動
拠
点
の
整
備
、
悩
ん
で
い
た
オ

オ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
群
生
地
へ
の
対
処
に
つ
い
て
の

大
規
模
試
験
、
自
然
林
再
生
過
程
を
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
す
る
調
査
方
法
の
設
計
な
ど
に
取
り
組
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

開
拓
で
拓
か
れ
た
土
地
に
ふ
る
さ
と
の
森
を
再

生
し
よ
う
と
し
て
い
る
『
帯
広
の
森
』
は
、
最
初

の
植
樹
祭
か
ら
40
年
以
上
を
経
過
し
植
樹
木
の
成

長
に
よ
っ
て
森
ら
し
い
外
観
は
整
い
つ
つ
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
自
律
的
な
森
と
な
る
た
め
に
は
林

床
植
生
の
再
生
こ
そ
が
本
丸
で
す
。
そ
の
道
の
り

は
容
易
で
は
な
い
こ
と
が
「
未
来
の
た
め
の
森
づ

く
り
事
業
」
で
も
明
確
と
な
り
ま
し
た
。

ゆ
っ
く
り
楽
し
く
、

ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
の
実
現
へ

　

幸
い
に
も
『
帯
広
の
森
』
は
そ
の
用
地
の
一
部

と
し
て
、
ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
や
ク
ロ
ミ
サ
ン
ザ
シ

な
ど
の
希
少
種
や
豊
か
な
里
地
里
山
生
態
系
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
オ
オ
タ
カ
な
ど
多
様
な
動
植
物
が

生
息
・
生
育
す
る
斜
面
林
や
沢
沿
い
の
湿
性
林
を

中
心
に
開
拓
の
過
程
で
残
さ
れ
た
良
好
な
森
林
環

境
を
取
り
込
ん
で
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
残
さ
れ

て
い
た
生
物
相
が
植
樹
区
域
に
も
定
着
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
と
考
え
作
業
や
調
査
を
続
け
て
来
ま

し
た
。
そ
の
こ
と
は
、
図
ら
ず
も
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
活
動
に
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
気
合
い
を
入
れ
て
活
動
し
ま

す
！
と
言
え
る
と
格
好
良
い
の
で
す
が
、
私
た
ち

は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
急
が
ば
回
れ
と
申
し
ま
し
ょ

う
か
、
自
然
相
手
に
効
率
を
求
め
ず
、
少
し
ず
つ
、

ゆ
っ
く
り
楽
し
く
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。
自
然
の

森
に
様
々
な
生
き
も
の
が
棲
ん
で
い
る
よ
う
に
、

森
の
作
業
や
調
査
に
も
い
ろ
い
ろ
な
役
割
分
担
が

あ
り
ま
す
。
高
い
技
術
や
詳
し
い
知
識
が
な
く
て

も
担
え
る
役
割
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
こ
か

ら
は
書
き
手
を
交
代
し
て
、
活
動
の
様
子
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
楽
し

そ
う
！
と
思
わ
れ

た
ら
是
非
エ
ゾ
リ

ス
の
会
に
遊
び
に

来
て
下
さ
い
。

未
来
の
た
め
の
森
づ
く
り
〈
第
４
期
〉

1980年代

エ
ゾ
リ
ス
の
会
（
北
海
道
帯
広
市
の
市
民
団
体
）

第4期助成
（2016 ～2020）
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エ
ゾ
リ
ス
の
会
に
行
く

と
き
は
、
の
こ
ぎ
り
が
使

い
た
い
中
学
１
年
の
息
子

と
、
生
き
も
の
全
般
が
好

き
な
小
学
４
年
の
娘
と
一

緒
で
す
。

　

ま
ず
、
エ
ゾ
リ
ス
の
会

の
活
動
で
子
ど
も
た
ち
が

一
番
好
き
な
カ
エ
ル
の
調

査
か
ら
お
話
し
し
ま
す
。

十
勝
の
４
月
は
雪
解
け
の

季
節
。
調
査
は
い
つ
も
楽

し
く
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が

ら
歩
く
こ
と
か
ら
ス
タ
ー

ト
。
親
カ
エ
ル
を
捕
ま
え

た
り
、
鳴
き
ま
ね
を
し
て

カ
エ
ル
を
鳴
か
せ
よ
う
と

し
た
り
、
カ
エ
ル
じ
ゃ

な
く
て
ヤ
マ
メ
の
稚
魚
を
捕
ま
え
て
み
た
り
と
そ

れ
ぞ
れ
が
や
り
た
い
こ
と
を
し
な
が
ら
進
み
ま
す
。

季
節
が
進
む
と
、
あ
ち
こ
ち
で
春
の
花
が
咲
き
始

め
、
寒
い
冬
を
越
え
た
生
き
も
の
た
ち
が
爆
発
的

な
勢
い
で
活
動
を
始
め
、
と
て
も
わ
く
わ
く
し
ま

す
。

　

さ
ら
に
季
節
が
進
む
と
チ
ョ
ウ
の
調
査
が
始
ま

り
ま
す
。
虫
取
り
網
と
図
鑑
、
観
察

す
る
た
め
の
ケ
ー
ス
を
携
え
、
チ
ョ

ウ
を
見
つ
け
て
は
追
い
か
け
、
捕
ま

え
、
種
を
調
べ
て
い
き
ま
す
。
走
っ

て
チ
ョ
ウ
を
追
い
か
け
る
人
、「
あ
っ

ち
、
あ
っ
ち
！
」
と
主
に
指
示
を
出

す
人
。
大
人
も
子
ど
も
も
元
気
に

走
っ
て
い
る
の
を
ほ
ほ
え
ま
し
い
と

思
い
な
が
ら
、私
も
時
々
走
り
ま
す
。

大
人
も
子
ど
も
も

楽
し
ん
で
学
べ
る

「
帯
広
の
森
」

　

里
山
を
つ
く
ろ
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
冬
の
雪
が

積
も
っ
た
中
、ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

な
ど
を
は
い
て
森
の
中
へ
。

十
勝
の
冬
は
と
て
も
寒
い
の

で
す
が
、
作
業
を
し
て
い
る

と
体
が
温
ま
り
、
木
の
香
り

の
漂
う
冷
た
い
空
気
を
吸
う

の
は
と
て
も
気
持
ち
が
い
い

で
す
。
息
子
は
去
年
手
に
入

れ
た
マ
イ
の
こ
ぎ
り
で
、
今

年
、
木
を
一
本
切
り
倒
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
木
を
切

り
倒
す
の
は
初
め
て
。
ど
っ

ち
に
倒
し
た
ら
い
い
か
、
幹
の
ど
ち
ら
か
ら
切
っ

た
ら
い
い
か
？
の
こ
ぎ
り
の
引
き
方
は
こ
う
だ
！

な
ど
教
え
て
も
ら
い
、
な
ん
と
か
最
後
ま
で
一
人

で
や
り
ま
し
た
。
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
息
子
は
切

り
株
の
輪
切
り
を
記
念
に
持
っ
て
帰
り
ま
し
た
。

　

エ
ゾ
リ
ス
の
会
に
は
子
ど
も
向
け
の
活
動
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
大
人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
そ
こ
に

あ
る
も
の
を
見
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
こ
と
を

し
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
活
動
に

参
加
し
て
い
る
と
、
森
は
木
を
植
え
た
だ
け
で
は

戻
ら
な
い
こ
と
、
い
ろ
ん
な
生
き
も
の
が
関
係
し

あ
っ
て
森
が
で
き
て
い
る
こ
と
を
ひ
し
ひ
し
と
感

じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
５
年
経
っ
た
ら
、さ
ら
に
10
年
、

20
年
経
っ
た
ら
、
こ
の
帯
広
の
森
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
？
そ
ん
な
こ
と
を
思
い
な
が
ら
、

ま
た
子
ど
も
た
ち
と
帯
広
の
森
に
行
き
ま
す
。

チェーンソーを積んだソリを小学生が引く

林床植物たちの再生過程をみんなでモニタリング中

チョウを捕まえた三日市
則昭会長の笑顔

伊
藤 

育
子
（
エ
ゾ
リ
ス
の
会
会
員
、里
山
を
つ
く
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
企
画
・
運
営
担
当
／
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
サ
イ
ト
１
０
０
０
帯
広
の
森
サ
イ
ト 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

佐
々
木 

梨
江
（
エ
ゾ
リ
ス
の
会
会
員
）

子どもは自然のなかでやりたいことに夢中になる。
その環境を用意するのが大人の役目

帯広のアイドル エゾリス
エゾスジグロシロチョウ（左）
とスジグロシロチョウ（右）

初めての伐倒に取り組み中の小学 6 年生 「
エ
ゾ
リ
ス
の
会
」の
女
性
メ
ン
バ
ー
お
ふ
た
り
に
、活
動
内
容
、
帯
広
の
森
の
魅
力
な
ど
に
つ
い
て
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ヤマメを捕まえて盛り上がってます！

産みたてのエゾアカガエルの卵塊！

チョウの調査をしながらも、
イワアカバナの種子の出来具合を確認

モニタリングサイト1000カエル
類調査中。ぐちゃぐちゃドロドロを

歩くのも楽しい！
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鞍
馬
火
祭
保
存
会
（
京
都
市
鞍
馬
の
市
民
団
体
）

　

京
都
市
左
京
区
を
流
れ
る
鴨
川
の
支
流
「
鞍
馬

川
」
沿
い
の
小
道
を
ゆ
っ
く
り
歩
く
。
11
月
だ
と

い
う
の
に
汗
ば
む
よ
う
な
陽
気
の
な
か
、
鞍
馬
火

祭
保
存
会
会
長
の
三
宅
徳
彦
さ
ん
と
副
会
長
の
三

浦
公
三
さ
ん
が
、
取
材
に
訪
れ
た
私
た
ち
を
先
導

し
て
く
れ
る
。「
こ
の
鞍
馬
川
で
火
祭
り
に
使
う
松

明
を
く
く
る
た
め
の
フ
ジ
の
根
を
洗
い
ま
す
。
わ

た
し
ら
子
ど
も
の
と
き
は
、
よ
う
こ
こ
で
遊
ん
だ
。

ゴ
リ
も
お
る
、
カ
エ
ル
も
お
る
、
遊
び
場
だ
ら
け

や
。」
と
語
る
お
ふ
た
り
。
秋
の
午
後
の
陽
射
し
を

う
け
て
川
は
せ
せ
ら
ぎ
の
音
を
た
て
て
流
れ
、
鳥

や
虫
の
声
以
外
は
聞
こ
え
て
こ
な
い
。
川
沿
い
に

文
・
グ
リ
ー
ン
レ
タ
ー
編
集
部　
写
真
・
橋
本
幸
則

火
祭
り
や

暮
ら
し
の
資
源
を

自
分
た
ち
の
里
山
で

未
来
の
た
め
の
森
づ
く
り
〈
第
５
期
〉

F
G
F
運
営
委
員
で
あ
り

当
誌
の
渡
辺
綱
男
編
集
長
と
事
務
局
が
、

11
月
４
日
か
ら
５
日
に
か
け
て
現
地
を
訪
れ
、

助
成
開
始
か
ら
３
年
目
の

鞍
馬
火
祭
保
存
会
の
活
動
を
拝
見
し
て
き
ま
し
た
。

保
存
会
で
は
「
火
祭
り
や
暮
ら
し
の
資
源
が

自
分
た
ち
の
里
山
で
ま
か
な
え
る
」。

そ
ん
な
未
来
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

昔
か
ら
松
明
の
材
料
は

地
元
の
方
々
が
協
力
し
合
い
な
が
ら
、

身
近
な
里
山
か
ら
採
取
し
、

加
工
し
て
き
た
。

第5期助成
（2021年〜継続中）

右上 /ドローン画像を見ると、鞍馬の家 は々鞍馬川に沿って立ち並び、西の鞍馬山と東の竜王岳に挟まれていることがよくわかる（写真：王聞氏） 
右下 / 由岐神社への参道。賑やかな参道には土産物や食堂が並ぶ　 左 / 川沿いに並んだ家の裏からは川面に降りる石段が今も残る

左が鞍馬火祭保存会会長の三宅徳彦さん、右が副会
長の三浦公三さん。火祭りの材料を保管する倉庫を見
せていただいた。「火祭りのすぐ後だから良い材料はな
いけど」と言いながら、三宅さんが手にしているのがコバ
ノミツバツツジなど（柴）。三浦さんは右手にアカマツの
ジンでできている手松明、左手にフジの根を持つ
23
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並
ん
だ
家
々
の
裏
か
ら
は
川
面
に
お
り
る
石
段
が

伸
び
、
昔
な
が
ら
の
景
観
が
保
た
れ
て
い
る
。
ど

こ
か
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
こ
の
鞍
馬
が
、
富
士
フ

イ
ル
ム
・
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ン
ド
の
「
未
来
の
た
め

の
森
づ
く
り
」
第
５
期
事
業
の
対
象
地
だ
。

　

２
０
２
１
年
度
か
ら
助
成
が
開
始
さ
れ
、
今
年

は
３
年
目
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
活

動
の
目
的
は
、
地
域
の
伝
統
文
化
で
あ
る
火
祭
り

や
暮
ら
し
の
資
源
が
自
分
た
ち
の
里
山
で
ま
か
な

え
る
こ
と
。
地
域
の
人
々
が
平
安
時
代
か
ら
大
切

に
し
て
き
た
「
鞍
馬
の
火
祭
」
に
用
い
ら
れ
る
松

明
の
材
料
を
守
り
、再
生
さ
せ
る
。
ま
た
サ
ン
シ
ョ

ウ
や
ク
リ
な
ど
、
鞍
馬
の
伝
統
的
な
食
文
化
を
守

り
、
伝
え
る
、
な
ど
を
目
指
し
て
い
る
。
昔
か
ら

松
明
の
材
料
は
地
元
の
方
々
が
協
力
し
合
い
な
が

ら
、
身
近
な
里
山
か
ら
採
取
し
、
加
工
し
て
き
た
。

ま
た
サ
ン
シ
ョ
ウ
な
ど
は
、
山
に
自
生
し
て
い
る

も
の
や
庭
に
植
え
た
も
の
を
四
季
折
々
に
利
用
し

て
き
た
。
三
宅
さ
ん
や
三
浦
さ
ん
が
子
ど
も
の
頃

に
は
、
鞍
馬
の
町
中
を
歩
く
と
、
サ
ン
シ
ョ
ウ
を

炊
く
匂
い
と
一
緒
に
、
ト
ン
ト
ン
ト
ン
ト
ン
と
リ

ズ
ミ
カ
ル
な
サ
ン
シ
ョ
ウ
と
昆
布
を
刻
む
音
が
聞

こ
え
て
き
た
と
い
う
。
今
号
で
は
鞍
馬
で
の
祭
り

や
暮
ら
し
・
生
業
を
支
え
て
き
た
里
山
の
恵
み
を

未
来
に
つ
な
げ
る
た
め
の
鞍
馬
火
祭
保
存
会
の
活

動
を
紹
介
し
た
い
。

シ
カ
が
す
べ
て
を
食
べ
つ
く
す

　

今
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
シ
カ
の
食
害
の
話
を
聞

か
な
い
こ
と
が
な
い
。
こ
こ
鞍
馬
の
里
山
も
例
外

な
く
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
影
響
で
、
火
祭
り
で
用
い

ら
れ
る
松
明
の
材
料
と
な
る
コ
バ
ノ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ

ジ
、ク
ロ
モ
ジ
、フ
ジ
な
ど
の
入
手
が
難
し
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
も
っ
と
も
１
９
６
０
年
代
ご
ろ
か

ら
燃
料
用
の
薪
炭
の
利
用
が
な
く
な
る
と
同
時
に

鞍
馬
火
祭
保
存
会

上右 /1950 年代まで鞍馬の多くの人が炭問屋を生業にしていた。三宅会長のご自宅にはその頃の貴重な道具がたくさん保存されている　上中上 /「鞍馬かどや」の工場の天
井には火祭りの材料が保管される。いつもの生活のなかに火祭りが顔をのぞかせる　上中下 / 火祭りが終わると武者草鞋（わらじ）はこの通り。松明の火の粉が容赦なく降りかか
り焼けてしまう 上左 /フジの根は、ひげ根と節を処理して鞍馬川で洗う（写真：南尊大氏）　下右 / 火祭り資材倉庫の柴　下左 / 頑丈なステンレス製のシカ柵。設置は大変だっ
たが完璧な仕上がりでシカを寄せ付けない
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里
山
は
荒
れ
、
70
年
代
に
入
っ
て
か
ら
松
く
い
虫

の
影
響
に
よ
る
マ
ツ
枯
れ
な
ど
に
よ
っ
て
、
す
で

に
里
山
を
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
て

い
た
。

　

保
存
会
で
は
、「
由ゆ

岐き

神
社
の
森
」
へ
の
シ
カ
の

侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
、
全
長
２
３
０
ｍ
、
高
さ
１
・

８
ｍ
の
シ
カ
防
護
柵
を
２
０
２
２
年
の
夏
に
設
置

し
た
。
由
岐
神
社
の
森
は
、
鞍
馬
集
落
か
ら
車
で

10
分
ほ
ど
に
位
置
す
る
ア
カ
マ
ツ
と
コ
ナ
ラ
の
多

い
里
山
で
あ
る
。
薪
炭
林
等
と
し
て
利
用
さ
れ
、

集
落
か
ら
近
い
便
利
な
火
祭
り
素
材
の
入
手
先
で

あ
っ
た
が
、
こ
こ
最
近
は
利
用
さ
れ
な
く
な
っ
た

急
斜
面
は
ヤ
ブ
と
化
し
、
コ
バ
ノ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ

ジ
な
ど
の
新
芽
は
す
べ
て
シ
カ
に
食
べ
ら
れ
て
し

ま
っ
て
い
た
。
こ
の
森
に
ぐ
る
り
と
シ
カ
防
護
柵

を
設
置
し
、
再
び
火
祭
り
の
材
料
を
手
に
入
れ
ら

れ
る
場
所
に
し
よ
う
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動

き
出
し
て
い
る
。

五
感
で
感
じ
る
火
祭
り

　

そ
も
そ
も
鞍
馬
に
住
む
人
々
に
と
っ
て
火
祭
り

と
は
何
な
の
か
。
祭
り
の
中
心
に
な
る
の
は
「
火
」

そ
の
も
の
。
西
暦
９
４
０
年
に
、
御
所
か
ら
鞍
馬

の
地
へ
御
遷
宮
さ
れ
る
由
岐
大
明
神
を
河
原
に
生

え
て
い
た
葦
を
束
に
し
た
松
明
に
火
を
つ
け
て
村

人
が
お
迎
え
し
た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
大
人
３
、４
人
が
担
ぐ
大
松
明
は
、長
さ
４
ｍ
、

重
さ
１
０
０
㎏
ほ
ど
も
あ
り
、
そ
の
大
き
な
松
明

が
燃
え
上
が
る
さ
ま
は
人
々
を
酔
わ
せ
る
と
い

う
。
祭
り
は
由
岐
神
社
と
、
神
社
に
続
く
鞍
馬
街

道
沿
い
の
集
落
一
帯
で
行
わ
れ
「
サ
イ
レ
ヤ
、
サ

イ
リ
ョ
ウ
」
の
勇
ま
し
い
声
と
共
に
、
街
道
が
松

明
の
炎
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
く
様
は
圧
巻
。
会

長
、
副
会
長
が
口
々
に
言
う
に
は
「
火
祭
り
は
た
だ

上 /2023 年の鞍馬の火祭り。若者が御神輿の先頭に大の字になってつかまる「チョッペンの儀」は鞍馬での成
人になるための通過儀礼の名残りとも言われている（写真：深町加津枝氏） 下 3 枚 / 鞍馬の伝統的な保存食の「木
の芽煮（きのめだき）」を炊く「鞍馬かどや」のご主人、原さん。大鍋で炊いて3 〜 4 時間ほど蒸らして昆布と一
緒に細かく刻む。地元では半栽培のサンショウを活用して季節に合わせて自家製で楽しむ人も多い

火祭りはただの刺激じゃない。
一度参加すると炎の虜になってしまう。
オレンジの炎と匂い、
そして音。
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鞍
馬
火
祭
保
存
会

手松明づくり体験学習。フジの根っこでアカマツのジンを
縛ることに挑戦する（2022 年 12月・写真：王聞氏）

①　②　③

④　⑤　⑥

り
の
準
備
を
し
、
娘
さ
ん
も
小
さ
い
子
ど
も
と
一

緒
に
祭
り
に
参
加
す
る
そ
う
。
ど
う
し
て
こ
ん
な

に
鞍
馬
に
こ
だ
わ
る
か
と
い
う
と
「
や
っ
ぱ
り
祭

り
が
あ
る
か
ら
や
ろ
う
な
ぁ
」
と
。
祭
り
を
通
し

て
女
性
同
士
の
付
き
合
い
も
深
い
と
い
う
。

　

昨
年
、
保
存
会
は
地
元
の
小
学
生
と
そ
の
保
護

者
を
対
象
に
手
松
明
づ
く
り
の
体
験
学
習
会
を
実

施
し
た
。
は
じ
め
て
の
試
み
と
い
う
こ
と
だ
が
、

楽
し
い
と
思
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
多
い
そ
う
で
、

「
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
将
来
に
つ
な
が
っ
て
い
っ

て
く
れ
る
と
え
え
な
ぁ
」
と
会
長
と
副
会
長
は
そ

の
話
を
し
な
が
ら
心
か
ら
嬉
し
そ
う
だ
っ
た
。

学
生
さ
ん
と
と
も
に

　

取
材
２
日
目
は
朝
か
ら
由
岐
神
社
の
森
へ
。
こ

こ
で
の
活
動
の
大
き
な
特
徴
は
、
京
都
大
学
の

学
生
さ
ん
と
の
協
働
作
業
が
あ
る
こ
と
。
こ
の

日
、
参
加
し
て
く
れ
た
の
は
劉
大
可
さ
ん
、
小

木
曽
亮
さ
ん
、古
市
智
紀
さ
ん
、北
尾
圭
梧
さ
ん
、

そ
し
て
指
導
さ
れ
て
い
る
京
都
大
学
大
学
院
准

教
授
の
深
町
加
津
枝
先
生
。
深
町
先
生
は
、
里

山
と
そ
こ
に
生
き
る
生
物
、
そ
し
て
文
化
の
多

様
性
を
次
世
代
に
つ
な
い
で
い
く
た
め
の
研
究

を
さ
れ
て
い
る
方
だ
。

　

こ
の
日
の
作
業
は
、
劉
さ
ん
が
赤
外
線
カ
メ
ラ

の
設
置
、
小
木
曽
さ
ん
と
古
市
さ
ん
が
植
生
調
査
、

北
尾
さ
ん
が
魚
類
の
調
査
。
そ
し
て
保
存
会
、
氏

子
総
代
等
の
方
々
は
、
今
年
の
春
に
植
え
付
け
た

コ
バ
ノ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
60
本
、
ク
リ
15
本
、
サ
カ

キ
25
本
の
苗
が
雪
で
折
れ
な
い
よ
う
に
支
柱
を
た

て
る
作
業
を
す
る
。
学
生
さ
ん
は
月
に
何
回
も
調

査
に
訪
れ
、
駅
と
森
ま
で
の
車
出
し
は
地
元
の
方

が
快
く
担
当
し
て
く
れ
て
い
る
。
調
査
研
究
は
す

で
に
論
文
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
成
果
が
上
が
り
始
め
て
い
る
。
＊（
関
係
論
文

は
ペ
ー
ジ
左
上
を
参
照
）

　

調
査
の
合
間
を
縫
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
買
っ

て
出
て
く
れ
る
学
生
ら
と
地
元
の
方
と
の
信
頼
関

係
は
厚
い
。「
彼
ら
は
真
面
目
で
頼
ん
だ
こ
と
を
き

ち
っ
と
や
っ
て
く
れ
る
」「
こ
ち
ら
の
言
う
こ
と

を
正
確
に
理
解
で
き
る
し
、
疑
問
点
も
聞
い
て
く

れ
て
や
り
や
す
い
」「
役
員
も
年
が
い
っ
て
き
て
、

鞍
馬
自
体
も
人
口
が
減
っ
て
い
る
か
ら
大
助
か
り

で
す
わ
」「
こ
の
学
生
さ
ん
た
ち
の
働
き
が
な
け

れ
ば
、
こ
の
由
岐
神
社
の
森
の
シ
カ
防
護
柵
は
張

れ
へ
ん
か
っ
た
」
と
地
元
の
方
た
ち
。
学
生
た
ち

も
、「
普
段
山
に
入
っ
て
い
る
方
に
つ
い
て
作
業
を

す
る
の
は
勉
強
に
な
り
ま
す
」「
仕
事
の
段
取
り

な
ど
、
気
を
付
け
る
こ
と
も
教
え
て
い
た
だ
け
る
」

「
火
祭
り
が
あ
る
こ
と
で
、
地
元
だ
け
で
な
く
他
の

地
域
の
人
と
も
絆
が
で
き
た
の
が
と
て
も
い
い
と

思
う
」
と
前
向
き
だ
。
世
代
を
超
え
た
新
た
な
協

働
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。

　

現
在
、
火
祭
り
の
下
準
備
を
中
心
と
な
っ
て
活

動
し
て
い
る
地
元
の
正
副
区
長
を
始
め
と
す
る
火

祭
関
係
役
員
は
18
名
。
ぎ
り
ぎ
り
で
活
動
を
ま
わ

し
て
い
る
感
も
あ
る
と
い
う
。

　

由
岐
神
社
の
森
の
柴
を
刈
る
に
は
あ
と
12
年
、

一
回
り
は
か
か
る
。
変
わ
る
も
の
、
変
わ
っ
て
は

い
け
な
い
も
の
を
見
つ
め
な
が
ら
の
息
の
長
い
活

動
に
向
け
て
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

の
刺
激
じ
ゃ
な
い
。
一
度
参
加
す
る
と
炎
の
虜
に

な
っ
て
し
ま
う
。
オ
レ
ン
ジ
の
炎
と
匂
い
、
そ
し

て
音
。
五
感
で
感
じ
て
ほ
し
い
」
と
。
ア
カ
マ
ツ
の

油
の
「
ジ
ン
」
が
燃
え
る
匂
い
は
独
特
な
も
の
で
、

こ
の
地
域
で
育
っ
た
人
々
に
は
祭
り
の
匂
い
と
し

て
し
み
込
ん
で
い
る
と
い
う
。

鞍
馬
13
カ
月

　

鞍
馬
に
「
１
年
13
カ
月
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

「
祭
り
の
た
め
に
１
カ
月
分
多
く
働
く
」
と
い
う
意

味
だ
そ
う
だ
。「
外
か
ら
や
っ
て
来
た
人
は
、
す
ご

い
お
祭
り
で
す
ね
。
お
金
が
か
か
る
で
し
ょ
う
と

言
わ
は
る
け
ど
、
多
く
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
１
年

間
か
け
て
の
祭
り
の
準
備
に
は
た
く
さ
ん
の
労
力

が
か
か
っ
て
い
る
」
と
三
宅
会
長
。
松
明
の
材
料

は
す
べ
て
山
か
ら
採
取
し
て
き
た
天
然
の
素
材
。

コ
バ
ノ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
な
ど
の
柴
、
ア
カ
マ
ツ
の

ジ
ン
、
木こ

羽わ

＊
を
美
し
く
形
を
整
え
て
フ
ジ
の
根

で
括
っ
て
仕
上
げ
る
。

　

材
料
の
多
く
を
集
め
る
の
も
松
明
を
作
る
の

も
、
祭
り
に
参
加
す
る
鞍
馬
の
人
々
。
春
に
フ
ジ

の
花
が
咲
い
た
と
こ
ろ
を
見
定
め
て
秋
に
フ
ジ
の

根
を
探
し
に
行
っ
て
も
、
半
日
歩
き
ま
わ
っ
て
見

つ
か
ら
な
い
日
も
あ
る
。
そ
し
て
、
よ
う
や
く
見

つ
け
た
フ
ジ
の
根
を
固
い
地
面
か
ら
ツ
ル
ハ
シ
で

掘
り
出
し
、
10
ｍ
の
根
っ
こ
を
一
本
取
る
の
に
20

分
は
か
か
る
と
い
う
。

　

鞍
馬
の
方
々
は
ほ
ん
と
う
に
手
間
を
惜
し
ま
ず

よ
く
働
く
。
予
め
、
頼
ん
で
お
い
た
業
者
さ
ん
に
、

５
月
～
６
月
に
か
け
て
松
明
用
の
柴
切
り
を
し
て

も
ら
い
、
乾
燥
の
た
め
山
中
に
置
く
。
９
月
に
は

柴
（
約
３
０
０
束
）
を
氏
子
が
山
か
ら
集
落
へ
運

び
、
各
家
に
配
る
。
10
月
に
は
フ
ジ
の
根
採
取
と

フ
ジ
洗
い
、
松
明
づ
く
り
な
ど
、
一
年
中
大
忙
し

だ
。
作
業
は
年
配
の
方
か
ら
若
い
人
へ
受
け
継
が

れ
、
神
事
で
あ
る
が
ゆ
え
に
決
ま
り
事
も
た
く
さ

ん
あ
る
。「
火
祭
り
を
見
に
く
る
人
も
自
分
の
と
こ

の
神
さ
ん
を
大
事
に
せ
ん
と
。
自
分
と
こ
の
お
祭

り
に
協
力
し
て
は
る
？
」、
と
い
う
言
葉
を
三
宅
さ

ん
か
ら
投
げ
か
け
ら
れ
、
今
も
そ
の
言
葉
を
反
芻

し
て
い
る
。

鞍
馬
の
女
性
た
ち

　

一
年
を
通
し
て
火
祭
り
の
準
備
を
進
め
る
男
性

陣
だ
が
、
女
性
陣
に
と
っ
て
も
火
祭
り
は
生
活
の

要
。
10
月
に
な
る
と
祭
り
一
色
に
な
り
、
祭
り
当

日
の
草
鞋
・
衣
装
の
準
備
か
ら
始
ま
り
、
家
の
表

の
格
子
を
は
ず
し
、
清
掃
す
る
。
３
日
前
の
19
日

の
火
改
め
か
ら
は
四
つ
足
の
も
の
を
食
卓
に
並
べ

ず
精
進
す
る
。
三
宅
会
長
の
奥
さ
ま
の
三
宅
和
美

さ
ん
に
お
話
し
を
伺
っ
た
。

　
「
主
人
と
は
じ
め
て
鞍
馬
の
火
祭
り
を
見
た
と

き
は
、
こ
ん
な
に
心
騒
ぐ
お
祭
り
が
あ
る
の
か
と

衝
撃
で
し
た
。
義
理
の
母
は
根
っ
か
ら
の
鞍
馬
の

人
で
、
う
ち
の
家
の
前
に
御
神
輿
と
太
鼓
が
来
る

と
必
ず
太
鼓
を
た
た
く
。
鞍
馬
の
女
の
人
は
す
ご

い
な
ぁ
、
そ
の
母
か
ら
私
に
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
を
思
う
と
、
え
ら
い
と
こ
ろ
に
来
た
な
ぁ
と

（
笑
）。」
祭
り
の
日
は
ど
こ
の
家
に
も
お
客
さ
ん
が

大
勢
く
る
。
三
宅
さ
ん
の
お
宅
も
30
人
以
上
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
、
そ
の
準
備
の
大
変
さ

は
想
像
に
難
く
な
い
。
メ
ニ
ュ
ー
は
棒
鱈
と
里
芋

の
煮
物
、
鯖
寿
司
、
天
ぷ
ら
、
そ
し
て
欠
か
せ
な

い
栗
の
赤
飯
な
ど
、
い
つ
も
の
料
理
を
い
つ
も
通

り
用
意
す
る
と
は
い
え
、
10
月
か
ら
た
く
さ
ん
の

栗
を
剥
い
た
と
い
う
和
美
さ
ん
。「
酢
の
物
に
使
う

ミ
ョ
ウ
ガ
も
う
ち
の
畑
で
と
れ
た
も
の
。
地
元
の

も
の
が
少
し
で
も
あ
る
の
が
い
い
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。
花
ひ
と
つ
飾
る
に
し
て
も
こ
の
鞍
馬
で

咲
い
て
い
る
も
の
が
使
え
た
ら
い
い
な
ぁ
と
。
男

も
祭
り
に
誇
り

を
も
っ
て
い
る

け
ど
、
裏
方
の

女
の
人
も
大
変

と
言
い
な
が
ら

も
そ
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
」。

三
宅
家
の
息
子

さ
ん
は
10
月
に

な
る
と
毎
週
末

帰
っ
て
き
て
祭男も祭りに誇りを

もっているけど、
女の人もそう。

由岐神社の森で生長する植物たち　①松明の材料として利用
されるクロモジ ②植栽されたコバノミツバツツジ ③天然更新した
アカマツ ④岩場の斜面のイワナシ ⑤シカ柵内の明るい環境で
生長したヤマツツジ ⑥急斜面で植物の世話をする

午前中の学生さんたちによる調査のようす。「昼食べたらまた山入るか？車出すで（三宅会長）」
「はい。お願いします！（大学生さんたち）」というやり取りが微笑ましい

＊関係論文
・	日高芙美,深町加津枝,伝統行事「鞍馬の火祭」で用いる森林の柴採
取ポテンシャルの評価,日本緑化工学会誌,2021年47巻1号p. 69-74

・	奥野真木保,深町加津枝,京都市鞍馬における住民のサンショウの採
集利用と継続要因, ランドスケープ研究, 2023年86巻5号p. 617-622

・	田中慶太,深町加津枝,京都市鞍馬本町におけるコバノミツバツツジ
の潜在生育地の推定と柴資源としての利用可能性.日本緑化工学会
誌,2023年49巻1号p. 69-74　など

笑顔が素敵な三宅ご夫妻

＊杉を薄く削った化粧板。近年は、北区中川北山町の「村おこしの会」に依頼
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　第40回になる2023年度は、4部門で合
計724件の応募があり、環境大臣賞の３件を
含め、計21件の優秀作品を表彰しました。
　ここでは環境大臣賞を受賞した小学生の部、
中学生の部、高校生の部の3作品（絵地図と
作品の一部）をご紹介します。

私のせせらぎ散歩道
古賀詠麻さん（清瀬市立芝山小学校 6 年生）
東京都
　私には時間があれば散策に行ってしまうほどのお気
に入りの観察路があります。全長約1.9キロメートル、
1～2時間などあっという間に過ぎていきます。自宅を
出て、雑木林の中の小道や川沿いの遊歩道、せせらぎ
公園、畑を通るルートです。清瀬は東京郊外にある街
ですが、祖父母が住んでいる長野の面影を感じられる
ほど自然豊かです。雑木林や川、せせらぎにはそれぞ
れの動物たちが自生していて、散策するたびに四季折々
の姿を見せてくれます。私は、「清瀬の自然を守る会」
というボランティアに参加しています。そこでの活動は
主に雑木林の管理等です。他にも、川の保全活動をし
ている団体もあるそうです。清瀬の素晴らしい自然はそ
んな方々によって守られているのを実感でき、私も自然
を守る役割を引き継いでいくのだと思えるのでやりがい
を感じられます。では、これから私の自然観察路のポ
イントを案内していきましょう。

小学生の部

2023年度 第40回 わたしの自然観察路コンクール報告

2  
緑
の
た
め
の
支
援
事
業
〈
わ
た
し
の
自
然
観
察
路
コ
ン
ク
ー
ル
〉

わたしの自然観察路コンクールは、全国の小・中・高校生を対象に
身近な自然観察路を絵地図と解説文で紹介してもらうことによって

次代を担う子どもたちの自然に関する意識の高揚を図ることを目的に実施されています。

1984年度からはじまった歴史あるこのコンクールには、これまで多くの子どもたちが応募し
自然観察や考察を通して自然を大切に思う心が醸成され

作品づくりを通して表現力を身に付けてきました。

今号では、2023年度の受賞作品を紹介するとともに
ＦＧＦ40周年を記念して過去の受賞者への取材を行い

わたしの自然観察路コンクールの魅力を伝えます。
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荒神山公園の観察路
原田千愛さん（滋賀県立守山中学校 1 年生）
滋賀県

　荒神山公園は、滋賀県彦根市にある山に囲まれた自然あ
ふれる場所です。そのため、一年を通してたくさんの植物や
生物を観察することができます。日当たりが全体的に良いの
で湿気は少なくこけはあまり見られません。しかし、草むら
や林、石が多い場所などいろんな環境があり生物の観察に
うってつけです。また、敷地内には給水ポイントがいくつか
あるので、暑い夏でも歩きやすい観察路です。近くには、川
も流れており水鳥なども観察できます。そんな荒神山公園の
観察路を十個のポイントに分けて紹介していきます。

中学生の部

ぼくの通学路 川の生き物観察
石川睦紀さん（愛知教育大学附属特別支援学校高等部 1 年生）
愛知県

　紹介するのは、僕の通学路です。学校は4月からですが、道を覚
えて一人で学校に行けるようにするために、3月からこの道を歩いてい
ます。通学路は伊賀川ぞいです。伊賀川は一級河川矢作川水系乙川
の支流の小さな川です。岡崎城の西側を流れるこの川は、通称伊賀
川桜堤と呼ばれ、観光名所になっています。地元の方が川の手入れを
していて、とてもきれいな川です。僕の歩く所は岡崎城からはなれて
いるので、桜が満開の季節でも、近所の人が散歩するくらいで、普段
からあまり人はいません。朝夕は僕と同じ通学に利用する学生がたく
さんいますが、自転車通学が多いせいか、このきれいでたくさんの生
きものがいる川をのぞいたりしません。僕は練習の時、この道がとて
も楽しくてきれいだったので、初めて歩いた時は往復で一時間もかかっ
てしまいました。こんなにも歩くのが楽しくて気持ちよくて、のんび
りする道をみんなに紹介したいと思います。

高校生の部

「小学生の部は親子でがんばってい
る感じがありますね」「蝶のオスメ
スがよく描き分けられている」「中
学生の部はレベルが高くて票が割れ
ますね」「作文を読んで絵地図を見
るとよりよくわかります」「高校生の
部はユニークな作品も見られる」「楽
しんで描いているのがわかります」
など、ひとつひとつ丁寧に講評され
た上で受賞作品が選ばれました。

審査風景

自然を大切に思う心を育てる絵地図と作文
通算実施 40 回を迎えました！
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詳細は、「わたしの自然観察路コンクール」の公式サイトをご覧ください。
http://kansatsuro.jeef.or.jp/

web サイトが公開されるまでは冊子で作品紹介
がされていた（初代運営事務局 / 国立公園協会
発行）。2012 年に事務局は日本自然保護協会に
引き継がれ、2018年からは日本環境教育フォー
ラムが担当する
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グリーンレター編集部
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 第 40 回 わたしの自然観察路コンクール　入賞作品一覧

賞 作品タイトル 氏　 名
（敬称略） 学　校　名 学 年 都道府県

 小学生の部　6 作品
環境大臣賞 私のせせらぎ散歩道 古賀詠麻 清瀬市立芝山小学校 6 年 東京都

優 秀 賞 鎌倉の自然観察路 木内瑛太 鎌倉市立御成小学校 2 年 神奈川県
優 秀 賞 駒込・すがも生き物たんけんマップ 大塚史翔 豊島区立駒込小学校 1 年 東京都
入　選 湯の沢山菜採りの散歩道 平井満帆 飯能市立名栗小学校 6 年 埼玉県
入　選 楽しいな !!　理科が学べるぼくのまち 髙山翔暉 裾野市立千福が丘小学校 3 年 静岡県
入　選 キーナの森のたからものたち 小島匠太 神戸大学附属小学校 1 年 兵庫県

  中学生の部　６作品
環境大臣賞 荒神山公園の観察路 原田千愛 滋賀県立守山中学校 1 年 滋賀県

優 秀 賞 函南町の原風景 米田莉子 不二聖心女子学院中学校 2 年 静岡県
優 秀 賞 のぼりべつの自然 成澤結紀乃 北海道登別明日中等教育学校 2 年 北海道
優 秀 賞 里山の夏草 卯山愛菜 明治大学附属中野八王子中学校 3 年 東京都
入　選 群馬県立公園群馬の森観察路 小倉あおば 群馬県立中央中等教育学校 3 年 群馬県
入　選 夏の三ッ池公園自然路～幼い頃から親しんできた思い出の公園～ 大森らら 明治大学附属中野八王子中学校 1 年 神奈川県

  高校生の部　６作品
環境大臣賞 ぼくの通学路　川の生き物観察 石川睦紀 愛知教育大学附属特別支援学校

高等部 1 年 愛知県

優 秀 賞 自然観察の森～自然を満喫する～ 四海香佳 賢明女子学院高等学校 1 年 兵庫県
優 秀 賞 お地蔵さまとまったり散歩道～自然と共に歩む～ 神足佳音 賢明女子学院高等学校 1 年 兵庫県
優 秀 賞 地上 107cm の景色 小川詠子 賢明女子学院高等学校 1 年 兵庫県
入　選 堀と石垣に囲まれた我が街の自然観察路 中本日和 賢明女子学院高等学校 1 年 兵庫県
入　選 おいしそう　たのしそう　散歩道 森本真以 賢明女子学院高等学校 1 年 兵庫県

  団体の部　3 作品

優秀賞 姉弟で逆川緑地大冒険 part3 園部柚玲彩 
計２名

茨城大学教育学部附属中学校・小学校 
（逆川緑地自然観察隊）

中学 1 年 
小学５年 茨城県

優秀賞 香住の観察路～水でつながる生き物 map ～ 藤井大翔 
計５名

兵庫県立香住高等学校 
（課題研究清水班） 高校３年 兵庫県

入選 ほくしょうぶんこうのまわりのかんさつじ 細川來吾 
計３名

長崎県立佐世保特別支援学校　
北松分校（ほくぶん２くみ）

小学３年
小学４年 長崎県

左手前から小林光氏（公益信託富士フイルム・グリーンファンド運営委員長）、水
谷努氏（環境省）、赤松良伸氏（三井住友信託銀行）、執行昭彦氏（日本空間デザ
イン協会）、瀬尾隆史氏（日本環境教育フォーラム）、星野俊彦氏（富士フイルムホー
ルディングス）

審査員紹介

　
こ
ち
ら
の
３
兄
弟
、
動
植
物
の
イ
ラ
ス
ト
が
非
常
に
上
手
で
、

発
想
も
素
晴
ら
し
い
。
応
募
し
た
き
っか
け
は
？
と
お
尋
ね
す

る
と
、「
毎
日
、
家
族
で
散
歩
し
て
い
て
、
ど
こ
で
何
の
生
き

も
の
を
見
つ
け
た
か
を
地
図
に
ま
と
め
て
み
た
ら
面
白
い
か
も

ね
ー
、
と
言
って
い
た
と
こ
ろ
、
お
母
さ
ん
が
こ
ん
な
コ
ン
ク
ー

ル
が
あ
る
み
た
い
よって
持
って
来
て
。
面
白
そ
う
と一度
応
募

し
た
ら
は
ま
って
し
ま
って
。
夏
が
来
た
ら
応
募
す
る
も
ん
だ

と
い
う
こ
と
に
（
笑
）。」

　

お
父
さ
ん
の
お
仕
事
の
関
係
で
転
勤
が
多
か
っ
た
と
い
う
稲

垣
家
。「
引
っ
越
し
す
る
た
び
に
小
旅
行
気
分
で
、
毎
日
散
歩

し
て
は
、
そ
こ
に
ど
ん
な
生
き
も
の
が
い
る
の
か
を
見
つ
け
て
楽

し
ん
で
き
ま
し
た
」
と
お
母
さ
ん
。
同
じ
道
で
も
毎
日
歩
い
て

み
る
と
、
何
か
し
ら
発
見
が
あ
って
飽
き
な
い
ん
で
す
よ
、
と
。

玄
関
先
に
キ
ア
ゲ
ハ
用
の
パ
セ
リ
を
置
き
、
毎
日
の
成
長
を
楽

し
む
昆
虫
好
き
お
母
さ
ん
で
す
。
お
父
さ
ん
も
負
け
ず
劣
ら

ず
、
地
図
、
歴
史
、
昆
虫
何
で
も
来
い
と
い
う
方
で
、
１
０
０

均
の
材
料
で
標
本
箱
を
作
って
し
ま
う
ほ
ど
。
や
は
り
家
族
や

環
境
の
影
響
は
大
き
い
よ
う
で
す
。

　

虫
好
き
な
友
だ
ち
に
は
な
か
な
か
出
会
え
な
い
と
い
う
ご

兄
弟
で
す
が
、
そ
れ
で
も
ま
わ
り
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
で
、

長
男
の
貴
厚
く
ん
に
よ
る
と
「
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
は
脂
に
臭
み
が

あ
る
け
ど
、
ブ
ル
ー
ギ
ル
は
け
っ
こ
う
い
け
る
」
と
の
こ
と
。

近
く
の
川
で
釣
り
を
し
て
は
、
友
人
と
調
理
し
、
試
食
を
楽

し
ん
で
い
る
模
様
。
地
学
部
に
所
属
し
て
い
て
、
高
校
が
あ

る
山
の
成
り
立
ち
を
調
べ
て
い
る
と
い
う
彼
に
、
今
思
う
こ
と
、

同
世
代
に
伝
え
た
い
こ
と
を
問
い
か
け
る
と
、「
植
物
ひ
と
つ
、

虫
ひ
と
つ
、
岩
石
ひ
と
つ
見
つ
け
る
だ
け
で
、
知
識
は
広
がって

「わたしの自然観察路コンクール」は、
絵地図と作文をセットにして応募する、
なかなかに難易度の高いコンクールです。
そのハードルを越えて何度も応募し、
しかも複数の入賞経験のある３兄弟がいらっしゃると聞き、
滋賀県近江八幡市のご自宅にお話を伺いに行ってきました。
ご自宅のある「安土」は信長のゆかりの町です。
滋賀県の東部、琵琶湖東岸に位置し、
安土桃山時代の語源ともなった
安土城が建てられた地として知られています。

稲垣 慶宥くん
（次男）中学校２年生

よしひろ

稲垣 貴厚くん
（長男）高校１年生

たかひろ

稲垣 典寛くん

（三男）小学校6年生

のりひろ 家族全員、散歩好き！
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い
く
。
そ
の
土
地
の
こ
と
も
広
く
知
れ
る
。
外
に
出
て
み
れ
ば

知
識
も
話
せ
る
相
手
も
増
え
る
と
思
う
」。
３
兄
弟
と
も
地

域
の
野
球
部
に
も
所
属
し
て
い
る
と
い
う
だ
け
あ
って
日
焼
け

し
て
い
る
次
男
の
慶
宥
く
ん
は
「
意
外
と
女
子
よ
り
男
子
の
ほ

う
が
虫
を
怖
が
る
か
も
（
笑
）
自
分
の
決
め
た
こ
と
は
最
後

ま
で
投
げ
出
さ
な
い
で
や
り
と
げ
た
い
。
そ
れ
が
評
価
さ
れ
な

く
て
も
次
に
つ
な
げ
ら
れ
る
こ
と
を
発
見
で
き
る
か
ら
」。
同

世
代
に
言
い
た
い
こ
と
と
し
て
、
考
え
る
こ
と
を
や
め
な
い
で
、

と
ち
ょっ
と
大
人
っ
ぽ
い
表
情
で
語
って
く
れ
ま
し
た
。
三
男
の

典
寛
く
ん
は
「
虫
が
き
ら
い
な
の
は
し
ょ
う
が
な
い
か
な
と
も

思
う
け
ど
、
ち
ょっ
と
で
も
自
然
に
触
れ
た
ら
、
虫
と
か
自
然

を
好
き
に
な
れ
る
か
も
」。
絵
地
図
の
発
想
も
構
図
も
素
晴

ら
し
い
の
は
、
こ
の
素
直
な
考
え
方
が
生
き
て
い
る
の
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

　

お
話
し
を
聞
い
た
後
、
日
課
だ
と
い
う
散
歩
を
ご一緒
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

意
外
と
早
い
ペ
ー
ス
で
歩
く
ご
家
族
。
毎
日
歩
い
て
い
る
だ

け
は
あ
り
ま
す
。
途
中
、
道
沿
い
の
昆
虫
や
水
辺
の
鳥
を
観

察
し
な
が
ら
、
安
土
の
風
情
あ
る
街
並
み
を
ど
ん
ど
ん
歩
き

ま
す
。
いつ
し
か
絵
地
図
に
も
何
度
も
登
場
し
て
い
る
北
川
湧

水
へ
。
安
土
は
伏
流
水
が
豊
富
で
、
自
噴
す
る
湧
水
が
多
く

見
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

　

最
後
に
今
日
の
散
歩
の
終
着
地
、
沙
々
貴
神
社
へ
。
広
い
境

内
で
「
あ
、ハン
ミ
ョウ
！
」
と
、め
ざ
と
く
見
つ
け
た
３
兄
弟
。

一 

目
散
に
走
り
去
って
い
き
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
よ
り
、
ゲ
ー
ム
よ
り
、
外
に
出
る
の
は
面
白
い
よ
、

と
教
え
て
く
れ
た
３
兄
弟
。
わ
た
し
も
明
日
、
散
歩
し
て
み

よ
う
。

稲垣 慶宥くん
（次男）中学校２年生

＊入賞作品＊

1年生 : 小学生の部●入選

にぎやかさん歩道

２年生 : 小学生の部●入選

日本さい古の神社でくらす生き物さん歩道

6年生 : 小学生の部●入選

いつまでも残したい散歩道

よしひろ

稲垣 典寛くん
（三男）小学校6年生

＊入賞作品＊
1年生 : 小学生の部●環境大臣賞おいしいざっそう みーつけたマップ
２年生 : 小学生の部●優秀賞生きものいっぱい見つけたよマップ
3年生 : 小学生の部●優秀賞ぼくの大好きなさん歩道 すごろく

マップ

のりひろ

作文等はサイトでご確認ください
http://kansatsuro.jeef.or.jp/

稲垣 典寛くん
（光輝学園つくば市立松代小学校 1年生）
「おいしいざっそう みーつけたマップ」
2018 年・環境大臣賞

稲垣 貴厚くん
（光輝学園つくば市立

松代小学校 6 年生）
「ゆったり、歴史、散歩道」

2019 年・優秀賞

稲垣 慶宥くん
（光輝学園つくば市立松代小学校 2 年生）
「日本さい古の神社でくらす生き物
さん歩道」
2017 年・入選

３兄弟仲良し！

FGF４０周年を迎えて
40th anniversary of FGF

3緑とふれあいの
活動助成
4緑の保全と

活用の研究助成

1984年からはじまった助成件数は
40年間で220件、助成総額は

４億円を超えました。
ここでは2013年から10年間の
助成先から、助成後を含めた

活動・研究の報告をいただきました。
なお、83件のうち11件はご寄稿が

難しいと報告があったため、
72 件の報告となります。

たかひろ稲垣 貴厚くん
（長男）高校１年生

＊入賞作品＊
3年生 : 小学生の部●優秀賞

にぎやかさん歩道
4年生 : 小学生の部●優秀賞神様とくらす生き物さん歩道
6年生 : 小学生の部●優秀賞
ゆったり、歴史、散歩道
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下
鶴 

倫
人

（
北
海
道
大
学
大
学
院
獣
医
学
研
究
院 

准
教
授
）

　

私
た
ち
が
知
床
財
団
と
共

同
で
知
床
の
ヒ
グ
マ
の
研
究

を
始
め
て
約
15
年
が
経
ち
ま

し
た
。
こ
の
間
、
富
士
フ
イ

ル
ム
・
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ン
ド

を
は
じ
め
、
様
々
な
団
体
・

機
関
よ
り
研
究
助
成
を
い
た

だ
い
た
お
陰
で
、
ヒ
グ
マ
に

関
す
る
様
々
な
知
見
が
蓄
積

さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か

し
同
時
に
、
人
と
ヒ
グ
マ
の

軋
轢
も
年
を
追
う
ご
と
に
深

刻
化
し
て
い
く
の
を
目
の
当

た
り
に
し
て
き
ま
し
た
。
そ

ん
な
私
た
ち
の
15
年
。
分

か
っ
て
き
た
こ
と
と
、
こ
れ

か
ら
の
課
題
に
つ
い
て
、
お

伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

ヒ
グ
マ
生
息
密
度

　

は
た
し
て
知
床
に
何
頭
ヒ

グ
マ
が
い
る
の
か
？
我
々

は
長
年
の
謎
に
迫
る
べ
く
、

２
０
１
９
年
か
ら
２
０
２
０

年
に
か
け
て
知
床
半
島
全
域
を
対
象
と
し
た
大
規
模
な
Ｄ
Ｎ

Ａ
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
半
島
全
域
に
70
基
近
い
ヘ
ア
ト

ラ
ッ
プ
（
ヒ
グ
マ
の
背
こ
す
り
行
動
を
利
用
し
、
木
に
付
着

し
た
毛
を
回
収
す
る
仕
組
み
）
を
配
置
し
、
毛
の
回
収
を

実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
解
析
の
試
料
と
な
る
糞
を
、

ひ
た
す
ら
探
し
回
り
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
は
、
体
毛
約

７
０
０
０
サ
ン
プ
ル
、
約
５
０
０
個
も
の
糞
を
集
め
、
Ｄ
Ｎ

Ａ
に
よ
る
個
体
識
別
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
知
床
半

島
に
約
５
０
０
頭
の
ヒ
グ
マ
が
生
息
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
小
さ
な
知
床
半
島
が
世
界
で

も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
ヒ
グ
マ
高
密
度
生
息
地
で
あ
る
こ
と
を

意
味
し
て
い
ま
す
。
知
床
で
は
現
在
、
１
３
０
０
頭
を
超
え

る
ヒ
グ
マ
の
個
体
情
報
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
る
ク
マ
が
問
題
を
起
こ
し
た
場
合
、
そ
の
個
体
の
過
去
の

行
動
履
歴
や
、血
縁
関
係
、出
生
地
な
ど
を
検
証
す
る
こ
と
で
、

ク
マ
対
策
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
量
出
没
は

な
ぜ
起
き
る
か
？

　

ヒ
グ
マ
生
息
地
と
人
の
居
住

区
が
隣
接
し
て
い
る
知
床
に
お

い
て
、
ヒ
グ
マ
の
出
没
は
地
域

住
民
の
安
全
を
脅
か
す
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。
知
床
半
島
で

は
、
２
０
１
２
年
と
２
０
１
５

年
に
例
年
の
２
倍
近
い
数
（
約

70
頭
）
の
ヒ
グ
マ
が
市
街
地
周

辺
に
出
没
し
て
駆
除
さ
れ
る
と

い
う 

”大
量
出
没
“
を
経
験
し

ま
し
た
。
な
ぜ
大
量
出
没
が
起
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？
原
因

は
様
々
に
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
の
食
物

不
足
が
そ
の
一
因
で
し
た
。
知
床
の
ヒ
グ
マ
に
と
っ
て
最
も

食
物
に
乏
し
い
夏
場
。
命
を
支
え
る
重
要
な
食
べ
物
と
な
る

の
は
、
標
高
の
少
し
高
い
所
に
生
え
て
い
る
ハ
イ
マ
ツ
の
実

（
球
果
）
や
、
シ
ウ
リ
ザ
ク
ラ
の
果
実
な
ど
、
山
の
実
り
で
す
。

し
か
し
こ
れ
ら
は
年
に
よ
っ
て
豊
凶
が
あ
り
、
凶
作
年
は
山

に
食
べ
物
が
少
な
く
、
８
月
下
旬
に
始
ま
る
サ
ケ
類
の
遡
上

を
待
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
マ
ス
や
サ
ケ
は
近

年
、
遡
上
数
が
減
少
し
、
年
に
よ
っ
て

は
遡
上
の
開
始
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
う
い
っ
た
ク
マ
に
と
っ
て
の

”不
運
“が
重
な
っ
た
年
に
、
人
里
周
辺

に
食
べ
物
を
求
め
て
ヒ
グ
マ
が
出
や
す

く
な
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
人
と
ヒ
グ
マ

　

知
床
に
と
っ
て
、
ヒ
グ
マ
は
豊
か
な
自
然
を
象
徴
す
る
動

物
で
あ
り
、
重
要
な
観
光
資
源
と
し
て
地
域
の
経
済
を
支
え

る
存
在
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
彼
ら
は
「
食
べ
て
排
泄
す

る
」
と
い
う
命
の
営
み
を
通
し
て
、
植
物
の
種
子
を
離
れ
た

場
所
に
運
び
、
サ
ケ
由
来
の
豊
富
な
栄
養
を
陸
に
戻
す
こ

と
で
、
森
林
の
維
持
や
更
新
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
一
方
で
、
一
瞬
で
人
を
殺
め
る
こ
と
の
で
き

る
力
を
有
し
、
農
作
物
や
家
畜
・
ペ
ッ
ト
に
被
害
を
も
た

ら
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
が
富
士
フ
イ
ル
ム
・
グ

リ
ー
ン
フ
ァ
ン
ド
の
助
成
を
う
け
た
研
究
課
題
で
は
「
ヒ

グ
マ
と
人
の
共
存
の
道
を
探
る
」
こ
と
を
目
的
に
掲
げ
て

い
ま
し
た
。
今
も
こ
の
想
い
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、「
同
じ

生
活
場
所
を
共
有
す
る
」
と
い
う
意
味
で
の
”共
存
“は

不
可
能
で
す
。
ヒ
グ
マ
が
今
後
も
北
海
道
の
森
林
生
態
系
の

王
で
あ
る
た
め
に
は
、
人
と
ヒ

グ
マ
の
生
活
エ
リ
ア
の
区
分

け
（
棲
み
分
け
）
を
よ
り
強
固

に
し
、
ク
マ
が
人
里
へ
出
て
こ

な
い
よ
う
な
街
づ
く
り
や
、
問

題
を
起
こ
し
た
個
体
を
適
切

に
排
除
で
き
る
よ
う
な
体
制

を
強
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

残
念
な
が
ら
、
昨
今
頻
発
し
て

い
る
ヒ
グ
マ
に
よ
る
人
身
事
故

や
家
畜
被
害
を
受
け
て
、
世
間

に
お
け
る
ヒ
グ
マ
の
イ
メ
ー
ジ

は
悪
化
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。
私
は
「
ヒ
グ
マ

は
家
の
近
く
に
は
い
て
ほ
し
く

な
い
け
ど
、彼
ら
が
山
奥
で
悠
々

と
生
活
し
て
い
る
の
を
想
像
す

る
の
っ
て
素
敵
だ
よ
ね
」
と
多

く
の
人
々
が
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
世
の
中
で
あ
っ
て

欲
し
い
と
強
く
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
今
後
も
研
究
や
教
育
普

及
活
動
に
力
を
注
ぎ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

マスを待つ痩せ細ったヒグマ

ヒグマが木に残した毛を回収する様子

34

知
床
国
立
公
園
と
そ
の
周
辺
に
お
け
る

ヒ
グ
マ
と
人
の
共
存
の
道
を
探
る
調
査
研
究

世
界
自
然
遺
産
知
床
の
ヒ
グ
マ
と
人

糞からDNAを採取する様子

ハイマツの実

海岸を歩くヒグマ

ヒグマと観光船

サケ科魚類を食べて冬眠に
備えるヒグマ

ヒ
グ
マ
は
豊
か
な
自
然
を

象
徴
す
る
動
物

FGF４０周年を迎えて
40th anniversary of FGF

no.164
2017年度助成
研究助成

サクラの実を食べたヒグマの糞

●助成を受けていちばん進展があったこと：「特定の人馴れした母と子
が、人との軋轢を生む」という単純なストーリーでは語れないこと
が分かったことは大きな進展です。

●	具体的な今後の目標：今後は人の安全とヒグマの保全、並びに観光
利用とのより良い調和を目指すことが目標です。

Achievements and next step

3緑とふれあいの
活動助成
4緑の保全と

活用の研究助成
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相
澤 

久
美
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
み
ち
の
く
ト
レ
イ
ル
ク
ラ
ブ 

常
務
理
事
・
事
務
局
長
）

　
写
真
©
岩
間
幸
司
、
み
ち
の
く
ト
レ
イ
ル
ク
ラ
ブ

　
「
人
は
社
会
人
で
あ
る
前
に
自
然
人
で
あ
っ
た
」

　

自
然
の
中
に
身
体
を
晒
す
こ
と
で
自
然
を
リ
ア
ル
に
体
験

し
、
学
ん
で
ほ
し
い
。
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
は
、
そ
の
フ
ィ
ー

ル
ド
に
な
り
得
る
と
訴
え
続
け
た
の
が
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ラ
イ

タ
ー
の
加
藤
則
芳
さ
ん
で
し
た
。
守
る
べ
き
自
然
を
知
ら
な

け
れ
ば
、
何
に
ど
う
取
り
組
め
ば
良
い
の
か
も
分
か
り
ま
せ

ん
。
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
は
、
自
ら
に
向
き
合
う
時
間
を
提
供

す
る
と
共
に
、
環
境
保
全
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
て
も
ら
う

場
で
も
あ
り
ま
す
。

「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」
を
デ
ー
タ
化

　

東
北
太
平
洋
岸
自
然
歩
道
、
通
称
：
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ

イ
ル
（
Ｍ
Ｃ
Ｔ
）
は
、
東
北
太
平
洋
沿
岸
を
一
本
に
繋
ぐ

１
０
０
０
㎞
を
超
え
る
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
で
す
。
東
日
本
大

震
災
後
、
加
藤
さ
ん
の
提
言
を
受
け
た
環
境
省
が
、
復
興
事

業
の
一
環
と
し
て
地
域
の
方
々
と
の
協
働
を
強
く
意
識
し
敷

設
し
た
も
の
で
、
２
０
１
９
年
に
全
線
開
通
し
ま
し
た
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
み
ち
の
く
ト
レ
イ
ル
ク
ラ
ブ
は
、
こ
の
ト
レ
イ
ル

の
管
理
運
営
を
担
う
こ
と
を
目
指
し
、
２
０
１
７
年
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

全
線
開
通
前
の
２
０
１
８
年
、
F
G
F
の
助
成
を
い
た
だ

き
取
り
組
ん
だ
の
は
、
Ｍ
Ｃ
Ｔ
基
礎
情
報
の
調
査
で
し
た
。

国
内
外
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
を
歩
き
、
そ
の
利
用
に
つ
い
て

専
門
的
な
知
見
を
有
し
た
ハ
イ
カ
ー
ら
の
協
力
を
仰
ぎ
、
長

く
歩
く
旅
の
計
画
に
必
要
な
、
補
給
地
点
、
水
場
や
ト
イ
レ

等
、
そ
れ
ら
の
地
点
間
距
離
、
標
高
差
等
、
１
０
０
０
㎞
全

て
を
調
査
し
デ
ー
タ
化
。
そ
の
成
果
を
基
に「
H
i
k
i
n
g 

M
a
p 

B
o
o
k
」（
全
10
冊
の
地
図
）

と
、「
D
A
T
A 

B
O
O
K
」（
1
冊
）

を
作
成
し
２
０
２
０
年
か
ら
順
次
販
売

を
開
始
し
ま
し
た
。
Ｍ
Ｃ
Ｔ
を
歩
く
際

必
要
な
情
報
が
掲
載
さ
れ
た
こ
の
２
種

類
の
冊
子
は
、
こ
れ
ま
で
の
約
3
年
間

で
、
1
万
冊
以
上
販
売
さ
れ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
運
営
を
支
え
て
い
ま
す
。

広
が
る
協
力
体
制

　

全
線
開
通
以
降
、
困
難
な
時
期
も
あ

り
ま
し
た
が
、

４
県
29
市
町
村

や
関
係
団
体
と

年
２
回
の
情
報

共
有
会
議
を
継

続
し
、
地
域
事

業
者
訪
問
な
ど

広
域
連
携
を
意

識
し
た
運
営
体

制
の
拡
充
、
ま

た
裾
野
を
広
げ

る
た
め
の
ツ
ー

ル
作
成
、ツ
ア
ー

造
成
、
メ
デ
ィ

ア
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
等
、
国

内
外
へ
の
利
用
促
進
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
年
間

延
べ
10
万
人
程
度
の
方
々
が
Ｍ
Ｃ
Ｔ
を
歩
き
に
東
北
を
訪

れ
、
東
北
沿
岸
の
豊
か
な
自
然
を
体
感
し
、
三
陸
の
暮
ら

し
へ
の
理
解
を
深
め
、
震
災
か
ら
立
ち
上
が
っ
て
き
た
人
々

と
の
心
温
ま
る
交
流
を
重
ね
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
ハ
イ
カ
ー
が
歩
く
こ
と
で
、
Ｍ
Ｃ
Ｔ
の
存
在
は
地

域
に
徐
々
に
浸
透
し
て
き
ま
し
た
。
遠
く
か
ら
歩
い
て
き
た

ハ
イ
カ
ー
に
対
し
て
、
お
菓
子
や
飲
み
物
の
差
し
入
れ
、
休

憩
所
の
提
供
、
車
で
の
送
迎
な
ど
、
協
力
的
な
地
域
の
方
が

増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
宿
泊
割
引
や
、
Ｍ
Ｃ
Ｔ
に
ち
な
ん
だ

商
品
造
成
を
す
る
宿
泊
施
設
や
店
舗
、
電
源
・
ト
イ
レ
・
水
・

テ
ン
ト
場
な
ど
を
提
供
す
る
商
店
、
ま
ち
ぐ
る
み
で
ハ
イ

カ
ー
を
も
て
な
す
自
治
体
も
増
え
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
を
拾
い

な
が
ら
歩
く
ハ
イ
カ
ー
を
見
て
、
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
集
落
も
あ
り
ま
す
。

未
来
に
繋
ぐ
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

　

Ｍ
Ｃ
Ｔ
に
は
憲
章
が
あ
り
、
豊
か
な
自
然
、
歴
史
・
文
化

を
次
世
代
に
継
承
す
る
、
震
災
の
記
憶
を
語
り
継
ぐ
道
と
す

る
こ
と
な
ど
が
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。
最
後
に
は
「
皆
で
育
て

る
道
と
し
ま
す
」
と
あ
り
、
ま
さ
に
今
、
各
地
域
で
ト
レ
イ

ル
を
育
て
よ
う
と
い
う
気
運
が
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

最
近
は
寄
付
の
お
申

し
出
や
、
広
報
協
力
、

ト
レ
イ
ル
上
で
の
清

掃
活
動
な
ど
、
企
業
の

協
力
も
増
え
て
き
ま

し
た
。

　

ハ
イ
カ
ー
が
歩
く

風
景
が
、
自
治
体
は
じ

め
地
域
の
方
々
や
、
企
業
の
協
力
、
時

に
教
育
現
場
と
の
協
働
な
ど
を
実
現
し
、

ハ
イ
カ
ー
は
地
域
の
暖
か
い
受
け
入
れ

の
姿
勢
と
、
歩
く
た
め
に
必
要
な
情
報

が
提
供
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
訪
れ
、

そ
の
数
は
増
え
て
い
ま
す
。
歩
く
速
度

は
出
会
い
を
も
た
ら
し
、
ハ
イ
カ
ー
は

ト
レ
イ
ル
沿
い
の
地
域
に
愛
着
を
も
ち
、

繰
り
返
し
訪
れ
る
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
い

ま
す
。
最
近
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
利
用

も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

長
く
歩
く
旅
は
、
豊
か
な
自
然
と
共

に
あ
る
日
本
の
暮
ら
し
を
人
々
に
伝
え

守
り
、
地
域
に
誇
り
を
も
た
ら
す
と
信

じ
て
い
ま
す
。

　
Ｆ
Ｇ
Ｆ
の
助
成
を
受
け
実
施
し
た
調
査
が
、
今
の
Ｍ
Ｃ
Ｔ

の
礎
に
な
っ
て
い
ま
す
。ま
だ
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
度
か
ら
加
藤
さ
ん
が
い
う
「
一
本
の
爪
で
引
っ
掻
い
た

よ
う
な
ト
レ
イ
ル
作
り
」
を
実
現
す
る
た
め
、
ト
レ
イ
ル
の

保
全
技
術
や
手
法
を
学
び
始
め
ま
し
た
。
利
用
促
進
と
同
時

に
、
周
辺
の
自
然
環
境
を
守
る
こ
と
は
、
私
た
ち
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

大
切
な
役
割
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
、
利
用

者
で
あ
る
ハ
イ
カ
ー
の
皆
さ
ん
と
協
働
し
、
み
ち
の
く
潮
風

ト
レ
イ
ル
を
育
て
、
未
来
に
繋
い
で
い
き
ま
す
。

 

上：名取トレイルセンターに来
館した外国人ハイカー

中：傷んだトレイルルートを地
域の人たちと修復

下：名取トレイルセンターにて、
全線踏破した地元の方（名取市）

ヒグマが木に残した毛を回収する様子

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
利
用
促
進
の
た
め
の
歩
行
デ
ー
タ
の
調
査
・
研
究

皆
で
育
む
道
〜
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
を
未
来
へ

鍬台峠を歩く、調査に協力してくれたハイカー（釜石市）

樫内浜（宮古市）

「
一
本
の
爪
で
引
っ
掻
い
た
よ
う
な

ト
レ
イ
ル
作
り
」
を
実
現
す
る

Ver.01 20210401

定
価

： 1,650
円

（
税

込
）

Price: 1,650yen (tax included)

DATA BOOKMichinoku Coastal Trail
Ver.01

DATA BOOK     Michinoku Coastal Trail     Ver.01 

NPO法人みちのくトレイルクラブ

Hiking Map Book

歩いている人の数を集計するカウンター（洋野町）

DATA BOOK

●助成を受けていちばん進展があったこと：トレイルを
歩くために必要な情報の調査実施により、歩く計画
を立てやすくなり利用者増につながった。

●	具体的な今後の目標：今後はトレイルの質の向上、周
辺の環境保全を目指し、ルートの整備活動とその仕
組みづくりにも力を入れていく。

Achievements and next step

FGF４０周年を迎えて
40th anniversary of FGF

3緑とふれあいの
活動助成
4緑の保全と

活用の研究助成

no.167
2018年度助成
活動助成



3839

　

ど
ん
ぐ
り
１
０
０
０
年
の
森
を
つ
く
る
会
は
、
１
９
９
６

年
に
発
足
し
て
以
来
、
年
１
回
３
月
中
旬
に
植
樹
会
を
行
っ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
27
か
所
の
国
有
林
等
に
苗
木
を
植
え

て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
植
樹
地
が
10
年
を
経
過
す
る
と
、

森
へ
と
成
長
し
て
い
る
。
し
か
し
、
１
か
所
だ
け
、
何
回
植

え
直
し
て
も
樹
木
が
育
た
な
い
植
樹
地
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が

15
号
地 

青
井
嶽
国
有
林
で
あ
る
。

　

こ
の
15
号
地
を
、
当
会
の
女
性
会
員
が
、「
土
壌
に
適
し

た
樹
木
を
植
え
、
草
刈
り
を
し
て
、
女
性
が
つ
く
る
森
と
し

て
再
生
し
た
い
」
と
、
総
会
で
提
案
を
し
た
。
男
性
会
員

か
ら
も
拍
手
を
い
た
だ
き
、
満
場
一
致
で
実
行
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

あ
え
て
女
性
た
ち
の
手
で

　
15
号
地
を
「
ガ
イ
ア
の
森
」
と
命
名
し
、「
L
a
d
y 

g
o 

!  

女
性
が
中
心
と
な
り
、
女
性
が
育
む
『
ガ
イ
ア
の
森
』
里
山

再
生
モ
デ
ル
事
業
」
と
し
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ま
ず
、

草
刈
り
か
ら
始
め
た
。
カ
ヤ
に
覆
わ
れ
た
植
樹
地
を
、
女
性

会
員
が
慣
れ
な
い

手
つ
き
で
刈
払
機

を
扱
い
、
草
刈
り

を
し
て
、
カ
ヤ
の

除
去
を
試
み
た
。

長
年
、
男
性
会
員

に
頼
り
き
り
だ
っ

た
刈
払
機
で
の
草

刈
も
、
や
っ
て
み

る
と
意
外
に
楽
し

く
、
当
初
、
男
性

会
員
の
３
分
の
１

く
ら
い
し
か
刈
れ

な
か
っ
た
女
性
た

ち
が
、
回
数
を
重

ね
る
ご
と
に
３
分

の
２
く
ら
い
は
刈

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　

そ
う
し
て
、
悪
戦
苦
闘
の
草
刈
り
を
経
て
、
植
樹
地
を
つ

く
り
、「
ガ
イ
ア
の
森
植
樹
会
」
の
参
加
者

の
募
集
を
始
め
た
。
当
会
の
通
常
の
植
樹
会

を
毎
年
３
月
に
実
施
す
る
こ
と
か
ら
、
今
回

の
植
樹
会
は
12
月
の
開
催
と
し
た
。

　
「
ガ
イ
ア
の
森
植
樹
会
」
は
、
女
性
限
定

１
０
０
名
の
参
加
者
を
募
っ
た
が
、
す
ぐ
に

集
ま
る
だ
ろ
う
と
い
う
予
想
は
大
き
く
外

れ
、
参
加
申
込
み

は
少
な
く
、
思
っ

た
以
上
に
苦
戦
し

た
。「
今
時
、
女

性
限
定
な
ん
て
」

と
い
う
批
判
も
た

く
さ
ん
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ま

で
、
幾
た
び
植
樹

し
て
も
育
た
な
い

地
だ
か
ら
こ
そ
、「
生
」
を
は
ぐ
く
む
「
性
」
で
あ
る
「
女
性
」

の
手
で
植
樹
を
し
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。

女
性
パ
ワ
ー
引
き
出
す
「
植
樹
会
」

　

植
樹
会
当
日
12
月
18
日
（
日
）
は
、
雪
が
舞
う
と
て
も
寒

い
日
で
あ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
あ
り
、
当
日
キ
ャ
ン
セ
ル

し
た
人
も
い
た
。

　

参
加
者
は
65
人
、
寒
さ
に
も
負
け
ず
、
み
ん
な
が
楽
し
そ

う
に
植
樹
を
す
る
姿
は
、
と
て
も
ま
ぶ
し
か
っ
た
。
母
娘
で

参
加
し
て
い
る
人
も
何
組
か
い
て
、
と
て
も
微
笑
ま
し
い
光

景
で
あ
っ
た
。

　

寒
さ
故
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
も
あ
っ
た
。
男
性
会
員
が
ク
リ

ス
マ
ス
ス
ー
プ
を
植
樹
地
で
炊
い
て
く
れ
た
の
だ
が
、
ガ
ス

ボ
ン
ベ
が
凍
っ
て
、
火
が
な
か
な
か
つ
か
な
か
っ
た
。
そ
の

た
め
、
１
時
間
近
く
、
ラ
ン
チ
の
時
間
が
遅
れ
、
そ
の
間
、

植
樹
を
し
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し

か
し
、
参
加
者
の
女
性
た
ち
は
、
誰
一

人
文
句
も
言
わ
ず
、
黙
っ
て
植
樹
を
続

け
て
い
た
。
こ
れ
に
は
、事
務
局
長
も「
女

性
は
す
ご
い
。
い
つ
も
の
植
樹
会
な
ら

大
ブ
ー
イ
ン
グ
だ
っ
た
だ
ろ
う
。」
と
感

心
し
て
い
た
。

　　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊

　

参
加
者
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
な
感
想

が
寄
せ
ら
れ
た
。

〇
老
体
で
あ
ま
り
役
立
て
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
色
々
な
出
逢
い
が
あ
り
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。
苗
木
が
す
く

す
く
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

コ
ン
サ
ー
ト
も
と
て
も
素
晴
ら
し
く
感
動
的

で
し
た
。（
60
代
）

〇
今
回
は
、
女
性
の
み
と
い
う
企
画
で
し
た

が
、
女
性
パ
ワ
ー
は
す
ご
い
！
と
思
い
ま
し

た
。
母
娘
で
参
加
さ
れ
て
い
た
方
も
お
り
、

う
ら
や
ま
し
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
私
も
次

回
は
娘
と
参
加
し
た
い
で
す
。
寒
い
中
で
し

た
が
、
ス
ー
プ
が
お
い
し
く
、
お
か
わ
り
し

ま
し
た
。
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
男
性
の
皆
さ

ん
、
と
て
も
い
い
お
味
で
し
た
よ
。（
40
代
）

〇
今
回
、
母
と
い
っ
し
ょ
に
初
め
て
植
樹
会

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
思
っ
て

い
た
以
上
に
大
変
に
感
じ
ま
し
た
が
、
自
分

の
手
で
植
樹
し
た
苗
木
が
何
年
後
か
に
は
大

き
く
な
っ
て
森
に
な
り
、
未
来
の
何
か
に
繋

が
る
と
考
え
た
ら
、
と
て
も
素
敵
な
こ
と
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。
寒
い
中
、
ス
タ
ッ
フ

の
方
々
は
、
準
備
も
大
変
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま

た
、機
会
が
あ
れ
ば
参
加
し
て
み
た
い
で
す
。

（
10
代
）

　
　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊

　
「
ガ
イ
ア
の
森
」
は
、
車
の
ア
ク
セ
ス
が

よ
く
、
安
全
で
誰
も
が
立
ち
寄
り
や
す
い
場

所
に
あ
る
。
植
樹
会
参
加
者
た
ち
が
、
た
び

た
び
森
を
訪
れ
て
、
森
の
成
長
過
程
を
見
守

り
、
関
わ
っ
て
い
け
る
よ
う
、
今
後
も
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
案
内
し
て
い
き
た
い
。

　

年
明
け
の
５
月
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

の
最
中
に
、
参
加
者
と
当
会
の
会
員
で
下
草

刈
り
を
行
っ
た
。
苗
に
結
ば
れ
た
ピ
ン
ク
の

目
印
リ
ボ
ン
が
風
に
ゆ
れ
、
苗
は
す
く
す
く

と
成
長
し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

德
永 

由
佳

（
ど
ん
ぐ
り
１
０
０
０
年
の
森
を
つ
く
る
会
）

L
a
d
y　
ｇ
ｏ
！　
女
性
が
中
心
と
な
り
、

女
性
が
育
む
「
ガ
イ
ア
の
森
」
里
山
再
生
モ
デ
ル
事
業

女
性
パ
ワ
ー
で
ガ
イ
ア
の
森
植
樹
会
を
開
催
!!

植樹会参加者で記念撮影

イチイガシ、クヌギ、コナラ、ヤマザクラ、イロハモミジ、エゴノキ、ヤマボウシを530 本植樹した

こ
の
15
号
地
を
、

女
性
が
つ
く
る
森
と
し
て
再
生
し
た
い

「ガイアの森植樹会」チラシ

サンタさんから参加記念品を受け取る参加者

参加者のためにスープをつくる男性スタッフ

植樹会でのコンサートのようす

●助成を受けていちばん進展があったこと：今回、いつか女性を中心
に植樹会をやりたいと思っていた夢を実現してもらい、そして、その
植樹会が成功した。

●	具体的な今後の目標：今後も私たちは、どんぐりを拾い→種をまき
→苗を育てて→山に植える。この活動を永遠に続けていきたい。

Achievements and next step

FGF４０周年を迎えて
40th anniversary of FGF

3緑とふれあいの
活動助成
4緑の保全と

活用の研究助成
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北
海
道
十
勝
平
野
で
は
広
大
な
農
耕
地
に

細
長
い
防
風
林
が
真
っ
す
ぐ
伸
び
る
風
景
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
防
風
林
は
野

生
生
物
の
餌
場
や
繁
殖
地
と
し
て
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
重
要
性
は
あ
ま
り
認
識
さ
れ
て
お

ら
ず
、
近
年
の
農
業
機
械
の
大
型
化
や
自
動

化
に
伴
い
伐
採
さ
れ
急
速
に
失
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
野
生
生
物
に
よ
る
防
風
林
利

用
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
に
、
林
内
に
自

動
撮
影
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
と
同
時
に
食
痕

や
足
跡
、
巣
な
ど
の
痕
跡
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
一
年
を
通
し
て
様
々

な
鳥
類
や
哺
乳
類
に
よ
る
利
用
が
見

ら
れ
、
い
く
つ
か
の
種
は
林
内
で
巣

や
ね
ぐ
ら
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
ネ
ズ
ミ
類
や
エ
ゾ
モ
モ
ン
ガ
な

ど
日
中
目
に
す
る
機
会
が
少
な
い
種

に
よ
る
利
用
も
多
く
記
録
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
10
年
間
の
調
査
で
、
開
始

当
初
は
ほ
と
ん
ど
記
録
の
な
か
っ
た
外
来
種

の
ア
ラ
イ
グ
マ
が
多
く
の
防
風
林
で
確
認
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
深
刻
な
問
題
も
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
外
来
種
の
分
布
状
況
を
追
跡
調

査
す
る
と
共
に
、
防
風
林
が
ヒ
グ
マ
な
ど
人

間
に
と
っ
て
あ
り
が
た
く
な
い
生
物
の
侵
入

経
路
に
な
る
可
能
性
に
つ
い
て
着
目
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
防
風
林
の

よ
う
に
身
近
に
あ
っ
て
当
た
り
前
と
思
わ
れ

が
ち
な
自
然
や
風
景
の
魅
力
や
重
要
性
に
つ

い
て
発
信
し
、
地
域
の
人
に
ま
ず
は
興
味
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
自
然
環
境
の
保
全
や

回
復
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

41

　　

２
０
１
３
年
度
に
「
中
山
間
地
域
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
た
留
学
生
向
け
日
本
文
化

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
助
成
を
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
早
稲
田
大
学
人
間
科

学
学
術
院
と
箇
所
間
協
定
を
締
結
す
る
海
外

大
学
か
ら
の
留
学
生
を
中
心
に
、
埼
玉
県
皆

野
町
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
農
作

業
や
伝
統
料
理
体
験
を
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

本
助
成
を
受
け
た
の
ち
は
、
自
治
体
か
ら

の
助
成
等
を
受
け
て
活
動
を
継
続
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
地
道
な
活
動
の

積
み
重
ね
も
あ
り
、
Ｊ
Ｓ
Ｔ
さ
く

ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用

し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
カ
ザ
フ

ス
タ
ン
の
大
学
生
や
高
校
生
を
招
聘

し
、
活
動
地
域
で
あ
る
皆
野
町
を
実

際
に
訪
問
し
て
地
域
課
題
解
決
に
関

す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
最
終
課
題

と
し
て
自
治
体
関
係
者
に
改
善
提
案

を
行
い
、
参
加

者
か
ら
も
大

変
好
評
で
し

た
。
さ
ら
に
、

こ
う
し
た
活

動
を
経
験
し

た
留
学
生
が
、

地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
し
て
皆
野
町
に
着
任
し
ま
し
た
。

ま
た
、
海
外
大
学
と
の
協
働
で
地
域
課
題
解

決
を
目
指
し
た
科
目
を
創
設
す
る
に
至
り
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
多
世
代
多
文
化
交
流
を
通

じ
て
グ
ロ
ー
カ
ル
課
題
解
決
を
目
指
す
国
際

連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
発
展
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
Ｆ
Ｇ
Ｆ
様
か
ら
い
た
だ
い
た
助

成
が
き
っ
か
け
で
あ
り
、
あ
ら
た
め
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
、
地
方
創
生
、
持

続
可
能
な
社
会
を
テ
ー
マ
に
し
て
更
に
多
文

化
多
世
代
交
流
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

日本に留学している
大学生の中山間地域に
おける日本文化体験
プログラム
扇原 淳（早稲田大学社会医学研究室）
埼玉県

稲刈りと麦刈りの様子（助成当時）
●助成を受けていちばん進展があったこと：海外教育機
関および自治体との連携（助成金獲得事業等：JST さく
らサイエンスプログラム、地域おこし協力隊、デジタル
田園都市国家構想交付金、シンポジウムの開催等）。

●	具体的な今後の目標：教育をベースに地元企業、地域
住民と連携した地方創生、地域活性化。国内外のファ
ンド獲得と自走型運営体制の構築。

Achievements and next step

上：農耕地内にある防風林の伐採作業の
様子（2013 年 8月）
下：林内踏査で確認されたコウモリ類の
ねぐら（2023 年 6月）

シイタケ用原木の切り出し作業（現在）
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●助成を受けていちばん進展があったこ
と：主に夜間に活動するため把握が難
しかった哺乳類の生息や利用状況が分
かったこと。

●	具体的な今後の目標：十分な防風効果
を持ちつつ管理がし易く、多様な野生
生物の生息地として長期にわたって持
続可能な防風林の構造を明らかにする
こと。

Achievements and next step

北海道平野部における
野生生物による
防風林の利用状況に
関する研究
目黒文子（環境 NGO カピウ）
北海道

For FGF 40th Anniversary

　　

東
日
本
大
震
災
が
あ
っ
た
２
０
１
１
年
の

秋
、
移
り
住
ん
だ
名
取
市
大
手
町
の
ア
パ
ー

ト
の
傍
を
流
れ
る
増
田
川
を
”
つ
が
い
“
と

思
し
き
サ
ケ
が
上
っ
て
来
る
の
を
目
に
し
た

私
は
、
増
田
川
流
域
の
生
き
も
の
マ
ッ
プ
を

作
る
こ
と
を
思
い
立
っ
た
。
ハ
ー
ド
面
で
の

震
災
復
興
が
進
む
中
、
地
域
の
生
態
系
や
生

物
多
様
性
に
視
点
を
据
え
た
復
興
の
在
り
方

が
あ
っ
て
も
良
い
。
そ
の
よ
う
な
考
え
の
も

と
に
「
増
田
川
流
域
マ
ッ
プ
～
増
田
川
と
周

辺
の
生
き
も
の
た
ち
～
」
は
作
ら
れ
た
。
そ

れ
は
震
災
か
ら
３
年
半
が
過
ぎ
た

２
０
１
４
年
10
月
の
こ
と
だ
っ
た
。

そ
の
当
時
、
増
田
西
公
民
館
で
は

「
地
域
力
向
上
講
座
」
の
実
践
編

と
し
て
ど
ん
な
テ
ー
マ
が
良
い
か
、

住
民
参
加
の
検
討
会
が
行
わ
れ
て

い
た
。
そ
し
て
、
い
く
つ
か
の
提

案
の
中
か
ら
「
増
田
川
の
生
き
も

の
マ
ッ
プ
」
を
ヒ
ン
ト
に
し
た
『
み

じ
か
な
川
に
親
し
も
う
！
』
と
い

う
テ
ー
マ
が
選
ば
れ
た
。

　

翌
年
の
夏
に
ス
タ
ー
ト
し
た
”
ガ
サ
ガ

サ
体
験
“
と
銘
打
っ
た
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
地

域
内
の
親
子
20
組
が
思
い
思
い
の
道
具
を
手

に
、増
田
川
の
生
き
も
の
探
し
を
楽
し
ん
だ
。

そ
の
時
か
ら
９
年
、
定
期
的
に
行
わ
れ
る
河

川
清
掃
や
川
遊
び
体
験
、
サ
ケ
の
観
察
会

な
ど
、
増
田
川
に
親
し
む
た
め
の
環
境
整
備

や
イ
ベ
ン
ト
は
今
も
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い

る
。
私
た
ち
の
企
画
を
採
択
し
助
成
し
て
く

れ
た
富
士
フ
イ
ル
ム
・
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ン
ド

に
こ
の
誌
上
を
借
り
て
あ
ら
た
め
て
御
礼
を

申
し
上
げ
た
い
。

震災後の増田川から
持続可能な地域社会への
アプローチ
〜丘陵地から津波にのみ込まれた
河口までの身近な自然を見つめ直す〜 

大橋信彦（増田川流域マップ制作実行委員会 代表）
宮城県

増田川の生きものマップ ( 表紙）

●助成を受けていちばん進展があったこと：普段は見
過ごされがちな増田川への興味や関心を呼び起こ
し、地域住民にみぢかな河川に対する誇りと親しみ
を持ってもらうことができた点。

●	具体的な今後の目標： “ 継続は力なり ”を合言葉に、
これまで行ってきた河川清掃やイベントを継続して実
行し、地域住民の中で特に若年層の参加を促してい
く。

Achievements and next step

増田川調査
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東
京
都
多
摩
市
連
光
寺
小
学
校
に
お
け
る

総
合
学
習
（
５
年
生
）
の
教
育
効
果
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
多
面
的
な
調
査
・

分
析
を
行
っ
た
。
助
成
を
受
け
た
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
同
小
の
総
合
学
習
に
協
力
し
て
い

た
大
石
康
彦
・
井
上
真
理
子
（
森
林
総
合
研

究
所
）、
学
校
に
お
け
る
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
専
門
と

す
る
小
玉
敏
也
（
麻
布
大
学
）
と
共
に
研
究

グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、
２
年
間
の
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

研
究
成
果
は
グ
ル
ー
プ
全
体
で
、
４
本
の
口

頭
報
告
、
２
本
の
原
著
論
文
※
の
形
で
発

表
し
た
（
い
ず
れ
も
日
本
環
境
教
育
学
会
）。

同
論
文
は
そ
の
後
学
会
で
複
数
の
論

文
な
ど
に
引
用
・
参
照
さ
れ
て
い
る
。

　

本
研
究
に
よ
っ
て
、
学
校
に
お
け

る
継
続
的
な
自
然
体
験
が
、
児
童
の

み
な
ら
ず
教
師
に
も
「
自
然
と
か
か

わ
る
楽
し
さ
」「
自
然
を
媒
介
に
し
た

共
通
の
体
験
」
を
与
え
、
学
級
全
体

の
在
り
方
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響
を

与
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
助

成
終
了
後
も
各
研
究
者
は
、
緩
や
か
な
連
携

の
中
で
森
林
・
学
校
を
テ
ー
マ
に
、
自
然
と

か
か
わ
る
活
動
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
研

究
を
続
け
て
い
る
。

※	

原
著
論
文
タ
イ
ト
ル
「
森
林
体
験
を
伴
う
環

境
教
育
活
動
に
よ
る
意
識
変
容
と
そ
の
持
続

性
ー
多
摩
市
立
連
光
寺
小
学
校
５
年
生
に
よ

る
１
年
間
の
学
習
活
動
を
事
例
と
し
て
ー
」

お
よ
び
「
環
境
教
育
を
行
う
教
師
の
意
欲
的

態
度
の
形
成
プ
ロ
セ
ス
～
多
摩
市
連
光
寺
小

学
校
教
師
の
「
語
り
」
の
質
的
分
析
を
手
が

か
り
に
～
」

左：多摩市の自然
下：論文の掲載された学会誌および助成金で作成した報告書
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●助成を受けていちばん進展があったこと：本助成がなければ研究グ
ループを立ち上げ短期間で成果を出すには至らなかったと思います。

●	具体的な今後の目標：自然とかかわる活動の意義を研究を通じて実
証し、持続可能でネイチャーポジティブな社会の実現に貢献したい。

Achievements and next step

身近な自然体験の
教育的効果の検証
〜多摩市内の里山環境を生かした
教育実践の総合的調査〜 

野田 恵（法政大学 兼任講師／
立教大学 ESD 研究所 特任研究員）
東京都

For FGF 40th Anniversary
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活
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4
緑
の
保
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用
の
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成
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愛
子
小
学
校
の
開
校
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ

ど
も
の
森
の
活
動
も
14
年
目
に
入
り
ま
し

た
。
２
０
１
４
年
に
Ｆ
Ｇ
Ｆ
さ
ん
の
助
成
を

頂
き
、
立
派
な
り
っ
ぱ
な
井
戸
を
掘
り
あ
げ

ま
し
た
。
今
で
は
こ
の
井
戸
水
は
災
害
時
の

地
域
住
民
の
貴
重
な
飲
料
水
に
な
り
、
平
時

は
地
権
者
さ
ん
た
ち
の
大
事
な
畑
の
必
需
品

で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
３
年
生
の
総
合
学
習

で
の
５
種
類
の
授
業
と
親
子
の
森
活
動
は
変

わ
ら
ず
継
続
中
で
、
楽
し
い
貴
重
な
経
験
を

積
ん
で
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
い
よ
い
よ
子
ど
も
の
森
に
開
発

の
計
画
が
持
ち
上
が
り
、
来
年
秋
に
は
住
宅

団
地
の
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。
元
々
地
権
者

様
と
は
開
発
が

始
ま
っ
た
ら
返
還

す
る
と
い
う
約
束

で
し
た
の
で
改
め

て
地
権
者
様
の
ご

厚
意
、
森
の
大
事

さ
、
重
要
さ
に
気

づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
残
さ
れ
た
時
間
を
大
切

に
、
も
っ
と
楽
し
く
有
効
に
使
う
事
を
皆
で

確
か
め
合
い
ま
し
た
。

　

又
同
時
に
代
わ
り
に
な
る
場
所
の
選
定
も

始
め
ま
し
た
。
実
は
比
較
的
近
い
所
に
用
水

目
的
の
大
き
な
池
が
２
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の

辺
り
で
は
ち
ょ
っ
と
有
名
な
場
所
で
以
前
は

た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
活
動

を
し
て
お
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
高
齢
に
な
ら

れ
た
の
か
現
在
は
朽
ち
果
て
た
感
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
の
池
の
周
辺
の
再
生
を
５
～
６
年

生
の
高
学
年
の
総
合
学
習
で
取
り
組
め
な
い

か
と
校
長
先
生
か
ら
の
提
案
が
あ
り
、
今
は

こ
の
２
本
立
て
で
進
ん
で
お
り
み
ん
な
の
夢

が
又
見
え
始
め
ま
し
た
。

　　

鹿
児
島
県
出
水
平
野
は
大
規
模
な
ツ
ル

類
の
飛
来
地
で
あ
る
。
中
で
も
ナ
ベ
ヅ
ル
お

よ
び
マ
ナ
ヅ
ル
は
環
境
省
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
絶

滅
危
惧
Ⅱ
類
に
分
類
さ
れ
る
希
少
動
物
で
あ

り
、
手
厚
い
保
護
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

我
々
は
２
０
１
４
～
２
０
１
５
年
度
に
お

い
て
本
助
成
を
い
た
だ
き
、
出
水
市
と
の
協

力
の
も
と
、
ツ
ル
の
臨
床
検
査
（
血
液
検
査

お
よ
び
糞
便
検
査
）
体
制
を
導
入
し
、
合

計
10
羽
の
検
査
を
実
施
し
た
。
貧
血
、
栄
養

状
態
、
肝
臓
や
腎
臓
の
障
害
の
程
度
等
を
把

握
す
る
と
と
も
に
、
治
療
方
針
の
決
定
、
治

療
経
過
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
麻
酔
前
検
査
な

ど
に
有
用
な
情
報
が
得
ら
れ
た
。
さ
ら
に

２
０
１
４
年
度
は
計
６
羽
の
保
護
あ
る
い
は

死
亡
ツ
ル
に
お
い
て
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
認
め
ら
れ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
ツ
ル
に
対
す
る
本
ウ
イ
ル

ス
の
病
原
性
解
析
に
つ
い
て
も
研
究
を
進
め
、

ツ
ル
は
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
後
、
脳
や
心
筋
を
含
め
て
全
身

臓
器
へ
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
し
、
病
変
を
伴
い

死
亡
す
る
可
能
性
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

no.138
2014 年度
研究助成

●助成を受けていちばん進展があったこ
と：野生動物救護活動に基本的な検査
系を導入、診断体制を築けた。

●	具体的な今後の目標：高病原性鳥イン
フルエンザのような動物由来感染症の
対策には、多分野からのアプローチが
不可欠であり、ワンヘルスの観点から
対策を行っていきたい。

Achievements and next step

鹿児島県出水市における
保護ツルの臨床検査
～野生復帰羽数の増加を
目指した臨床研究～

松鵜 彩（鹿児島大学）※所属名は助成当時のもの
鹿児島県

For FGF 40th Anniversary

　　

西
島
南
西
部
の
稜
線
北
部
は
ほ
と
ん
ど
が

外
来
樹
モ
ク
マ
オ
ウ
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
礫

混
じ
り
の
荒
れ
地
で
南
側
は
高
麗
芝
を
中
心

と
し
た
草
原
。
北
側
だ
け
で
な
く
、
南
側

も
モ
ク
マ
オ
ウ
が
育
ち
始
め
、
こ
の
ま
ま
放

置
す
れ
ば
全
面
モ
ク
マ
オ
ウ
林
に
な
る
た
め

に
、
拡
大
を
阻
止
し
、
在
来
植
生
の
先
駆
的

植
生
を
作
る
た
め
に
、
風
や
波
浪
に
強
く
遺

伝
子
の
攪
乱
の
無
い
テ
リ
ハ
ボ
ク
の
播
種
を

２
０
１
４
年
５
月
か
ら
開
始
し
た
。

　

２
０
１
４
年
度
か
ら
２
年
間
、
Ｆ
Ｇ
Ｆ

の
助
成
に
よ
り
西
島
に 

15
回
渡

島
し
、
延
べ
１
４
３
人
が
参
加

し
活
動
し
た
。
２
年
間
で
テ
リ

ハ
ボ
ク
を
２
万
粒
播
種
し
た
。

発
芽
本
数
は
２
５
９
０
本
で

あ
っ
た
。
タ
コ
ノ
キ
を
２
０
０

本
植
栽
し
、
活
着
し
た
苗
は

42
本
で
あ
っ
た
。
モ
ク
マ
オ

ウ
を
約
２
０
０
本
駆
除
し
た
。

２
０
１
６ 

年
以
降
も
適
宜
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
活

動
を
継
続
し

て
い
る
。

　

２
０
２
３

年
現
在
、
幾

多
の
台
風
に

も
耐
え
残
り

約
２
０
０
０

本
以
上
が
平

均
２
ｍ
前
後

に
育
っ
た
。
も
う
少
し
育
て
ば
、
実
を
つ
け
、

鳥
や
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
が
飛
来
し
、
新
た
な
種

子
を
運
ん
だ
り
、
鳥
の
糞
等
の
栄
養
に
よ
り

他
の
在
来
植
生
の
回
復
が
始
ま
り
、
生
態
系

も
回
復
軌
道
に
乗
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
に
は
も
う
少
し
、
再
生
す
る
モ
ク

マ
オ
ウ
等
の
外
来
種
を
駆
除
し
て
や
る
こ
と

が
大
切
だ
。
当
会
は
Ｆ
Ｇ
Ｆ
の
助
成
に
よ
り

初
め
て
西
島
の
植
生
回
復
に
取
り
組
ん
で
以

来
、
現
在
も
他
の
助
成
を
得
て
、
活
動
を
継

続
し
て
い
る
。

小笠原諸島、
西島の森林再生

薮内良昌（NPO 法人小笠原野生生物研究会）
東京都

タコノキ実生の運搬（2014 年 11 月）
●助成を受けていちばん進展があったこと：西島は、渡島
に傭船料がかかるため助成を受けることで初めて活動
が可能になった。

●	具体的な今後の目標：2025 年度末までに 6ha（西島の
12.2%）の外来種駆除を目指す。

	 全島（49ha）の植生が回復するまで継続したい。（但し、
海岸部の崖は作業不可）

Achievements and next step

原木栽培のための菌打ち

播種したテリハボク（2023 年 4月）

no.135
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●助成を受けていちばん進展があったこ
と：井戸を掘ることでものを作り上げる
達成感を共有出来た事、森の魅力が１
つ増えたこと。

●	具体的な今後の目標：子どもの森の代
わりに新規の場所作りを皆で一から始
め、喜びを共有出来る事。

Achievements and next step

愛子子どもの森の
保全とふれあい活動

千田初男（森の応援団愛子ハグリッズ）
宮城県

For FGF 40th Anniversary

　　
「
海
の
熱
帯
雨
林
」
と
呼
ば
れ
、
海
洋
生

物
の
約
25
％
を
育
む
、
生
物
相
豊
か
な
サ
ン

ゴ
礁
で
は
、
気
候
変
動
や
人
為
的
撹
乱
の
影

響
を
受
け
、
過
去
数
十
年
の
間
に
、
造
礁
サ

ン
ゴ
（
以
下
、
サ
ン
ゴ
）
の
被
度
が
約
50
〜

80
％
減
少
し
て
い
る
。
サ
ン
ゴ
は
、
サ
ン
ゴ

礁
生
態
系
の
基
盤
を
成
す
生
物
で
あ
り
、
そ

の
減
少
は
、
サ
ン
ゴ
礁
に
生
息
す
る
生
物
種

の
多
様
性
の
減
少
な
ど
を
招
く
。そ
の
た
め
、

サ
ン
ゴ
礁
生
態
系
の
保
全
に
は
、
サ
ン
ゴ
群

集
の
維
持
及
び
回
復
機
構
を
適
切
に
評
価
す

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
サ
ン

ゴ
幼
生
加
入
量
の
時
空
間
変
動
を

定
量
化
す
る
こ
と
は
、
そ
の
第 

一

歩
と
な
る
。
ま
た
、
今
後
の
気
候

変
動
の
影
響
を
正
し
く
評
価
す
る

に
は
、
新
規
に
加
入
し
た
幼
サ
ン

ゴ
を
種
レ
ベ
ル
で
定
量
し
、
各
種

の
遺
伝
的
集
団
構
造
を
捉
え
、
集

団
間
の
コ
ネ
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
を
推

定
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
２
０
１
４
年
〜

２
０
１
５
年
に
助
成
を
受
け
、
琉
球
列
島
沿

岸
域
サ
ン
ゴ
群
集
の
主
構
成
者
で
あ
る
ミ
ド

リ
イ
シ
属
サ
ン
ゴ
を
対
象
に
、
新
規
加
入
幼

生
の
種
多
様
性
を
定
量
し
、
個
体
群
間
の
遺

伝
的
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
し

た
。
本
研
究
で
は
分
子
マ
ー
カ
ー
を
用
い
て
、

採
取
し
た
幼
サ
ン
ゴ
の
種
が
確
実
に
同
定
で

き
た
の
は
一
種
の
み
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、

同
様
の
手
法
を
用
い
て
ハ
ナ
ヤ
サ
イ
サ
ン
ゴ

科
を
対
象
と
し
て
実
験
を
行
い
、
成
果
を
得

て
い
る
。

琉球列島中部域に
おける造礁サンゴの
新規加入幼生の種多様性と
遺伝学的集団構造に
関する研究 
中村雅子（東海大学）
沖縄県

沖縄本島恩納村沿岸域に設置した人工幼生付着基盤
（2014 年）

●助成を受けていちばん進展があったこと：応用研究に
注目が集まりやすい傾向にある中で、野外で起こって
いることを明らかにするような調査研究は助成対象と
なりにくい。助成を受けられたことで、定期的な調査
が可能となり、調査研究が進展した。

●	具体的な今後の目標： 日本沿岸に生息するサンゴ群
集に起こりつつある変化を明らかにしていきたい。

Achievements and next step
付着基盤上に定着したハナヤサイサンゴの幼体（2014 年）
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FGF の助成で完成した立派な井戸

上：ナベヅルの骨折治療
下：検査室

40th anniversary 
of FGF

3
緑
と
ふ
れ
あ
い
の
活
動
助
成  

4
緑
の
保
全
と
活
用
の
研
究
助
成
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２
０
０
８
年
か
ら
始
ま
っ
た
欅
の
食
葉
性

害
虫
（
ヤ
ノ
ナ
ミ
ガ
タ
チ
ビ
タ
マ
ム
シ
）
に

よ
る
欅
へ
の
被
害
は
、
東
京
都
西
部
に
位
置

す
る
青
梅
市
の
多
摩
川
、日
の
出
町
平
井
川
、

あ
き
る
野
市
秋
川
、
埼
玉
県
飯
能
市
入
間
川

に
至
る
地
域
に
み
ら
れ
た
。
ヤ
ノ
ナ
ミ
ガ
タ

チ
ビ
タ
マ
ム
シ
の
成
虫
は
体
長
２
・
６
～
４
・

２
㎜
で
形
状
は
小
判
型
の
小
さ
な
虫
。
成
虫

は
欅
な
ど
の
祖
皮
下
で
越
冬
し
、
春
に
欅
の

若
葉
に
産
卵
し
、
幼
虫
は
葉
の
葉
肉
を
食
べ

成
虫
に
な
る
。
そ
の
た
め
欅
は
初
夏
を
迎
え

る
季
節
に
落
葉
を
開

始
し
、
そ
し
て
10
月

頃
か
ら
新
芽
が
芽
吹

く
と
い
う
異
常
な
生

育
状
況
を
示
す
。
結

果
、
樹
勢
は
徐
々
に

衰
退
し
樹
枝
の
枯
死

な
ど
が
み
ら
れ
た
。

　

私
た
ち
は
青
梅
市

多
摩
川
の
被
害
樹
の

分
布
を
調
査
し
、
会
員
が
個
々
に
担
当
す
る

欅
を
決
め
年
間
を
通
し
て
観
察
し
記
録
す
る

一
方
、
毎
月
６
か
所
を
定
点
と
し
て
観
測
を

行
い
そ
の
変
化
を
記
録
し
た
。
同
時
に
食
害

の
防
除
の
方
法
を
調
べ
、
最
適
で
あ
る
と
思

わ
れ
た
、
落
ち
葉
掃
き
（
幼
虫
が
内
在
す
る

落
ち
葉
を
取
り
除
く
）
の
実
証
実
験
に
取
り

組
ん
だ
。

　

２
０
１
８
年
８
月
、
２
年
間
に
わ
た
る
活

動
の
過
程
と
成
果
を
「
青
梅
市
多
摩
川
流
域

の
欅
の
食
葉
害
虫
か
ら
の
救
済
」
と
い
う
冊

子
に
ま
と
め
た
。
こ
の
間
の
活
動
は
Ｆ
Ｇ
Ｆ

か
ら
の
助
成
で
行
わ
れ
た
。

　　

当
団
体
で
は
、
助
成
金
を
活
用
し
て
農
産

物
直
売
所
「
ふ
れ
あ
い
市
場
」
周
辺
の
荒
れ

地
を
整
備
し
、
湧
水
を
誘
導
し
て
ビ
オ
ト
ー

プ
の
あ
る
ミ
ニ
公
園
を
造
成
し
た
。
現
在

で
も
湧
水
は
絶
え
る
こ
と
な
く
、
ビ
オ
ト
ー

プ
に
は
メ
ダ
カ
や
フ
ナ
な
ど
が
生
息
し
て
い

る
。
現
在
は
、
ふ
れ
あ
い
市
場
を
訪
れ
る
観

光
客
や
保
育
園
児
な
ど
の
立
ち
寄
り
場
所
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
環
境
を
整
備
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
市
場
の
集
客
効
果
も
上
が
り
、

農
産
物
の
販
売
は
毎
年
増
加
し
、
助
成
年
度

当
初
の
２
倍
以
上
に
な
っ

て
い
る
。
整
備
し
た
場
所

は
そ
の
後
、
集
落
で
買
い

上
げ
、
定
期
的
な
道
普
請

の
た
び
に
草
刈
り
や
ゴ
ミ

拾
い
を
行
い
、
花
を
植
え
、

整
備
を
継
続
し
て
い
る
。

　

里
山
の
農
地
や
古
道

は
荒
れ
放
題
に
な
り
つ

つ
あ
っ
た
地
域
で
は
あ
る

が
、
今
年
に
な
っ
て
古
道
を
整
備
し
て
ト
レ

イ
ル
ラ
ン
を
開
催
す
る
な
ど
、
都
会
か
ら
移

住
し
た
若
者
を
中
心
に
環
境
保
全
の
意
識
も

高
ま
り
、
地
元
の
高
齢
者
や
児
童
・
生
徒
を

巻
き
込
み
な
が
ら
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

生
物
多
様
性
の
土
台
作
り
や
自
然
資
源
の

回
復
の
た
め
に
は
、
身
近
な
荒
れ
地
や
埋
も

れ
た
古
道
を
整
備
す
る
活
動
が
最
も
身
近
な

課
題
解
決
に
つ
な
が
る
。「
松
代
お
や
っ
こ
村
」

の
７
集
落
も
、
高
齢
者
が
周
辺
の
畑
を
耕
す

こ
と
で
里
山
が
維
持
さ
れ
、
環
境
保
全
の
一

助
と
な
っ
て
い
る
。

上：助成金を活用したビオトープづくり
下：現在のビオトープ
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●助成を受けていちばん進展があったこ
と：湧水ビオトープを造成し環境を整備
したことが「ふれあい市場」としての雰
囲気を高め、人々が立ち寄りやすい場
所となった。

●	具体的な今後の目標：環境を維持する
作業を継続するために、地元や都市の
若者の協力体制をつくることが今後の
目標である。

Achievements and next step

「松代おやっこ村」
魅力アッププラン

富澤惠子（松代おやっこ村 会長）
新潟県

For FGF 40th Anniversary

　　

本
研
究
で
は
、
農
地
と
そ
れ
に
付
随
す
る

水
路
等
、
地
域
全
体
で
管
理
さ
れ
る
農
業
資

源
を
地
域
農
業
資
源
と
位
置
付
け
、
大
規

模
自
然
災
害
の
シ
ョ
ッ
ク
に
対
し
て
、
ど
の

よ
う
な
社
会
・
経
済
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
地

域
農
業
の
回
復
に
重
要
で
あ
る
の
か
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
具
体
的
に

は
、
２
０
１
１
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
に
よ
っ
て
、
被
災
地
で
あ
る
宮
城
県

沿
岸
部
に
お
け
る
地
域
農
業
と
社
会
関
係
資

本
（
具
体
的
に
は
信
頼
）
が
ど
の
よ
う
に
変

容
し
た
か
を
明
ら
か

に
し
、
そ
の
変
容
に

影
響
を
与
え
た
要
因

を
明
ら
か
に
し
た
。

　

聞
き
取
り
調
査
な

ら
び
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
、
地
域

農
業
は
、
農
家
が
災

害
に
よ
る
損
失
を
個

別
に
回
復
す
る
こ
と

が
難
し
か
っ
た

た
め
、
農
業
法

人
や
共
同
経
営

に
統
合
さ
れ
た

こ
と
が
示
さ
れ

た
。
震
災
後
、

地
域
資
源
を
管

理
す
る
た
め
の
共
同
作
業
へ
の
参
加
は
減
少

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
地
域
活
動
へ
の

参
加
は
増
加
し
た
。
ま
た
、
震
災
後
の
転

居
や
軽
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
た
経
験
が
周
囲

の
人
々
へ
の
信
頼
を
低
下
さ
せ
て
い
た
。
被

災
地
の
社
会
関
係
資
本
を
維
持
・
向
上
さ

せ
る
た
め
に
必
要
な
対
策
と
し
て
は
、
被
災

地
の
治
安
維
持
、
収
入
源
の
確
保
、
趣
味
の

サ
ー
ク
ル
な
ど
の
交
流
機
会
の
提
供
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。
以
上
の
内
容
は
、
国
際
誌
で

あ
るSustainability 2023  ,Volum

e15, 

Issue15

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、

災
害
復
興
を
遂
げ
た
地
域
の
長
期
的
変
化
に

も
注
目
し
て
ゆ
き
た
い
。

東日本大震災の
津波被災地における
地域農業資源の保全に
関する実証研究
観山恵理子（東京農工大学農学部農業市場学
　　　　　　　研究室 助教）
宮城県

皆様のご協力を得て娘と一緒に調査
研究を進めています

●助成を受けていちばん進展があったこと：被災地におい
て大規模なアンケート調査を実施することができたた
め、自然災害が広く地域住民に与えた影響を明らかに
することができた。

●	具体的な今後の目標：災害にも強い青果物流通システ
ムの構築に関する研究を進めてゆきたい。

Achievements and next step

上：盛夏にもかかわらず葉を落とした多
摩川畔の欅（2014 年８月）
下：10 年以上にわたり猛威を振るった
害虫の被害からすっかり回復している
（2023 年９月）

仙台市内の農業法人での作業風景（2015 年 4月）
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For FGF 40th Anniversary

●助成を受けていちばん進展があったこ
と：それまで漠然として行っていた活動
の目的と方向性が明確になり、具体化
された。

●	具体的な今後の目標：2022 年ヤノナミ
ガタチビタマムシによる欅の食害は終息
した。冊子やホームページなどを通し
て記録として残し、広報してゆきたい。

Achievements and next step

『多摩川のケヤキと
共生する会』
青梅市多摩川流域の
ケヤキの食葉性害虫からの
救済と緑陰の維持
古澤省吾（たまあじさいの会）
東京都

For FGF 40th Anniversary

　　

私
た
ち
が
活
動
す
る
地
は
奈
良
県
桜
井
市

三
谷
地
区
に
あ
り
、
桜
井
駅
か
ら
15
㎞
程
の

大
和
川
源
流
に
近
い
中
山
間
地
帯
に
あ
り
ま

す
。
三
谷
地
区
は
も
と
も
と
山
野
草
の
自
生

地
で
し
た
が
危
機
的
な
状
況
に
あ
り
、
豊
か

な
山
野
草
の
生
育
を
復
活
さ
せ
る
た
め
「
里

山
の
山
野
草
を
守
る
会
」
を
２
０
０
８
年
に

発
足
さ
せ
ま
し
た
。

　

約
１
ha
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
４
つ
の
班
で
分

担
し
、
保
全
・
観
察
活
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
活
動
当
初
の
調
査
で
は
、
草
本
２
８
４

種
、
木
本
１
３
９
種
を
確
認
し
ま

し
た
。
そ
の
内
、
奈
良
県
レ
ッ
ド

デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
に
記
載
さ
れ
て
い

る
絶
滅
寸
前
種
な
ど
30
種
は
全
班

で
、
各
班
独
自
に
設
定
し
た
注
目

種
（
20
～
35
種
）
は
各
班
で
、
フ
ォ

ロ
ー
し
て
い
ま
す
。

　

観
察
活
動
は
、
定
点
観
測

と
経
時
変
化
の
記
録
で
あ
り
、

２
０
２
１
年
に
は
絶
滅
寸
前
種
な

ど
22
種
※
の
年
間
詳
細
観
察
記
録
を
１
冊
の

本
に
纏
め
ま
し
た
。
保
全
活
動
は
、
主
に
草

や
笹
を
刈
り
、
獣
害
対
策
と
し
て
ワ
イ
ヤ
ー

メ
ッ
シ
ュ
設
置
等
の
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
５
年
に
は
環
境
省
に
よ
り
「
生
物
多

様
性
保
全
上
重
要
な
里
地
里
山
５
０
０
選
」

に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
今
日
ま
で
の

地
道
な
活
動
を
継
続
し
、
豊
か
な
地
域
づ

く
り
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

※
カ
キ
ツ
バ
タ
、
ス
ズ
ラ
ン
、
ツ
レ
サ
ギ
ソ
ウ
、

キ
ン
ラ
ン
、
コ
シ
オ
ガ
マ
、
シ
ュ
ン
ラ
ン
、
フ
デ

リ
ン
ド
ウ
、
サ
サ
ユ
リ
、
ヤ
マ
ユ
リ
等　

奈良県
レッドデータブックに
記載されている
自生山野草の保全と管理
 
久保博司（里山の山野草を守る会 代表）
奈良県

当会顧問梅原先生によるレクチャー（2015年10月）

●助成を受けていちばん進展があったこと：刈払い機等
の機械化が進展。電柵からワイヤーメッシュへの切替
えで獣害対策が進展。

●	具体的な今後の目標： ３年に及ぶ新型コロナの影響
で新規加入者が減り、メンバーの高齢化が一気に進
む。新規メンバーを増やすことが大きな課題。

Achievements and next step

地域への貢献活動として農道とクロガリ（農地に隣接
した山の土手）を整備（2023 年 6月）
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Ｆ
Ｇ
Ｆ
設
立
40
周
年
、
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

奄
美
大
島
・
徳
之
島
に
生
息
す
る
固
有
種

で
あ
る
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
は
、
国
の
天

然
記
念
物
で
あ
り
、
環
境
省
の
レ
ッ
ド
リ
ス

ト
絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ｂ
類
に
指
定
さ
れ
て
い
る
希

少
な
動
物
で
す
。外
来
生
物
で
あ
る
マ
ン
グ
ー

ス
に
よ
る
捕
食
が
問
題
と
な
り
、
マ
ン
グ
ー

ス
駆
除
が
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
中
、
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
の
遺
伝
的

多
様
性
の
度
合
い
を
把
握
す
る
こ
と
は
環
境

保
全
の
観
点
か
ら
も

と
て
も
重
要
と
考
え

ま
し
た
。
本
助
成
に

採
択
さ
れ
、
ミ
ト
コ

ン
ド
リ
ア
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
一

部
塩
基
配
列
と
マ
イ

ク
ロ
サ
テ
ラ
イ
ト
マ
ー

カ
ー
を
用
い
て
、
ア
マ

ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
の

遺
伝
的
多
様
性
の
度

合
い
と
遺
伝
特
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
研
究
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

近
年
は
、
ノ
ネ
コ
な
ど
に
よ
る
捕
食
が
問

題
と
な
っ
て
お
り
、
引
き
起
こ
さ
れ
る
問
題

の
一
つ
に
感
染
症
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ

で
最
近
は
、
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
の
免
疫

に
関
連
す
る
遺
伝
子
領
域
の
遺
伝
的
多
様
性

の
度
合
い
に
つ
い
て
、
解
析
し
て
い
ま
す
。

ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
の
感
染
症
に
対
す
る

遺
伝
的
な
感
受
性
や
抵
抗
性
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
は
と
て
も
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
研
究
を
通
し
て
、
ア
マ
ミ
ノ
ク

ロ
ウ
サ
ギ
の
保
全
に
役
立
て
る
こ
と
が
出
来

れ
ば
幸
い
で
す
。

　　

対
馬
は
九
州
と
朝
鮮
半
島
の
間
に
位
置

し
、
国
内
で
は
こ
こ
だ
け
で
し
か
見
ら
れ

な
い
希
少
な
動
植
物
種
が
分
布
し
て
い
る
。

２
０
１
５
年
度
の
Ｆ
Ｇ
Ｆ
助
成
に
よ
り
、
希

少
種
の
生
育
状
況
の
調
査
お
よ
び
シ
カ
食
害

か
ら
対
馬
固
有
種
（
ツ
シ
マ
ノ
ダ
ケ
）
を
保

全
す
る
た
め
に
シ
カ
柵
の
設
置
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
ほ
ぼ
毎
年
シ
カ
柵
の
管
理
と
希
少

種
の
生
育
状
況
の
調
査
を
行
い
、
対
馬
市
で

開
か
れ
る
対
馬
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て
発
表
し

て
き
た
。
そ
の
せ
い
も
あ
り
、
対
馬
の
生
物

多
様
性
が
い
か
に
貴
重
な

も
の
で
あ
る
か
一
般
市
民

に
も
理
解
が
広
ま
っ
た
と

考
え
て
い
る
。

　

た
だ
、
近
年
は
む
し
ろ

異
常
気
象
（
集
中
豪
雨
や

猛
暑
）
に
よ
る
土
壌
の
乾

燥
お
よ
び
流
出
が
著
し

く
、
自
生
地
の
環
境
は
決

し
て
良
く
は
な
い
。
ま
た
、

対
馬
は
過
疎
地
で
、
か
つ
離
島
と
い
う
こ
と

で
、
市
民
の
経
済
状
況
は
決
し
て
豊
か
と
は

言
え
ず
、
経
済
的
付
加
価
値
が
見
え
な
い
状

況
で
生
物
種
や
生
物
多
様
性
の
保
全
を
唱
え

て
も
、
頭
で
は
分
か
っ
て
い
て
も
実
際
の
行

動
や
施
策
に
は
な
か
な
か
繋
が
ら
な
い
の
が

現
実
で
あ
ろ
う
。
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
の

（
豊
か
な
自
然
と
と
も
に
歩
む
）
社
会
の
実

現
に
は
一
般
市
民
が
生
物
多
様
性
の
価
値
を

認
識
し
、
そ
の
価
値
を
実
際
の
社
会
経
済
活

動
に
実
装
で
き
れ
ば
良
い
が
、
ま
だ
ま
だ
難

し
そ
う
で
あ
る
。
ま
ず
は
よ
り
多
く
の
市
民

に
そ
の
価
値
を
広
く
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と

か
ら
始
め
た
い
。

上：龍良山のシカ柵内
（助成当時、2016 年 8月）
下：龍良山のシカ柵内（2022 年 10 月）
多少は回復傾向、樹木の下部の葉がシカ
に食べられずに残っているのが分かる
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●助成を受けていちばん進展があったこ
と：実際にシカ柵を設置できたことや、
地元の方を巻き込むことで対馬の自然
の豊かさや希少性を改めて認識しても
らったこと。

●	具体的な今後の目標：地域の自然は地
域の人々で見守るという環境づくりのた
めに、対馬の自然の希少性をアピール
するガイドブックを作成するのが当面の
目標。

Achievements and next step

対馬に生息する
希少植物種を保全するため
の植生回復および
栽培試験に関する調査研究 

鈴木浩司（富山県立大学）
長崎県

For FGF 40th Anniversary

　　

島
根
県
大
田
市
に
あ
る
国
立
公
園
三
瓶

山
一
帯
で
は
１
９
８
０
年
代
に
生
じ
た
山
火

事
を
き
っ
か
け
に
、
従
来
の
放
牧
の
た
め
の

野
焼
き
（
山
焼
き
）
か
ら
、
防
災
や
生
態

系
保
全
の
目
的
で
の
野
焼
き
を
行
政
（
大

田
市
）
が
主
体
と
な
っ
て
毎
年
継
続
し
て
い

ま
す
。
大
田
市
で
活
動
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
緑
と
水
の
連
絡
会
議
は
（
一
社
）
全
国

草
原
再
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
事
務
局
と
し
て

日
本
各
地
の
草
原
保
全
活
動

の
情
報
交
換
や
環
境
省
と
の

パ
イ
プ
役
を
務
め
て
き
ま
し

た
。
２
０
１
６
年
に
Ｆ
Ｇ
Ｆ

さ
ん
か
ら
助
成
を
得
て
、
野

焼
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者

の
ゼ
ッ
ケ
ン
を
難
燃
性
の
布

で
製
作
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
当
時
は
各
地
で
野
焼

き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
火
に
巻

き
込
ま
れ
て
死
傷
す
る
事
案

が
連
続
し
て
い
て
、
主
催
者

が
参
加
者
を
管

理
す
る
た
め
の

ツ
ー
ル
と
し
て

必
須
の
ゼ
ッ
ケ

ン
に
お
い
て
も

危
機
管
理
意
識

を
醸
成
す
る
効

果
が
あ
り
ま
し

た
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
加
盟
団
体
に

も
貸
し
出
し
て
、

野
焼
き
の
現
場
で
活
用
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

島
根
県
大
田
市
で
は
天
候
や
諸
条
件
で

中
止
に
な
っ
た
年
以
外
、
毎
年
３
月
に
は

１
０
０
名
を
こ
え
る
参
加
者
で
三
瓶
山
西
の

原
草
原
の
野
焼
き
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
草

原
性
の
貴
重
な
植
生
が
野
焼
き
に
よ
っ
て
維

持
さ
れ
、
国
立
公
園
に
訪
れ
る
観
光
客
に
景

観
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

野焼きボランティア
のための
難燃性ゼッケン製作

和田譲二（NPO 法人緑と水の連絡会議 事務局長）
島根県

群馬県みなかみ町の野焼き現場。難燃性ゼッケンを活用
（2016 年）

●助成を受けていちばん進展があったこと：ゼッケンを難
燃性にしたというトピックで、危機管理意識の向上には
一定の効果がありました。

●	具体的な今後の目標：全国の野焼きにおいて参加者の
安全を確保するノウハウを現場体験から集めて「ヒヤリ
ハット集」として共有していきます。

上と下：実験風景

島根県大田市三瓶山西の原の野焼き（2023 年 3月）
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●助成を受けていちばん進展があったこ
と：アマミノクロウサギの遺伝的多様性
の評価ができたこと。

●	具体的な今後の目標：アマミノクロウサ
ギにおける感染症の感受性や抵抗性に
関する遺伝的多様性及び遺伝特性の評
価。

Achievements and next step

希少動物
アマミノクロウサギ
保全に向けた
分子遺伝学的アプローチ

溝口 康（明治大学農学部）
鹿児島県

For FGF 40th Anniversary

　　

サ
ク
ラ
は
日
本
の
国
花
で
あ
り
、
花
見
は

古
く
か
ら
人
々
に
楽
し
ま
れ
て
き
た
文
化
で

あ
る
。
し
か
し
、
サ
ク
ラ
は
病
気
に
弱
く
、

適
切
な
管
理
を
し
な
け
れ
ば
そ
の
寿
命
は
数

十
年
と
短
い
。花
見
の
文
化
や
名
所
を
保
存
・

管
理
し
て
い
く
た
め
に
は
、
効
率
的
な
増
殖

法
を
開
発
し
、
数
十
年
ご
と
に
新
た
な
サ
ク

ラ
を
植
樹
す
る
必
要
が
あ
る
。
サ
ク
ラ
の
増

殖
に
お
い
て
、
挿
し
木
は
特
別
な
技
術
を
必

要
と
し
な
い
繁
殖
法
で
あ
る
が
、
多
く
の
品

種
で
挿
し
木
に
よ
る
発
根
が
困
難
で
あ
り
効

率
的
で
は
な
い
。
も
し
、
ど
の
品
種
に
お
い

て
も
挿
し
木
繁
殖
が
可
能
と

な
れ
ば
、
こ
れ
ら
問
題
を
解

消
出
来
る
と
考
え
、
本
助
成

に
よ
り
効
率
的
な
挿
し
木
繁

殖
法
の
開
発
を
検
討
し
た
。

　

島
根
大
学
生
物
資
源
科

学
部
附
属
本
庄
総
合
農

場
に
は
約
１
６
０
品
種
の

サ
ク
ラ
が
植
栽
さ
れ
て
お

り
、
遺
伝
資
源
と
し
て
保
存
・
維
持
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
豊
富
な
遺
伝
資
源
を
利
用
し

て
挿
し
木
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
発
根
が
容
易

（
60
％
以
上
）、
中
程
度
（
20
～
60
％
）
お

よ
び
困
難
（
20
％
以
下
）
の
３
グ
ル
ー
プ
に

各
品
種
を
分
類
で
き
た
。
発
根
が
困
難
な

品
種
に
お
い
て
、
挿
し
穂
基
部
お
よ
び
カ
ル

ス
の
褐
変
が
見
ら
れ
た
た
め
、
褐
変
抑
制
剤

を
処
理
し
た
と
こ
ろ
、
発
根
率
を
向
上
で
き

た
。
今
後
は
、
褐
変
抑
制
剤
の
さ
ら
な
る
活

用
法
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
サ
ク
ラ
観
光

地
の
発
展
に
貢
献
す
る
技
術
開
発
を
行
っ
て

い
く
。　

サクラにおける効率的な
挿し木繁殖法の確立および
サクラ遺伝資源の
保存・管理に関する基礎研究
 
田中秀幸（島根大学生物資源科学部）
島根県

（左）褐変した挿し穂
（中央）褐変抑制剤で処理した挿し穂
（右）発根した挿し穂

●助成を受けていちばん進展があったこと：本助成
により、効率的な繁殖法を確立することができ、
サクラの増殖が格段に簡易になった。 

●	具体的な今後の目標： この技術と島根大学の豊
富なサクラ遺伝資源を活用することで、新たなサ
クラ名所・地域を作出し、人々の憩いの場の創出
に貢献できる活動が出来ればと考えている。

Achievements and next step

島根大学におけるサクラ遺伝資源

no.149
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耕
作
放
棄
地
が
広
が
る
千
葉
市
緑
区
下

大
和
田
の
谷
津
田
は
、
ミ
ナ
ミ
メ
ダ
カ
な
ど

の
貴
重
な
動
植
物
が
生
息
し
、
市
の
保
全
地

区
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。
上
流
域
に
広
大

な
森
や
畑
が
あ
り
湧
き
水
も
豊
富
で
、
印
旛

沼
に
流
下
し
て
千
葉
市
民
の
飲
料
水
源
と
も

な
っ
て
い
る
。

　

当
会
で
は
、
１
９
９
６
年
よ
り
自
然
観

察
会
や
ご
み
ひ
ろ
い
、
森
の
手
入
れ
や
米
作

り
な
ど
市
民
と
協
力
し
て
行
っ
て
き
た
。
脱

穀
機
の
修
繕
や
刈
払
機
の
燃
料
な
ど
に
助
成

を
い
た
だ
き
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
２
０
２
３
年
２
月
、
千

葉
市
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
は
消

息
不
明
・
絶
滅
と
さ
れ
て
い

た
キ
ツ
ネ
の
生
息
が
、
35
年

ぶ
り
に
確
認
さ
れ
た
。
ほ
か

に
も
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
る
数

種
類
の
動
物
が
新
た
に
確
認

さ
れ
て
い
る
。
地
道
な
活
動

の
継
続
が
生
物
多
様
性
の
回

復
に
つ
な
が
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
現
在

こ
こ
に
約
76
・
３
ha
の
産
業
用
地
開
発
計
画

が
持
ち
上
が
っ
て
い
る
。
生
活
道
路
を
ダ
ン

プ
が
通
る
な
ど
、
無
謀
な
計
画
に
対
し
、「
事

業
計
画
の
見
直
し
を
含
め
た
慎
重
な
検
討
が

必
要
で
あ
る
」
と
の
市
長
意
見
も
出
さ
れ
て

い
る
。

　

地
球
温
暖
化
が
深
刻
化
す
る
中
、
奇
跡
的

に
残
っ
た
１
３
０
ha
も
の
ま
と
ま
っ
た
緑
は
、

政
令
市
千
葉
市
に
住
む
98
万
人
の
市
民
に

と
っ
て
大
切
な
共
有
財
産
＝
コ
モ
ン
ズ
で
も

あ
る
。
自
然
と
か
か
わ
る
豊
か
な
暮
ら
し
の

心
地
よ
さ
や
価
値
を
よ
り
多
く
の
方
々
に
理

解
し
て
も
ら
え
る
地
域
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

　　

２
０
１
５
年
に
大
淀
川
左
岸
砂
州
（
天
満

橋
の
下
流
）
で
、
２
０
０
５
年
の
台
風
時
に

堆
積
土
砂
で
閉
塞
し
た
小
川
を
、
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
宮
崎
河
川
国
道
事
務
所
職

員
の
参
加
を
得
て
掘
削
し
て
流
れ
を
再
生

し
ま
し
た
。
再
生
し
た
小
川
の
直
上
流
の
日

当
た
り
の
良
い
水
辺
の
１
個
所
に
、
環
境
省

と
宮
崎
県
の
準
絶
滅
危
惧
種
タ
コ
ノ
ア
シ
が

点
在
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
周
辺
に
は
丈
の

高
い
ヨ
シ
や
オ
ギ
な
ど
の
草
本
が
繁
茂
し
て

い
て
、
放
置
す
れ
ば
タ
コ
ノ
ア
シ
が
消
失
し

て
し
ま
う
と
懸
念
さ
れ
た
た

め
、
宮
崎
市
住
宅
地
の
近
く

に
生
育
す
る
タ
コ
ノ
ア
シ
の

保
全
を
目
的
と
し
て
、
そ
の

保
全
活
動
を
定
期
的
に
行
う

こ
と
を
企
画
し
、
助
成
を
受

け
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

助
成
終
了
後
も
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
を
募
っ
て
競

争
種
の
刈
取
り
等
の
保
全
活

動
を
継
続
し
て
実
施
し
た
結
果
、
翌
年
の
夏

か
ら
は
タ
コ
ノ
ア
シ
の
群
落
が
増
え
て
生
育

域
が
区
間
に
広
が
り
、
晩
秋
に
は
紅
葉
し
た

タ
コ
ノ
ア
シ
が
階
段
護
岸
下
の
水
際
に
帯
状

に
連
な
る
よ
う
に
な
っ
て
、
容
易
に
観
察
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
環
境
省
と
宮
崎
県
の
準
絶
滅
危
惧
種
ミ

ゾ
コ
ウ
ジ
ュ
の
ロ
ゼ
ッ
ト
や
、
数
種
の
絶
滅
危

惧
種
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

身
近
な
場
所
で
希
少
植
物
の
絶
滅
が
危
惧

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
環
境
保
全
の
大

切
さ
を
学
ぶ
良
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
大
淀
川
の
環
境
へ
の
意
識
を
高
め
ら

れ
る
活
動
を
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

上：助成当初
下：タコノアシの移植

no.153
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●助成を受けていちばん進展があったこ
と：絶滅危惧種タコノアシの群落が増
え、多種の絶滅危惧種等の生育してい
るのが観察された。また、若者ボラン
ティアの参加が増え、大淀川の環境保
全や川づくり・地域づくりの連携が広く
なった。

●	具体的な今後の目標：身近な場所で希
少植物の絶滅が危惧されていることを
認識し、環境保全の大切さを学ぶ機会
となる保全活動を、若いボランティア
や地域住民と一緒に継続して実施して、
大淀川の環境への意識をより高めたい。

Achievements and next step

大淀川の絶滅危惧植物
 「タコノアシ」の保全活動 

杉尾 哲（NPO 法人大淀川流域ネットワーク 代表理事）
宮崎県

For FGF 40th Anniversary

　　

発
足
は
１
９
９
４
年
６
月
で
、
２
０
２
３

年
で
29
年
目
に
な
り
ま
す
が
、大
勢
の
人
（
県

内
外
の
観
光
客
ほ
か
）
が
長
野
県
千
曲
市
姨お
ば

捨す
て

の
棚
田
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

同
好
会
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
28
年
間
に
、
延

べ
１
１
２
名
の
方
が
会
員
と
し
て
活
動
を
支

え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
県
外
か
ら
の
参
加

者
も
延
べ
41
名
に
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、

毎
年
春
か
ら
秋
に
か
け
て
、
棚
田
で
の
米
作

り
を
継
続
し
て
い
ま
す
が
、

こ
う
し
た
活
動
に
小
学
生
や

高
校
生
、
そ
し
て
保
護
者
な

ど
、
様
々
な
人
た
ち
が
参
加

し
て
き
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
６
月
19
日

に
、「
姨
捨
の
棚
田
」
は
「
月

見
」
を
主
題
と
し
た
ス
ト
ー

リ
ー
が
「
月
の
都　

千
曲
」

と
し
て
日
本
遺
産
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
年
か

ら
「
信
州
の
環
境
に
や
さ
し

い
農
産
物
」

と
し
て
化
学

肥
料
や
農
薬

の
使
用
量
等

を
50
％
以
上

削
減
し
た
水

稲
を
栽
培
し

て
お
り
、
今

後
も
生
産
し

て
い
き
ま
す
。

２
０
２
１
年

か
ら
は
、
棚
田
一
帯
を
遊
び
場
と
し
て
活
用

す
る
「
自
然
保
育
」
の
園
児
や
卒
園
児
、
保

護
者
が
作
業
等
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

棚
田
保
全
の
最
も
大
切
な
こ
と
は
、「
毎

年
耕
作
を
継
続
す
る
こ
と
」
で
す
。
私
た
ち

は
「
明
る
く
・
楽
し
く
・
無
理
な
く
・
安
全

第
一
」
を
テ
ー
マ
に
、
こ
れ
か
ら
も
棚
田
保

全
活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

名勝・重要文化的景観
「おばすて（田毎の月）」
棚田の保全活動

矢島重信（田毎の月棚田保存同好会 事務局）
長野県

田植え作業。会員の職場の仲間が応援に（2017 年 6月）

●助成を受けていちばん進展があったこと：会員の高齢化
で、棚田での農作業は、大変重労働ですが、助成を受
けて、安全性や効率化が図られました。

●	具体的な今後の目標：田植えと稲刈り作業には、2003
年から、大勢の小学生が参加しており、今後もできる
限り参加していただけるようにします。

Achievements and next step

上：8月かかしづくり（撮影：田中正彦氏）
下：コシヒカリの稲刈り（撮影：田中正彦氏）

小学生・保護者・会員による稲刈り・はぜ掛け作業（2023 年 9月）

no.151
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For FGF 40th Anniversary

●助成を受けていちばん進展があったこ
と：より多く、多様な世代の方々が活動
に参加してくれたこと。

●	具体的な今後の目標：市を含めた多様
な主体が協力して現在の開発計画を見
直し、持続可能な利用の在り方をとも
に考える場が持てること。

Achievements and next step

はぐくむ、つなげる、
つたえる、まもる、
谷津田の生きものの
いのちのにぎわいと
つながり
小西由希子（特定非営利活動法人
ちば環境情報センター 代表）
千葉県

For FGF 40th Anniversary

　　

研
究
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
と
３
６
０
度
カ

メ
ラ
を
用
い
て
、
安
価
に
里
山
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
手
法
を
開

発
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
ド
ロ
ー
ン
に

つ
い
て
は
、
Ｄ
Ｊ
Ｉ
社
のPhantom

4

と

3D
 Robotics

社
の3D

R Solo

を
用
い
た
。

Phantom
4

は
当
時
最
も
広
く
普
及
し
た
ド

ロ
ー
ン
で
、
高
解
像
度
の
静
止
画
、
動
画
が

取
得
で
き
た
。3D

R Solo

は
マ
ル
チ
ス
ペ
ク

ト
ラ
ル
セ
ン
サ
ー
で
あ
るSequoia

を
搭
載

し
、
近
赤
外
バ
ン
ド
も
取

得
で
き
た
。取
得
し
た
デ
ー

タ
か
ら
オ
ル
ソ
画
像
を
生

成
し
、
Ｄ
Ｓ
Ｍ
（D

igital 

Surface M
odel

）
を
作
成

し
た
（
図
１
）。
３
６
０
度

画
像
に
つ
い
て
は
、EPIC 

Pro

とRICO
H
 TH
ETA
S

を
用
い
て
比
較
し
た
。

　

研
究
助
成
を
受
け
た

２
０
１
６
年
度
に
比
べ
て

近
年
は
ド
ロ
ー
ン
な
ど
の
機
器
が
飛
躍
的
に

高
性
能
に
な
り
、
か
つ
安
価
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
筆
者
の
研
究
室
で
は
、
赤
外
線
セ
ン

サ
ー
を
用
い
た
獣
害
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
図

２
）
や
、
マ
ル
チ
ス
ペ
ク
ト
ラ
ル
セ
ン
サ
ー

を
用
い
た
植
生
判
別
、
地
上
設
置
型
Ｌ
ｉ
Ｄ

Ａ
Ｒ
に
よ
る
生
息
地
の
３
Ｄ
モ
デ
ル
化
な
ど

の
研
究
を
進
め
て
い
る
。

ドローンとVR 技術を
活用した里山ランドスケープ
のモニタリング手法の開発

一ノ瀬友博（慶應義塾大学環境情報学部）
神奈川県

（図１）慶應義塾大学湘南藤沢キャンパスのビオトープの空撮画像から作
成したDSM（Digital Surface Model）

●助成を受けていちばん進展があったこと：貴研究助成
によって必要な機器を購入することができ、構想して
いた研究に着手することができた。

●	具体的な今後の目標： 精度が高く、簡便な生物多様
性モニタリング手法を開発していく予定である。

Achievements and next step

（図 2）赤外線センサーを搭載したドローンで空撮したイノ
シシとその移動経路
（論文 https://doi.org/10.1111/2041-210X.13829 より）
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本
事
業
に
お
い
て
は
、
ア
ラ
イ
グ
マ
が
樹

洞
を
出
産
や
休
息
場
所
に
用
い
る
巣
と
し
て

利
用
す
る
生
態
的
特
性
を
応
用
し
て
、
低
コ

ス
ト
で
継
続
的
な
ワ
ナ
捕
獲
作
業
が
可
能
な

外
来
ア
ラ
イ
グ
マ
捕
獲
用
巣
箱
型
ワ
ナ
の
開

発
を
行
い
ま
し
た
。
広
域
的
に
分
布
す
る
外

来
ア
ラ
イ
グ
マ
対
策
で
は
、
自
治
体
等
の
予

算
不
足
は
深
刻
な
課
題
で
、
誘
因
餌
を
用
い

る
従
来
の
箱
ワ
ナ
で
は
、
餌
の
交
換
と
在
来

種
の
混
獲
を
防
ぐ
た
め
の
毎
日
の
ワ
ナ
の
見

回
り
が
必
要
で
、
こ
の
こ
と
が
長
期
的
な
捕

獲
作
業
の
継
続
を
難
し
い

も
の
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
本
事
業
で
は
、

ア
ラ
イ
グ
マ
の
営
巣
調
査

か
ら
明
ら
か
と
な
っ
た
樹

洞
等
を
営
巣
場
所
と
し
て

選
択
す
る
行
動
特
性
を
利

用
し
て
、
餌
の
代
わ
り
に

営
巣
空
間
を
誘
因
と
す
る
、

誘
因
餌
の
不
要
な
ワ
ナ
を

開
発
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
巣
箱
型
ワ

ナ
に
捕
獲
情
報
が
自
動
的
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
に
メ
ー
ル
で
連
絡
が
入
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末

を
装
着
す
る
こ
と
で
、
一
度
ワ
ナ
を
設
置
す

る
と
、
捕
獲
情
報
の
連
絡
が
来
る
ま
で
一
切

の
見
回
り
が
不
要
な
防
除
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
だ
量
産
体
制
は
整
っ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、

い
く
つ
か
の
自
治
体
で
は
実
際
の
現
場
に
こ

の
巣
箱
型
を
導
入
し
て
い
た
だ
き
、
着
実
に

捕
獲
実
績
を
上
げ
て
き
て
い
る
状
態
で
、
今

後
は
よ
り
多
く
の
防
除
活
動
に
活
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
改
良
を
進
め
て
い
く
予
定

で
す
。

　　

相
模
原
市
緑
区
津
久
井
地
域
に
あ
る
13

の　
「
つ
ち
ざ
わ
の
森
」
で
、
２
０
１
１
年

よ
り
【
森
を
つ
な
ぐ
（
継
ぐ
）、
森
で
つ
な

が
る
（
繋
が
る
）】
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
子

ど
も
の
遊
び
場
と
大
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
森
を
活
用
・
保
全
し
な
が
ら
、

次
世
代
に
残
す
こ
と
を
目
的
に
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
２
０
１
７
年
度
助
成
金
で
、
林
業

家
に
よ
る
危
険
木
伐
採
、
林
道
整
備
の
た
め

の
ク
ロ
ー
ラ
ー
ダ
ン
プ
、
冬
の
活
動
の
た
め

の
薪
ス
ト
ー
ブ
購
入
、
植
生
調
査
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
定
期
的
な
保
全
活
動
を
続
け
、

山
野
草
や
昆
虫
も
数
を
増
や
し
て
い

ま
す
。
明
る
く
な
っ
た
森
に
手
作
り

の
デ
ッ
キ
や
ベ
ン
チ
を
配
し
、
四
季

を
通
し
て
よ
り
多
く
の
人
々
、
車
い

す
の
子
ど
も
た
ち
や
高
齢
の
方
も

訪
れ
や
す
く
な
り
、
こ
れ
ま
で
延
べ

３
０
０
０
名
以
上
が
つ
ち
ざ
わ
の
森

を
楽
し
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
か
ら
は
、
山
主
や

同
じ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
活
動
し
て
い
た
「
Ｍ

Ｔ
Ｂ
チ
ー
ム
」
の
メ
ン
バ
ー
達
と
、
里
地

里
山
資
源
（
H
e
r
i
t
a
g
e
）
を
守
り

（
K
e
e
p
e
r
）、
次
世
代
に
受
け
継
ぐ

こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
す
る
合
同
会
社
ヘ
リ

テ
ッ
ジ
キ
ー
パ
ー
を
設
立
。
森
林
サ
ー
ビ
ス

産
業
（
キ
ャ
ン
プ
場
運
営
、
Ｍ
Ｔ
Ｂ
や
森
林

浴
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
か
し
た
観
光
プ

ロ
グ
ラ
ム
・
教
育
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画

運
営
な
ど
）
を
中
心
に
、
津
久
井
の
風
土
と

歴
史
を
活
か
し
、
川
や
畑
を
活
用
し
た
事
業

も
行
っ
て
い
ま
す
。
楽
し
む
こ
と
で
豊
か
な

自
然
を
守
れ
る
よ
う
に
、
多
様
な
人
々
が
交

流
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

上：マウンテンバイクチー
ムによる林道整備（助成当
時）。運搬車や車いすが通
れる道が出来ました。
下：全国一斉 Go to forest
では思い思いに森を楽しみ
ました（参加者 100 名程）
（2023 年 5月）
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●助成を受けていちばん進展があったこと：
林道を整備したことで、森の保全と活用が
進んだ。

●	具体的な今後の目標：森林サービス産業と
いっても、単なる消費の場ではなく、楽し
みながらkeeperとして参加してもらえるよ
うな場を運営していく。企業などにも働き
かけ、次世代につなぐための経済基盤をつ
くっていく。

Achievements and next step

里山を活かした
こどもの遊び場と
大人のコミュニティスペース

青木 薫（土沢森あそびの会）
神奈川県
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
新
潟
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
リ

サ
ー
チ
は
、
新
潟
県
内
で
生
じ
る
野
生
動
物

と
人
間
の
共
存
を
目
指
し
、
鳥
獣
対
策
の
支

援
や
保
全
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
っ
て
い

る
。
新
潟
県
の
イ
ノ
シ
シ
は
、
明
治
以
降
、

一
度
絶
滅
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

後
、
分
布
は
拡
大
傾
向
に
あ
り
、
日
本
の
コ

メ
ど
こ
ろ
で
も
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
被

害
は
深
刻
な
問

題
で
あ
る
。
積

雪
期
は
、
効
率

的
な
銃
猟
が
実

施
で
き
る
た
め
、

積
雪
下
の
イ
ノ

シ
シ
の
行
動
を

Ｇ
Ｐ
Ｓ
首
輪
で

調
べ
、
イ
ノ
シ

シ
が
利
用
す
る

環
境
の
特
徴
を

明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と

し
た
。
助
成
後
も
合
計
で
６
年
近
く
、
く
く

り
罠
を
用
い
た
捕
獲
を
試
み
、
２
０
２
２
年

に
１
頭
の
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
が
成
功
し
Ｇ
Ｐ

Ｓ
首
輪
を
装
着
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の

デ
ー
タ
よ
り
、
イ
ノ
シ
シ
は
、
苦
手
な
積
雪

を
避
け
、
雪
の
少
な
い
地
域
に
冬
季
は
移
動

し
、
春
に
な
る
と
再
び
内
陸
に
戻
る
移
動
を

行
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
近

年
は
、
中
山
間
地
域
の
農
村
の
過
疎
、
高
齢

化
が
大
き
な
問
題
と
な
り
、
鳥
獣
被
害
の

対
策
に
苦
慮
し
て
い
る
。
今
後
は
、
中
山
間

地
域
の
地
域
活
性
化
や
里
山
林
の
手
入
れ

な
ど
に
活
動
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

GPS 首輪を用いた
積雪地域における
イノシシの行動特性

山本麻希（NPO 法人新潟ワイルドライフ
	    リサーチ 会長）
新潟県

●助成を受けていちばん進展があったこと：
イノシシの冬季の行動を明らかにできた
こと！

●	具体的な今後の目標：人は里に住み、動
物は山に住むというゾーニングができるよ
う、緩衝地帯となる農村の地域活性化や
里山の循環利用に寄与したい。

Achievements and next step

上：巣箱型ワナ実験（2016 年 11 月）
下：巣箱型ワナで捕獲されるアライグマ

For FGF 40th Anniversary

●助成を受けていちばん進展があったこ
と：営巣特性調査の他に、アライグマ
を用いた実験を重ねることで、捕獲効
率のよい巣箱型ワナの構造に仕上げる
ことができました。

●	具体的な今後の目標：さらに改良を加
え、長期的使用にも耐えるワナの開発
を目指します。

Achievements and next step

外来アライグマの
営巣特性調査と
対策コスト削減のための
巣箱型ワナの開発
池田 透（北海道大学）
北海道

For FGF 40th Anniversary

　　

南
ア
ル
プ
ス
市
築
山
集
落
で
は
、
古
民
家

の
リ
フ
ォ
ー
ム
と
畑
仕
事
を
続
け
て
お
り
、

地
域
の
人
と
道
で
す
れ
違
え
ば
声
を
掛
け

合
っ
た
り
、
畑
や
草
刈
り
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
い
た
り
と
い
っ
た
関
係
が
続
い
て
い
る
。

　

獣
害
に
つ
よ
い
畑
づ
く
り
は
、
電
気
柵
に

よ
る
防
御
が
主
な
手
段
だ
っ
た
。
活
動
助
成

を
い
た
だ
い
て
購
入
し
た
電
気
柵
を
利
用
し

て
、
野
生
動
物
（
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
、
サ
ル
）

に
よ
る
食
害
か
ら
、
果
実
や
野
菜
を
守
る
活

動
が
継
続
し
て
い
る
。
活
気
あ
ふ
れ
る
子
ど

も
た
ち
の
姿
は
、
農
作
業
に
や
っ
て
く
る

方
々
に
元
気
と
希
望
を
与
え
、
市
民
活
動

に
も
発
展
す
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
、
以

前
は
さ
び
し
い
無
人
集
落
で
あ
っ
た
地
に

人
が
行
き
交
う
よ
う
に
も
な
っ
た
。

　

一
方
で
、
中
学
生
た
ち
が
時
間
を
か
け

て
作
成
し
た
冊
子
は
、
現
在
も
細
々
と

売
れ
続
け
て
お
り
、
南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス

コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
自
然
や
野
生
生
物
た
ち

の
多
様
性
や
保
護
に
関
し
て
知
る
材
料
と

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
中
学

生
た
ち
が
中

心
と
な
っ
て
、

築
山
で
コ
ン

ニ
ャ
ク
イ
モ
や

サ
ト
イ
モ
の
イ

モ
類
や
、
小

麦
や
米
、
大

豆
な
ど
の
穀
物
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
す

べ
て
は
無
農
薬
有
機
肥
料
で
育
て
、
イ
ネ
は

ア
イ
ガ
モ
農
法
に
挑
戦
し
て
２
年
が
経
過
し

て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
は
、
土
と
戯
れ
、
イ

ネ
が
分
結
し
て
太
く
強
く
育
つ
様
子
に
目
を

見
張
り
、
い
そ
が
し
く
働
く
ア
イ
ガ
モ
の
姿

を
愛
を
も
っ
て
見
守
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
収

穫
さ
れ
た
も
の
は
、「
０
か
ら
食
堂
」
と
名

づ
け
た
中
学
生
た
ち
が
不
定
期
で
開
店
す
る

レ
ス
ト
ラ
ン
に
出
さ
れ
、
地
域
の
人
や
学
校

の
保
護
者
を
招
き
、
自
然
の
恵
み
や
私
た
ち

の
身
近
に
あ
る
く
ら
し
の
豊
か
さ
を
再
認
識

し
て
い
た
だ
く
機
会
に
も
な
っ
て
い
る
。

子どもたちによる
里山再生プロジェクト
～南アルプスユネスコエコパーク内
での獣害につよい畑づくり～ 

加藤 博（南アルプス子どもの村中学校）
山梨県

けもの被害から守る実験農園に挑戦したメンバーたち

●助成を受けていちばん進展があったこと：地域の魅力
を再発見し、発信できたことで、自然や人のくらしを
より身近に感じられるようになった。

●	具体的な今後の目標：築山の畑でリジェネラティブな
大地再生農業に挑戦し、環境に配慮した農業に挑戦
したい。

ネーチャーポジティブに向けて

耕作放棄されていた田んぼを復活させ、しろかき作業。
アイガモ農法を進め、近所の方々も足をとめて見守っ
てくださる 。
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no.155
2016 年度
研究助成

no.157
2016 年度
研究助成

ha

上：イノシシのGPS データから得られた
結果
下：昨年度捕獲したイノシシ

Instagram

40th anniversary 
of FGF

3
緑
と
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れ
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い
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活
動
助
成  

4
緑
の
保
全
と
活
用
の
研
究
助
成
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東
京
の
上
野
公
園
に
隣
接
す
る
東
京
藝

術
大
学
上
野
キ
ャ
ン
パ
ス
の
外
縁
部
は
、
長

ら
く
鉄
の
柵
で
囲
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
私

た
ち
は
そ
れ
を
開
き
低
木
の
緑
地
帯
に
置
き

換
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
藝
大
ヘ
ッ
ジ
」
を

２
０
１
６
年
か
ら
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

関
東
武
蔵
野
の
地
域
在
来
種
か
ら
選
ん
だ

40
種
類
を
超
え
る
苗
木
を
、
学
生
・
教
職
員
・

大
学
関
係
者
、
地
域
の
方
た
ち
自
ら
の
手
で

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
り
植
え
、
有
志
学
生

の
「
お
世
話
隊
」
が
、
苗
木
の
水
遣
り
、
枝

葉
の
剪
定
、
腐
葉
土
で
マ

ル
チ
ン
グ
す
る
な
ど
の
お

手
入
れ
を
継
続
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。
植
物
と
触

れ
合
い
そ
の
お
手
入
れ
を

通
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
に
愛

着
が
生
ま
れ
て
お
り
、
モ

チ
ー
フ
や
ヒ
ン
ト
を
得
て

自
身
の
作
品
制
作
に
活
か

し
て
い
る
学
生
も
い
ま
す
。

道
ゆ
く
人
が
触
れ
ら
れ
る
こ
の
緑
地
帯
が
歩

い
て
楽
し
い
街
路
空
間
を
か
た
ち
づ
く
り
、

大
学
と
地
域
が
つ
な
が
る
接
点
と
し
て
社
会

に
受
け
入
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
の
を
実
感
し
て

い
ま
す
。
最
近
で
は
地
域
住
民
の
お
世
話
活

動
の
参
加
受
入
も
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
こ
こ
か
ら
新
亜
種
の
昆
虫
が
発
見
さ

れ
、Ｔ
Ｖ
番
組
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

初
め
は
実
験
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の
取
り

組
み
も
、
延
伸
が
進
む
に
つ
れ
大
学
の
代
表

的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
成
長
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
行
政
か
ら
も
緑
を
通
し
て
人
々
が
触
れ

合
え
る
場
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　

ニ
ホ
ン
イ
シ
ガ
メ
は
本
州
、
四
国
、
九
州

に
分
布
す
る
日
本
固
有
の
淡
水
性
カ
メ
類

で
、
関
東
地
方
が
そ
の
北
限
域
に
あ
た
り
ま

す
。
千
葉
県
北
東
部
の
里
山
に
は
本
種
の
ま

と
ま
っ
た
生
息
地
が
僅
か
に
残
っ
て
い
て
、
こ

の
地
で
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
種
は
環

境
悪
化
に
よ
り
全
国
各
地
で
個
体
数
が
減
少

し
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
が
、
保
全

に
向
け
て
の
生
態
学
的
な
基
礎
研
究
は
決
し

て
十
分
と
は
い
え
な
い
状
態
で
し
た
。
特
に
、

保
護
上
重
要
な
繁
殖
地
や
幼
体
の
生
息
環
境

に
関
す
る
知
見
が
不
足
し
て

い
た
た
め
、
こ
れ
ら
を
含
め

た
生
活
史
の
解
明
を
主
な
研

究
目
的
に
し
ま
し
た
。

　

ニ
ホ
ン
イ
シ
ガ
メ
の
標
識

再
捕
獲
や
成
体
雌
に
電
波
発

信
器
を
装
着
し
て
行
動
を
追

跡
し
た
結
果
、
調
査
地
に
お

け
る
産
卵
場
所
の
特
徴
や
孵

化
し
た
幼
体
の
生
息
環
境
や

行
動
圏
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
産

卵
場
所
は
水
田
の
畦
や
農
道
で
は
な
く
、
水

田
か
ら
少
し
離
れ
た
畑
や
園
芸
用
ハ
ウ
ス
、

人
家
の
庭
、
お
寺
の
境
内
な
ど
で
し
た
。
一

方
、
幼
体
の
生
息
場
所
は
越
冬
期
も
含
め
て
、

水
田
水
路
、
湿
地
、
小
池
な
ど
の
浅
い
水
辺

を
利
用
し
成
体
と
は
環
境
を
異
に
す
る
こ
と

や
行
動
圏
も
比
較
的
狭
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
水
田
、
森
林
、
池

や
川
に
加
え
て
、
畑
な
ど
の
産
卵
場
と
幼
体

の
好
む
浅
く
て
安
定
的
な
水
場
と
い
う
生
息

環
境
を
セ
ッ
ト
と
し
て
良
好
に
保
つ
こ
と
が
、

本
種
個
体
群
の
維
持
に
重
要
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
し
た
。

上：水田で確認した電波発信機を装着し
たニホンイシガメの雌個体（2018年 6月）
下：「ニホンイシガメの里」に作った子ガ
メ用の保護ハウス（2022 年 10 月）

no.163
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●助成を受けていちばん進展があったこ
と：調査から本種の産卵場、幼体の利
用環境が明らかになりました。現在、
お寺や地域の方々の協力を得て「ニホン
イシガメの里」創りに取り組んでいます。

●	具体的な今後の目標：本種の個体群調
査と土水路、湿地、森林の管理などを
通して里山の生物多様性の維持や回復
に貢献していきたい。

Achievements and next step

ニホンイシガメの
保全を目的とした
生活史の解明 

小賀野大一（千葉県野生生物研究会）
千葉県
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２
０
１
７
年
度
活
動
助
成
に
採
択
し
て
い

た
だ
き
『
豊
田
市
中
山
間
地
域
に
お
け
る
多

世
代
参
加
交
流
活
動
「
豊
田
高
専
ド
ミ
タ
ウ

ン
」』
に
取
り
組
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
か
ら
学
生
と
教
職
員
の
有
志
に

よ
る『
豊
田
高
専
ド
ミ
タ
ウ
ン
実
行
委
員
会
』

を
組
織
し
て
、
豊
田
市
内
の
中
山
間
地
域

を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、
休
耕
地
を
活
用
し

た
自
然
ふ
れ
あ
い
活
動
に
継
続
的
に
取
り
組

み
、
活
動
９
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

ド
ミ
タ
ウ
ン
と
は
「
学
生
寮
（
ド
ミ
ト

リ
ー
）」
の
仕
組
み

を
取
り
入
れ
、
多
世

代
交
流
に
よ
っ
て
つ

く
ら
れ
る
ま
ち
（
タ

ウ
ン
）」
の
こ
と
で

す
。
こ
の
活
動
で
は
、

高
専
生
・
公
募
し

た
小
学
生
・
地
域
の

方
々
な
ど
の
多
世
代

が
中
山
間
地
域
で
自

然
に
ふ
れ
あ
う
活
動
を
通
し
て
、中
山
間
地
・

里
山
の
維
持
・
保
全
が
重
要
な
課
題
で
あ
る

こ
と
を
楽
し
み
な
が
ら
認
識
し
て
も
ら
う
こ

と
を
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。
授
業
や
部
活
動

で
も
な
く
、
一
緒
に
活
動
し
た
い
！
と
手
を

挙
げ
た
学
生
が
集
ま
り
、
教
職
員
が
そ
れ
を

支
援
す
る
形
で
、
活
動
の
た
び
に
公
募
す
る

小
学
生
の
参
加
者
や
地
域
の
方
々
と
様
々
な

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
豊
田
高
専
ド
ミ
タ
ウ
ン
実
行
委
員

会
の
F
a
c
e
b
o
o
k
ペ
ー
ジ
で
詳
し

い
活
動
内
容
を
随
時
更
新
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

豊田市の中山間地を
舞台とした
多世代参加型の
自然とのふれあい活動
佐藤雄哉（豊田高専ドミタウン実行委員会）
愛知県

●助成を受けていちばん進展があったこ
と：活動の中核に “自然との触れ合い ”
を据え、継続的に取り組む基盤ができ
た！

●	具体的な今後の目標：地域の方々との
協力関係を維持しながら、活動を継続
させていきたい！

Achievements and next step

上：植樹ワークショップの様子。学生た
ちとともに植え付け（2017 年）
下：ベンチを設置し、憩いの空間となっ
た道（2020 年）

For FGF 40th Anniversary

●助成を受けていちばん進展があったこ
と：初期の段階で助成を得られたこと
が大きな弾みとなり、その後の定期的
な植樹活動の継続につながりました。

●	具体的な今後の目標：大学を縦貫す
る道路沿いの緑化完了まであと少しと
なっており、本年11月末に緑地帯をさ
らに 35ｍ延伸します。

Achievements and next step

東京藝術大学
上野キャンパスにおける
武蔵野の植生再生と
維持の活動
君塚和香（東京藝術大学キャンパス
グランドデザイン室）
東京都

For FGF 40th Anniversary

　　

北
海
道
の
石
狩
海
岸
の
イ
ソ
ス
ミ
レ
は
、

国
内
の
北
限
分
布
の
一
つ
と
さ
れ
る
。
地

元
の
有
志
に
よ
る
イ
ソ
ス
ミ
レ
の
株
数
調

査
（
２
０
１
２
年
）
と
本
研
究
（
２
０
１
８

年
）
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
株
数
は
約
33
％

も
減
少
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
イ
ソ
ス
ミ

レ
は
、
ア
リ
類
に
種
子
散
布
を
依
存
す
る
。

石
狩
海
岸
に
は
、多
く
の
ア
リ
類
が
生
息
し
、

特
に
エ
ゾ
ア
カ
ヤ
マ
ア
リ
の
ス
ー
パ
ー
コ
ロ

ニ
ー
が
知
ら
れ
て
い
た
。し
か
し
港
湾
開
発
、

海
浜
植
生
の
荒
廃
に
よ
っ
て
、
ス
ー
パ
ー
コ

ロ
ニ
ー
の
消
滅
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
に
北
海
道
に
自
然
分
布

し
な
い
ア
ズ
マ
ヒ
キ
ガ
エ
ル
が
侵

入
し
、
わ
ず
か
数
年
で
個
体
数
を

爆
発
的
に
増
加
さ
せ
た
。

　

本
研
究
に
て
胃
内
容
物
を
採
取

し
た
と
こ
ろ
、
ア
ズ
マ
ヒ
キ
ガ
エ

ル
は
、
エ
ゾ
ア
カ
ヤ
マ
ア
リ
な
ど

希
少
性
の
高
い
種
も
含
む
ア
リ
類

を
主
な
餌
資
源
と
し
て
い
た
。
気

候
変
動
、
海
岸
浸
食
、
オ
ー
バ
ー
ユ
ー
ズ
な

ど
様
々
な
課
題
に
直
面
し
つ
つ
も
、
こ
れ
ま

で
何
と
か
維
持
さ
れ
て
い
た
イ
ソ
ス
ミ
レ
と

ア
リ
類
の
相
互
関
係
も
ア
ズ
マ
ヒ
キ
ガ
エ
ル

の
侵
入
に
よ
っ
て
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
き

く
崩
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
本
研
究
で
は
、

地
域
関
係
者
と
多
く
の
意
見
を
活
発
的
に
交

換
し
、
地
域
の
ア
ズ
マ
ヒ
キ
ガ
エ
ル
の
防
除

対
策
も
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
北
海
道

の
湿
地
や
海
岸
植
生
に
お
け
る
ア
ズ
マ
ヒ
キ

ガ
エ
ル
侵
入
の
危
険
性
に
つ
い
て
警
鐘
を
鳴

ら
す
こ
と
が
で
き
た
。

石狩海岸における
希少アリ類・海浜植物・
外来カエル類の相互関係に
関する研究 

吉田剛司（NPO 法人 EnVision 環境保全事務所）
北海道

踏査によって生存株数を把握したイソスミレ。アリ
の巣の近辺に株が生育することが多い

●助成を受けていちばん進展があったこと：外来カエル、
アリ類、イソスミレの生態学的な特徴を助成研究で
地域に詳細な情報還元ができた。

●	具体的な今後の目標： 本研究の成果を他地域にモデ
ルとして広く普及し、北海道へのアズマヒキガエル侵
入の危険性を明示していきたい。

Achievements and next step

アズマヒキガエル。東日本に生息するニホンヒキガエ
ルの固有亜種。北海道では外来種。一夜で 200 匹以上
を捕獲したこともあった

no.165
2017年度
研究助成For FGF 40th Anniversary

no.161
2017年度
活動助成

no.162
2017年度
活動助成

上：集合写真（たくさ
んの笑顔でいっぱい！）
（2018 年 8月）
下：ドローンで撮影した
田植えの様子（2023 年
5月）

Facebook

40th anniversary 
of FGF

3
緑
と
ふ
れ
あ
い
の
活
動
助
成  

4
緑
の
保
全
と
活
用
の
研
究
助
成
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題
名
の
活
動
に
対
し
て
２
０
１
８
、

２
０
１
９
年
度
に
貴
会
よ
り
助
成
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
山
口
県
下
関
市
豊
北
町
は
山
口

県
北
部
に
位
置
し
、
基
幹
産
業
は
農
業
・
漁

業
で
す
。
豊
北
町
に
あ
る
唯
一
の
高
校
で
あ

る
山
口
県
立
下
関
北
高
の
教
育
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
と
い
う
形
で
活
動
を

し
ま
し
た
。

　

２
０
１
８
年
度
は
豊
北

高
校
３
年
生
・
生
徒
３

名
の
授
業
「
自
然
探
究
」、

２
０
１
９
年
度
は
下
関
北

高
２
年
生
・
生
徒
13
名
の

授
業
「
地
域
探
究
授
業
・

環
境
・
自
然
」
の
サ
ポ
ー

ト
と
い
う
形
で
活
動
を
し

ま
し
た
。
豊
北
町
を
流
れ

る
粟
野
川
、
粟
野
川
源
流

の
白
滝
山
、
粟
野
川
が
流

れ
込
む
油
谷
湾
、
粟
野
川

か
ら
運
ば
れ
る
豊
富
な
有

機
物
で
漁
場
が
形
成
さ
れ
て
い
る
角
島
の
生

態
系
の
研
究
を
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
中
心

に
展
開
を
し
ま
し
た
。
高
校
生
の
環
境
・
自

然
に
自
主
的
な
興
味
・
関
心
を
身
近
な
素
材

を
テ
ー
マ
に
引
き
出
す
の
が
目
的
で
し
た
。

素
材
と
し
て
は
ア
オ
ノ
リ
、
ホ
タ
ル
、
水
生

生
物
、
地
質
岩
石
観
察
、
製
塩
プ
ラ
ン
ト
訪

問
、
流
域
の
立
体
模
型
図
の
作
成
で
す
。
以

降
、
ほ
ぼ
同
じ
テ
ー
マ
で
２
０
２
３
年
度
ま

で
高
校
２
、３
年
生「
地
域
探
究
授
業
・
環
境
・

自
然
」
サ
ポ
ー
ト
を
６
年
間
継
続
実
施
し
て

い
ま
す
。

　　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
（
以
下
プ
ラ
ご
み
）

と
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
（
以
下
マ

イ
ク
ロ
プ
ラ
ご
み
）
は
、
海
洋
汚
染
と
野
生

生
物
の
誤
食
を
招
く
。
そ
れ
を
防
ぐ
に
は
、

プ
ラ
ご
み
の
早
期
回
収
が
一
番
の
対
策
で
あ

る
。
当
法
人
が
ウ
ミ
ガ
メ
の
保
護
活
動
を
行

う
中
、
遠
州
灘
海
岸
で
１
９
８
３
年
に
世
界

最
大
の
オ
サ
ガ
メ
の
死
体
が
漂
着
し
、
体
内

か
ら
多
量
の
プ
ラ
ご
み
を
確
認
し
た
。
以
降
、

プ
ラ
ご
み
に
よ
る
生
物
被
害
や
環
境
汚
染
を

訴
え
、
海
岸
清
掃
を
行
っ
て
き
た
。

近
年
は
、
海
洋
プ
ラ
ご
み
、

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題

と
し
て
世
界
的
な
問
題
と
な
っ

た
が
、
ま
だ
ま
だ
市
民
の
理

解
や
意
識
の
向
上
が
不
足
し

て
お
り
、
身
近
な
問
題
と
捉

え
き
れ
ず
に
い
る
。
そ
こ
で
、

市
民
の
理
解
を
深
め
る
た
め

の
事
業
を
実
施
し
た
。

　

遠
州
灘
海
岸
で
の
動
植
物

の
観
察
会
と
同
時
に
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ご
み
回

収
体
験
を
実
施
、
プ
ラ
ご
み
の
マ
イ
ク
ロ
化

を
阻
止
す
る
必
要
性
を
伝
え
た
。
野
生
生
物

の
プ
ラ
ご
み
誤
食
防
止
の
た
め
の
啓
発
と
し

て
、
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
で
魚
の
内
臓
か
ら

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
観
察
し
、
身
近

に
迫
る
危
険
性
を
伝
え
た
。
環
境
学
習
で
は
、

海
岸
の
砂
を
学
校
に
持
ち
込
み
、
水
槽
に
砂

を
投
入
し
て
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ご
み
を
浮
か
せ

て
確
認
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ご
み
の
危
険
性
を

伝
え
た
。
ま
た
、
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
て
プ

ラ
ご
み
削
減
へ
の
取
り
組
み
を
呼
び
か
け
た
。

上：遠州灘海岸でのマイ
クロプラごみ回収体験
下：マイクロスコープで
魚の内臓から取り出した
マイクロプラスチックを
観察

no.169
2018 年度
活動助成

●助成を受けていちばん進展があったこと：
事業の立ち上げ時に助成頂いたことで、啓
発横断幕やマイクロプラスチック回収の道
具が整備出来、学校での環境学習や海岸
での活動の機会を多く持てた。

●	具体的な今後の目標：事業は、現在も継続
中であり、より多くの子どもたちへのマイク
ロプラスチック体験が出来るように、他県
にも働き掛けていきたい。

Achievements and next step

海岸の自然観察を通じて
マイクロプラスチックの
危険性を学ぶ

馬塚丈司（特定非営利活動法人
サンクチュアリエヌピーオー）
静岡県

For FGF 40th Anniversary

　　

当
団
体
は
富
山
県
内
で
幼
児
～
中
学
生
を

主
な
対
象
と
し
た
自
然
体
験
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
２
０
１
４
年
よ
り
富
山
県
富
山
市

の
長
年
放
棄
地
と
な
っ
て
い
た
里
山
（
私
有

地
）
を
お
借
り
し
て
、
森
遊
び
や
川
遊
び
が

楽
し
め
る
フ
ィ
ー
ル
ド
「
ガ
イ
ア
の
森
」
と

し
て
整
備
し
て
き
ま
し
た
。
イ
ン
フ
ラ
（
電

気
・
水
道
・
ガ
ス
）
が
な
い
森
に
コ
ン
ポ
ス

ト
ト
イ
レ
や
東
屋
を
手
作
り
し
、
幼
児
や
未

満
児
を
対
象
と
し
た
「
森
の
よ
う
ち
え
ん
」

活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
部

遊
歩
道
が
未
整
備
の

部
分
が
あ
り
、
ま
た

12
月
か
ら
３
月
は
気

温
が
低
く
、
毎
年
50

　

以
上
の
降
雪
が
あ

る
た
め
、
活
動
が
難

し
い
状
況
で
し
た
。

　

遊
歩
道
の
整
備

と
、
冬
で
も
快
適
に

活
動
で
き
る
よ
う
薪

ス
ト
ー
ブ
を
備
え
た
母
屋
を
整
備
す
る
た
め

助
成
を
受
け
ま
し
た
。
助
成
に
よ
り
、
自
分

達
の
手
で
森
の
遊
歩
道
と
、
約
10
ｍ
四
方
の

母
屋
を
２
年
半
の
月
日
を
か
け
て
建
設
し
ま

し
た
。
土
間
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
、
畳
ス
ペ
ー

ス
を
備
え
た
母
屋
は
暖
か
く
、
薪
ス
ト
ー
ブ

で
簡
単
な
調
理
も
す
る
こ
と
が
で
き
、
真
冬

で
も
子
ど
も
達
が
安
心
し
て
活
動
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

は
ソ
ー
ラ
ー
や
風
力
な
ど
の
持
続
的
に
利
用

で
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
と
、
小
学
生
を

対
象
と
し
た
森
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
事
業
の

立
ち
上
げ
に
向
け
準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大人も子どもも楽しく
安全に自然体験が
楽しめるガイアの森づくり

平本友香（NPO 法人ガイア自然学校とやま）
富山県

●助成を受けていちばん進展があったこ
と：真冬でも暖かく過ごせる拠点が完
成し、冬場も森で自然体験活動ができ
るようになった。

●	具体的な今後の目標：ソーラーや風力
などの持続的に利用できるエネルギー
を導入し、母屋の設備等に利用してい
きたい。

Achievements and next step

上：粟野川河口の粟野港
より油谷湾観察に出発
下：角島海岸でユリヤ貝
の貝殻（５ミリ・緑）捜す

For FGF 40th Anniversary

●助成を受けていちばん進展があったこ
と：６年間の継続の出発点は FGF の助
成でした。講師謝礼を使いながら、こ
の地域の各分野の専門家の協力を得る
ことができました。

●	具体的な今後の目標：高校生を巻き込
み、これまでの活動を地場産業の再建
につなげることです。

Achievements and next step

豊北の水と生態系の
研究・下関北高協同
～粟野川流域図作成を原点に～ 

岡崎新太郎（北高夢ロード実行員会）
山口県

For FGF 40th Anniversary

　　

青
ヶ
島
は
伊
豆
諸
島
の
有
人
島
と
し
て
は

最
南
に
位
置
す
る
、
面
積
６
平
方
㎞
の
火
山

島
で
あ
る
。
島
は
二
重
カ
ル
デ
ラ
と
な
っ
て

お
り
、
島
全
体
が
絶
景
で
あ
る
。
島
に
は
独

自
の
自
然
景
観
が
見
ら
れ
、
そ
の
代
表
が
森

の
中
に
裸
地
状
の
景
観
を
作
り
出
し
て
い
る

噴
気
孔
原
で
あ
る
。
噴
気
孔
原
は
、
地
温
が

高
く
、
水
蒸
気
が
立
ち
上
が
り
、
島
で
は

”ひ
ん
ぎ
ゃ
”
と
呼
ば
れ
、
サ
ク
ラ
ジ
マ
ハ
ナ

ヤ
ス
リ
な
ど
の
希
少
植
物
の
生
育
地
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
ひ
ん
ぎ
ゃ
の
地
熱
は
、
人

の
暮
ら
し
と
も
密
接
で
あ

り
、
サ
ウ
ナ
や
調
理
に
も
活

用
さ
れ
て
き
た
。

　

本
研
究
は
、
こ
の
噴
気

孔
原
の
希
少
植
物
の
基
礎
知

見
を
得
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
生
育
状
況
調
査
と
地
温

測
定
を
行
っ
た
。
調
査
の
結

果
、
サ
ク
ラ
ジ
マ
ハ
ナ
ヤ
ス

リ
な
ど
が
生
育
す
る
噴
気
孔

原
で
は
地
温
が
40
℃
を
超
え
る
測
定
値
が
見

ら
れ
、
50
℃
を
超
え
る
場
合
も
あ
り
、
特
殊

な
立
地
条
件
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
さ
ら
に
、
２
０
１
８
年
に
は
青
ヶ
島
で

自
然
観
察
会
も
行
い
、
噴
気
孔
原
の
独
自
性

と
保
全
の
必
要
性
に
関
す
る
講
演
を
実
施
で

き
た
。
島
で
の
観
察
会
は
２
０
１
９
年
も

実
施
し
、
２
０
２
１
年
に
は
青
ヶ
島
還
済
太

鼓
の
荒
井
氏
が
参
加
す
る
伊
豆
諸
島
の
自
然

保
護
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ン
ポ
を
伊
豆
諸
島
植
生

研
究
グ
ル
ー
プ
の
代
表
と
し
て
開
催
し
た
。

２
０
２
３
年
に
は
青
ヶ
島
還
済
太
鼓
が
主
催

す
る
青
ヶ
島
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
開
催
地
:
銀

座
）
に
お
い
て
噴
気
孔
原
の
重
要
性
を
含
め

た
講
演
を
行
っ
た
。
２
０
２
３
年
10
月
に
も

青
ヶ
島
現
地
で
の
観
察
会
と
講
演
を
予
定
し

て
い
る
。
本
研
究
の
成
果
と
青
ヶ
島
で
の
普

及
活
動
は
、
絶
滅
危
惧
種
が
生
育
す
る
噴
気

孔
原
群
落
の
保
全
に
関
す
る
理
解
を
高
め
る

こ
と
に
強
く
貢
献
で
き
た
と
考
え
て
い
る

伊豆諸島青ヶ島の
絶滅危惧種が生育する
噴気孔原群落の
保全に向けた基礎研究

上條隆志（筑波大学）
東京都

●助成を受けていちばん進展があったこと：青ヶ島現地
の自然保護の担い手との関係が強まったこと。希少
な植物を大切に見守ることの重要性を訴えることがで
きたこと。

●	具体的な今後の目標： 定期的に観察会などの普及活
動をすること。特に、人と自然の持続的な関りを大
切にできるよう、協力できること。国立公園などの保
全の枠組み作りに貢献すること。

Achievements and next step

ひんぎゃの地熱を利用してゆで卵
を調理する（2023 年 3月）。ひん
ぎゃは、人の暮らしとも密接
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上：助成前は何もない原っぱでした
下：母屋の中で「森のようちえん」の卒
園式を行いました
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近
年
、
生
物
多
様
性
に
は
生
態
系
・
種
・

遺
伝
子
の
多
様
性
の
維
持
に
加
え
て
、
生
物

多
様
性
が
も
た
ら
す
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
の
持

続
的
利
用
と
い
う
目
的
が
注
目
さ
れ
つ
つ
あ

る
。
巨
樹
・
銘
木
が
織
り
な
す
自
然
環
境
は
、

緑
地
の
存
在
や
浄
化
機
能
、
景
観
の
美
し
さ

と
教
育
・
憩
い
の
場
と
い
っ
た
生
態
系
サ
ー

ビ
ス
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た

樹
木
を
保
全
し
て
い
く
に
は
、
こ
れ
ま
で
の

樹
木
が
置
か
れ
て
き
た
空
間
の
履
歴
と
現
状

を
把
握
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

本
研
究
で
は
、
全
国
各

地
に
点
在
す
る
巨
樹
・
名

木
の
中
か
ら
地
域
性
等
を

踏
ま
え
て
代
表
的
な
も
の

を
抽
出
し
、
現
在
の
樹
木

の
位
置
情
報
や
健
全
さ

な
ど
を
記
録
す
る
た
め
の

現
地
調
査
を
行
っ
た
。
ま

た
、
樹
木
や
森
林
の
管
理

形
態
、
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
、

過
去
の
被
災
リ
ス
ク
な
ど
具
体
的
内
容
を

知
る
た
め
に
、
管
理
者
を
対
象
と
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
過
去
と
現

在
の
土
地
利
用
の
変
化
や
自
然
災
害
に
お
け

る
被
災
リ
ス
ク
を
知
る
た
め
に
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
用

い
て
空
間
情
報
解
析
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、

立
地
特
性
と
し
て
は
住
宅
街
の
中
に
あ
る
神

社
や
寺
に
分
布
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
そ

れ
ら
の
樹
木
は
主
に
景
観
の
場
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
、
生
物
の
生
息
・
生
育
環

境
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
の
数
少
な
い
貴
重

な
自
然
景
観
を
提
供
し
う
る
空
間
で
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　　
「
岩
手
県
の
砂
浜
植
生
再
生
活
動
を
通
し

た
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
」
と
題
し

て
、
２
０
１
８
年
か
ら
２
年
間
助
成
い
た
だ

い
た
。
こ
の
研
究
で
は
東
日
本
大
震
災
の
復

興
工
事
終
了
後
の
砂
浜
へ
の
海
浜
植
生
再
生

を
目
指
し
て
、
地
元
の
小
中
学
校
を
対
象
と

し
た
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
目
的

と
し
た
。

　

環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
海
浜
植
物
の

名
前
や
特
徴
を
知
る
、
砂
浜
環
境
の
特
徴
を

調
べ
る
、
地
元
の
海
浜
植
物
の
種
子
を
蒔
い

て
苗
を
育
て
、
砂
浜
に
植
栽

す
る
と
い
う
こ
と
を
体
験
し
、

自
分
た
ち
の
身
近
な
自
然
環

境
を
よ
り
よ
く
し
て
い
く
方

法
に
つ
い
て
学
ぶ
も
の
で
あ

る
。
対
象
地
は
野
田
村
十
府
ヶ

浦
（
野
田
小
学
校
）、
山
田
町

船
越
（
船
越
小
学
校
）、
釜
石

市
根
浜
（
釜
石
東
中
学
校
）、

陸
前
高
田
市
大
野
（
広
田
小

学
校
）
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
成
果
と
し
て
は
、
①
そ
れ
ぞ

れ
の
海
岸
に
お
い
て
海
浜
植
物
群
落
の
再
生

が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
②
環
境
教
育
に

用
い
る
「
岩
手
県
の
海
辺
の
植
物
図
鑑
」
が

作
成
で
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
授

業
が
海
浜
植
物
群
落
の
自
然
回
復
の
一
助
に

な
り
、
十
府
ヶ
浦
や
大
野
海
岸
で
は
大
き
く

群
落
が
再
生
し
た
。
授
業
内
容
も
植
栽
活
動

か
ら
海
ご
み
拾
い
や
海
ご
み
ア
ー
ト
づ
く
り

へ
と
変
化
さ
せ
て
い
る
。
今
後
も
こ
の
授
業

を
継
続
し
つ
つ
、
小
中
学
校
や
地
域
の
方
が

行
え
る
よ
う
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
す
る
こ
と
を

考
え
て
い
る
。

上：地元の海浜植物からタネを集め小学
校で育てたものを地元の海岸に植栽した
（2018 年 10 月）
下：拾った海ゴミを利用したアート作品
づくりの授業（2022 年 11 月）
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●助成を受けていちばん進展があったこ
と：もっとも進展があったことは海浜植
物群落の再生である。

●	具体的な今後の目標：海ごみ問題など
を授業に組み入れ、地域の海辺全体を
守っていく意識の醸成に努めていく環
境教育プログラムとすることを目標に取
り組んでいる。

Achievements and next step

岩手県の
砂浜植生再生活動を通した
環境教育プログラムの開発

島田直明（岩手県立大学）
岩手県

For FGF 40th Anniversary

　　

調
査
地
、
網
走
市
こ
ま
ば
木
の
ひ
ろ
ば
は

森
林
総
面
積
16
・
７
ha
の
保
安
林
で
、
森
に

は
ハ
ル
ニ
レ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ハ
ン
ノ
キ
な
ど

湿
性
の
広
葉
樹
、
ト
ド
マ
ツ
、
エ
ゾ
マ
ツ
な

ど
の
針
葉
樹
が
混
生
し
、
多
く
の
野
鳥
や
エ

ゾ
リ
ス
、
シ
マ
リ
ス
、
エ
ゾ
モ
モ
ン
ガ
、
ア

カ
ネ
ズ
ミ
な
ど
が
生
息
す
る
貴
重
な
森
で

あ
る
。
森
林
保
護
の
観
点
か
ら
市
に
働
き
か

け
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
生
活
圏
を
森
林

に
依
存
す
る
エ
ゾ
モ
モ
ン
ガ
の
生
態
調
査
を

２
０
１
６
年
か
ら
開
始
し
、
２
０
１
８
年
か

ら
２
０
２
０
年
ま
で
助
成
を
受
け
た
。

　

調
査
方
法
は
エ
ゾ
モ
モ
ン
ガ
の
食
痕
な
ど

痕
跡
の
あ
る
木
を
探
し
、
営
巣
の
可
能
性
が

あ
る
木
は
樹
高
、
胸
高
直

径
、
樹
種
、
巣
穴
の
高
さ
、

向
き
な
ど
を
計
測
し
記
録

し
た
。
ま
た
、
１
年
を
通

し
て
、
特
定
の
巣
穴
に
セ

ン
サ
ー
カ
メ
ラ
を
取
り
付

け
、
定
点
観
測
を
行
っ
た
。

　

助
成
期
間
中
は
行
動
圏
を
知
る
た
め
に
、

巣
穴
に
モ
モ
ン
ガ
ト
ラ
ッ
プ
を
仕
掛
け
て
モ

モ
ン
ガ
を
捕
獲
し
、
発
信
機
を
装
着
し
た
。

し
か
し
、
装
着
個
体
の
発
信
機
が
離
脱
し
再

捕
獲
に
失
敗
す
る
な
ど
行
動
圏
の
デ
ー
タ
を

取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

調
査
の
結
果
と
し
て
は
営
巣
木
の
樹
種
で

は
シ
ラ
カ
ン
バ
が
全
体
の
約
28
％
、
イ
タ
ヤ

カ
エ
デ
、
ハ
ル
ニ
レ
が
約
15
％
で
樹
種
の
約

半
数
を
占
め
て
お
り
、
ま
た
、
巣
穴
の
向
き

と
し
て
は
南
東
、
南
西
を
含
む
南
向
き
が
約

44
％
と
日
当
た
り
の
良
い
巣
穴
を
好
む
こ
と

が
判
明
し
た
。
ま
た
、
現
在
は
冬
季
の
み
貯

食
行
動
の
確
認
に
絞
っ
て
調
査
を
行
っ
て
い

る
。

網走市こまば木の
ひろばにおける
エゾモモンガの生態調査

後藤ひとみ（東京農業大学生物産業学部
海洋生物学教室）
北海道

●助成を受けていちばん進展があったこ
と：エゾモモンガは貯食行動をしない
と言われているが、本調査によって貯
食行動が確認されたこと。

●	具体的な今後の目標：貯食行動は毎年
行うわけではないが、どのような条件
で行うのか、調査を行う。現在、木の
ひろばと別の場所でセンサーカメラによ
る観測を継続して実施している。

Achievements and next step

上：巨樹・古木の立地特性に関する現地
調査（立山神社）
下：都市に残存するため池の淡水ブルー
カーボン機能の検証（現在）

For FGF 40th Anniversary

●助成を受けていちばん進展があったこと：実
際のフィールドに出向いて、巨樹・名木を取
り巻く環境を目の当たりにできたこと。

●	具体的な今後の目標：本研究によって得られ
た地形、地勢の特徴、被災リスク、周辺環境
を考慮した上でそれらの樹木を保全する策や
樹木・森林の防災機能を最大に活かした取り
組みなど、地域に見合った持続可能なまちづ
くりを構築するための具体的な手法を提案し
ていくこと。

Achievements and next step

巨樹・名木と
それを取り巻く地域社会に
おける生態系サービス及び
Eco-DRR 機能の
定量的評価 

宇野宏司（神戸市立工業高等専門学校）
兵庫県

For FGF 40th Anniversary

　　

ミ
ヤ
マ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
は
、
１
９
０
１
年
に

長
野
県
の
八
ヶ
岳
で
発
見
さ
れ
た
高
山
蝶

の
一
種
で
、
国
内
で
は
南
北
ア
ル
プ
ス
や

中
信
高
原
～
八
ヶ
岳
と
浅
間
山
系
の
標
高

１
４
０
０
ｍ
～
２
０
０
０
ｍ
の
渓
谷
や
高
原

に
分
布
し
て
い
ま
し
た
が
、
経
済
成
長
期
の

別
荘
開
発
や
ゴ
ル
フ
場
開
発
で
そ
の
生
息
環

境
が
失
わ
れ
た
た
め
、
著
し
く
減
少
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

２
０
１
０
年
に
本
会
が
設
立
さ
れ
、
主
に

啓
発
活
動
と
生
息
個
体
数
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

調
査
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
間
に
も
美
ヶ
原
と
八
ヶ
岳
で

は
ミ
ヤ
マ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
が
い
な
く

な
っ
た
た
め
、
浅
間
山
系
の
生
息

域
を
保
全
す
る
こ
と
が
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
本
会
で
は
２
０
１
９
年
に
助

成
決
定
を
い
た
だ
き
、
２
０
１
９

年
か
ら
２
０
２
０
年
に
か
け
て
事

業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

事
業
内
容
は
、
飼
育
調
査
と
啓
発
活
動

で
、
飼
育
調
査
で
は
、
こ
れ
ま
で
生
態
や
形

態
が
不
明
で
あ
っ
た
点
を
中
心
に
調
査
す
る

と
と
も
に
、
ミ
ヤ
マ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
の
人
工
増

殖
が
可
能
か
ど
う
か
を
確
か
め
る
た
め
に
平

地
と
高
原
に
お
い
て
交
配
と
産
卵
の
実
験
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
高
原
に
お
い
て
増
殖
の
可

能
性
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
啓

発
事
業
で
は
、
ま
ず
高
山
帯
の
遺
存
種
と
し

て
共
に
衰
亡
著
し
い
ラ
イ
チ
ョ
ウ
と
ミ
ヤ
マ

シ
ロ
チ
ョ
ウ
の
写
真
展
を
開
催
し
、
生
態
な

ど
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
も
展
示
。
２
０
２
０

年
に
は
、
配
布
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、

７
月
に
は
市
民
対
象
の
ミ
ヤ
マ
シ
ロ
チ
ョ
ウ

観
察
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
11
月
に
は
日
本

チ
ョ
ウ
類
保
全
協
会
と
の
共
催
で「
全
国
チ
ョ

ウ
類
保
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
長
野
県
東
御

市
で
開
催
し
、
基
調
講
演
、
各
地
の
現
状
報

告
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
行

い
、
合
わ
せ
て
分
布
や
生
態
を
ま
と
め
た
記

録
誌
を
作
成
し
、
ミ
ヤ
マ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
の
現

況
を
広
く
周
知
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

浅間山系における
ミヤマシロチョウの
保全活動と生態調査

花岡敏道（浅間山系ミヤマシロチョウの会 会長）
長野県

上田盆地を背景にハクサンシャクナゲから飛び立った
ミヤマシロチョウ

●助成を受けていちばん進展があったこと：調査結果に
ついては、専門誌『昆虫と自然』に寄稿、松本むし
の会『まつむし』に報文 3 本を投稿し、公表するこ
とができました。

●	具体的な今後の目標： 生息環境維持のために、国や
県に働きかけていくことが重要となります。

Achievements and next step

no.175
2019 年度
活動助成For FGF 40th Anniversary

no.172
2018 年度
研究助成

no.173
2018 年度
研究助成

上：モモンガトラップによるモモンガ捕獲のようす
（助成当時）
下：定点カメラによる貯食行動記録（現在）
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東
京
都
と
神
奈
川
県
の
双
方
に
跨
っ
て
横

た
わ
る
、
広
大
な
る
「
多
摩
丘
陵
」。
そ
の

西
部
に
残
る
12
本
の
貴
重
な
る
歴
史
古
街
道

群
の
保
護
・
保
全
を
テ
ー
マ
に
、
古
道
周
辺

の
緑
地
・
山
林
内
に
残
る
「
自
然
環
境
＆
歴

史
環
境
」
の
整
備
や
、
新
旧
住
民
が
世
代
を

超
え
て
参
加
で
き
る
複
数
の
学
習
と
体
験
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

主
な
実
施
内
容
は
、
環
境
整
備
（
14
回
）

と
歴
史
の
魅
力
を
実
体
験
で
き
る
「
古
街
道

ウ
ォ
ー
ク
（
22
回
）」、「
多
摩
丘
陵
の
12
古

街
道
展
（
多
摩
市
と
町
田
市
の

２
会
場
で
開
催
）」、
歴
史
講
演

会
（
３
回
）、
フ
ァ
ミ
リ
ー
野

外
教
室
（
古
街
道
の
歴
史
地
図

作
成
・
親
子
体
験
教
室
）、
若

手
ガ
イ
ド
養
成
講
座
、
古
道
跡

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
（
継
続
中
）、

中
世
城
砦
内
の
鎌
倉
道
・
試
掘

調
査
、
万
葉
時
代
の
防さ
き

人も
り

の
道
・

時
代
再
現
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実

施
し
ま
し
た
。
主
な
対
象
の
古
街
道
は
、
古

代
東
海
道
（
律
令
時
代
官
道
）、
古
代
窯
跡

工
人
た
ち
が
往
来
し
た
相
原
七
国
峠
古
道
、

鎌
倉
街
道
上
道
、
鎌
倉
街
道
山
ノ
道
、
奥
州

古
街
道
、
武
田
信
玄
の
大
軍
が
通
過
し
た
御

殿
峠
古
道
、
徳
川
家
康
の
御
尊
櫃ひ
つ

御
成
道
、

江
戸
時
代
中
期
の
武
相
観
音
巡
礼
道
、
新
選

組
の
剣
術
出
稽
古
の
道
、
幕
末
・
明
治
時
代

の
絹
の
道
な
ど
で
し
た
。

　

引
き
続
き
、
身
近
な
地
域
の
自
然
・
緑
地
・

農
業
環
境
と
歴
史
環
境
は
一
帯
の
も
の
だ
と

い
う
こ
と
を
広
く
市
民
・
住
民
が
再
確
認
出

来
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　　

熊
本
県
球
磨
地
域
に
は
、
希
少
種
が
生

息
す
る
い
く
つ
か
の
湿
地
が
あ
る
。
い
ず

れ
も
か
つ
て
は
水
田
で
あ
っ
た
が
、
放
棄
さ

れ
、
陸
地
化
し
て
高
茎
草
本
が
優
占
す
る
こ

と
で
、
湿
地
性
生
物
の
多
様
性
が
低
下
し
て

い
る
。
我
々
は
、
こ
れ
ら
湿
地
の
再
生
を
続

け
て
い
る
。
乾
生
植
物
の
除
去
、
耕
耘
を
行

い
、
水
面
を
造
成
し
た
。
ま
た
、
水
生
昆
虫

で
あ
る
タ
ガ
メ
や
水
草
類
を
指
標
と
し
て
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
維
持
方
法
・
水
面
の
造
成

方
法
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
せ
た
。
タ
ガ
メ

も
、
そ
の
他
の
水
生
昆
虫
も
、

水
草
も
、今
の
と
こ
ろ
、回
復
・

存
続
で
き
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
は
、
多
方
面
か
ら

援
助
を
受
け
つ
つ
作
業
を
進

め
て
い
る
。
過
去
に
は
、
地

域
の
有
志
と
高
校
生
・
大
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中
心
だ
っ

た
も
の
の
、
今
で
は
、
企
業

や
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
、
そ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
地
域
の
人
が
道
具
準
備
や
事
前
整
備
、
食

事
作
り
な
ど
に
よ
っ
て
支
え
て
い
る
。

　

再
生
湿
地
の
数
や
面
積
は
徐
々
に
増
加
し

て
い
る
。
社
会
的
な
体
制
の
確
立
と
と
も
に
、

流
域
の
生
物
多
様
性
保
全
と
し
て
、
も
う
少

し
戦
略
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
も
必
要
だ
ろ

う
。
生
物
多
様
性
の
ど
の
部
分
を
強
化
し
て

い
く
の
か
、
生
態
系
の
多
面
的
な
機
能
の
う

ち
ど
の
機
能
を
重
視
す
る
の
か
、
そ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
ど
う
す
る
の
か
、
等
々
、
流
域

レ
ベ
ル
で
の
検
討
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
。

上：絶滅危惧種デンジソウの群落
下：高校生・大学生が参加した水生昆虫
調査（2020 年）

no.178
2019 年度
活動助成

●助成を受けていちばん進展があったこ
と：高校生や大学生ボランティアの受け
入れの充実により、湿地整備の体制が
整った。

●	具体的な今後の目標：タガメの個体群
を安定的に継続するとともに、迫の再
生湿地の総面積を10 年以内に 30ha 程
度まで増加させる。

Achievements and next step

球磨郡相良村
湿地再生及びそれに係る
地域連携の構築

一柳英隆（球磨湿地研究会）
熊本県

For FGF 40th Anniversary

　　

私
た
ち
は
、
２
０
１
２
年
か
ら
、
な
ま
は

げ
で
有
名
な
秋
田
県
男
鹿
市
を
フ
ィ
ー
ル
ド

に
、
豊
か
な
自
然
と
生
活
文
化
を
学
ぶ
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
活
動
を

続
け
る
中
で
、
自
然
体
験
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で

あ
る
山
や
川
、
海
に
お
い
て
、
気
候
変
動
に

よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
様
々
な
変
化
を
感
じ

る
場
面
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
１
つ
、
秋
田
の
郷
土
料
理
「
ハ

タ
ハ
タ
寿
司
作
り
」
の
材
料
で
あ
る
ハ
タ
ハ

タ
は
、
男
鹿
の
海
で

大
量
に
水
揚
げ
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
こ

こ
数
年
で
漁
獲
量
が

激
減
し
、
入
手
が
困

難
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
同
様
に
、
里

山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
、

見
ら
れ
る
植
物
が
少

し
ず
つ
変
わ
っ
て
き

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
変
化
に
漠
然
と
し
た

不
安
感
を
お
ぼ
え
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で

の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
、
豊
か
な
自
然

を
将
来
に
残
す
と
い
う
視
点
を
取
り
入
れ
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

助
成
を
い
た
だ
い
た
２
０
１
９
年
以
降

は
、
こ
れ
ま
で
の
自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

継
続
し
つ
つ
、
新
た
な
体
験
活
動
と
し
て
休

耕
田
を
利
用
し
た
自
然
農
と
収
穫
物
を
使
っ

た
手
仕
事
を
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ひ
と
り
ひ
と
り
が
無
理
を
せ
ず
、

楽
し
み
な
が
ら
体
験
活
動
に
参
加
し
、
普
段

の
生
活
の
中
で
自
然
を
大
切
に
し
た
り
、
保

全
活
動
に
参
加
し
た
り
す
る
人
が
増
え
て
い

く
よ
う
地
道
に
活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

男鹿の自然にふれあい
生きる力を身につけよう！
多世代参加の
自然体験プロジェクト
小玉由紀（子育てカフェ・にこリーフ）
秋田県

●助成を受けていちばん進展があったこ
と：この助成がきっかけで、これまでの
自然体験プログラムをブラッシュアップ
することができました。FGF 機関紙で
他団体の取組み等、参考になりました。

●	具体的な今後の目標：今後の目標は、
無理をせず活動を継続していくことで
す。

Achievements and next step

上：時代再現「万葉時代・防人
の道 “ 古代東海道 ” ウォーク」
の風景（2021 年 11 月）
下：「多摩丘陵の 12 古街道」で
の若手ガイドの養成

For FGF 40th Anniversary

●助成を受けていちばん進展があったこと：
これまでの研究・保全・啓蒙的活動の成果
を、パネル展示や映像シアター、立体模型、
時代再現イベントなどで複合的に紹介でき
たこと（多摩丘陵の12 古街道展）。

●	具体的な今後の目標：より若い世代の参加
を増やし、地域の自然＆歴史環境の保全・
維持に幅広い世代が関り合える機会を創出
していきたいと思います。

Achievements and next step

多摩丘陵に残された
里山と古街道の
歴史環境遺産を保護し、
自然景観の維持と
活用に貢献する
宮田太郎（歴史古街道団 代表）
東京都

For FGF 40th Anniversary

　　

本
会
は
海
草
ア
マ
モ
に
着
目
し
た
能
登
半

島
七
尾
湾
の
環
境
改
善
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
会
で
は
ア
マ
モ
の
播
種
活
動
と
並
行
し

て
、
ア
マ
モ
が
吸
収
し
た
栄
養
塩
類
を
有
効

利
用
す
る
目
的
で
、
打
ち
寄
せ
ら
れ
る
大

量
の
ア
マ
モ
を
肥
料
と
し
て
農
業
に
生
か
す

活
動
を
Ｆ
Ｇ
Ｆ
の
助
成
に
よ
り
実
施
し
ま
し

た
。
活
動
で
は
有
機
農
業
従
事
者
な
ど
５

名
に
、
天
日
乾
燥
さ
せ
た
ア
マ
モ
を
用
い
た

野
菜
栽
培
（
ハ
ク
サ
イ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
ダ
イ

コ
ン
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ト
マ
ト
の
５
種
）
を

依
頼
し
そ
の
効
果
を
評
価
し
ま

し
た
。
こ
の
結
果
、
ニ
ン
ジ
ン
、

ハ
ク
サ
イ
で
は
甘
み
を
引
き
立

て
る
効
果
が
認
め
ら
れ
、
ア
マ

モ
の
肥
料
原
料
と
し
て
の
有
用

性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
最
近
に
な
っ
て
、
こ

こ
約
30
年
間
で
七
尾
湾
の
ア
マ

モ
の
生
息
域
が
半
分
以
下
に
減

少
し
た
こ
と
や
、
本
来
多
年
生

で
あ
る
ア
マ
モ
が
一

年
性
に
変
化
し
て

い
る
こ
と
が
判
明

し
、
七
尾
湾
の
ア

マ
モ
は
と
て
も
危

機
的
な
状
況
に
あ

る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
本
会
で

は
ア
マ
モ
の
肥
料
化
に
関
す
る
活
動
は
一
旦

休
止
し
、
ア
マ
モ
の
増
殖
技
術
の
向
上
を
中

心
と
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
温
暖
化
の
影
響
に
よ
る
も
の
か
、

海
の
中
で
は
人
々
の
目
に
つ
き
に
く
い
重
大

な
変
化
が
急
速
に
進
行
し
て
い
ま
す
。
本
会

は
こ
れ
ら
の
実
態
を
地
域
の
皆
さ
ん
に
発
信

し
つ
つ
、
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
ア
マ
モ

の
増
殖
方
法
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

七尾湾の環境改善と
環境保全型農業の
実現に向けた海藻草の
回収活動

大慶則之（能登の森里海研究会）
石川県

●助成を受けていちばん進展があったこと：有機農業従事者の方々に乾燥
アマモを用いた野菜の栽培試験に取り組んでいただき、その生育状況や
食味を実体験してもらうことができた。これによって、海草アマモの野
菜栽培への利用を広めるための素地を形成することができた。

●	具体的な今後の目標： アマモの減少に歯止めをかけるため、温暖化が進
む七尾湾の現状に沿ったアマモの増殖技術を開発して実用に供したい。

Achievements and next step

アマモ播種作業の様子

no.179
2019 年度
活動助成For FGF 40th Anniversary

no.176
2019 年度
活動助成

no.177
2019 年度
活動助成

上：ジオパークガイドと行く寒風山トレッキング（2019 年）
下：休耕田を利用した自然農と手仕事体験での稲刈りのよう
す（2021 年）

HP

乾燥アマモを用いたハクサイ栽培の様子

HP
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わ
が
国
で
は
二
次
的
自
然
に
生
息
す
る
淡

水
魚
の
減
少
が
顕
著
で
あ
る
と
さ
れ
て
お

り
、
環
境
省
よ
り
、「
二
次
的
自
然
に
生
息

す
る
淡
水
魚
保
全
の
た
め
の
提
言
」
が
公
表

さ
れ
た
。
ギ
バ
チ
（
以
下
本
種
）
も
同
提
言

中
で
類
型
３
類
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
保
全

対
象
種
で
あ
る
が
、
本
種
の
生
活
史
に
関
す

る
報
告
は
少
な
い
。
本
研
究
で
は
本
種
に
Ｐ

Ｉ
Ｔ
タ
グ
と
Ｖ
Ｉ
Ｅ
タ
グ
の
２
種
類
の
内
部

標
識
を
使
用
し
、
河
川
に
お
け
る
本
種
の
移

動
分
散
を
調
査
し
た
。
調
査
は
栃
木
県
那

珂
川
水
系
の
小
河
川
約
３
㎞
を
対
象
と
し
、

２
０
１
９
年
〜
２
０
２
１
年
に
実
施
し
た
。

調
査
期
間
中
、
Ｐ
Ｉ
Ｔ
タ
グ
・
Ｖ
Ｉ

Ｅ
タ
グ
そ
れ
ぞ
れ
で
３
３
０
個
体
・

２
０
１
個
体
の
本
種
を
標
識
・
放

流
し
、
54
個
体
を
２
回
以
上
再
発

見
し
た
。
再
発
見
個
体
の
平
均
移
動

距
離
は
１
４
６
ｍ
（
最
大
３
２
２
ｍ
・

最
小
11
ｍ
）
で
あ
り
、
本
種
の
移
動

分
散
に
季
節
的
な
流
下
・
遡
上
の
方

向
性
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
種
は

生
活
史
の
多
く
を
河
川
内
の
小
さ
な
ス
ケ
ー

ル
で
完
結
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

宇
都
宮
大
学
農
学
部
の
農
村
生
態
工
学
研

究
室
で
は
、
里
地
里
山
に
暮
ら
す
生
き
物
と

人
と
の
共
生
を
め
ざ
し
た
研
究
を
行
っ
て
い

る
。
地
域
の
希
少
な
生
物
の
生
態
解
明
は
、

豊
か
な
自
然
の
再
生
に
寄
与
す
る
知
見
と
な

る
と
と
も
に
、
そ
の
地
に
根
付
い
て
い
る
文

化
（
例
え
ば
、
ギ
バ
チ
は
栃
木
県
で
は
「
ギ

ン
ギ
ョ
」
と
言
う
名
で
親
し
ま
れ
て
い
る
）

の
保
全
に
も
貢
献
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
今
後
も
希
少
な
生
物
の
生
態
解
明
を
通

じ
て
、
人
と
生
き
物
の
関
わ
り
合
い
の
中
で

培
わ
れ
て
き
た
文
化
も
保
全
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　　

広
域
に
分
布
す
る
絶
滅
危
惧
植
物
の
特
徴

を
把
握
し
、
保
全
策
を
立
案
す
る
際
に
必
要

な
知
見
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
カ
ン

ラ
ン
を
対
象
に
研
究
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ラ
ン
科
シ
ュ
ン
ラ
ン
属
の
カ
ン
ラ
ン
は
絶

滅
危
惧
IB
類
に
分
類
さ
れ
、
分
布
域
は
広
い

も
の
の
昭
和
時
代
を
中
心
と
し
た
園
芸
目
的

の
採
取
に
よ
り
、
開
花
株
を
自
生
地
で
見
る

こ
と
が
困
難
な
植
物
で
す
。
一
方
で
、
過
去

に
自
生
地
か
ら
採
取
さ
れ
、
採
取
地
情
報
が

付
与
さ
れ
た
栽
培
個
体
も
多
く
存
在
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
現
状
の
も
と
日
本
国
内

に
お
け
る
カ
ン
ラ
ン
の
遺
伝
構
造
を
調
べ
、

域
外
保
全
に
お
け
る
適
切
な
管

理
単
位
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
本
研
究
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

研
究
で
は
先
ず
同
属
近
縁
種

と
の
浸
透
性
交
雑
や
誤
同
定
個

体
を
排
除
す
る
た
め
、
カ
ン
ラ

ン
と
近
縁
種
を
対
象
に
し
た
Ｅ

Ｓ
Ｔ
―
Ｓ
Ｓ
Ｒ
解
析
を
行
い
、

次
に
選
抜
後
の
カ
ン
ラ
ン
個
体
に
つ
い
て
、

Ｓ
Ｎ
Ｐ
を
用
い
た
集
団
遺
伝
解
析
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
野
生
集
団
の
遺
伝
構
造

と
し
て
、
南
西
諸
島
（
屋
久
島
、
奄
美
大
島
、

沖
縄
本
島
）
に
そ
れ
ぞ
れ
大
き
く
分
化
し
た

固
有
系
統
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
一
方
で
、

昭
和
時
代
を
中
心
に
採
取
さ
れ
産
地
情
報
が

明
確
な
栽
培
個
体
の
解
析
結
果
は
現
存
す
る

自
生
個
体
の
遺
伝
構
造
と
は
一
致
せ
ず
、
九

州
と
中
国
・
四
国
地
域
を
境
界
に
東
西
で
遺

伝
的
分
化
が
み
ら
れ
、
種
子
の
山
播
き
の
よ

う
な
人
為
的
な
遺
伝
子
撹
乱
の
可
能
性
が
示

唆
さ
れ
ま
し
た
。

上：自生地でカンランの花を見ることは非常に稀
だが、奄美大島では２個体の開花株が確認できた
下：カンランの遺伝構造（京都大学・西原美佳氏
作成）。南西諸島（屋久島、奄美大島、沖縄本島）
にそれぞれ大きく分化した固有系統が認められ、
九州と中国・四国地域を境界に東西で遺伝的分化
がみられた

no.182
2019 年度
研究助成

●助成を受けていちばん進展があったこと：助成の
おかげで広範囲で多くのサンプルを採取すること
ができ、国内全般を網羅したカンランの遺伝構
造が明らかになったこと。

●	具体的な今後の目標：サンプリング場所をさらに
増やしてデータの精度を上げ、中国、韓国、台湾
など外国産カンランの解析も進めて日本との関係
を明らかにする。

Achievements and next step

広域分布型
絶滅危惧植物の域外保全策
確立に関する研究：
ラン科カンランを例にして
長澤淳一（京都府立大学
京都地域未来創造センター）
京都府

For FGF 40th Anniversary

　　

助
成
を
も
と
に
、
宮
城
県
伊
豆
沼
・
内
沼

環
境
保
全
財
団
、
南
三
陸
町
自
然
環
境
活

用
セ
ン
タ
ー
等
と
共
同
し
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
登
録
湿
地
で
あ
る
宮
城
県
の
志
津
川
湾

で
２
０
１
９
／
２
０
２
０
年
の
越
冬
期
に
４

羽
、
２
０
２
０
／
２
０
２
１
年
の
越
冬
期
に

４
羽
の
計
８
個
体
の
コ
ク
ガ
ン
を
捕
獲
、
Ｇ

Ｐ
Ｓ
ロ
ガ
ー
を
装
着
し
て
越
冬
期
間
中
の
行

動
圏
と
環
境
利
用
、
渡
り
の
経
路
等
を
調
べ

ま
し
た
。
初
年
度
の
４
羽
は
す
べ
て
幼
鳥
、

う
ち
３
羽
は
単
独
幼
鳥
で
し
た
。
次
年
度
の

４
羽
は
ペ
ア
＋
幼
鳥
２
羽
か

ら
な
る
家
族
群
で
す
。
単
独

幼
鳥
は
、
昼
は
漁
港
で
採
餌

し
、
夜
間
は
漁
港
沖
の
海
上

に
い
て
、
行
動
圏
は
狭
い
も

の
で
し
た
。
家
族
群
の
場
合
、

親
鳥
と
と
も
に
移
動
す
る
こ

と
で
幼
鳥
の
行
動
圏
が
単
独

幼
鳥
よ
り
も
広
が
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

　

渡
り
の
経
路
に
つ
い
て
、
初
年
度
は
１
羽

の
幼
鳥
が
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
対
岸
に
位
置

す
る
マ
ガ
ダ
ン
を
経
由
し
て
北
極
海
に
到
達

し
、
秋
に
は
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
か
ら
千
島
列
島

を
経
由
し
て
北
海
道
に
戻
る
ま
で
の
デ
ー
タ

が
得
ら
れ
ま
し
た
。次
年
度
の
家
族
群
で
は
、

オ
ス
成
鳥
が
北
極
海
沿
岸
の
レ
ナ
デ
ル
タ
に

到
達
し
た
こ
と
、
幼
鳥
の
１
羽
が
道
東
で
他

の
家
族
と
離
れ
て
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
東
方

に
長
期
間
滞
在
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
、
志

津
川
湾
の
み
な
ら
ず
日
本
で
越
冬
す
る
コ
ク

ガ
ン
た
ち
の
渡
り
の
ル
ー
ト
、
繁
殖
地
及
び

換
羽
地
に
関
す
る
貴
重
な
デ
ー
タ
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

天然記念物コクガンの
捕獲および
GPS 送信機装着事業

鈴木卓也（南三陸ネイチャーセンター友の会）
宮城県

●助成を受けていちばん進展があったこ
と：コクガンに対する地域の認知度が
上がり、より好意的に接していただける
ようになったと感じています。

●	具体的な今後の目標：コクガンをはじ
めとする生物多様性豊かな南三陸の環
境づくりをさらに進めたいと思います。

Achievements and next step

上：エレクトロフィッシャーによるギバ
チの採捕の様子
下：学会での成果発表の様子

For FGF 40th Anniversary

●助成を受けていちばん進展があったこと：
小規模な研究室では難しい機材が調達
でき、幅広い研究を視野に入れることが
できたこと。

●	具体的な今後の目標：助成費で購入した
カメラの改良を続けており、ギバチの産
卵行動を撮影することが目標である。

Achievements and next step

内部標識を用いた
絶滅危惧種ギバチ

（Pseudobagrus tokiensis ）
の生活史調査

早川拓真（宇都宮大学大学院）
栃木県

For FGF 40th Anniversary

　　

本
実
践
研
究
で
は
、２
０
１
７
年
に
和
歌

山
県
田
辺
市
本
宮
町（
特
に
大
塔
川
流
域
）

を
襲
っ
た
大
水
害
を
き
っ
か
け
と
し
て
、「
恵

み
を
も
た
ら
す
川
」
と
「
水
害
を
も
た
ら
す
川
」

を
同
時
に
捉
え
、
専
門
的
な
知
見
に
加
え
、

地
域
住
民
の
暮
ら
し
と
共
に
あ
る
川
の
伝
統

知
を
再
認
識
・
再
評
価
し
、
環
境
・
防
災
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
形
成
と
実
践
を
目
指
し
た
。

　

当
地
の
小
学
校
で
は
こ
れ
ま
で
も
、
地
域

学
習
の
一
環
と
し
て
小
学
４
年

生
を
対
象
と
し
て
「
川
の
生

物
調
査
」
が
行
わ
れ
て
き
た
。

こ
れ
を
土
台
と
し
な
が
ら
、

そ
こ
に
地
域
の
伝
統
漁
法
、

昔
の
川
遊
び
、
伝
統
食
に
関

す
る
情
報
を
付
加
し
、
さ
ら

に
水
害
時
の
川
の
変
化
や
危

険
性
、
災
害
時
の
対
応
に
つ

い
て
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

副
読
本
を
完
成
さ
せ
た
。
こ

れ
は
小
学
校
の
み
な
ら
ず
一
般

に
も
配
布
し
、

ま
た
、
世
界

遺
産
セ
ン
タ
ー

で
の
パ
ネ
ル
展

示
館
を
実
施

す
る
こ
と
で
、

地
域
住
民
だ

け
で
な
く
熊

野
地
域
を
訪
れ
る
観
光
客
も
地
域
の
川
と
の

営
み
を
知
る
機
会
を
提
供
し
、
環
境
・
防
災

意
識
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

地
域
の
人
々
と
川
の
関
係
は
大
き
く
変
化

し
て
い
る
。
高
齢
化
・
過
疎
化
が
進
み
、
川

遊
び
を
す
る
子
供
た
ち
の
姿
を
見
か
け
る

こ
と
も
減
っ
て
い
る
。
川
に
関
す
る
総
合
的

な
知
識
や
周
辺
環
境
の
把
握
は
子
供
の
頃
か

ら
の
川
遊
び
、
地
域
の
習
慣
や
伝
統
文
化
な

ど
と
密
接
に
関
係
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
継

承
す
る
た
め
に
は
多
様
な
方
向
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
が
今
後
さ
ら
に
求
め
ら
れ
る
。

自然豊かな河川と
水害をもたらす河川に関する
伝統知と環境・防災教育に
関する実践研究

落合知帆（京都大学大学院）
和歌山県

●助成を受けていちばん進展があったこと：生物学、民俗学、
社会学など多様な視点から一つの河川を研究することで獲
得できる地域知・伝統知の広がりを実感した。地域文化へ
の理解を深めるとともに、取得した情報を広める活動が実
践できた。

●	具体的な今後の目標： 川の特性や場所と人間の利用に関す
る研究を進め、環境・防災意識の向上に寄与する実践研究
を進めていきたい。

Achievements and next step

世界遺産センターでの展示を台湾の大学関係者に説明している様子

no.183
2019 年度
研究助成For FGF 40th Anniversary

no.180
2019 年度
研究助成

no.181
2019 年度
研究助成

上：発信機装着の様子
下：発信機を装着した幼鳥の、
放鳥直後の様子

伝統漁と生きもの説明を聞いている様子

40th anniversary 
of FGF

3
緑
と
ふ
れ
あ
い
の
活
動
助
成  

4
緑
の
保
全
と
活
用
の
研
究
助
成

 2
019

-
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ツ
ツ
ジ
等
の
低
層
植
物
の
保
護
・
再
生
と

表
土
流
出
防
止
を
図
り
、火
床
を
守
り
、松
ヶ

崎
「
妙
法
」
送
り
火
の
保
存
継
承
を
図
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、
２
０
２
０
年
に
Ｆ
Ｇ
Ｆ
様

の
助
成
金
を
交
付
頂
き
ま
し
た
。
具
体
的
に

は
、
山
の
法
面
が
急
峻
で
、
鹿
の
増
加
に
よ

り
ツ
ツ
ジ
等
の
食
害
が
著
し
く
、
地
盤
が
露

出
し
て
い
る
「
法
」
の
字
山
を
対
象
に
、
63

基
の
火
床
の
周
辺
四
方
を
囲
む
遮
断
柵
（
防

鹿
柵
）
を
設
置
す
る
も
の
で
し
た
。

　

そ
の
第
１
弾
と
し
て
、
鹿

の
移
動
の
実
態
（
大
学
で
の

研
究
結
果
）
を
踏
ま
え
、
東

側
と
西
側
に
南
北
方
向
の

柵
（
延
長
２
６
０
ｍ
）
の
設

置
を
２
０
２
１
年
３
月
に
完

了
し
ま
し
た
。
翌
春
に
は
開

花
す
る
ツ
ツ
ジ
が
見
受
け
ら

れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果

の
端
緒
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
Ｆ
Ｇ
Ｆ
様
の

ご
支
援
を
始
め
、「
宝
が
池
の
森
」
保
全
再

生
協
議
会
と
の
連
携
、
京
都
大
学
の
高
柳
先

生
、
京
都
先
端
科
学
大
学
の
丹
羽
先
生
と
の

協
働
、
松
ヶ
崎
消
防
分
団
等
地
域
の
関
係
団

体
有
志
の
皆
様
の
ご
協
力
に
、
改
め
て
感
謝

し
て
い
る
次
第
で
す
。

　

先
鞭
を
付
け
て
頂
き
、
第
２
弾
と
し
て

２
０
２
１
年
度
は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
等
を
通
じ
た
ご
寄
付
も
得
て
、
山
頂
と

山
麓
、東
西
方
向
の
柵（
延
長
１
７
０
ｍ
）を
、

お
蔭
様
で
、
翌
年
３
月
に
総
延
長
４
３
０
ｍ

の
設
置
を
完
遂
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　　

助
成
金
を
頂
い
た
後
、
コ
ロ
ナ
で
思
う
よ

う
に
活
動
で
き
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
大
変

で
し
た
が
細
々
と
活
動
を
続
け
ら
れ
た
の

も
、助
成
金
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
活
動
で
は
、
カ
ッ
コ
ソ
ウ
の
保

護
活
動
と
合
わ
せ
、
そ
の
他
の
植
物
の
保

護
も
行
っ
て
い
ま
す
。
一
番
大
き
な
活
動
は
、

貴
重
な
植
物
を
シ
カ
な
ど
の
食
害
か
ら
守
る

た
め
に
行
っ
て
い
る
ネ
ッ
ト
張
り
で
し
ょ
う

か
…
。
貴
重
な
植
物
は
、
ネ
ッ
ト
を
張
っ
て

数
年
後
に
は
、
復
活
が
顕
著
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
ネ
ッ
ト
張
り
は
資
金
も
か
か
り
ま

す
し
人
手
も
か
か
り
ま
す
。
あ
る
程
度
の
高

価
な
道
具
と
ネ
ッ
ト
、
消
耗
品
の
購
入
に
助

け
ら
れ
、
ネ
ッ
ト
を
張
る
活
動
は
助
成
金
を

頂
い
た
後
大
き
く
進
展
し
ま
し
た
。
今
年
も

何
度
も
ネ
ッ
ト
を
張
る
活
動
は
行
っ
て
い
ま

す
し
、
そ
の
成
果
が
あ
ち
こ
ち
で
出
て
き
て

い
ま
す
。

　

カ
ッ
コ
ソ
ウ
の
保
護
活
動
の
一
環
で
は
、

カ
ッ
コ
ソ
ウ
が
咲
い
て
い
る
時
期
に
は
首
都

圏
な
ど
か
ら
大
勢
の
登
山
者
が
訪
れ
ま
す
。

カ
ッ
コ
ソ
ウ
が
咲
い
て
い
る
と
き
は
会
員
が

交
代
で
保
護
地
に
出
向
き
、
案
内
や
レ
ク

チ
ャ
ー
を
し
て
お
り
、
登
山
者
か
ら
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。
登
山
道
整
備
な
ど
は
、
集
ま
っ

て
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
会
員
が
山
に

入
っ
た
と
き
自
主
的
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が

多
い
で
す
。

　

私
た
ち
は
貴
重
な
カ
ッ
コ
ソ
ウ
や
そ
の
他

の
植
物
な
ど
が
、
未
来
に
残
せ
る
よ
う
な
活

動
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
、
会

に
は
新
し
い
人
た
ち
も
入
会
し
て
活
動
を
支

え
て
い
ま
す
。
大
き
な
活
動
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
協
力
し
な
が
ら
続
け
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

動植物と
その生息環境の保全と
安全登山のために

大塚信男（雷神山を愛する会）
群馬県

●助成を受けていちばん進展があったこと：
ネット張りが大きく進展したこと。

●	具体的な今後の目標：今まで通り動植物
を守る運動と、登山道整備など地道な
活動が続けられればと思います。

Achievements and next step

上：ツツジ等の生育状況
下：ドローン撮影による植生の経年変
化のようす 
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●助成を受けていちばん進展があったこ
と：ツツジ等の低層植生の新芽が鹿の
食害を受けず、徐々に開花に至ってい
る。ツツジの根が枯れることなく、そ
の地盤が維持されている。

●	具体的な今後の目標：ドローン撮影等
を通じ、植生の経年変化を確認し、必
要に応じ、育苗等の取り組みを考える。

Achievements and next step

「法」の字プロジェクト
～低層植物の保護・再生による
京都五山送り火の山の保全、
そして、送り火行事の
保存継承へ～
岩﨑 勉（公益財団法人松ヶ崎立正会

（妙法保存会）理事長）
京都府

For FGF 40th Anniversary

　　

エ
ダ
ミ
ド
リ
イ
シ
は
、
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
に

分
類
さ
れ
る
日
本
の
温
帯
域
に
特
有
の
枝
状

の
造
礁
サ
ン
ゴ
で
あ
る
。
か
つ
て
静
岡
県
沼

津
市
西
浦
久
連
地
先
に
は
、
分
布
北
限
域
最

大
規
模
の
エ
ダ
ミ
ド
リ
イ
シ
の
群
落
が
見
ら

れ
た
。
そ
の
群
落
は
、
90
年
代
半
ば
の
冬
の

低
水
温
や
、
ガ
ン
ガ
ゼ
の
食
害
な
ど
で
消
滅

の
危
機
に
瀕
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ

の
た
め
、
枝
の
小
片
を
海
中
で
育
て
て
移
植

す
る
方
法
で
、
保
全
と
現
状
復
帰
の
取
り

組
み
を
続
け
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
元
々

あ
る
エ
ダ
ミ
ド
リ
イ
シ
の
枝

を
育
て
増
や
す
方
法
だ
け
で

は
、
群
落
全
体
の
遺
伝
的
多

様
性
が
減
少
し
、
環
境
変

動
に
対
し
て
脆
弱
な
群
落
と

な
っ
て
い
る
可
能
性
が
否
め

な
い
と
考
え
た
。

　

２
０
２
０
年
〜
２
０
２
１

年
に
助
成
を
受
け
た
活
動
で

は
、
現
行
の
活
動
に
加
え
、

エ
ダ
ミ
ド
リ
イ
シ
群
落
の
遺
伝
的
多
様
性
を

高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
、
配
偶
子
か
ら
育

て
る
方
法
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
。

　

２
０
２
０
年
に
陸
上
水
槽
中
に
移
し
た
エ

ダ
ミ
ド
リ
イ
シ
の
産
卵
を
観
察
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
さ
ら
に
、
２
０
２
１
年
に
は
卵
と

精
子
を
採
取
し
、
受
精
さ
せ
、
幼
生
ま
で
飼

育
し
、
そ
れ
ら
の
幼
生
を
基
盤
に
着
床
さ
せ
、

基
盤
ご
と
幼
体
を
海
中
に
移
設
し
た
。
そ
の

後
、
生
残
と
成
長
の
観
察
を
現
在
も
継
続
的

に
行
っ
て
い
る
。

分布北限域における
エダミドリイシの
有性生殖法を用いた
養殖・移植方法の
確立に向けた活動 
NPO 海辺を考える しおさい 21
静岡県

2021 年 8 月に生まれたエダミドリイシ群体の様子
（2022 年 8月）

●助成を受けていちばん進展があったこと：助成を受け
られたことで、新しい活動に取り組めた。

●	具体的な今後の目標： 分布北限域のサンゴは現在も
大きく変動しつつある。そういった変動と向き合いな
がら保全にかかる活動を続け、次世代に伝えていき
たい。

Achievements and next step

同じエダミドリイシ群体の１年後の様子（2023年8月）
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自
然
環
境
教
育
の
一
環
と
し
て
の
、
児
童

に
よ
る
飼
育
・
観
察
に
お
け
る
最
大
の
問
題

点
は
、
越
夏
対
策
、
す
な
わ
ち
、
夏
季
の
高

温
（
25
℃
以
上
）
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
の
ヤ

マ
グ
チ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
死
亡
す
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
こ
の
解
決
の
た
め
、
２
０
２
１

年
に
は
、
大
型
水
槽
の
水
を
冷
却
し
、
間
接

的
に
飼
育
箱
を
冷
や
す
冷
却
器
と
水
中
ポ
ン

プ
を
導
入
し
た
が
、
児
童
個
別
の
飼
育
観
察

箱
を
冷
や
す
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

２
０
２
２
年
は
、
飼
育
箱
の
天
井
に
保
冷

剤
を
置
い
て
冷
ま
す
方
法
に
加
え
、
飼
育
の

先
輩
か
ら
「
冷
蔵
庫
」

を
有
効
に
用
い
る
方

法
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

頂
き
、
試
み
た
結
果
、

極
め
て
良
い
成
績
、

す
な
わ
ち
、
夏
季
の

ヤ
マ
グ
チ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
の
死
亡
数
が
劇

的
に
減
少
し
た
。
そ

の
方
法
は
、
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
タ
ッ
パ
ー

ウ
ェ
ア
（
別
荘
）
の
蓋
に
数
ヶ
所
の
空
気
孔
を

穿
ち
、
十
分
に
湿
ら
せ
た
ミ
ズ
ゴ
ケ
と
一
緒

に
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
入
れ
、
冷
蔵
庫
（
避

暑
地
）
で
飼
育
す
る
と
い
う
極
め
て
簡
単
な

方
法
で
あ
っ
た
。

　

一 

方
、
棲
息
地
で
は
、
林
床
の
落
葉
落
枝

量
が
多
け
れ
ば
、
ヤ
マ
グ
チ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
の
餌
と
な
る
森
林
土
壌
動
物
も
多
い
と
い

う
報
告
を
も
と
に
卵
嚢
数
と
落
葉
落
枝
量
と

の
関
係
を
調
べ
た
が
、
明
ら
か
な
関
係
は
見

い
だ
せ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ヤ
マ
グ
チ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
産
卵
池
の
表
面
積
と
水
深
を

調
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

上：児童個別に飼育・観察。2021 年まで
はこのまま越夏をしていた（2020 年）
下：容器は別荘・冷蔵庫は避暑地。冷蔵庫
に入れ、夏季休暇を安全に過ごす（2022 年）

no.186
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●助成を受けていちばん進展があったこと：
児童による飼育・観察対象のヤマグチサ
ンショウウオの死亡率が減少したこと。

●	具体的な今後の目標：棲息地で上陸直後
の幼体が最初に隠れる場所の確認。

Achievements and next step

絶滅危惧Ⅱ類
「ヤマグチサンショウウオ」
の棲息環境の保護・保存と
小学児童の環境教育
新村義昭（小串ヤマグチサンショウウオ
保護・保存会）
山口県

For FGF 40th Anniversary

上：ネットの設置中
下：ネット内で復活した植物

2021 年 6月 20 日
（Photo by 丹羽英之
(2023)/CC BY 4.0）

2022 年 6 月 27 日
（Photo by 丹羽英之
(2023)/CC BY 4.0）

2023 年 6 月 27 日
（Photo by 丹羽英之
(2023)/CC BY 4.0）
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北
米
原
産
の
外
来
魚
ア
メ
リ
カ
ナ
マ
ズ

（
和
名:

チ
ャ
ネ
ル
キ
ャ
ッ
ト
フ
ィ
ッ
シ
ュ
）
は
、

在
来
生
態
系
や
内
水
面
漁
業
へ
の
悪
影
響
が

懸
念
さ
れ
、
２
０
０
５
年
に
は
特
定
外
来
生

物
に
、
２
０
１
８
年
に
は
緊
急
対
策
外
来
種

に
そ
れ
ぞ
れ
指
定
さ
れ
て
い
る
。
本
種
は
現

在
も
国
内
の
複
数
の
水
系
で
分
布
を
拡
大
し

て
い
る
と
み
ら
れ
、
適
切
な
防
除
・
対
策
を

行
う
た
め
の
基
礎
情
報
と
し
て
、
各
水
系
に

お
け
る
分
布
を
正
確
に
把
握
す
る
必
要
が
あ

る
。

　

本
研
究
で
は
、
釣
り
人
を
は
じ
め
と
す

る
市
民
の
方
々
か
ら
広
く
情
報
提
供
を
募
る

市
民
科
学
手
法
を
活
用
し
、
本
種
の
分
布
解

明
に
取
り
組
ん
だ
。
情
報
募
集
チ
ラ
シ
、
各

種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
お
よ
び
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

「Biom
e

」
を
活
用
し
た
情
報
収

集
を
通
じ
て
、
東
北
〜
関
西
の

各
地
か
ら
計
７
０
４
件
の
報
告

が
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
愛
知

県
の
矢
作
川
水
系
に
お
け
る
現

地
調
査
で
８
個
体
の
ア
メ
リ
カ
ナ
マ
ズ
を
採

集
し
、
水
系
内
で
６
年
ぶ
り
に
本
種
の
生
息

を
確
認
し
た
。

　

現
在
、
本
研
究
で
得
ら
れ
た
知
見
を
ま
と

め
た
情
報
冊
子
「
み
ん
な
の
ア
メ
リ
カ
ナ
マ

ズ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
ウ
ェ
ブ
公
開
し
て
お

り
、
ま
た
、
提
供
い
た
だ
い
た
捕
獲
情
報
を

地
図
上
で
閲
覧
で
き
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
も
開

発
中
で
あ
る
。
釣
り
人
を
中
心
と
す
る
多
く

の
市
民
の
方
々
に
参
加
・
協
力
い
た
だ
い
た

今
回
の
市
民
参
加
型
調
査
を
き
っ
か
け
に
、

外
来
種
問
題
や
生
物
多
様
性
保
全
に
つ
い
て

少
し
で
も
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

　　

昆
虫
食
の
中
型
ト
カ
ゲ
が
日
本
国
内
の
複

数
地
域
に
外
来
種
と
し
て
定
着
し
て
地
域
の

生
態
系
に
深
刻
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ス
ウ
ィ
ン

ホ
ー
キ
ノ
ボ
リ
ト
カ
ゲ
（
特
定
外
来
生
物
）

は
神
奈
川
県
、
静
岡
県
、
宮
崎
県
な
ど
で
定

着
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
宮
崎
県
で
定
着

し
て
い
る
個
体
群
は
、
我
々
の
調
査
に
よ
っ

て
爆
発
的
に
密
度
が
上
昇
し
、
定
着
域
が
ど

ん
ど
ん
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
本
種
は
昼
行
性
で
樹
上
と
地
上
の

両
方
で
採
餌
を
す
る
待
ち
伏
せ
型
の
捕
食
者

で
あ
り
、
ア
リ
や
セ
ミ
な
ど
の
昆
虫
を
は
じ

め
、
様
々
な
無
脊
椎
動
物
を
餌
と
し
て
い
る

た
め
地
域
の
固
有
種
や
絶
滅
危
惧
種
等
を
は

じ
め
生
態
系
へ
の
深
刻
な
影
響
が
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
本
種
の
捕
獲

は
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て

粘
着
ト
ラ
ッ
プ
や
ヒ
ト
に

よ
る
釣
り
竿
を
用
い
た
地

道
で
非
効
率
的
な
作
業
に
よ
り
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
昨
年
我
々
は
初
め
て
本
種
が
越
冬

し
て
い
る
場
所
を
発
見
し
ま
し
た
。
約
10
ｍ

四
方
に
10
～
20
頭
の
ト
カ
ゲ
が
不
動
化
し
て

お
り
１
０
０
％
捕
獲
で
き
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
周
囲
の
環
境
色
と
ト
カ
ゲ
の
体
色

と
の
識
別
が
困
難
で
あ
り
、
１
頭
の
ト
カ
ゲ

を
見
つ
け
る
の
に
時
間
を
要
す
る
と
い
う
問

題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
現
在
は
冬

季
か
ら
早
春
の
キ
ノ
ボ
リ
ト
カ
ゲ
が
動
き
出

す
前
に
、
一
網
打
尽
に
す
る
為
の
簡
易･

安

価
で
汎
用
性
の
あ
る
捕
獲
方
法
を
開
発
中
で

す
。
地
域
の
生
物
多
様
性
を
保
全
す
る
た
め

に
、
今
後
も
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
ご
支
援
の
程
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

外来種である
キノボリトカゲのテリトリー
を用いた駆除技術の開発

保田昌宏（宮崎大学農学部獣医学科）
宮崎県

●助成を受けていちばん進展があったこと：助成を頂い
たことで、活動の為の道具がいろいろ揃ったことが大
きいです。春から秋にかけてキノボリトカゲの捕獲が
順調に実施でき、捕獲個体を使って本種の生態をしっ
かり調べることができ論文としてもまとめました。

●	具体的な今後の目標：冬季に地上で越冬しているこ
とが明らかになったので、本種の習性を使った簡易･
安価で汎用性のある駆除方法を開発中です。うまく
いけば、冬季から早春にかけて本種の駆除を徹底的
に行えることになります。まずは低密度管理にもって
行き、完全駆除へ向かって進めていきたいと思ってい
ます。

Achievements and next step

上：本助成を受けて製作したアメリカナマズの情報
冊子。本種の生態や分布、釣り方に加え、本種と間
違えられやすい在来のナマズ類２種との見分け方も
掲載した。本冊子の電子データは左記のQR コード
のサイトにもウェブ公開中
下：現在開発中のウェブマッピングシステムの一画
面。市民科学調査で寄せられたアメリカナマズの捕
獲地点をウェブ地図上に表示し、地域・水系ごとの
本種の分布状況をひと目で把握可能。2024 年度中の
公開を目指して開発中
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●助成を受けていちばん進展があったこと：全国規模
の市民参加型調査により、これまで見過ごされが
ちだった釣り人（市民）の方々がもつ様々な情報を
学術データとして把握・整理できた。

●	具体的な今後の目標：データは開発中のウェブ地
図にて 2024 年度に公表予定である。

Achievements and next step

市民科学手法を活用した
外来魚アメリカナマズの
侵入前線検出

吉田 誠（東京大学大気海洋研究所）
滋賀県

For FGF 40th Anniversary

　　

開
発
著
し
い
軽
井
沢
町
に
開
発
で
き
な
い

場
所
を
作
ろ
う
と
発
足
し
た
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、

日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
協
会
様
、
個

人
及
び
企
業
様
か
ら
の
寄
付
に
よ
り
軽
井
沢

町
の
愛
宕
山
て
っ
ぺ
ん
付
近
の
山
林
を
取
得

し
ま
し
た
。
そ
の
山
林
を
保
護
す
る
活
動
が

シ
ン
ボ
ル
と
な
り
、
活
動
の
輪
が
広
が
り
外

来
種
が
駆
除
さ
れ
、種
の
多
様
性
が
守
ら
れ
、

軽
井
沢
町
が
益
々
自
然
豊
か
な
街
に
な
る
事

を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、「
人
が
誠
意
と
敬
意
を
持
っ

て
手
を
入
れ
た
自
然
は
、
手
つ
か
ず
の
自
然

よ
り
美
し
い
場
合
が
あ
る
。」
と
の
信
念
の

元
、
森
に
育
つ
絶
滅
危
惧
種
の
植
物

オ
オ
ヤ
マ
カ
タ
バ
ミ
と
オ
ニ
ヒ
ョ
ウ

タ
ン
ボ
ク
の
保
護
や
定
期
的
な
間
伐
。

ま
た
森
の
白
樺
か
ら
採
種
し
て
そ
の

種
か
ら
育
苗
し
て
多
く
の
方
々
に
植

樹
し
て
頂
き
、
植
樹
し
た
苗
を
虫
か

ら
守
る
為
に
虫
を
食
べ
る
シ
ジ
ュ
ウ
カ

ラ
な
ど
の
鳥
の
巣
箱
を
設
置
し
て
毎

年
清
掃
と
修
繕
を
し
て
い
ま
す
。

　

目
指
す
と
こ
ろ
は
、
な
に
よ
り
も
多
く
の

方
々
に
森
に
来
て
頂
き
た
い
。
森
に
来
て
自

然
保
護
の
大
切
さ
、
そ
の
為
の
人
の
役
割
、

森
林
の
役
割
を
知
っ
て
頂
き
、
そ
れ
を
多
く

の
方
々
に
流
布
し
て
頂
き
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
森
っ
て
い
い
な
、
楽
し
い
な
っ

と
感
じ
て
頂
き
、
私
達
の
住
む
場
所
で
も
何

か
出
来
な
い
か
な
、や
っ
て
み
た
い
な
と
思
っ

て
実
際
に
活
動
し
て
頂
け
た
ら
本
望
で
す
。

　

バ
タ
フ
ラ
イ
効
果
の
様
に
、
一 

本
の
白
樺

の
植
樹
が
地
球
の
ど
こ
か
荒
れ
て
草
木
の
無

い
土
地
が
森
に
生
ま
れ
変
わ
る
そ
ん
な
事
を

夢
見
て
い
ま
す
。

愛宕山てっぺんの
森の「生態系管理」

「環境教育拠点化」事業 

石巻 司（NPO 法人愛宕山てっぺんの森を
守る会 理事）
長野県

●助成を受けていちばん進展があったこと：森の間伐
が出来た事。長年人の手が入らなかった森は昼な
お薄暗く不気味で人が入る事を拒んでいるようでし
た。熟練の木こり達が間伐する事により、森に光
と風が入り、草が茂り花が咲き、人が入れるように
なりました。

●	具体的な今後の目標： 今年度から始まった植樹会
と鳥の巣箱の清掃と巣箱作りの会を定期的に催し、
多くの方々に森に来て頂く事。その為に定期的な木
の間伐、白樺の苗づくりをしていきます。又、森の
中の音楽会や森とアートなどの企画も既にあり、そ
れを実現したいと考えています。一人でも多くの人
が森に来ますように。

Achievements and next step

no.191
2021年度
活動助成For FGF 40th Anniversary

　　

川
釣
り
で
有
名
な
テ
ナ
ガ
エ
ビ
や
ミ
ナ
ミ

テ
ナ
ガ
エ
ビ
が
一
般
的
で
す
が
、
日
本
の
川

に
は
約
20
種
の
テ
ナ
ガ
エ
ビ
類
が
記
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ふ
化
し
た

幼
生
が
海
で
成
長
し
て
稚
エ
ビ
か
ら
川
の
生

活
へ
変
え
ま
す
。
し
か
し
、
一
生
を
川
で
過

ご
す
種
類
が
い
ま
す
。
西
表
島
だ
け
に
生
息

す
る
シ
ョ
キ
タ
テ
ナ
ガ
エ
ビ
で
す
。

　

西
表
島
が
２
０
２
１
年
に
世

界
自
然
遺
産
と
な
り
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
森
林
開
発

お
よ
び
外
来
種
の
侵
入
な
ど
の

影
響
で
絶
滅
す
る
可
能
性
も
考

慮
し
た
保
全
に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

こ
で
西
表
島
内
の
シ
ョ
キ
タ
テ

ナ
ガ
エ
ビ
が
河
川
ご
と
に
ど
の

よ
う
な
遺
伝
的
特
徴
を
も
つ
の

か
を
調
査
し
ま
し
た
。
着
手
す

る
頃
は
コ
ロ
ナ
禍
で
出
張
が
で

き
な
い
な
ど
、
想
像
以
上
の
困

難
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
河
川
ご
と
に
遺
伝
子
組
成
や

頻
度
が
統
計
的
に
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
河
川
ご
と
に
小
進

化
し
た
独
自
の
集
団
を
形
成
し
て
い
る
の
で

す
。
つ
ま
り
シ
ョ
キ
タ
テ
ナ
ガ
エ
ビ
の
乱
獲

や
移
殖
行
為
は
、
１
０
０
万
年
以
上
の
時
間

を
か
け
た
小
進
化
を
破
壊
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
は
、
日
本
甲
殻

類
学
会
第
61
回
大
会
で
口
頭
発
表
し
て
大
き

な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。
西
表
島
の
豊
か
な

自
然
の
一
員
で
あ
る
シ
ョ
キ
タ
テ
ナ
ガ
エ
ビ

が
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
人
間
活
動
と
共
存
し
て

い
く
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

上：ショキタテナガエビ（雄）
下：徒歩や車でアクセスできない河川で、
捕食者や競争種が少ないショキタテナガエ
ビの楽園

no.190
2020 年度
研究助成

●助成を受けていちばん進展があったこと：
未知であったショキタテナガエビの遺伝的
多様性や河川ごとに小進化した集団であ
ることを明らかにできたことが大きな進
展でした。

●	具体的な今後の目標：今後は学術雑誌へ
の掲載発表と保全のための啓発活動をし
ていきたい。

Achievements and next step

西表島固有種
ショキタテナガエビの
絶滅回避に必要な
保全遺伝学的研究
今井秀行（琉球大学理学部）
沖縄県

For FGF 40th Anniversary

上：樹幹上でなわばりを主張するスウィンホーキノボ
リトカゲ（オス）
下：冬季不動化したトカゲ（上：オス、下：メス）

上：FGF の助成を受けて植樹会を開催した
下：白樺の苗。多様性を守る為にこの森の種
を育苗する

40th anniversary 
of FGF

3
緑
と
ふ
れ
あ
い
の
活
動
助
成  

4
緑
の
保
全
と
活
用
の
研
究
助
成

 2
0

2
0

-
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当
協
会
は
小
杉
高
校
生
物
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会

を
母
体
と
し
て
有
志
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、

自
然
保
護
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。【
生
物

多
様
性
保
存
型
里
山
ビ
オ
ト
ー
プ
の
造
成
に

関
す
る
事
業
】
が
私
達
の
活
動
テ
ー
マ
で
す
。

　

原
生
的
地
域
の
生
物
多
様
性
は
人
が
関

与
す
る
こ
と
に
よ
り
劣
化
し
、
里
山
的
地
域

の
生
物
多
様
性
は
人
の
関
与
が
減
少
す
る
こ

と
に
よ
り
劣
化
し
ま
す
。
原
生
的
自
然
は
少

な
い
で
す
が
、
里
山
地
域
は
多
く
あ
る
射
水

市
に
お
い
て
、【
人
と
野
生
動
植
物
の
共
生
】

を
図
り
、
生
物
多
様
性
・
生
態
系
の
理
念
を

啓
発
し
、
希
少
動
植
物
・
地
域
在
来
動
植

物
・
絶
滅
危
惧
種
の
保
存
を
図
る
と

と
も
に
過
密
化
や
老
齢
化
の
進
行
に

よ
る
里
山
の
生
物
多
様
性
の
衰
退
を

防
ぎ
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
射
水
南
部
丘
陵
に
お

い
て
【
人
間
の
営
み
と
野
生
動
物
（
特

に
両
生
類
）
の
共
生
】
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

具
体
的
な
活
動
は
次
の
３
点
で
す
。Ａ【
生

息
地
・
餌
場
の
確
保
】
侵
入
竹
や
外
来
植
物

な
ど
に
覆
わ
れ
荒
廃
し
た
山
林
に
お
い
て
竹

を
伐
採
し
、
主
と
し
て
地
域
在
来
種
の
広
葉

樹
を
植
林
し
、
植
物
相
豊
か
な
森
林
を
造
成

す
る
。
Ｂ 

【
産
卵
池
の
確
保
】
カ
エ
ル
・
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
・
イ
モ
リ
等
の
両
生
類
や
ホ

タ
ル
・
ト
ン
ボ
等
水
中
で
産
卵
す
る
水
生
生

物
の
産
卵
地
を
確
保
す
る
た
め
に
山
間
地
に

年
中
水
を
湛
え
る
池
・
ワ
ン
ド
・
水 

路
を

造
成
す
る
。
Ｃ.　

里
山
の
魅
力
・
生
物
多

様
性
の
理
念
を
発
信
す
る
た
め
に
自
然
観
察

会
や
自
然
環
境
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
行
い
、
子

ど
も
か
ら
シ
ニ
ア
世
代
ま
で
の
幅
広
い
環
境

教
育
を
行
う
。　

　

人
間
の
営
み
【
埋
立
処
分
場
等
の
開
発
行

為
や
林
業
資
源
の
活
用
を
目
的
と
し
た
作
業

道
・
林
道
の
造
成
等
】
に
よ
る
自
然
の
喪
失

の
代
償
行
為
と
し
て
別
の
場
所
に
失
わ
れ
た

も
の
以
上
の
自
然
を
造

成
す
る
こ
と
に
よ
り
ネ

イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
へ

の
貢
献
と
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　　

S
P
E
R
A
と
は
ラ
テ
ン
語
で
希
望
・
信

頼
と
言
う
意
味
。
管
理
運
営
、
活
動
の
拠
点

は
「
や
な
が
わ
有
明
海
水
族
館
」
水
都
柳
川

の
９
３
０
㎞
に
も
及
ぶ
掘
割
が
有
明
海
へ
と

つ
づ
く
終
着
点
に
位
置
し
、
館
長
は
歴
代
学

生
で
あ
る
こ
と
で
有
名
。
瀕

死
の
海
有
明
海
の
再
生
・
ニ

ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の
復
活
・
絶
滅

危
惧
種
の
保
全
活
動
を
中
心

に
「
つ
な
が
る
喜
び
」
を
提

案
で
き
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

柳
川
で
は
毎
年
２
月
に
掘

割
を
せ
き
止
め
１
０
０
０
人

規
模
で
の
河
川
の
日
光
消
毒

や
清
掃
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ

に
合
わ
せ
て
「
柳
川
お
堀
の

大
調
査
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

フ
ィ
ー
ル
ド
活
動
に
参
加
頂
く

事
に
よ
り
環
境
に
対
す
る
興

味
関
心
が
高
ま
り
、
生
物
多

様
性
に
つ
い
て
考
え
る
、
そ
し
て
自
然
や
有

明
海
ま
た
掘
割
の
再
生
を
目
指
す
意
識
を
生

み
出
す
と
同
時
に
、多
く
の
皆
様
の
【
笑
顔
】

が
多
種
多
様
で
新
た
な
繋
が
り
を
生
み
出
し

て
い
ま
す
。『
カ
メ
ス
ケ
の
か
わ
い
い
水
辺
の

生
き
物
』
絵
図
鑑
も
大
好
評
、
お
い
で
め
せ

～
柳
川
に
！

上：荒尾干潟観察会
下左：荒尾干潟観察会で観察したマジャク
下右：柳川お堀の大調査

no.195
2021年度
活動助成

●助成を受けていちばん進展があったこ
と：フィールド活動「柳川お堀の大調査」
や「荒尾干潟観察会」では干潟の生き
物に直接触れ、計測し記録も取るので
大好評！ 繋がりの環が無限に広がり笑
顔と元気を発信しています。

やながわ有明海水族館を
活用した
幅広い世代への
体験型環境教育の実施
内山里海（NPO 法人 SPERA 森里海・
時代を拓く 理事長）
福岡県

For FGF 40th Anniversary

　　

子
ど
も
た
ち
は
今
、
電
子
映
像
メ
デ
ィ
ア

接
触
が
増
え
、
自
然
体
験
や
農
業
体
験
等
が

減
少
し
て
い
る
。
体
験
不
足
に
よ
る
想
像
力

の
低
下
が
生
物
多
様
性
保
全
意
識
の
低
下
に

つ
な
が
る
事
が
危
惧
さ
れ
る
が
、「
緑
地
な

ど
地
域
の
自
然
環
境
に
高
頻
度
で
行
く
子
ど

も
は
、
そ
う
で
な
い
子
ど
も
に
比
べ
て
高
い

生
物
多
様
性
保
全
意
欲
を
持
つ
」（
２
０
１
６

年
東
京
大
学
大
学
院
研
究
グ
ル
ー
プ
）
と
の

調
査
結
果
が
あ
る
。

　

環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
「
虹
」
で
は
、
地

域
の
生
物
多
様
性
を

保
全
し
持
続
可
能
な

社
会
に
し
て
い
く
た
め

に
は
、
地
域
の
緑
地

等
で
の
自
然
体
験
型

の
学
び
の
機
会
を
継

続
的
に
提
供
し
、「
自

然
感
覚
」（
他
の
生
物

や
環
境
に
配
慮
し
大

切
に
す
る
感
覚
）
と
行
動
力
を
育
む
必
要

が
あ
る
と
考
え
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
の
エ
ン
ジ

ン
と
も
言
わ
れ
る
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（Education for 

Sustainable D
evelopm

ent

）
の
推
進
に

も
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
子
ど
も
た
ち

に
「
自
然
感
覚
」
を
育
む
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
発

祥
の
森
の
ム
ッ
レ
教
室
等
や
、
無
農
薬
の
米

作
り
を
含
む
複
数
の
生
物
多
様
性
保
全
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

カ
ヤ
ネ
ズ
ミ
と
ヒ
ナ
カ
マ
キ
リ
を
含
む
地

域
の
生
物
多
様
性
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
助

成
い
た
だ
き
、
生
息
状
況
の
調
査
が
進
み
、

保
全
に
つ
な
げ
る
た
め
の
「
竹
尾
緑
地
の
自

然
マ
ッ
プ
」
を
作
成
で
き
た
。
引
き
続
き
こ

れ
ら
の
活
動
を
継
続
し
、
地
域
の
生
物
多
様

性
保
全
と
持
続
可
能
な
社
会
の
担
い
手
づ
く

り
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。

カヤネズミと
ヒナカマキリを含む地域の
生物多様性保全プロジェクト
in 竹尾緑地 2021
佐伯美保（環境ネットワーク「虹」代表）
福岡県

●助成を受けていちばん進展があったこ
と：フィールドに棲息する希少なヒナカ
マキリやカヤネズミやニホンアカガエ
ル、カスミサンショウウウオの生息状況
の調査が進んだ。

●	具体的な今後の目標：引き続き子ども
たちと竹尾緑地の生自然観察や調査を
続け、生物多様性保全に貢献したい。

Achievements and next step

オーストラリア訪問団と学習会・意見交換
した

For FGF 40th Anniversary

●助成を受けていちばん進展があったこと：10 年間の活動で約 1.5ha
の里山ビオトープを造成できた。侵入竹 800 本伐採・広葉樹 600 本
の植樹・耕作放棄地や山の沢を活用し産卵用の池や水路を10 ケ所造
成、ホクリクサンショウウオ他10 種の両生類の自然産卵を実現した。

●	具体的な今後の目標：国連や環境省が目指す環境共生サイト【OECM】
への登録を実現し事業の継続性を図る。保全・維持に幅広い世代が
関り合える機会を創出していきたいと思います。

Achievements and next step

生物多様性保存型
里山ビオトープの造成と
その活用に関する事業

（環境省レッドリスト絶滅危惧ⅠB 類の
ホクリクサンショウウオなどの両生類の保全）

岡田一雄（NPO 法人自然環境ネットワーク・
射水市ビオトープ協会）
富山県

For FGF 40th Anniversary

　　

ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ
類
は
、
里
山
の
湧
水
や

奥
山
の
細
流
に
生
息
す
る
体
長
が
最
大
で
８

cm
程
度
の
小
型
の
純
淡
水
魚
で
あ
り
、
人
間

の
活
動
に
よ
る
生
息
地
の
破
壊
や
環
境
の
改

変
の
た
め
生
息
数
が
減
少
し
、
日
本
在
来
の

４
種
全
て
（
エ
ゾ
ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ
、
ホ
ト

ケ
ド
ジ
ョ
ウ
、
ナ
ガ
レ
ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ
、

ト
ウ
カ
イ
ナ
ガ
レ
ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ
）
が
絶

滅
危
惧
IB
類
に
指
定
さ
れ
た
。

　

本
研
究
で
は
特
に
愛
知
県
東
部
と
静
岡
県

西
部
の
主
に
矢
作
川
水
系
・
豊
川
水
系
・
天

竜
川
水
系
の
み
に
生
息
す
る
ト
ウ
カ
イ
ナ
ガ

レ
ホ
ト
ケ
ド

ジ
ョ
ウ
の
保
護

に
資
す
る
生
態

学
的
な
デ
ー
タ

を
得
る
た
め

に
、
助
成
金
を

い
た
だ
き
研
究

を
行
っ
た
。
そ

の
結
果
、
本
種

が
イ
ワ
ナ
や
ヤ
マ

メ
等
の
捕
食
者
の

い
な
い
、
河
川
勾

配
が
20
度
以
下
の

山
間
の
小
河
川
に

生
息
し
、
ほ
ぼ
１

年
中
繁
殖
を
行
っ

て
い
る
こ
と
、
ま

た
、
個
体
識
別
を
行
っ
て
、
成
長
率
が
年
齢

に
伴
っ
て
減
少
し
つ
つ
10
年
以
上
の
長
き
に

わ
た
っ
て
生
存
し
、
季
節
を
問
わ
ず
上
流
や

下
流
に
移
動
す
る
こ
と
、
を
明
ら
か
に
し
た
。

さ
ら
に
生
息
地
に
み
ら
れ
る
砂
防
ダ
ム
を
ス

リ
ッ
ト
型
に
変
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
遺
伝

的
交
流
の
阻
害
が
解
消
さ
れ
る
可
能
性
を
示

し
た
。
今
後
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
基
に
ホ
ト

ケ
ド
ジ
ョ
ウ
類
の
形
態
・
生
態
・
進
化
史
・

新
種
発
見
・
遺
伝
学
的
構
造
・
保
護
活
動
な

ど
を
ま
と
め
、
ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ
学
を
醸
成

す
る
こ
と
を
目
指
す
。

ホトケドジョウ類の
進化史の解明と
保護施策の確立
－ホトケドジョウ学の醸成－

宮崎淳一（山梨大学教育学部）
山梨県

●助成を受けていちばん進展があったこと：助成をいただいたおか
げで、これまで10 年以上継続してきた研究の成果をまとめるこ
とができたこと。生態学的側面については論文を投稿中であり、
砂防ダムの遺伝的交流に与える影響については論文を準備中。

●	具体的な今後の目標： 同志とともにホトケドジョウ類の知見を網
羅した本を出版して、ホトケドジョウ学を醸成する。これはホトケ
ドジョウ類の保護につながるだけでなく、希少生物の保護・生物
多様性保全に関する全ての活動の礎となると思われる。

調査地点で流程を測定しているところ

no.196
2021年度
研究助成For FGF 40th Anniversary

no.192
2021年度
活動助成

no.193
2021年度
活動助成

上：カヤネズミの巣（2023 年 9月）
下：カヤネズミの観察（2021 年）

トウカイナガレホトケドジョウ

Achievements and next step

Achievements and next step
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伊
豆
諸
島
の
三
宅
島
は
火
山
の
島
と
し

て
有
名
で
す
。
繰
り
返
す
噴
火
と
と
も
に

人
々
が
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。
島
で

は
溶
岩
流
や
泥
流
な
ど
で
植
生
が
な

く
な
っ
た
後
に
時
間
を
か
け
て
回
復

す
る
「
遷
移
」
を
繰
り
返
し
て
い
ま

す
。
２
０
０
０
年
の
大
噴
火
か
ら
20

年
経
っ
た
今
、
山
は
ハ
チ
ジ
ョ
ウ
ス
ス

キ
に
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。
土
壌
が
殆

ど
存
在
し
な
い
厳
し
い
状
況
で
も
生

き
る
こ
と
が
で
き
る
ハ
チ
ジ
ョ
ウ
ス

ス
キ
は
噴
火
と
切
っ
て
も
切
れ
な
い

関
係
に
あ
る
の
で
す
。
一
方
、
三
宅

島
で
は
以
前
は
ほ
と
ん
ど
の
建
物
が

茅
葺
だ
っ
た
こ
と
が
文
献
か
ら
わ
か
っ

て
い
ま
す
。
共
有
の
茅
場
が
あ
り
共

同
で
屋
根
を
葺
き
替
え
て
い
ま
し
た
。

明
治
期
以
降
に
急
速
に
減
少
し
、
現

在
は
島
役
所
跡
の
み
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
目
標
は
、
数
年
後
の
島

役
所
跡
の
屋
根
葺
に
三
宅
島
の
ハ
チ
ジ
ョ
ウ

ス
ス
キ
を
使
う
こ
と
で
す
。
そ
の
第
一
歩
と

し
て
、
２
０
２
３
年
に
は
筑
波
大
学
の
メ
ン

バ
ー
に
加
え
茅
葺
の
専
門
家
と
職
人
の
方
を

お
招
き
し
て
島
の
小
学
校
と
中
学
校
で
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。
授
業
で
茅

に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
実
際
に
茅
を
刈
っ
て

小
さ
な
小
屋
を
作
り
ま
し
た
。
冬
に
は
試
験

的
に
山
で
ハ
チ
ジ
ョ
ウ
ス
ス
キ
の
刈
り
取
り

を
始
め
る
予
定
で
す
。
こ
れ
か
ら
三
宅
島
の

茅
葺
を
つ
な
ぐ
新
し
い
し
く
み
を
作
っ
て
い

き
ま
す
。

　　

日
本
雁
を
保
護
す
る
会
で
は
、
20
世
紀
初

頭
に
日
本
の
空
か
ら
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た

シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
ガ
ン
（
絶
滅
危
惧
IA
類
）
の

群
れ
に
つ
い
て
、
仙
台
市
八
木
山
動
物
公
園
、

ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
、
米
国
魚
類
野
生

生
物
局
と
共
同
で
１
９
８
３
年
よ
り
「
羽

数
回
復
事
業
」
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
中
で
、
人
工
繁
殖
し
た
鳥
を
か
つ
て
の
繁

殖
地
で
あ
る
千
島
列
島
で
放
鳥
す
る
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
活
動
が
実
り
、
現

在
、
日
本
へ
の
渡
来
数
は
９
０
０
０
羽
を
超

え
る
ま
で
に
回
復
し
、
宮
城
県
北
部
を
中
心

に
越
冬
し
て
い
ま
す
。

　

本
研
究
で
は
、
か
つ
て
中
心
的

越
冬
地
だ
っ
た
宮
城
県
中
部
の
七な
な

北き

田た

低
地
（
仙
台
市
・
多
賀
城
市
）

に
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
ガ
ン
の
群
れ
を
蘇

ら
せ
る
た
め
に
、
発
信
器
を
装
着

し
た
個
体
を
追
跡
し
、
越
冬
に
必

要
な
環
境
要
素
を
調
査
し
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
12
月
上
旬
に
中
継
地

で
あ
る
秋
田
県
大
潟
村
で
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
ガ

ン
９
羽
に
発
信
器
を
装
着
し
、
追
跡
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
厳
冬
期
の
12
月
下
旬
に
宮
城
県

仙
北
平
野
北
部
に
移
動
し
、
化
女
沼
、
蕪
栗

沼
、河
川
を
ね
ぐ
ら
と
し
て
、大
豆
畑
、水
田
、

麦
畑
な
ど
の
農
地
で
採
食
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ

を
も
と
に
重
要
な
生
息
地
と
そ
の
環
境
要
因

を
特
定
し
、
保
護
区
と
越
冬
地
の
環
境
改
善

と
拡
大
を
求
め
る
政
策
提
言
を
行
い
つ
つ
、

七
北
田
低
地
で
の
越
冬
地
復
活
を
め
ざ
す
活

動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

七北田低地
（仙台・多賀城）への
シジュウカラガン復元に
向けた基礎研究
呉地正行 / 澤 祐介（日本雁を保護する会）
宮城県

●助成を受けていちばん進展があったこと：越冬期間中の行
動圏、利用環境、ねぐらを詳細に特定できたことに加え、
繁殖地である千島列島と越冬地である宮城県の往復の渡
りルートを詳細に追跡することができ、１年を通したシジュ
ウカラガンの生活を明らかにすることができました。

●	具体的な今後の目標：現在、七北田低地では、地元の仙
台育英学園高等学校などと連携したシジュウカラガン復活
活動を展開しています。多賀城市への政策提言などを行い、
活動の核となっている地元高校生を支援しながら、本研究
の成果を活かし、次世代主導による七北田低地での越冬
地復活をめざします。

Achievements and next step

上：茅刈り体験
左：ワークショップで作った茅の小屋

no.197
2021年度
研究助成

no.198
2021年度
研究助成

For FGF 40th Anniversary

●助成を受けていちばん進展があったこと：小中学校での
茅に関するワークショップを実施して、茅に対する意識が
少しずつ広がったこと。

●	具体的な今後の目標：屋根葺に三宅島の茅を使うこと。
みんなで屋根葺を手伝えるように準備すること。

Achievements and next step

三宅島における
ハチジョウススキの特徴
―自然と文化をつなぐ茅葺の
復活をめざして―

黒田乃生／上條隆志／廣田 充
（筑波大学）
東京都

For FGF 40th Anniversary

　　

福
島
県
飯
舘
村
は
、
２
０
１
１
年
３
月
に

起
き
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
福
島
第
一
原

発
事
故
の
影
響
に
よ
り
、
一
時
全
村
避
難
と

な
り
ま
し
た
。
６
年
後
に
は
一 

部
の
地
域
を

除
く
地
区
の
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
、
徐
々

に
帰
村
者
は
増
え
て
き
ま
し
た
が
、
一 

次
産

業
の
担
い
手
の
急
激
な
減
少
と
放
射
能
の
影

響
で
、
多
く
の
農
地
が
耕
作
放
棄
地
に
な
り

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
農
作
物
に
代
わ
る
新
た
な
産
業
育

成
の
試
み
と
し
て
、
耕
作
放
棄
地
を
活
用

し
、
２
０
１
９
年
５
月
に
ウ
ル
シ
の
試
験
栽

培
を
始
め
ま
し
た
。
飯
舘
村
の
冷
涼
な
気
候

が
、
漆
の
産
地
・
岩
手
県
二
戸
市
と

似
て
い
る
こ
と
や
、
福
島
に
は
会
津

塗
の
文
化
が
あ
り
、
漆
に
関
し
て
協

力
、
連
携
が
得
や
す
い
こ
と
も
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

漆
が
天
然
素
材
で
あ
る
こ
と
に
も

注
目
し
て
い
ま
す
。
漆
は
循
環
可
能

な
地
上
資
源
で
、
古
来
、
自
然
と
共

生
し
て
き
た
日
本
人
の
生
活
と
深
く
関
わ
っ

て
き
ま
し
た
。現
代
に
お
い
て
も
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
に
代
わ
る
代
替
素
材
な
ど
、
様
々
な
分
野

で
活
用
で
き
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
こ
と

か
ら
、
国
連
が
主
導
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続

可
能
な
開
発
目
標
）
に
合
致
し
た
、
村
の
新

た
な
産
業
に
育
て
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
試
験
栽
培
に
よ
っ
て
飯
舘
の
地
で

し
っ
か
り
と
育
つ
の
か
、
生
育
環
境
を
整
え

圃
場
整
備
を
行
い
、
会
津
若
松
の
有
志
団
体

と
連
携
し
な
が
ら
、
農
地
の
回
復
と
国
産
漆

の
６
次
産
業
化
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

福島県飯舘村
 – 耕作放棄地の
土地活用に向けた漆の
試験栽培、苗木生育のため
の圃場整備活動 
佐々木 亨（特定非営利活動法人ウルシネクスト）
秋田県

●助成を受けていちばん進展があったこと：助成金で
購入させていただいた草刈り機で、圃場の一部草
刈り（試運転）を行いましたが、省力化、効率化
に大きな効果がありました。

●	具体的な今後の目標： 会津若松の有志団体と連携
して苗木の間引きや植え替え作業を行い、適正本
数にして生育環境を整えた後に、本栽培に向けて
の作業効率の検証等を行う予定です。

Achievements and next step

no.200
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奄
美
群
島
で
の
漂
着
物
学
研
究
推
進
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
研
究
助
成
期
間
の

２
年
間
で
67
ポ
イ
ン
ト
、
の
べ
１
５
３
回
の

フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
調
査
に
は
研
究
助
成
に
よ
ら

な
い
も
の
も
含
ま
れ
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
こ
れ
だ
け
の
調
査
が
行
え
た
こ
と
は

幸
い
で
し
た
。
ま
た
、
調
査
で
得
ら
れ
た
標

本
を
も
と
に
各
島
で
展
示
を
実
施
し
ま
し
た

が
、
中
で
も
瀬
戸
内
町
郷
土
館
と
の
連
携
に

よ
り
漂
着
物
の
企
画
展
が
実
現
、
さ
ら
に
学

芸
員
ら
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
も
開
催

で
き
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で

し
た
。

　

研
究
助
成
の
成
果
は
、
群
島

間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る
も

の
を
２
０
２
２
年
度
の
第
21
回

漂
着
物
学
会
鹿
児
島
・
徳
之
島

大
会
で
報
告
し
ま
し
た
。
ま
た
、

調
査
結
果
に
関
し
て
は
「
奄
美

群
島
に
お
け
る
漂
着
果
実
と
種

子
の
記
録
」
と
し
て
、
第
22
回
漂
着
物
学
会 

岩
手
・
大
槌
／
釜
石
大
会
で
発
表
を
行
う
予

定
で
す
。
そ
の
後
は
、
調
査
回
数
の
多
か
っ

た
徳
之
島
に
関
す
る
デ
ー
タ
解
析
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
漂
着
物
学
の
推
進
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
研
究
成
果
や
連
携
に
よ
る
資
料

提
供
な
ど
を
も
と
に
、
環
境
教
育
だ
け
で
な

く
、
保
健
教
育
な
ど
と
融
合
し
た
教
育
活
動

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
、
徳
之
島

だ
け
で
な
く
、
喜
界
島
で
も
教
育
現
場
に
赴

き
、
授
業
を
担
当
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。

そ
の
教
育
効
果
な
ど
に
つ
い
て
も
、
日
本
学

校
保
健
学
会
第
69
回
学
術
大
会
で
報
告
す
る

手
続
き
を
進
め
て
い
ま
す
。

上：瀬戸内町立郷土館での漂着物に関する
ギャラリートークの様子（2022 年 11 月）
下：夏休みの図書館イベント（徳之島伊仙
町）にて参加者に漂着物の解説をする（2023
年 8月）

no.199
2021年度
研究助成

●助成を受けていちばん進展があったこと：
奄美群島内での連携ができたこと、特に、
一升展示の提案をきっかけに、奄美大島
瀬戸内町郷土館での企画展、さらにギャ
ラリートークまで発展したことです。

●	具体的な今後の目標：もちろん調査も継
続しますが、これまでのデータの解析を
進め、漂着物学会で発表、さらに論文執
筆までつなげていきたいです。

Achievements and next step

奄美群島における
漂着物学研究推進の
ための基礎的研究

西村千尋（歩健学研究室）
鹿児島県

For FGF 40th Anniversary

上：化女沼でシジュウカラガンのねぐら入りを観察する仙
台育英学園高校の生徒たち（2022 年 12 月）（写真提供：
仙台育英学園高等学校）
下：公開シンポジウムで、多賀城市長（左）に提言を行う
仙台育英学園高校生 (2023 年 5 月 ) （写真提供：東北緑化環
境保全（株））

上：国産漆の 6次産業化を目指して始めたウルシの
試験栽培
下：今年 7月の漆畑の様子。育ってきた奥のウルシ
苗を間引き、手前側のエリアを使用し適正間隔に植
え替えを行う予定

40th anniversary 
of FGF
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と
活
用
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助
成
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私
共
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
奥
武
蔵
ピ
ー
ス
ラ
ボ

で
は
、
富
士
フ
イ
ル
ム
・
グ
リ
ー
ン
フ
ァ

ン
ド
様
の
助
成
金
の
ご
支
援
を
受
け
て
、

２
０
２
２
年
度
よ
り
日
高
市
の
子
ど
も
達

の
夏
休
み
体
験
企
画
で
あ
る
「
ひ
・
ま
わ

り
探
検
隊
」
で
、
高
麗
川
で
の
ガ
サ
ガ
サ

体
験
を
企
画
し
て
、
２
０
２
２
年
に
１
回
、

２
０
２
３
年
に
は
２
回
、
小
学
生
を
対
象
に

１ 

回
の
企
画
で
15
名
の
子
ど
も
達
に
川
で

の
ガ
サ
ガ
サ
を
体
験
し
て
頂
き
ま
し
た
。
富

士
フ
イ
ル
ム
・
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ン
ド
様
に
は
、

子
ど
も
達
が
使
用
す
る
ラ

イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
購
入
の
ご

支
援
を
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
で
は
、
埼
玉

県
日
高
市
を
流
れ
る
清
流
、

荒
川
水
系
の
高
麗
川
の
中

流
域
の
清
流
橋
付
近
に
お

い
て
、
手
網
を
使
用
し
て

川
の
水
生
生
物
を
捕
獲
し
、

観
察
、
同
定
を
行
う
も
の

で
あ
り
、
私
達
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
奥
武
蔵
ピ
ー
ス

ラ
ボ
の
環
境
部
会
の
メ
ン
バ
ー
と
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
参
加
の
市
内
の
大
学
生
、
特
別
支
援

学
校
の
先
生
、
市
役
所
の
職
員
、
一 

般
市
民

が
子
ど
も
達
の
水
生
生
物
捕
獲
の
指
導
や
捕

獲
し
た
水
生
生
物
の
同
定
（
そ
の
生
物
の
種

類
の
特
定
）
を
実
施
、
観
察
後
川
に
放
流
す

る
活
動
で
、
参
加
し
た
子
ど
も
達
は
、
手
網

を
使
用
し
て
捕
獲
し
た
、
魚
類
で
は
カ
ジ
カ
、

カ
ワ
ム
ツ
、
ド
ジ
ョ
ウ
、
ギ
バ
チ
な
ど
、
ヌ

マ
エ
ビ
や
ス
ジ
エ
ビ
、
ヤ
ゴ
、
ト
ビ
ケ
ラ
や

ク
ロ
カ
ワ
ム
シ
な
ど
の
水
生
昆
虫
を
笑
顔
で

観
察
し
ま
し
た
。
夏
休
み
の
忘
れ
ら
れ
な
い

思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

　　

東
日
本
大
震
災
と
福
島
第
一 

原
発
事
故
を

契
機
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
食
を
地
域
で
考
え

る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。耕
作
放
棄
地
だ
っ

た
土
地
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
農
園
に
し
て
３
年
。

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に
よ
り
農
地
を
手
放

す
人
が
増
え
、
生
き
も
の
の
生
息
地
が
資

材
や
残
土
置
き
場
に
替
わ
り
、
失
わ
れ
る
ス

ピ
ー
ド
が
年
々
早
く

な
っ
て
き
て
い
る
の

を
感
じ
ま
す
。

　

農
園
の
約
半
分
の

土
地
に
炭
素
循
環
型

農
業
を
取
り
入
れ
、

枯
れ
た
竹
や
枝
な
ど

の
炭
素
素
材
を
畝
に

入
れ
微
生
物
の
力
で

野
菜
を
育
て
て
い
ま

す
。
不
耕
起
で
無
肥

料
、
無
農
薬
、
刈
っ

た
草
は
マ
ル
チ
と
し

て
利
用
。
炭
素
素
材

を
分
解
す
る
糸
状
菌
な
ど
の
菌
類
を
増
や
す

環
境
を
つ
く
り
、
空
気
が
入
り
水
捌
け
の
よ

い
団
粒
構
造
の
土
に
す
る
こ
と
で
、
発
酵
型

の
畑
に
し
ま
す
。
い
た
だ
い
た
助
成
金
で
炭

素
循
環
農
法
の
講
師
を
お
呼
び
し
、
実
際
の

畝
作
り
を
地
域
の
方
と
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
農
法
に
興
味
の
あ
る
地
域
の
人

を
多
く
発
掘
で
き
、
多
世
代
の
方
々
と
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
も
、
農
法
を
実
践
し
多
品
種

の
野
菜
作
り
を
続
け
て
い
ま
す
。
同
じ
場
所

で
養
蜂
も
し
て
い
る
の
で
、
ミ
ツ
バ
チ
が
運

ん
で
き
た
花
粉
を
分
析
す
る
こ
と
で
周
囲
に

ど
ん
な
蜜
源
が
あ
る
か
、
ポ
リ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
の
ミ
ツ
バ
チ
の
役
割
、
自
然
資
源
や
生

命
の
循
環
な
ど
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い

ま
す
。
今
後
は
自
家
採
種
し
た
種
を
育
て
、

地
域
の
在
来
種
と
し
て
未
来
へ
継
承
し
て
い

き
ま
す
。

炭素循環型農業による
生きものの
保全・再生の拠点づくり

肥後貴美子（熊野の森もろおかスタイル）
神奈川県

●助成を受けていちばん進展があったこ
と：菌ちゃん（吉田俊道）先生の講演
会と畝づくりのワークショップを行った
ことで、関心を持つ地域の方々とつな
がれたこと。

●	具体的な今後の目標：野菜の収量を増
やすこと。自家採種。循環を学ぶ仲間
づくり。

Achievements and next step

上：ひ・まわり探検隊
下：ひ・まわり探検隊活動の様子

no.201
2022 年度
活動助成

no.202
2022 年度
活動助成

For FGF 40th Anniversary

●助成を受けていちばん進展があったこと：
不足していた消耗品類の購入が可能とな
り、より安全・確実に活動が可能となった。

●	具体的な今後の目標：活動を実施してい
る埼玉県の奥武蔵エリアに密着した、生
物多様性を維持・保存する活動を深耕し
ていきたい。

Achievements and next step

埼玉西部を流れる
高麗川並びにその流域の
水生生物の調査並びに
川での子供たちへの
環境教育活動
伊藤教行（NPO 法人 奥武蔵ピースラボ 理事）
埼玉県

For FGF 40th Anniversary

　　

城
北
水
辺
ク
ラ
ブ
は
、
大
学
の
目
の
前
に

あ
る
淀
川
と
、
そ
の
ワ
ン
ド
に
生
息
す
る
絶

滅
危
惧
種
イ
タ
セ
ン
パ
ラ
の
保
全
を
目
的
と

し
て
結
成
さ
れ
た
大
阪
工
業
大
学
の
公
認
ク

ラ
ブ
で
す
。「
淀
川
水
系
イ
タ
セ
ン
パ
ラ
保

全
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
所
属
し
、
イ
タ

セ
ン
パ
ラ
が
生
息
す
る
ワ
ン
ド
で
定
期
的
に

地
引
網
を
引
い
て
、
外
来
魚
（
主
に
ブ
ル
ー

ギ
ル
と
オ
オ
ク
チ
バ
ス
）
の
駆
除
と
、
在
来

魚
の
調
査
を
主
体
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

淀
川
の
イ
タ
セ
ン
パ
ラ
は
２
０
０
６
年

に
野
生
絶
滅
を
し
て
お
り
、
２
０
１
３
年

に
飼
育
個
体
５
０
０
匹
が
放
流
さ
れ
ま
し

た
。
２
０
１
８
年
春
に
は
２
万
匹
を
超
え

る
稚
魚
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
翌
年
以

降
、
稚
魚
の
数
が
減
少
し
、
２
０
２
２
年

の
春
に
は
80
個
体
し
か
確
認
さ
れ
て
お
ら

ず
、
大
変
厳
し
い
状
況
で
す
。　
　
　
　

　

２
０
２
３
年
は
城
北
ワ
ン
ド
に
加
え
て
、

上
流
の
庭
窪
ワ
ン
ド
で
も
８
日
間
の
地
引

網
に
よ
る
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
調
査
結

果
は
学
会
等
で
発
表
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

誰
で
も
参
加
で
き
る
外
来
魚
駆
除
釣
り
大
会

（
５
月
）
の
開
催
や
、
近
隣
の
小
学
校
で
ワ

ン
ド
の
生
物
の
観
察
会
（
11
月
）
を
実
施
す

る
な
ど
、
淀
川
に
生
息
す
る
希
少
な
生
物
や

外
来
魚
の
問
題
な
ど
を
知
っ
て
も
ら
う
活
動

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
活
動
を
続
け
て
、
イ
タ
セ
ン
パ
ラ

を
は
じ
め
と
し
た
在
来
魚
が
淀
川
に
普
通
に

生
息
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
と
、
日
本
第

二
の
大
都
市
大
阪
に
あ
る
自
然
に
つ
い
て
地

域
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
。

淀川のワンドに
生息するイタセンパラを
はじめとした在来魚類の
保全活動と地域に根ざした
環境教育活動 
三橋雅子（城北水辺クラブ / 大阪工業大学工学部）
大阪府

●助成を受けていちばん進展があったこと：
電動船外機付き小型ボートと地引網を購
入し、駆除活動の実施と調査・研究をす
る環境が整った。

●	具体的な今後の目標： 活動を継続し、淀
川の生態系や生物の生息環境の調査をす
ることと、生物の現状を近隣住民の方と
共有する場を作りたい。

Achievements and next step

no.204
2022 年度
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当
団
体
活
動
地
区
の
宮
城
県
気
仙
沼
市
本

吉
町
小
泉
地
区
は
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、

町
は
勿
論
、
海
岸
線
・
川
全
て
地
形
が
変
わ

る
ほ
ど
崩
壊
し
ま
し
た
。
住
民
達
は
自
宅
再

建
に
追
わ
れ
る
中
、
新
た
な
小
泉
地
区
に
は

県
内
最
大
高
14
・
７
ｍ
の
防
潮
堤
が
建
設
さ

れ
、
住
民
同
士
・
住
民
と
行
政
で
の
大
き
い

波
紋
が
起
き
ま
し
た
。
一
方
で
防
潮
堤
裏
に

動
植
物
専
門
の
教
授
の
意
見
を
取
入
れ
な
が

ら
、
人
工
的
な
ビ
オ
ト
ー
プ
も
つ
く
ら
れ
ま

し
た
。
震
災
復
興
に
も
め
ど
が
立
ち
、
こ
れ

か
ら
と
い
う
と
き
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
猛
威
を
ふ
る
い
、
住
民
達
や
地
区
内
に
は

重
た
い
空
気
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。
当
団
体

は
、
地
区
行
事
が
お
こ
な
え
な
い
そ
ん
な
時

だ
か
ら
こ
そ
、
小
泉
に
あ
る
自
然
界
の
魅
力

を
知
る
時
間
に
あ
て
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

　

魅
力
の
例
を
言
う
と
、
大
き
い
波
紋
が
お

き
た
県
内
最
大
高
の
防
潮
堤
は
、
探
鳥
会
を

し
た
際
に
、
鳥
が
逃
げ
な
い
距
離
だ
と
い
う

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
し
、
ビ
オ
ト
ー
プ
が

あ
る
こ
と
も
小
泉
地
区
の

人
は
ほ
ぼ
知
ら
な
い
状
態

で
す
。
小
泉
は
、
海
・
山
・

川
・
ビ
オ
ト
ー
プ
全
て
が

あ
る
素
晴
ら
し
い
地
区
な

の
で
、
住
み
続
け
ら
れ
る

町
づ
く
り
を
し
て
い
く
に

は
、
自
然
界
と
の
共
存
と

保
全
は
必
須
で
す
。

　

今
回
、
ビ
オ
ト
ー
プ
清

掃
を
３
回
・
津
谷
川
清
掃
を
２
回
・
探
鳥
会

を
３
回
実
施
し
ま
し
た
。
最
初
は
参
加
人
数

が
少
な
く
苦
戦
し
ま
し
た
が
、
回
を
重
ね
る

ご
と
に
１
人
２
人
と
増
え
て
き
ま
し
た
し
、

私
達
の
活
動
を
知
っ
て
、
ビ
オ
ト
ー
プ
を
つ

く
っ
た
宮
城
県
気
仙
沼
土
木
事
務
所
様
も
こ

れ
か
ら
の
管
理
方
法
な
ど
も
含
め
参
加
し
て

く
れ
ま
し
た
。
住
ん
で
い
る
場
所
の
近
く
に

こ
ん
な
場
所
が
あ
っ
た
ん
だ
ね
、
望
遠
鏡
で

見
る
鳥
は
迫
力
が
あ
り
ハ
マ
り
そ
う
、
な
ど

と
皆
言
っ
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
活
動
を
コ
ツ

コ
ツ
と
続
け
発
信
し
て
い
き
、
住
民
達
が
自

然
環
境
を
意
識

し
て
行
動
し
て
い

く
こ
と
が
出
来
れ

ば
、
こ
の
先
の
小

泉
地
区
は
【
自
然

界
と
共
存
し
て
い

る
、
住
み
続
け
ら

れ
る
素
晴
ら
し
い

町
】
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。 ビオトープ清掃集合写真（2023 年 10 月）

no.203
2022 年度
活動助成

●助成を受けていちばん進展があったこと：県や市といっ
た行政との連携・協力が得られたこと。官民一体でこ
れからも実施していきます。

●	具体的な今後の目標：自然界と共存している、住み続
けられる素晴らしい町を目指す上で、まずは全住民配
布用の「小泉地区で見られる鳥の種類・植物の種類・
底生生物の種類・魚の種類」をまとめたMAP などの
パンフレットを作成することです。

Achievements and next step

自然界と共存し、
自然界を保全していく
町づくり活動

佐藤東児（小泉ユニバーサルビーチユニット）
宮城県

For FGF 40th Anniversary

上：吉田俊道さんの「菌
ちゃん先生の畝づくり
ワークショップ」
下：採れたスイカをみ
んなで食べる

上：ワンドで力を合わせて地引網を引いて
いるところ（2023 年 2月）
下：小学校のワンドの生物観察会で採集し
た生物を解説中（2022 年 11 月）

Facebook

40th anniversary 
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私
は
日
本
に
お
け
る
ニ
ホ
ン
ス
ッ
ポ
ン

と
外
来
ス
ッ
ポ
ン
の
交
雑
状
況
を
調
べ
て
い

ま
す
。
先
行
研
究
に
お
け
る
ミ
ト
コ
ン
ド

リ
ア
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
分
析
結
果
か
ら
、
日
本
に

は
固
有
種
の
ニ
ホ
ン
ス
ッ
ポ
ン
に
加
え
、
外

来
種
で
あ
る
チ
ュ
ウ
ゴ
ク
ス
ッ
ポ
ン
とP. 

parviform
is

の
２
種
の
生
息
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
３
種
の
ス
ッ
ポ
ン
は
形
態

に
よ
る
種
の
識
別
が
難
し
く
、
ま
た
先
行
研

究
に
お
け
る
ア
ロ
ザ
イ
ム
を
用
い
た
分
析
結

果
か
ら
種
間
交
雑
の
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
為
、
ニ
ホ

ン
ス
ッ
ポ
ン
は
現
在
、
外
来

種
と
の
種
間
競
争
と
交
雑

に
よ
り
絶
滅
の
危
機
に
瀕

し
て
い
る
可
能
性
が
高
く
、

本
種
の
保
護
の
た
め
詳
し

い
生
息
状
況
の
解
明
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
背
景
を
受
け
、

私
は
こ
の
一
年
間
、
Ｄ
Ｎ

Ａ
分
析
に
よ
り
日
本
各
地
に
お
け
る
ニ
ホ
ン

ス
ッ
ポ
ン
と
外
来
ス
ッ
ポ
ン
の
交
雑
状
況
を

調
べ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
中
部
・
近

畿
地
方
に
お
い
て
は
各
地
で
ニ
ホ
ン
ス
ッ
ポ

ン
と
チ
ュ
ウ
ゴ
ク
ス
ッ
ポ
ン
の
大
規
模
な
交

雑
が
生
じ
て
お
り
、
こ
の
交
雑
が
生
じ
た
時

期
は
何
れ
も
比
較
的
古
い
こ
と
が
判
っ
て
き

ま
し
た
。
ニ
ホ
ン
ス
ッ
ポ
ン
と
外
来
ス
ッ
ポ

ン
の
交
雑
は
養
殖
目
的
の
た
め
１
９
６
０
〜

80
年
代
に
大
陸
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
外
来
種

が
原
因
で
あ
り
、
私
は
日
本
の
固
有
種
の
保

護
だ
け
で
な
く
生
物
多
様
性
を
守
る
義
務
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
研
究
が
そ
の
た

め
の
一
歩
と
な
る
よ
う
今
後
も
研
究
に
精
進

す
る
次
第
で
す
。

　　

ウ
ナ
ギ
属
魚
類
は
、
国
内
外
を
問
わ
ず
、

絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
保

全
の
た
め
の
研
究
は
数
多
く
行
わ
れ
て
い

る
。
中
で
も
、
堰
の
よ
う
な
比
較
的
小
規

模
な
河
川
横
断
工
作
物
は
、
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ

の
移
動
阻
害
の
原
因
と
な
り
、
そ
の
影
響
評

価
は
急
務
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
研
究
で
は
、

潮
止
堰
に
着
目
し
、
耳
石
の
年
齢
査
定
と

Sr:

Ca
比
分
析
を
用
い
て
「
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ

が
生
活
史
の
中
で
、
”
ど
の
く
ら
い
の
全
長

の
時
期
に
“、
”
ど
の
く
ら
い
の
高
さ
の
“
堰

を
登
る
の
か
」
を
調
べ
、
堰
の
高
さ
と
そ
れ

を
超
え
ら
れ
る
本
種
の
全

長
と
の
関
係
を
解
明
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
５
つ
の
河
川

で
試
料
を
採
集
し
、
そ
の

う
ち
の
１
河
川
で
分
析
を

行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
耳

石
の
年
齢
査
定
と
Sr:

Ca

比
分
析
を
用
い
「
”
ど
の

く
ら
い
の
全
長
の
時
期
に
“
堰
を
登
る
の

か
」
を
調
べ
る
手
法
が
確
立
で
き
た
。
現
在
、

残
り
の
４
河
川
で
の
分
析
を
進
め
て
い
る
。

今
後
、
こ
の
手
法
を
多
く
の
堰
で
適
用
し
、

堰
の
構
造
（
堰
高
・
壁
面
構
造
・
魚
道
の
有

無
な
ど
）
に
踏
み
込
ん
だ
解
析
を
行
う
。
既

存
の
堰
を
撤
去
す
る
の
は
、
利
水
・
治
水
や

費
用
対
効
果
の
観
点
か
ら
現
実
的
で
は
な
い
。

そ
の
た
め
本
研
究
の
成
果
は
、
天
然
ウ
ナ
ギ

の
保
全
と
増
殖
を
視
野
に
入
れ
た
河
川
管
理

（
堰
の
建
設
や
改
修
）
方
策
の
検
討
に
貢
献

で
き
る
と
考
え
る
。

耳石微量元素分析を
用いたニホンウナギの
ハビタット間移動と堰との
関係の解明
久米 学（京都大学フィールド科学
教育研究センター）
和歌山県

●助成を受けていちばん進展があったこと：
本研究の最大の進展は、耳石の年齢査定
とSr:Ca 比分析を用い「どのくらいの全長
の時期に堰を登るのか」を調べる手法が
確立できたことである。

●	具体的な今後の目標：今後、天然ウナギ
の保全と増殖を視野に入れた研究を継続
していきたい。

Achievements and next step

上：実験室でのサンプルの処理
下：研究対象種であるスッポン
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●助成を受けていちばん進展があったこと：
本助成により日本各地のサンプル入手とＤ
ＮＡ分析が可能となりました。

●	具体的な今後の目標：全ゲノム解析を行う
事により精度の高い交雑状況の推定を行
うと共に、ニホンスッポンと外来スッポン
の識別手法の確立を行う予定です。

Achievements and next step

ニホンスッポンと
チュウゴクスッポンの
交雑実態の解明ならびに
交雑個体の検出法の確立

桑原紗香（三重大学生物資源学研究科）
三重県

For FGF 40th Anniversary

　　
「
生
物
多
様
性
の
土
台
作
り
や
自
然
資
源

を
回
復
さ
せ
る
自
然
再
興
へ
の
貢
献
」
の
基

盤
は
、「
生
態
系
を
知
る
こ
と
」、
つ
ま
り
森

林
野
生
哺
乳
動
物
を
対
象
に
す
る
と
、
そ
の

環
境
に
ど
の
よ
う
な
動
物
が
ど
れ
だ
け
棲
息

し
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
、
生
息
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
す
る
こ
と
が
基
盤
と
な
る
。我
々
は
、

空
気
中
に
存
在
す
る
環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ（eD

N
Air: 

environm
ental D

N
A in the air

）
を
検
出

す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
そ
の
シ
ス
テ
ム

を
使
っ
て
森
林
野
生
哺
乳
動
物
の
生
息
一
次

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

 　

eD
N
Air

法
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
広
島
県
に
お
い
て
ツ
キ
ノ

ワ
グ
マ
の
生
息
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

を
行
う
と
共
に
、
広
島
県
に
お

い
て
２
０
２
０
年
ま
で
「
絶
滅

種
」
で
あ
っ
た
ニ
ホ
ン
リ
ス
の

存
在
を
見
出
し
、
２
０
２
３
年

２
月
に
ニ
ホ
ン
リ
ス
ペ
ア
を
動

画
で
記
録
で
き
た
。
さ
ら
に
そ

の
ニ
ホ
ン
リ
ス
が
食
し
た
ア
カ
マ
ツ
球
果
を

採
取
し
、
ア
カ
マ
ツ
球
果
に
付
着
し
た
ニ
ホ

ン
リ
ス
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
抽
出
で
き
、
そ
れ
ら
の
ニ

ホ
ン
リ
ス
が
中
国
山
地
西
部
の
個
体
群
に
属

す
る
こ
と
も
明
ら
か
に
で
き
、
広
島
在
来
の

ニ
ホ
ン
リ
ス
生
息
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
広
島
県
に
お
い
て
一
時
絶
滅

に
瀕
し
た
ニ
ホ
ン
リ
ス
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す

る
こ
と
が
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
の
第
一

歩
で
あ
り
、
豊
か
な
自
然
を
回
復
し
、
こ
の

よ
う
な
ア
ク
シ
ョ
ン
が
生
態
系
の
具
体
的
な

保
全
、
保
護
に
直
結
、
実
現
に
繋
が
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

広島県における
空気中の環境 DNA を
指標にした森林野生
哺乳動物の生息モニタリングと
その応用に関する研究
西堀正英（広島大学大学院統合生命科学研究科 /
大学院スマートソサイエティ実践科学院）
広島県

●助成を受けていちばん進展があったこと：
・広島県において絶滅種であったニホンリスの生息を
モニタリングし、動画に記録した。

・環境 DNAのみならず環境 RNAの検出に成功した。
●	具体的な今後の目標： 
・ニホンモモンガやヤマネなど西中国山地で絶滅が
危惧されている夜行性哺乳類を eDNAir 法の特性
を活かしてモニタリングする。

・森林野生哺乳動物の生息する時期を、環境 DNA
と環境 RNAをともに検出することで推定すること
ができるシステムを構築する。

Achievements and next step
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「
淡
路
島
通
う
千
鳥
の
鳴
く
声
に
…
」
と

百
人
一
首
で
詠
わ
れ
る
く
ら
い
、
チ
ド
リ
は

淡
路
島
で
文
化
的
・
歴
史
的
に
も
馴
染
み
深

い
鳥
で
す
。
中
で
も
特
に
”
浜
千
鳥
“
の

名
で
親
し
ま
れ
て
き
た
の
が
、
絶
滅
危
惧
種

に
指
定
さ
れ
て
い
る
シ
ロ
チ
ド
リ
で
す
。
私

た
ち
が
立
ち
上
げ
た
「
淡
路
島

ち
ど
り
隊
」
は
、
２
０
２
２
年

４
月
か
ら
調
査
活
動
費
を
助
成

い
た
だ
き
、
シ
ロ
チ
ド
リ
の
生
息
・

営
巣
状
況
の
調
査
お
よ
び
保
全

対
策
の
実
施
と
検
証
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
か
ら
、

約
50
年
前
の
調
査
記
録
と
比
べ
営

巣
数
が
減
っ
て
い
る
こ
と
、
営
巣

し
て
も
、
人
に
よ
る
踏
み
つ
け
や

外
敵
に
よ
る
捕
食
等
で
孵
化
ま

で
至
ら
な
い
営
巣
地
が
多
い
こ
と

が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

淡
路
島
は
近
年
、
リ
ゾ
ー
ト
開

発
が
急
速
に
進
ん
で
お
り
、
シ
ロ

チ
ド
リ
の
営
巣
地
で
あ
る
砂
浜
に
多
く
の
人

が
踏
み
入
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
で

「
淡
路
島
ち
ど
り
隊
」
で
は
、
砂
浜
の
一
部

に
保
護
エ
リ
ア
を
設
け
、
営
巣
の
保
護
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
人
か
鳥
か
、
と
い
う
極

端
な
選
択
肢
で
は
な
く
、
共
存
で
き
る
方
法

を
探
っ
て
い
る
真
最
中
で
す
。
保
全
へ
の
理

解
を
広
め
る
の
は
難
し
い
こ
と
で
す
が
、「
シ

ロ
チ
ド
リ
を
守
る
こ
と
は
海
の
環
境
を
守
る

こ
と
に
直
結
し
、
同
時
に
、
島
の
シ
ン
ボ
ル

を
守
っ
て
い
く
こ
と
に
も
つ
な
が
る
」
と
い

う
こ
と
を
地
元
の
方
々
に
お
話
さ
せ
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
今
後
も
調
査
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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淡路島における
シロチドリの生息・
営巣状況の調査および
保全対策の実施と検証
原 彩菜（淡路島ちどり隊）
兵庫県

For FGF 40th Anniversary

上：ニホンウナギの耳石切片。青丸が耳石
の核、黄色がエルバーマーク、赤が年輪
下：福岡県柳川市でのニホンウナギ採集
（2023 年 2月）

上：広島市安佐動物公園ツキノワグマ舎前での
eDNAir 回収シミュレーション実験の様子
下：広島県庄原市で撮影できたニホンリス

上：淡路島東浦のシロチドリ
下：淡路島ちどり隊活動の様子

●助成を受けていちばん進展があったこと：
島内９か所において月１回以上の定期的な
調査を実施することが出来たことで島内全
体の営巣状況を知ることができました。

●	具体的な今後の目標：調査結果をまとめ淡
路島内におけるシロチドリの生息状況の基
礎データを作成するとともに、最善の保全
方法を立案・実施できるようにしたいです。

Achievements and next step

40th anniversary 
of FGF

3
緑
と
ふ
れ
あ
い
の
活
動
助
成  

4
緑
の
保
全
と
活
用
の
研
究
助
成
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■
自
主
的
な
事
業

❶
未
来
の
た
め
の
森
づ
く
り

	

　

都
市
近
郊
の
緑
地
を
活
動
対
象
と
し
て
選

び
、
自
然
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
の
で
き
る
森
づ
く

り
を
目
指
し
た
活
動
に
長
期
的
な
視
点
で
助
成

し
て
い
ま
す
。

　
　
　
現
在
は
第
５
期
「
鞍
馬
火
祭
保
存
会
」
の

３
年
目
の
活
動
が
進
行
中
で
す
。
Ｆ
Ｇ
Ｆ
運
営

委
員
で
あ
り
当
誌
の
渡
辺
綱
男
編
集
長
と
事
務

局
が
、
11
月
４
日
か
ら
５
日
に
か
け
て
現
地
を

訪
れ
、
鞍
馬
火
祭
保
存
会
の
活
動
を
拝
見
し
て

き
ま
し
た
。
詳
し
く
は
本
誌
22
ペ
ー
ジ
か
ら
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

２
０
２
３
年
度
、
公
益
信
託
富
士
フ
イ
ル
ム
・

グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ン
ド
（
以
下
、「
Ｆ
Ｇ
Ｆ
」
と
す
る
）

は
、
次
の
４
つ
の
事
業
を
展
開
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
自
然
環
境
の
保
全
に
役
立
つ
幅

広
い
事
業
を
各
方
面
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
進
め
て
い
く
所
存
で
す
。
一
層
の
ご
支
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

FGF 通信

❷
緑
の
た
め
の
支
援
事
業

	

　
よ
り
多
く
の
人
々
に
Ｆ
Ｇ
Ｆ
へ
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
写
真
展
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。「
自

然
観
察
路
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
１
９
８
４
年
か
ら
実

施
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
３
年
度
に
は
通
算
40
回

目
の
コ
ン
ク
ー
ル
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

	

　
本
誌
で
は
今
年
度
の
受
賞
作
品
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
Ｆ
Ｇ
Ｆ
40
周
年
を
記
念
し
て
、
編
集
担

当
が
過
去
の
受
賞
者
へ
の
取
材
を
行
い
ま
し
た
。

詳
し
く
は
本
誌
28
ペ
ー
ジ
か
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
助
成
事
業

❸
緑
と
ふ
れ
あ
い
の
活
動
助
成

❹
緑
の
保
全
と
活
用
の
研
究
助
成

	

　
１
年
間
、
も
し
く
は
２
年
間
の
身
近
な
自
然
と

の
ふ
れ
あ
い
活
動
や
自
然
環
境
保
全
の
た
め
の
調

査
研
究
に
対
す
る
助
成
で
す
。
本
年
度
は
活
動
助

成
６
件
、
研
究
助
成
５
件
の
計
11
件
が
助
成
対
象

に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
２
３
年
度
の
助
成
先

の
紹
介
は
76
〜
77
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

2024 年度の活動・研究助成の申請は 2024 年３月1日より受付を開始いたします。
応募要項をご希望の方は、ハガキまたはファクスに住所・氏名・電話番号・研究あるい
は活動助成の別を明記の上、下記宛てにご請求ください。また、一般財団法人自然環
境研究センターのウェブページ (http://www.jwrc.or.jp/) からも当該文書をダウンロード
することができます。

〒 130-8606　
東京都墨田区江東橋三丁目 3 番 7 号　江東橋ビル

（一財）自然環境研究センター内　
公益信託富士フイルム・グリーンファンド事務局　
TEL．03-6659-6310（平日10:00 〜17:00）　
FAX．03-6659-6320

応募の締め切り2024 年５月7日（火） Na t u r e  Posit i ve
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私
た
ち
は
、
近
年
減
少
傾
向
に
あ
る
野
生

送
粉
者
の
保
全
の
た
め
に
都
市
緑
地
を
ポ
リ

ネ
ー
タ
ー
ガ
ー
デ
ン
と
し
て
有
効
活
用
す
る

た
め
の
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
野
生
送
粉
者

の
保
全
は
、
野
生
植
物
種
の
個
体
群
の
維
持

か
ら
農
業
生
産
で
の
送
粉
者
利
用
に
至
る
ま

で
、
送
粉
サ
ー
ビ
ス
を
介
し
て
私
た
ち
の
生

活
に
も
関
わ
る
実
は
身
近
な
環
境
問
題
の
一

つ
で
す
。
特
に
、
都
市
化
は
野
生
送
粉
者
の

減
少
の
主
要
因
で
あ
る
こ
と
か
ら
こ
そ
、
都

市
緑
地
に
ポ
リ
ネ
ー
タ
ー
ガ
ー
デ
ン
を
創
出

す
る
こ
と
は
、
人
間
活
動
に
よ
り
消
失
し
た

自
然
環
境
の
機
能
を
都
市
域
に
て
代
償
さ
せ

る
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
有
益
な
価

値
を
持
ち
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、

都
市
に
「
緑
の

島
」
と
し
て
存

在
す
る
皇
居
域

や
国
立
科
学
博

物
館
附
属
自
然

教
育
園
に
お
い
て
、
ポ
リ
ネ
ー
タ
ー
ガ
ー
デ

ン
の
創
出
に
有
益
な
条
件
を
模
索
す
る
た
め

に
、
送
粉
昆
虫
（
特
に
ハ
ナ
ア
ブ
類
）
の
体

表
の
付
着
花
粉
等
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
解
析
し
、
約

２
０
０
個
体
の
ハ
ナ
ア
ブ
か
ら
１
０
０
種
を

超
え
る
餌
資
源
植
物
の
存
在
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。
生
物
保
全
や
送
粉
サ
ー
ビ
ス
の
抱

え
る
問
題
の
解
決
に
、
多
く
の
人
々
に
と
っ

て
最
も
身
近
な
都
市
緑
地
を
有
効
活
用
で
き

る
た
め
、
社
会
実
装
性
が
高
く
普
及
啓
発
の

し
や
す
い
内
容
で
す
。
身
近
な
都
市
の
自
然

か
ら
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
へ
貢
献
す
る

た
め
の
第
一
歩
に
な
る
よ
う
に
、
研
究
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

東京都心域の
都市緑地を活用した
ポリネーターガーデンの
創出と技術的指針の検討
堀内勇寿（国立科学博物館筑波実験植物園）
東京都

●助成を受けていちばん進展が
あったこと：今回の助成によ
り、今までは断念せざるを得
なかったDNA分析手法を導入
できたことが大きな進展です。

●	具体的な今後の目標：実験系
の一部では苦戦している部分
を解消して、普及啓発に向けた
学会発表を実施することが今
後の目標です。

Achievements and next step

no.209
2022 年度
研究助成For FGF 40th Anniversary

上：トラップ設置の様子 ( 自然教育園 )
下：皇居域や自然教育園における採集の様子

ネイチャーポジ ティブ
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第
40
回
を
迎
え
た
２
０
２
３
年
度
の
Ｆ
Ｇ
Ｆ
助
成

は
、
３
月
か
ら
公
募
を
開
始
し
、
５
月
8
日
（
月
）

に
募
集
を
締
め
切
り
ま
し
た
。
応
募
件
数
は
、
活
動
助

成
に
33
件
、
研
究
助
成
に
26
件
、
合
計
59
件
と
な
り
ま

し
た
。

　

運
営
委
員
会
で
の
審
査
の
結
果
、
本
年
度
は
活
動
助

成
6
件
、
研
究
助
成
5
件
の
計
11
件
が
助
成
対
象
に

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
助
成
に
選
ば
れ
た
方
々
、
惜
し
く
も
選
ば
れ

な
か
っ
た
方
々
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
来
年
度
も
自
然
環
境
の
保
全
の
た
め
に

活
躍
し
て
い
る
多
く
の
方
々
か
ら
の
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
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■ 緑とふれあいの活動助成

「森の忍者・ムササビ」観察会及び生息調査
矢部郷自然観察会　熊本県山都町 

　「自然を知り、自然を学び、大切な
自然を未来に残す」ことを目的とし
て、地域住民を対象に野生生物の調
査や観察会などの活動を37年間続
けている団体。熊本県の準絶滅危惧
種ムササビの生息状況の解明と、観
察会を通じた環境保全への理解向上
を目指す。

観察会

２０２3 年度の助成先をご紹介します。 ２０２3 年度の助成先をご紹介します。

助成応募内訳

■ 緑とふれあいの活動助成

「根尾川むいむいの森」ユースセンターの子ども自身
による自然学校・拠点整備
一般社団法人よだか総合研究所　岐阜県本巣市
　保護者や地域住民の協力を受け
つつ子ども自身が運営と拠点づくり、
管理を行うことで、里山文化の継承
の機会と場を提供する。子どもたち
が身近な自然の中で自主的に活動を
することを支援して、子どもたちの居
場所の創造と実践的な自然環境保全
を実現することを目指す。 子ども自身の自主的な活動

■ 緑とふれあいの活動助成

佐賀の田舎から心を育み、生きる力を養う
自然体験活動を届ける
秀島彩女　佐賀県唐津市
　自宅の庭を解放して自然体験や農
業体験のイベントを行い、体験や人
との交流を通じて「心の豊かさ」や
「生きる力」を育む機会を創出する。
助成を受けて、月１回の体験会だけ
でなく、サマースクールやキャンプな
どのお泊りイベントを充実させていく
予定。

そーめん流しのイベント

■ 緑とふれあいの活動助成

子どもたちの日常の中に自然を取り入れるきっかけを
与える事業
一般社団法人Camp　福岡県朝倉市 
　自然とふれ合い自然から学ぶ機会を提供することで、地域の自然
の現状を知ってもらい、「豊かな自然
を未来につなぐ」「自然とのかかわり
方を考えるきっかけを与える」ことを
目的として活動する団体。災害にあっ
た川、山での防災教育を含めた学び
と遊びを通じて、災害を乗り越える
力を養うことを目指す。 9 月に実施した「川を知る、川で遊ぶ」

保護増殖植物（カワラサイコ）の播種

■ 緑とふれあいの活動助成

猪名川河川域の植物調査（絶滅危惧植物の保全・増殖
および昆虫が利用する植物のフェノロジーの製作）
大阪府立園芸高等学校 ハニービーサイエンスクラブ 大阪府池田市 

　クラブ活動で養蜂を行いながら、セイヨウミツバチとその利
用植物について継続的に調査を
行っている。ミツバチが巣に持ち
帰る花粉を分析することで蜜源
植物を特定し、蜜源植物の開花
フェノロジーのカレンダー作成を
目指す。蜜源植物として絶滅危惧
種の栽培にも取り組んでいる。

ミナミアカヒレタビラ

■緑の保全と活用の研究助成

山陰地方と北陸地方のミナミアカヒレタビラと
ヤリタナゴの分布および地域固有性の調査
野口亮太（NPO法人流域環境保全ネットワーク）　三重県 
　ミナミアカヒレタビラとヤリタナゴは日本の様々な地域で国内
外来種として確認されており、移
入先での同種の地域固有の遺伝子
のかく乱への影響が懸念されてい
る。この２種の自然分布域のうち
未調査の山陰・北陸地方について、
生息状況及び遺伝的かく乱や、地
域固有性の実態を解明する。

湿地 VR 体験会

■ 緑とふれあいの活動助成

VR も活用した石狩川流域の湿地環境保全・
利活用の普及活動
石狩川流域湿地・水辺・海岸ネットワーク　北海道札幌市

　石狩川流域に点在する湿地の
保全を通じて地域を活性化し、人
と自然が共生する社会を目指す
団体。生物調査や地域文化の体
験会など様々な活動を通じて湿
地の魅力や大切さを伝えている。
新規にVR 空間に各地の湿地を
つくり、人が集えるプラットフォー
ムとして活用する予定。

調査のようす

■緑の保全と活用の研究助成

利根川沿いに生息する生物は交雑によって
多様化しているか？
石井康人（東北大学理学部）　宮城県 
　過去に流域を大きく変えてきた利根川が、その流域の生物の種
分化に及ぼす影響について、陸貝
のミスジマイマイとヒタチマイマイを
モデルとして、両種とその交雑集
団を遺伝的・形態的に解析するこ
とで利根川の流路変化による多様
性形成を実証し、流域の生物多様
性の適切な評価の確立を目指す。

サドガエルのオタマジャクシ

■緑の保全と活用の研究助成

越冬環境の泥と水の深さがサドガエル幼生の越冬
成功と翌春以降の成長・発生に与える影響：
江やビオトープを重視した保全対策の改善に向けて
高津邦夫（新潟大学佐渡自然共生科学センター）　新潟県

　2012年に新種とされたサドガ
エルは、幼生（オタマジャクシ）
が泥の中で越冬する性質をもつ。
市民にとっても身近かつ希少な佐
渡の固有種として、保全のために
幼生が越冬する環境づくりが行わ
れているが、さらなる保全対策の
強化に向けて、保全のカギとなる
越冬の好条件を探る。

小規模集落水道の水汲み場

■緑の保全と活用の研究助成

環境保全機能と集落の自治機能を損なわない
小規模集落水道の存続条件
野田岳仁（法政大学現代福祉学部）　東京都
　日本で200万人が使用する、小規模集落水道。その存続と
水源林の管理を通じた里山の生
態系保全の意義について、福島、
新潟、山梨各県の集落への聞き
取り調査から明らかにし、環境保
全機能および集落の自治機能を
損なわない小規模集落水道の存
続可能な政策を提言する。

調査のようす

■緑の保全と活用の研究助成

大雪山国立公園の利用者とエゾナキウサギの
良好な関係の構築のための自然・社会科学的研究
渡辺悌二（北海道大学大学院地球環境科学研究院）　北海道 
　愛らしさで人気の高い希少種ナ
キウサギは、公園利用者からのス
トレスに悩まされているのだろう
か。公園利用者への聞き取りと自
動撮影カメラの映像の解析からナ
キウサギの行動の変化を分析し、
公園利用者との良好な関係を築く
ことを目指した提言を行う。

活動助成応募内訳

森林を場とした活動	 14件

里山を場とした活動	 6件

田畑・農村環境を場とした活動	 2件

河川・海域・池・湖沼を場とした

活動	 9件

その他	 2件

研究助成応募内訳
動植物（地域生態系）の
基礎的な調査・研究	 21件
緑地の効用・保全に関する研究	 3件
その他	 2件



ＦＧＦ助成一覧

●1984年度
1	 オオムラサキの森づくり
	 ●嵐山町立菅谷小学校ＰＴＡ
	 ●埼玉県　● 600万円
2	 自然を守り生かす青少年の森づくり
	 ●黒石市青少年の森をつくる会
	 ●青森県　● 600万円
3	 社寺林の保全・管理に関する法学的研究
	 ●野村好弘（東京都立大学）
	 ● 400万円
4	 リスのいる森づくり
	 ●高橋啓二（千葉大学）
	 ●千葉県　● 398.5 万円

●1985年度
5	 子供たちのフォレスト・ファーミング
	 ●興禅寺
	 ●長野県　● 578.1 万円
6	 屋敷林の保全と活用
	 ●今米緑地保全会・川中熈子
	 ●大阪府　● 360万円
7	 明神地域の保全・活用に関する生態学的研究
	 ●牧野徳太郎（（財）みどりのまちかながわ県民会議・
	 　足柄上地区推進協議会）
	 ●神奈川県　● 400万円
8	 知床の大型野生動物の生態と自然教育への
	 活用に関する研究
	 ●中川元（斜里町立知床博物館）
	 ●北海道　● 400万円

●1986年度
9	 自然と芸術の森づくり
	 ●創造の森子ども美術館
	 ●大阪府　● 500万円
10	ドングリ一粒運動による広葉樹林の育成
	 ●ドングリの会
	 ●岐阜県　● 591万円
11	歴史的居住環境の保存と利活用に関する研究
	 ●多田壽夫（観光資源保護財団）
	 ●長野県　● 380万円
12	伝統的な人里環境の生態学的研究
	 ●田口正男（神奈川県立橋本高校）
	 ●神奈川県　● 132.3 万円

●1987年度
13	ギフチョウが舞い、サギ草の咲き乱れる
	 コウヤマキの森づくり
	 ●自然と趣味に生きる会
	 ●島根県　● 400万円
14	自然史博物館「嵐山自然と文化の森」の保全と活用
	 ●旭川自然史懇話会
	 ●北海道　● 593万円
15	自然の宝庫・桶ヶ谷沼を生かしたまちづくり
	 ●桶ヶ谷沼を考える会
	 ●静岡県　● 200万円
16	飛騨山脈の自然生態調査と一般登山活動での
	 自然学習のあり方
	 ●小野木三郎（高山短期大学・飛騨自然博物館）
	 ●岐阜県　● 326.6 万円
17	緑と人間の親和性を高める環境絵本づくり
	 ●延藤安弘（熊本大学）
	 ● 397.5 万円

●1988年度
18	「いろりの里」生活原体験及び自然観察会
	 ●太平宿を残す会
	 ●長野県　● 500万円
19	雑木山から生活文化を問い直す
	 ●杣の会
	 ●滋賀県　● 500万円
20	野外博物館「山の子村」の保全と活用
	 ●内山慎三
	 ●長野県　● 200万円
21	「市民による雑木林の保全・管理」のテキストづくり
	 ●重松敏則（大阪府立大学）
	 ●大阪府　● 400万円
22	神社の社叢における神樹の調査研究
	 ●谷川健一（日本地名研究所）
	 ●神奈川県　● 400万円

●1989年度
23	寒風山「風雪の森」づくり運動
	 ●「風雪の森」をつくる運動実行委員会
	 ●秋田県　● 400万円
24	花いっぱい鳥いっぱいの森づくり
	 ●エコシステム
	 ●熊本県　● 400万円
25	荒廃したサンゴ礁を復元するサンゴ移植活動
	 ●八重山サンゴ礁保全協議会
	 ●沖縄県　● 400万円
26	トロッコ道に見る霧島連山百年の変遷について
	 ●川平和美（鹿児島大学）
	 ●鹿児島県　● 130万円
27	裏磐梯湖沼群の生態と自然保護教育への
	 活用に関する研究
	 ●星一彰（福島県立福島東高校）
	 ●福島県　● 400万円

●1990年度
28「望ヶ原天然林」を生かした自然に親しむ活動
	 ●利賀の自然を守る会
	 ●富山県　● 400万円
29	見沼カムバックふるさとプラン
	 ●（財）埼玉県野鳥の会
	 ●埼玉県　● 400万円
30	「帯広の森」野生動物とのふれあいの場づくり
	 ●エゾリスの会
	 ●北海道　● 400万円
31	イトウのすめる森づくり
	 ●小野有五（北海道の森と川を語る会）
	 ●北海道　● 400万円
32	ホタルの生息する人里の水系環境保全と
	 人間活動の調和
	 ●大場信義（横須賀市自然博物館）
	 ●神奈川県　● 400万円

●1991年度
33奥球磨山地に「人間の森」をつくる
	 ●人吉・球磨自然保護協会
	 ●熊本県　● 280万円
34	ネイチャートレイルの設置活動から
	 村の自然のサンクチュアリー化運動へ
	 ●（財）育てる会
	 ●長野県　● 700万円
35	谷津干潟保全対策の研究
	 ●石川敏雄（千葉大学）
	 ●千葉県　● 382万円
36	糸島地方の自然解明とその保護及び一般への啓蒙
	 ●若宮義次（糸島自然研究会）
	 ●福岡県　● 400万円

●1992年度
37	農山村エコミュージアムづくりによる
	 都市・農山村の交流
	 ●自然文化誌研究会
	 ●東京都　● 600万円
38	紀伊半島沿岸におけるウミガメの調査及び保護活動
	 ●紀伊半島ウミガメ情報交換会
	 ●和歌山県　● 600万円
39	御前・釈迦岳ブナ・シオジ林の自然と
	 その保全について
	 ●小野孝（郷土日田の自然調査会）
	 ●大分県  ● 392.5 万円
40	湧水に生息する生物の生態研究
	 ●森誠一（京都大学）
	 ●岐阜県　● 400万円

●1993年度
41	森は海の恋人
	 ●牡蠣の森を慕う会
	 ●宮城県　● 520万円
42	森・人・生きもの・地球を緑の輪で結ぶ
	 京都大原野の体験森づくり
	 ●環境市民基金設立準備会
	 ●京都府　● 515万円
43	坪井川遊水池における生態系の復元
	 ●甲守祟（坪井川遊水池研究会）
	 ●熊本県　● 300万円
44	十津川村地方における伝統的養蜂の調査研究
	 ●宅野幸徳（島根県私立江の川高校）
	 ●島根県　● 104.4 万円
45	宮古諸島におけるサシバと緑と人間の親和性を
	 高めるための基礎研究
	 ●久貝勝盛（沖縄県立博物館）
	 ●沖縄県　● 293万円

●1994年度
46	ジュンサイ再生保全活動による緑と生きものの復元
	 ●蓴菜池にジュンサイを残そう市民の会
	 ●千葉県　● 300万円
47	子供達と水生生物との共生をめざす湿地
	 「たんぼ水族館」の保全と利用に関する研究
	 ●湊秋作（熊野川小学校）
	 ●和歌山県　　● 140万円
48	あなたにも出来る保全生物学「市民による絶滅危惧
植物の保全研究のマニュアルづくり」

	 ●井上健（長野県植物研究会）
	 ●長野県　● 300万円

●1995年度
49筑波山に炭焼きの里づくり
	 ●自然生クラブ
	 ●茨城県　● 260万円
50	コアジサシの生態調査及び保護活動と
	 水辺環境の復元
	 ●水鳥研究会
	 ●千葉県　● 170万円
51	生活光とホタルの共存について
	 ●中川七三郎（新潟県ホタルの会）
	 ●新潟県　● 130万円
52	オオサンショウウオの生息状況調査
	 ●大沼弘一
	 ●兵庫県　● 170万円

※団体名・所属名等は助成当時のものです。１９８４年～ 2023 年までの 220 件のＦＧＦ助成先をご紹介します。

●1996年度
53市民参加型緑地保全活動の実践及び推進
	 ●緑地環境保全フォーラム実行委員会
	 ●神奈川県　● 240万円
54	「新タンポポ地図」の作成とその環境教育への応用
	 ●渡邊幹男（愛知教育大学）
	 ●愛知県　● 180万円
55	高知県宇佐竜蟹ヶ池における水湿植物の保全に関す
る生態学的研究

	 ●石川慎吾（高知大学）
	 ●高知県　● 230万円
56	学校緑地にビオトープを導入するための基礎的研究
　 ●中村和幸（大阪府立城山高校）
    ●大阪府
    ● 65万円

●1997年度
57里道の修復による赤目の里山の保全
	 ●赤目の里山を育てる会
	 ●三重県　● 137万円
58	手づくりの湿地や水辺の復元活動
	 ●遠州自然研究会
	 ●静岡県　● 130万円
59	多摩ニュータウン19住区の農業公園化構想
	 ●由木の農業と自然を育てる会
	 ●東京都　● 210万円
60	学校緑地にビオトープを導入するための基礎研究
	 ●中村和幸（大阪府立城山高校）
	 ●大阪府　● 65万円

●1998年度
61	「体験の森づくり」活動
	 ●ものべ体験の森クラブ
	 ●高知県　● 186万円
62	草原・里山の維持管理技術の啓発と実践による
	 半自然植生の保全
	 ●緑と水の連絡会議
	 ●島根県　● 175万円
63	森林活動による精神発達障害者の
	 療育効果に関する研究
	 ●上原巌（精神発達障害者更正施設「親愛の里松川」）
	 ●長野県　● 126.6 万円
64	小動物の利用環境として都市残存林を評価する
	 手法の研究と生態ガイドブックの作成
	 ●渡辺修（さっぽろ自然調査館）
	 ●北海道  　● 159万円

●1999年度
65	農業体験教室「草の根農業小学校」の運営
	 ●農業小学校をつくる会
	 ●滋賀県 ● 234.6 万円
66	絶滅危惧植物ガシャモクの保全生物学的研究
	 ●上原浩一（千葉大学）
	 ●千葉県 ● 182万円
67	ニホンザリガニの分布・生息環境と
	 その保全に関する研究
	 ●斉藤和範（旭川大学）
	 ●北海道　● 146.3 万円

●2000年度
68	野尻湖における水草帯の復元と環境教育
	 ●野尻湖水草復元研究会
	 ●長野県　● 244.2 万円
69	スノーケリングによる藻場・海中林及び
	 アマモ場を主体とした海中自然観察会
	 ●南伊豆海洋生物研究会
	 ●静岡県　● 157万円
70	豊かな里山を次世代に残すために
	 ●宮原町里山クラブどんごろす
	 ●熊本県　● 132万円

●2001年度
71	大町グラウンドワークによる上原ビオトープ創出事業
	 ●ワッパランドの会
	 ●長野県　● 200万円
72	えひめあやめ指定地その周辺里山整備計画
	 ●西浦えひめあやめ保存会　若林清利
	 ●山口県　● 149.6 万円
73	市街地緑地の種の保存と供給機能の研究
	 ●田口正男（神奈川県立弥栄東高校）
	 ●神奈川県　● 107万円

●2002年度
74	有明海および島原湾の底生生物データベース作成
	 ●秋元和實（熊本大学沿岸域環境科学教育研究センター）
	 ●熊本県　● 290万円
75	多摩川中流域河床の「地層の野外観察」用の
	 観察路と支援システムの構築
	 ●松川正樹（東京学芸大学）
	 ●東京都　● 200万円
●2003年度
76	林業スクール
	 ●森づくり集団「里ネット」
	 ●埼玉県　● 82.2 万円
77	「やまんばの森」の「春の女神」保護活動
	 ●ＮＰＯ法人やまんばの会
	 ●滋賀県　● 118.3 万円
78	東京都府中市立 南白糸台小学校
	 「水辺の学校プロジェクト」
	 ●府中市立南白糸台小学校ＰＴＡ
	 ●東京都　● 212.2 万円
79	沖縄県、慶良間諸島にみられる貴重な森林生態系の
持続的保全と活用

	 ●遠藤晃（科学技術振興事業団）
	 ●沖縄県　● 237万円

●2004年度
80	子供達とヤマネの巣箱製作、設置、生態と生息する
森林生態系の観察と記録

	 ●芸北町自然保護レンジャー
	 ●広島県　● 184万円
81	霧多布湿原ファンづくりのための木道修復活動
	 ●特定非営利活動法人霧多布湿原トラスト
	 ●北海道　● 100万円
82	金沢市とその近郊の農業用水の生物多様性維持機能
を高めるための基礎的研究

	 ●上田哲行（石川県農業短期大学）
	 ●石川県  ● 168万円
83	桂川・相模川水系におけるシジミ類の生息調査及び
在来種マシジミの保存に向けた繁殖実験

	 ●園原哲司（向上高等学校）
	 ●神奈川県  ● 193万円

●2005年度
84	研究者と市民の協働による里山の生物多様性保全の
ための活動及び調査

	 ●金沢大学「角間の里山自然学校」
	 ●石川県  ● 156.8 万円
85	田舎暮らしグラウンドワーク・ウスイロヒョウモンモ
ドキの舞う蒜山高原自然再生事業

	 ●真庭遺産研究会
	 ●岡山県  ● 170万円
86	瀬戸内海の干潟における貝類を中心とした環境指標
生物の探索

	 ●森千恵（岡山大学大学院）
	 ●岡山県　● 137.3 万円
87	環境教育機能を備えた学校林の生態管理システムの
構築

	 ●林田光祐（山形大学農学部）
	 ●山形県　● 135.7 万円

●2006年度
88	小網代の森保全推進のためのパトロール活動
	 ●特定非営利活動法人 小網代野外活動調整会議
	 ●神奈川県　● 224万円
89	里山と共に育つ学校の森づくり
	 —里山が育つ、里山と育つ、里山から育つ—
	 ●奈良教育大学付属中学校裏山クラブ
	 ●奈良県  ● 122.5 万円
90	名古屋周辺における外来カメ類の現状調査と
	 在来カメ類の保護・保全活動
	 ●特定非営利活動法人 犬山里山学研究所　
	 ●愛知県  ● 170.2 万円
91	水田におけるゲンゴロウ幼虫の保全に関する
	 野外調査研究
	 ●大庭伸也（岡山大学大学院）
	 ●岡山県　● 89.2 万円

●2007年度
92	赤とんぼ全国調査
	 ●全国トンボ市民サミット全国実行委員会
	 ●静岡県　● 150.5 万円
93	ニッポンバラタナゴを救う伝統的農業水管理法
	 「ドビ流し」の効果
	 ●特定非営利活動法人 ニッポンバラタナゴ高安研究会　
	 ●大阪府   ● 147 万円
94	日本におけるカキ礁生態系の研究と保全
	 ●山下博由（貝類多様性研究所）　
	 ●神奈川県　● 201.6 万円
95	都市的環境で在来種が外来種に駆逐される
	 要因の解明
	 ●松本崇（京都大学）
	 ●京都府　● 139万円

●2008年度
96	公園管理と蛍の養殖
	 ●倉渕ほたるの会
	 ●群馬県　● 10.2 万円
97	湖北野田沼内湖の再生で動き出す
	 琵琶湖のいのちプロジェクト
	 ●特定非営利活動法人 旅するおさかなサポーター
	 ●滋賀県   ● 200 万円
98	身近な地域・自然を学ぶ環境学習の教材化と
	 プログラムの構築―倉敷市水島地域を対象に―
	 ●財団法人水島地域環境再生財団
	 ●岡山県   ● 100 万円
99	ヒサカキの種子散布にかかわる生物間相互作用が
	 三宅島の森林生態系回復に果たす役割
	 ●阿部晴恵 (財団法人日本モンキーセンター )
	 ●愛知県   ● 192.6 万円
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ＦＧＦ助成一覧

鹿児島県出水市における
保護ツルの臨床検査
－野生復帰羽数の増加を目指した臨
床研究－
●松鵜　彩（鹿児島大学　共同獣医
学部）
●鹿児島県● 85 万円

138

琉球列島中部域における造礁サンゴの
新規加入幼生の種多様性と
遺伝学的集団構造に関する研究
●中村雅子

（沖縄科学技術大学院大学）
●沖縄県● 200 万円139

京都府立須知高等学校の
「ウィードの森」の
生態調査と里山の整備
●京都府立須知高等学校 PTA 
●京都府
● 170 万円150

名勝・重要文化的景観
「おばすて（田毎の月）」
棚田の保全活動
●田毎の月棚田保存同好会
●長野県
● 90 万円151

はぐくむ、つなげる、つたえる、ま
もる、谷津田の生きもののいのちの
にぎわいとつながり
●特定非営利活動法人ちば環境情報セ
ンター
●千葉県　● 90 万円152

●2016年度

大淀川の絶滅危惧植物
「タコノアシ」の保全活動
● NPO 法人大淀川流域
ネットワーク
●宮崎県
● 34 万円153

GPS 首輪を用いた積雪地域
におけるイノシシの行動特性
●山本麻希（NPO 法人新潟ワイ
ルドライフリサーチ）
●新潟県
● 110 万円155

ドローンと VR 技術を活用
した里山ランドスケープの
モニタリング手法の開発
●一ノ瀬友博（慶應義塾大学）
●神奈川県
● 110 万円154

遺伝情報を用いた絶滅危惧植物
ヤチシャジンの野生集団の再生
●渡邉園子（広島大学大学院）
●広島県
● 100 万円

156

外来アライグマの営巣特性
調査と対策コスト削減のた
めの巣箱型ワナの開発
●池田透（北海道大学大学院）
●北海道
● 140 万円157

●2009年度
103	遊んで学ぶ里山体験
	 ●ボランティアグループ「未来の家」
	 ●兵庫県　● 119.9 万円
104	栗山鳥の下自然公園・ムクロジの里
	 ステップアップ事業
	 ●特定非営利活動法人四街道メダカの会
	 ●千葉県  ● 186万円
105	カンキョウカジカの生態研究と
	 その保護対策について
	 ●利賀飛翔の会（利賀河魚の会）
	 ●富山県　● 63万円
106	奄美大島湯湾岳の野生絶滅植物リュウキュウアセビ
の復元に向けた遺伝解析

	 ●瀬戸口浩彰（京都大学大学院）
	 ●京都府　● 118万円
107	秋吉台の絶滅危惧植物の保護に向けたゾーニングの
ための基礎研究

	 ●荒木陽子（秋吉台科学博物館）
	 ●山口県　● 61万円
108	中央アルプス山麓の里山に生息する絶滅危惧種
	 ミヤマシジミとヒメシジミの保全に関する研究
	 ●中村寛志（信州大学農学部付属アルプス圏フィールド
科学教育研究センター）●長野県　● 147万円

109	京都・平安神宮内の池に生息する
	 イチモンジタナゴの保護
	 ●細谷和海（近畿大学農学部）
	 ●奈良県　● 150万円

●2010年度
110	参加型フットパス・ツーリズムの振興による棚田・
里山環境の保全とその活用

	 ● NPO法人蕨野の棚田を守ろう会
	 ●佐賀県　● 280.4 万円
111	生駒市西畑地区の棚田・里山の再生と創造
	 ●いこま棚田クラブ
	 ●奈良県　● 54万円
112	スナメリから見つめる瀬戸内海
	 ●牛窓のスナメリを見守る会
	 ●岡山県　● 94.4 万円
113	福岡市室見川におけるシロウオの産卵環境の解明と
住民参加型の保全活動について

	 ●伊豫岡宏樹（福岡大学大学院）
	 ●福岡県  ● 149.2 万円
114	琵琶湖固有亜種とされるビワマスにおける遺伝的多
様性の変化

	 ●桑原雅之（滋賀県立琵琶湖博物館）
	 ●滋賀県  ● 135.3 万円
115	昆虫類を指標とした都市近郊の里山の
	 生物多様性評価手法に関する研究
	 ●小池伸介（東京農工大学大学院）
	 ●東京都  ● 104.3 万円
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●2011年度
116	高校生・若者による埼玉県小川町での里山づくりと
環境教育活動

	 ● NPO法人共存の森ネットワーク
	 ●東京都　● 145.2 万円
117	MY大嵐山方式（会員ボランティア）による大嵐山の
自然環境保全運動の仕組みづくり

	 ● NPO法人白山しらみね自然学校
	 ●石川県　● 66.8 万円
118	牛耕復活による里山のたたずまい再生
	 ● NPO法人環境の島研究室　
	 ●新潟県　● 117万円
119	「干潟生物の市民調査」手法による
	 八代海のベントス相調査
	 ●佐々木美貴（NPO法人日本国際湿地保全連合）
	 ●東京都  ● 175万円
120	東北太平洋沖地震津波による蒲生干潟周辺域の被害
現況調査と海浜性生物の再定着プロセスの解明

	 ●長島康雄（仙台市科学館）
	 ●宮城県  ● 278.6 万円

●2012年度
121	大人も子どもも谷戸で楽しく自然体験
	 ●津久井の自然を守る会
	 ●神奈川県　● 35万円
122	伝統的循環型農業の復活と自然素材を活かした古民
家再生によるツシマヤマネコと共生する村づくり

	 ●ツシマヤマネコ共生村協議会
	 ●長崎県  ● 160万円
123	多摩川における外来魚調査及び
	 外来種問題啓発活動
	 ● NPO法人おさかなポストの会
	 ●神奈川県　● 90万円
124	ラムサール条約登録湿地・伊豆沼・内沼の食物網に
おける放射性物質の濃縮の評価

	 ●嶋田哲郎（財団法人 宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団）
	 ●宮城県 ● 120万円
125	大分県指定天然記念物カマエカズラの繁殖生態と
	 保全に関する研究
	 ●小林峻 ( 琉球大学大学院理工学研究科 )
	 ●沖縄県  ● 110万円
126	野生鳥獣の放射能汚染が狩猟者の
	 捕獲活動に与える影響
	 ●上田剛平（兵庫県但馬県民局朝来農林振興事務所）
	 ●兵庫県  ● 185万円

●2013年度

３次元ＧＩＳモデルを用いた八王子
滝山里山保全地域の環境モニタリン
グ活動
●NPO法人自然環境アカデミー
●東京都  ● 150万円

日本に留学している大学生の中山間
地域における日本文化体験プログラム
●早稲田大学社会医学研究室
●埼玉県  ● 40万円

来浜者の踏圧がウミガメのふ化に及
ぼす影響についての調査
●NPO法人屋久島うみがめ館
●鹿児島県  ● 85万円

●2014年度

小笠原諸島、西島の森林再生
●ＮＰＯ法人小笠原野生生物研究会
●東京都
● 100 万円

愛子子どもの森の保全と
ふれあい活動
●森の応援団愛子ハグリッズ
●宮城県● 30 万円

ロープ魚礁とアマモによる
生態系の創出活動
●ＮＰＯ法人庄内浜を考える会
●山形県● 45 万円
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※団体名・所属名等は助成当時のものです。１９８４年～ 2023 年までの 220 件のＦＧＦ助成先をご紹介します。

「家族で学ぼう　福島環境教育エコ
ツアー」開催事業
●NPOアジア職業エコガイド・ウォー
キング指導者協会
●福島県  ● 58万円

石川県沿岸に生息する絶滅危惧種イ
カリモンハンミョウの生態解明と保
全対策の検討
●柳井清治 (石川県立大学環境科学科 )
●石川県  ● 103万円

北海道平野部における野生生物によ
る防風林の利用状況に関する研究
●目黒文子 (環境NGOカピウ )
●北海道　● 53.8 万円

身近な自然体験の教育的効果の検証
～多摩市内の里山環境を生かした教
育実践の総合的調査～
●野田恵 (東京農工大学農学部 )
●東京都  ● 110万円

「震災後の増田川から持続可能な地
域社会へのアプローチ」～丘陵地か
ら津波にのみ込まれた河口までの身
近な自然を見つめ直す～
●大橋信彦
●宮城県 ● 80万円

●2008年度
100 筑後川の支川・小石原川におけるアカザの生態
	 ●鬼倉徳雄（九州大学大学院）
	 ●福岡県　● 98.7 万円
101	九重タデ原・坊ガツル湿原における火入れによる
	 土壌環境改変の実態とその効果の検証
	 ●伊豫部勉（北九州市立大学）
	 ●福岡県  ● 79.5 万円
102	休耕田を利用した湿生植物群落の回復
	 ●高野瀬洋一郎（新潟大学超域研究機構）
	 ●新潟県　● 141万円

134

133

132

127

128

129

130

131

奄美諸島における
希少野生植物の繁殖に関する
生物相の基礎的研究
●前田芳之
●鹿児島県● 190 万円

東日本大震災の津波被災地に
おける地域農業資源の保全に
関する実証研究
●観山恵理子（東北大学大学院）
●宮城県● 190 万円

141

140

市民調査による岩手県の
植物相の研究
●鈴木まほろ（岩手県立博物館）
●岩手県● 95 万円

146

『多摩川のケヤキと共生する会』
青梅市多摩川流域のケヤキの食葉
性害虫からの救済と緑陰の維持
●たまあじさいの会
●東京都  ● 120 万円

142

奈良県レッドデータブックに
記載されている自生山野草の
保全と管理
●里山の山野草を守る会
●奈良県 ● 55 万円

144

野焼きボランティアのための
難燃性ゼッケン製作
●全国草原再生ネットワーク
●島根県  ● 30 万円

145

「松代おやっこ村」
魅力アッププラン
●松代おやっこ村
●新潟県  ● 140 万円

143

162

東京藝術大学上野キャンパスに
おける武蔵野の植生再生と
維持の活動
●東京藝術大学キャンパスグランド
デザイン室
●東京都  ●160 万円

163

ニホンイシガメの保全を目的とし
た生活史の解明
●小賀野 大一（東邦大学理学部）
●千葉県
●165 万円

石狩海岸における希少アリ類・
海浜植物・外来カエル類の相互
関係に関する研究
●吉田 剛司（酪農学園大学）　
●北海道
●95 万円

164

知床国立公園とその周辺におけ
るヒグマと人の共存の道を探る
調査研究
●下鶴 倫人（北海道大学大学院）
●北海道
●145 万円

対馬に生息する希少植物種を保全
するための植生回復および栽培試
験に関する調査研究
●東 浩司

（京都大学大学院理学研究科）
●長崎県 ● 110 万円148148

サクラにおける効率的な挿し木
繁殖法の確立およびサクラ遺伝
資源の保存・管理に関する
基礎研究
●田中 秀幸（島根大学）
●島根県  ● 130 万円149

里山を活かしたこどもの遊び場
と大人のコミュニティスペース
●土沢森あそびの会　
●神奈川県
●60 万円

159

子どもたちによる
里山再生プロジェクト
●南アルプス子どもの村中学校
●山梨県
●100 万円

160

豊田市の中山間地を舞台とした
多世代参加型の自然との
ふれあい活動
●豊田高専ドミタウン実行委員会
●愛知県
●40 万円161

●2017年度

165

女川学びの森の整備と
利活用促進
● NPO 法人女川ネイチャーガイド
協会 
●宮城県
●85 万円158

●2015年度

希少動物アマミノクロウサギ保全
に向けた分子遺伝学的アプローチ
●溝口 康（明治大学農学部）●鹿児
島県  ● 160 万円

147
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動植物とその生息環境の保全と
安全登山のために
●雷神山を愛する会
●群馬県
● 42.4 万円

184

分布北限域におけるエダミドリイシ
の有性生殖法を用いた養殖・
移植方法の確立に向けた活動
● NPO 海辺を考える しおさい 21
●静岡県
● 112.8 万円

外来種であるキノボリトカゲの
テリトリーを用いた
駆除技術の開発
●保田昌宏（宮崎大学農学部）
●宮崎県
● 100.2 万円

市民科学手法を活用した外来魚
アメリカナマズの侵入前線検出
●吉田　誠

（国立環境研究所 生物・生態系環境
研究センター）
●滋賀県　● 100 万円

西表島固有種ショキタテナガエ
ビの絶滅回避に必要な保全遺伝
学的研究
●今井秀行（琉球大学理学部）
●沖縄県
● 144 万円

189

190

「法」の字プロジェクト～低層植物
の保護・再生による京都五山送り火の山の
保全、そして、送り火行事の保存継承へ～
●公益財団法人松ヶ崎立正会
●京都府
● 137.2 万円

絶滅危惧Ⅱ類「ヤマグチサンショウ
ウオ」の棲息環境の保護・
保存と小学児童の環境教育
●小串ヤマグチサンショウウオ
   保護・保存会
●山口県　● 26 万円

185

186

187

●2020年度

188

愛宕山てっぺんの森の「生態系管理」
「環境教育拠点化」事業
●特例認定 NPO 法人
　愛宕山てっぺんの森を守る会
●長野県
● 150 万円191

Lady go!　女性が中心となり、
女性が育む「ガイアの森」
里山再生モデル事業
● NPO 法人どんぐり1000 年の森をつくる会
●宮崎県
● 65 万円

やながわ有明海水族館を活用した
幅広い世代への体験型環境教育の実施
● NPO 法人 SPERA 森里海・時代を拓く
●福岡県
● 65 万円

ホトケドジョウ類の進化史の解明
と保護施策の確立―ホトケドジョウ学
の醸成―
●宮崎淳一（山梨大学教育学部）
●山梨県
● 120 万円

三宅島におけるハチジョウススキ
の特徴―自然と文化をつなぐ茅葺の復
活をめざして―
●黒田乃生（筑波大学芸術系）
●東京都
● 120 万円

七北田低地（仙台・多賀城）
へのシジュウカラガン復元に
向けた基礎研究
●呉地正行（日本雁を保護する会）
●宮城県
● 100 万円

196

カヤネズミとヒナカマキリを含む地域
の生物多様性保全プロジェクト in
竹尾緑地 2021
●環境ネットワーク「虹」
●福岡県
● 45 万円

生物多様性保存型里山ビオトープの
造成とその活用に関する事業
● NPO 法人自然環境ネットワーク・
　射水市ビオトープ協会
●富山県
● 95 万円

192

193

194

197

●2021年度

198

195

奄美群島における漂着物学研究
推進のための基礎的研究
●西村千尋（歩健学研究室）
●鹿児島県
● 90 万円

199

自然界と共存し、自然界を保全していく
町づくり活動
●小泉ユニバーサルビーチユニット
●宮城県
● 55.1 万円

淀川のワンドに生息するイタセンパラを
はじめとした在来魚類の保全活動と
地域に根ざした環境教育
●城北水辺クラブ
●大阪府
● 74.2 万円

耳石微量元素分析を用いた
ニホンウナギのハビタット間移動と
堰との関係の解明
●久米学

（京都大学フィールド科学教育研究センター）
●和歌山県　● 155 万円

淡路島におけるシロチドリの生息・
営巣状況の調査および保全対策の
実施と検証
●立田彩菜
●兵庫県
● 97.1 万円

ニホンスッポンとチュウゴクスッポン
の交雑実態の解明ならびに交雑個体の
検出法の確立
●桑原紗香（三重大学生物資源学部）
●三重県
● 112 万円

205

炭素循環型農業による生きものの保全・
再生の拠点づくり
●熊野の森もろおかスタイル
●神奈川県
● 69.5 万円

埼玉西部を流れる高麗川並びにその
流域の水生生物の調査並びに川での
子供たちへの環境教育
●奥武蔵ピースラボ
●埼玉県
● 25.8 万円

201

202

203

206

福島県飯舘村 - 耕作放棄地の土地活
用に向けた漆の試験栽培、苗木生育
のための圃場整備活動
●特定非営利活動法人ウルシネクスト
●福島県
● 48.2 万円200

●2022年度

207

204

広島県における空気中の環境 DNA を
指標にした森林野生哺乳動物の生息
モニタリングとその応用に関する研究
●西堀正英（広島大学大学院）
●広島県
● 120 万円208

東京都心域の都市緑地を活用した
ポリネーターガーデンの創出と
技術的指針の検討
●堀内勇寿

（国立科学博物館筑波実験植物園）
●東京都　● 79 万円209

浅間山系におけるミヤマシロ
チョウの保全活動と生態調査
●浅間山系ミヤマシロチョウの会　
●長野県
● 83 万円

球磨郡相良村の湿地再生及び
それに係わる地域連携の構築
●球磨湿地研究会
●熊本県
● 94.6 万円

七尾湾の環境改善と環境保全型
農業の実現に向けた海藻草の
回収活動
●能登の森里海研究会
●石川県
● 38 万円

天然記念物コクガンの捕獲
および GPS 送信機装着事業
●鈴木卓也

（南三陸ネイチャーセンター友の会）
●宮城県
● 130.8 万円

広域分布型絶滅危惧植物の域外
保全策確立に関する研究：ラン科
カンランを例にして
●長澤淳一（京都府立大学京都地域
未来創造センター）
●京都府　● 146.3 万円

内部標識を用いた絶滅危惧種ギバチ
（Pseudobagrus tokiensis）の生活史
調査
●早川拓真（宇都宮大学大学院）
●栃木県
● 50 万円

男鹿の自然にふれあい生きる力を
身につけよう！多世代参加の自然
体験プロジェクト
●子育てカフェ・にこリーフ
●秋田県
● 42.3 万円

多摩丘陵に残された里山と古街道
の歴史環境遺産を保護し、
自然景観の維持と活用に貢献する
●歴史古街道団
●東京都
● 120 万円

180

176

●2019年度

182

自然豊かな河川と水害をもたらす
河川に関する伝統知と環境・防災
教育に関する実践研究
●落合知帆（京都大学大学院）
●和歌山県
● 145 万円183

大人も子どもも楽しく安全に自然
体験が楽しめるガイアの森づくり
● NPO 法人 ガイア自然学校とやま
●富山県
● 150 万円

海岸の自然観察を通じてマイク
ロプラスチックの危険性を学ぶ
●特定非営利活動法人 サンクチュア
リエヌピーオー
●静岡県
● 60 万円

豊北の水と生態系の研究・下関北
高協同～粟野川流域図作成を原点に～
●北高夢ロード実行委員会
●山口県
● 50 万円

天然記念物ミヤコタナゴの再導
入等の候補地の探索および生息
域の再生手法の検討
●鈴木規慈（三重大学大学院）
●千葉県   
● 150 万円

巨樹・名木とそれを取り巻く地域
社会における生態系サービス及び
Eco-DRR 機能の定量的評価
●宇野宏司

（神戸市立工業高等専門学校）
●兵庫県   ● 70 万円

岩手県の砂浜植生再生活動を通
した環境教育プログラムの開発
●島田直明（岩手県立大学）
●岩手県
● 90 万円

みちのく潮風トレイル利用促進の
ための歩行データの調査・研究
●特定非営利活動法人 みちのくト
レイルクラブ
●宮城県
● 200 万円

伊豆諸島青ヶ島の絶滅危惧種が
生育する噴気孔原群落の保全に
むけた基礎研究
●上條隆志（筑波大学）
●東京都
● 50 万円

網走市こまば木のひろばにおけ
るエゾモモンガの生態調査
●後藤ひとみ（東京農業大学）
●北海道
● 30 万円

166

169

167

170

172

●2018年度

168

171

173

174

子どもたちの日常の中に自然を
取り入れるきっかけを与える事業
●一般社団法人 Camp
●福岡県
● 100 万円

猪名川河川域の植物調査（絶滅危惧植
物の保全・増殖および昆虫が利用する
植物のフェノロジーの製作）
●大阪府立園芸高等学校
　ハニービーサイエンスクラブ
●大阪府　● 33 万円

VR も活用した石狩川流域の
湿地環境保全・利活用の普及活動
●石狩川流域湿地・水辺・海岸ネットワーク
●北海道
● 100 万円

大雪山国立公園の利用者とエゾナキウ
サギの良好な関係の構築のための自然・
社会科学的研究
●渡辺悌二

（北海道大学大学院地球環境科学研究院）
●北海道　● 90 万円

越冬環境の泥と水の深さがサドガエル
幼生の越冬成功と翌春以降の成長・発
生に与える影響：江やビオトープを重
視した保全対策の改善に向けて
●高津邦夫（新潟大学佐渡自然共生科学
センター）●新潟県　● 100 万円

215

「根尾川むいむいの森」ユースセンター
の子ども自身による自然学校・拠点整備
●一般社団法人よだか総合研究所
●岐阜県
● 85 万円

佐賀の田舎から心を育み、生きる力
を養う自然体験活動を届ける
●秀島彩女
●佐賀県
● 39 万円

211

212

213

216

「森の忍者・ムササビ」観察会
及び生息調査
●矢部郷自然観察会
●熊本県
● 20 万円

210

●2023年度

217

214

山陰地方と北陸地方のミナミアカヒレ
タビラとヤリタナゴの分布および
地域固有性の調査
●野口亮太

（NPO 法人流域環境保全ネットワーク）
●三重県　● 45 万円218

利根川沿いに生息する生物は
交雑によって多様化しているか？
●石井康人（東北大学理学部）
●宮城県
● 95 万円

219

175

177

178

179

環境保全機能と集落の自治機能を
損なわない小規模集落水道の存続条件
●野田岳仁（法政大学現代福祉学部）
●東京都
● 100 万円

220

181
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